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序

本書は、浜松市浜北区に所在する中屋遺跡の発掘調査報告書です。第二東名高速道

路の建設に伴って行われた浜松市内の発掘調査では、すでに刊行しました大門西遺跡・

大平遺跡に次ぐ、 2冊目の報告書となります。

中屋遺跡では、溝と土塁で固まれた大規模な施設や、国内で初めての出土となる中

世螺銅鞍など、当初予想だにしなかった数多くの発見があり、 マスコミに大きく取り

上げられたこ とも あって、調査中から話題となってきました。

本書では、調査によって発見された遺構や遺物を報告するとともに、それらを検討

する ことで得られた新たな知見も提示されています。例えば、当研究所が誇る高度な

保存処理技術によってよみがえった螺銅鞍には、堺、銅装飾に加えて覆輪が装着されて

いた痕跡が確認されています し、 溝と土塁で囲まれた大規模な施設については、瓦な

どの分析から寺院である可能性が高いという見解が示されています。そして、数百年

におよぶ遺跡の盛衰や集落の移り変わりなど、現在の地割り につながる各時代の土地

利用の様子も明らかになっています。

中屋遺跡の調査は端緒についたばか りですが、個別の遺構・遺物の分析にとどまら

ず、様々な視点から地域の歴史の一端を明らかにできたことが、今回の調査の大きな

成果であるといえます。

現在この地域では、産業や自然、史跡、文化財といった地域資源つなぐ散策コース「遠

州山辺の道」の整備事業が進められており、 中屋遺跡もそのルート のーっとなってい

ます。中屋遺跡では、現在でもいくつかの場所で土塁の高まりなどをみることができ

ますが、本書にまとめた成果は、訪れた方が遺跡の姿をより具体的にイメージいただ

ける内容になっていると思います。

今回得られた多くの成果は、猛暑や極寒のなかでも日々地道な調査に取り組んだ調

査担当者、限られた期間の中で膨大な遺物や記録に向き合った報告書執筆者、そして

作業に携わった多くの作業員諸氏の労苦の賜物といわねばなりません。最後に、調査

に多大なご理解とご協力をいただきました地元の皆様、中日本高速道路株式会社、静

岡県教育委員会、浜松市教育委員会をはじめとする多くの方々 に、心から御礼申 し上

げます。

平成 22年 12月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田彰
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本書は、静岡県浜松市浜北区根堅に所在する中屋遺跡の発掘調査報告書である。

本報告書では、基本的に平成22年4月現在の市区町名で記し、必要に応じて旧市町村名を併記し

ている。なお、所属については、当時の所属機関名を記している。

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、市町村単位にて実施している。浜松

市では本報告書が2冊目であるため、「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 浜松

市-2Jとした。

4.本報告書は「第 l分冊Jと「第2分冊」 によって構成されている。

5. 調査は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、中日本高速道路株式会社(平成 17

年度途中まで日本道路公団静岡建設局)の委託を受けて、静岡県教育委員会文化財保護課(平成

21年度まで文化課)の指導のもと、 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

6. 現地調査・資料整理の期間と担当者については、第 l章に別記した。

7. 本報告書の執筆は、及川司、武田寛生、足立順司、溝口彰啓、西尾太加二、大森信宏(以上、当研究所)、

小川とみ(東北大学植物園)、鈴木三男(東北大学植物園)、大津正己 (九州テクノリサーチ)、 鈴

木瑞穂(九州テクノリサーチ)、 小松大秀(東京国立博物館)がおこなった。

8. 各章・節・項の執筆者は、目次に名前を明記した。

9 本書で掲載した写真のうち、遺構写真は各調査担当者と富樫孝志、井鍋誉之が、遺物写真は杉山す

ず代が、作業状況写真等は各調査担当者が撮影した。

10. 木製品と金属製品の保存処理は、当研究所保存処理室が実施した。

11. 螺銅鞍の復元イラストは、西尾太加二が作成した。

12目現地調査においては、小和田哲男氏(静岡大学)、中井均氏(米原町教育委員会)、向坂鋼二氏(当

研究所評議員)、村田修三氏(大阪大学)に調査指導を賜った。

13 整理作業においては、上原真人氏(京都大学)、小松大秀氏(東京国立博物館)、藤淳良祐氏(愛知

学院大学)に調査指導を賜った。

14. 基準点測量・グリッド杭の打設および空中写真撮影、空中写真測量は、株式会社フジヤマに委託し

15 

16 

て実施した。

出土木製品の樹種同定は、鈴木三男氏(東北大学植物園)に依頼して実施した。

鉄淳の金属学的分析は、株式会社九州テクノリサーチに委託して実施した。

17. 本書の編集は、武田寛生がおこなった。

18 註・引用・参考文献については、各章または各節の文末に記した。

19 各調査の概要は、当研究所や他の刊行になる出版物で一部公表されているが、内容において本書と

相違がある場合は本報告をもって訂正する。

20 

21. 

発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管している。

現地調査および整理作業にあたっては、多くの方々から助言・協力を賜った。記して深謝の意を表

する。(順不同・敬称略)

浅野啓介、新井榛名、太田好治、大林元、大谷宏治、小野正敏、 片山一道、 加藤理文、河合修、

久野正博、柴田稔、鈴木京太郎、中川律子、八賀晋、本田祐二、松井一明、森郁夫。



凡例

l 座標は平面直角座標咽系を用いた国土座標、日本測地系(改正前)を使用している。

2.グリッド(方眼)は、lの座標を用いて設定している。グリッドの一辺は 10mとし、アルファベツ

ト ( A ~) と算用数字(l ~)を用いて、その位置を表示している。東西方向が西から 1 . 2.一、

南北方向が北から A . B ".と設定している。

3 方位については、 lの座標による方佐(座標北)を基準として表示 している。

4 発掘遺構は、遺構の種別を示す次の記号と、一連の番号の組合せにより表記した。

SA 土塁 SB 竪穴建物 SD 溝 SE 井戸 SF 土坑

SH 掘立柱建物 SR 河川跡 Sp. p 柱穴・小穴 SX その他

5.遺構番号は、遺構種類ごとの通し番号としている。番号は、 基本的に現地調査で付されたものをそ

のまま使用したが、遺構種類が変更されたものについては、新たに別の番号を付している。また、

現地調査では調査区ごと に通し番号が付与されていたため、本報告書では上ー桁に調査区名を付し

た4桁の番号で表示して区別 した。

6 遺物番号は、種類・出土遺構・挿図の別に関わらず、すべて通し番号を付している。

7 図中に用いたスク リーントーン等の使い分けについては、必要なものを各図中に表記している。

8.遺物の実測図の縮尺は、土器・陶磁器類は 1・3、瓦は 1:4、呪符木簡と笹塔婆は 1: 2、木杭 ・

矢板は 1: 8、漆椀は 1・3、他の木製品は 1: 4、金属製品(銭貨を除く )は ，• 2を基本とし、

各凶にスケールを付 した。

9.銭貨の拓本は、すべて 1 1で掲載している。

10 周辺の地形図については、国土地理院「二万五千分の一地形図(平成 19年発行)Jおよび、浜北市

「三千五百分の一地形図(平成3年発行)Jを複写・加筆して使用 した。

11 土器・陶磁器の分類・編年に関 しでは、主に以下の文献に依拠した。

松井一明 1993I遠江における山茶碗生産についてJr静岡県考古学研究25J静岡県考古学会

中野晴久 1994I知多(常滑)古窯祉群の山茶碗についてJr研究紀要第3号』 三重県埋蔵文化財センター

藤淳良祐2008r中世瀬戸窯の研究』高志書院

鈴木正貴 1996I東海地方の内耳鍋 e 羽付鍋・釜Jr鍋と斐そのデザインj東海考古学フォーラム

菊川町教育委員会 2000r横地域跡総合調査報告害 資料編』

瀬戸市 1998r瀬戸市史 問磁史篇六J

鈴木敏則 2001I湖西窯古墳時代須恵器編年の再構築Jr須恵器の出現から消滅 補遺 ・論考編J

浜松市文化協会 1998r梶子北遺跡 遺物編(本文H



図面1 遺構配置図(1 ) 
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遺構配置図 (2) 図面2
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図面3 遺構配置図(3 ) 
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遺構配置図 (4) 図面4
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図面5 遺構配置図 (5) 
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第 1章調査の方法と経過



第 l寧調査の方法と経過

1.調査に至る経緯

混雑化する東名・名神高速道路の抜本的な対策として、 昭和 62年の道路審議会において第二東名 ・

第二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建

設法の一部改正等を経て、平成元年 l月に開催された第 28回国土開発幹線自動車道建設審議会におい

て、 飛島村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜から東海市に至る延長約 270kmの第二東名高速道路め

基本計画が策定された。静岡県内においては、東西に貫く形となり、その延長は約 170kmで‘ある。この

基本計画策定を受けて静岡県は、平成元年 12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、教育

委員会文化課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を含む環境影響調査等が行われ、他の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成3年9月24日には静岡県内長泉町~引佐町聞の都市計画決定告

示がなされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は、平成4年2月17日付で文化庁へ通知を行う ととも

に、 平成4年5月11日付で、 日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、長

泉町~引佐町間の埋蔵文化財分布調査、その手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付で日

本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋蔵文化財包

蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は、平成4年9月29

日に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、第

二東名路線内における埋蔵文化財の所在にについての照会を行った。踏査結果については、 各市町村

教育委員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年3月 18日付で、

静岡県教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あてに回答がなされている。

この時点での調査対象箇所は 136箇所、調査対象総面積が1，453，518rdとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、 平成5年 11月 19日付で日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い

等について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財

調査研究所へ委託を行うことが確認されている。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査に

ついては、 短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのように確保していくかが、大

きな課題となった。

さらに平成6年には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、具体的な調査を進め

るための状況調査を行うとと もに、前年示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地についての

踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告・取り まとめがなされている。こうした状況

調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は 133箇所、調査対

象総面積は1，286.756ぱとなっている。

平成7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

てもかなり見通しがでてきた。こうした状況の中で、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議

する場として、日本道路公団静岡建設所(平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名

関連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、第 l回の協議が平成7年 12月13日に行われている。これ

以降、細かい埋蔵文化財の取り扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、

日本道路公団静岡建設所は平成8年7月l日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組している。
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l 翻査に至る経緯

平成8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについ

ての確認書を締結した。さらに調査実施機関である財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者

は、 平成8年9月25日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協

定書を締結し、平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していく こととなった。年度後半には、掛

川市倉真のNO.94地点、浜北市大平のNO.136地点、岡市四大地のNO.137地点の確認調査が実施されている。

その後、平成9年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地において確認調査から順次着手していった。

一方、 長泉町~御殿場市間について も日本道路公団に対し、平成9年 1月31日付で建設に係る調査

開始指示が出され、さらに平成9年 12月25日付で施行命令が出されている。この区間については、建

設省の依頼により、平成6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点のリストア ップが行われていたが、

調査開始指示を受けて、再度平成 10年9月2日日本道路公団静岡建設局長より静岡県教育委員会教育

長あてに「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育委

員会文化課は関係する市町村教育委員会に平成 10年9月25日付で再踏査の依頼をするとともに、 10

月2日には踏査の実施に関する打ち合わせ会を行った。 11月上旬には、長泉町・裾野市・御殿場市

教育委員会から踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平

成 10年 12月17日付で県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵

文化財調査の対象となった箇所は 21地点、調査対象総面積は 108，734ばであった。関係者協議の結果、

これらの調査対象地点について も、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施する ことと し、

平成 11年3月5日付で、協定変更を行っている。なお、平成 17年度の日本道路公団の民営化に伴って、

日本道路公団静岡建設局による埋蔵文化財発掘調査は、中日本高速道路株式会社東京支社に引き継がれ

ている。

第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサービスエリ ア・ パー

キングエリア、排土処理場について財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及

び取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応すること としたが、 調査の進展に伴う調査量

の増大に財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所の調査体制が追いつかず、本線部分の一部について、 沼

津市や静岡市、浜松市、富士宮市、裾野市、 富士市の教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部

地域を中心に、民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

浜松市(旧浜松市と旧浜北市)内における、確認調査を必要とする対象地点とその範囲の選定は、静

岡県教育委員会の指導のもと、浜松市教育委員会及び、浜北市教育委員会が行った。その後、路線範囲

の変更、 側道やサービスエリアなどの本線以外の工事範囲の確定、さらに遺跡所在の再確認によって、

対象地点範囲の変更や新たな対象地点の追加が行われた。 最終的に、浜松市域では、本線およびサービ

スエリア建設範囲内で 10箇所、工事用道路建設範囲内で2箇所の対象地点が選定された。この内、周

辺の発掘調査や分布調査などによ って、 周知の遺跡となっていたのは、 5地点である。その他の7地点

については、 周知の遺跡を含まないが、踏査や周辺環境等の検討の結果、遺跡の存否を含めて確認調査

を行う必要があるとされた場所である。

なお、調査を必要とする対象地点には、静岡県内で通し番号による地点名が付けられており、浜松市

域において対象となった 10地点については、 NO.129-139地点となっている。ただし、いずれも確認

調査の着手前に付けられたため、周知の遺跡を含んで、いなかった地点に関 しては、必ずしも地点名と遺

跡の範囲とが合致していない。 本書で報告する中屋遺跡の範囲は、 NO.129地点と130地点の2地点が相

当する。ま た、 NO.130地点については、中屋遺跡以外にも篠場瓦窯、上海土遺跡、大門西遺跡、寺海土

遺跡、中通遺跡、の5遺跡が含まれている。
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調査の方法と経過第 l章

調査の体制

中屋遺跡に関する調査体制は、表 lの通りである。

第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査(以下、本事業)は、 日本道路公団静岡建設局における各ム

事事務所の範囲に合わせて 「工区」 を設定し、各工区単位で調査体制が組織されている。そのため、表

lは浜松工区として組織された体制の一部となっている。

中屋遺跡の確認調査および本調査(以下、 現地調査)は、 浜松市浜北区尾野の浜北現地事務所を拠点

にして、平成 10-17年に実施した。

本事業については、 現地調査を優先するという方針から、浜松工区における全遺跡の現地調査が終了

した後に、整理作業を実施している。本遺跡の資料整理および報告書作成作業は、袋井市小山の袋井整

理事務所において、平成 19-22年度に実施した。 ただし、出土遺物の洗浄、注記、写真の整理・収納、

各種台帳作成などの基礎的な整理作業の一部については、 現地調査と並行して浜北現地事務所で実施し

2. 

ている。

出土遺物の保存処理作業については、 金属製品は静岡市駿河区谷田の当研究所本部、木製品は静岡市

清水区江尻台町の清水整理事務所において実施した。

なお、本書では、資料整理の「調査担当者J(表 1)と 「執筆・編集者J(例言)が一致していない。

この点に関 しては、14 調査の経過jにおいて、 その経緯を記している。

調査体制表 1

H22年度H21年度H20年度

清水哲

H19年度H17年度H16年度

斎藤忠

H15年度H14年度H13年度

斎藤忠

H12年度H11一年度

斎藤忠 斎藤忠斎藤忠 石田 彫天野忍斎腹忠斎藤忠斎藤忠所長

飯田英夫飯田英夫飯田英夫山下晃山下 晃山下 晃副所畏

石田彰天野忍清水哲濁水哲平松公夫平松公失粂因徳幸粂田徳幸粂回徳幸伊藤友雄伊藤友雄常務理事

平松公夫平松公失粂田徳幸粂回徳幸粂回徳幸伊藤友雄伊藤友雄部長

松村享

松村享

松村享大場正夫大場正夫鈴木大二郎鎌田英巴鎌田英巳

員官
骨理経

総
務
部
(
総
務
際
)

次長

松村享大場正夫大場正夫鈴木大二郎鎌田英巴鎌田英巳課長

稲葉保幸専門監

稲葉保幸稲葉保幸稲葉保幸稲葉保幸稲葉保幸稲葉保幸稲葉保幸

中鉢京子中鉢京子中鉢京子鈴木秋博鈴木秋1哩鈴木秀幸鈴木秀幸鈴木秀幸総務担当者

石川繁久山本昇平山本昇平山本昇平佐醸遣夫佐藤達夫佐藤遺夫郡長

及川司

稲葉保幸

及川司

稲葉保幸

及川司粟野克巳粟野克巴粟野克巳粟野克巳粟野克巳及川司佐野五十三
次畏

中鉢賢治

稲葉保幸中嶋郁夫中嶋郁夫中嶋郁夫中略郁夫及川罰

友川司及川 司及川司

富纏孝志

中鉢京子

中嶋郁夫中嶋有E夫足立願司足立願笥及川司

加E車理文

及川司

西国光男

及川 司課長

工区主任悶
査
部
(
鯛
査
線
)

富樫孝志富樫孝志

中鉢京子

富樫孝志

中鉢京子

係長

.業担当

武田寛生

足立願司

平線智久平縁智久醸井光広武田貫生

伊藤嘉孝

iIi見健司

佐々木和也

水野功太郎水野功太郎水野功太郎

佐野手日進

西国光男

縄葉良久

西国光男

佐野和道

鍋査担当者 高見健司中谷哲久高見健司小川和彦

佐々木和也

筒井京

筒井京

武田寛生

筒井京

白鳥iJ:樹

西尾太加二西尾太加ニ西尾太加二
保存処理

大森f置安

資料盤理資料聾理

保存処理

資料整理

保存処理

資料整理

保存処理

第6次嗣董

llI!7次銅査

第8次回査

第5次銅査第4次嗣査

第5次回査

第 4次確胞

第3次踊査第2次調査

第3次踊牽

第3次確脇

第 1次鍋葦

第2次確飽

第 1次砲隠

備考
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3.調査の方法

(1)確認調査

3 翻査の方法

中屋遺跡の確認調査は、実施可能な条件が整い委託者からの要請があった範囲について、平成 11年

から 4次にわたって実施されている。

実施にあたっては、得られる情報量が多いことなどから、 トレンチを掘削して調査することを基本と

した。トレンチの掘削は、重機の進入が容易なことから、表土や耕作土等は重機で掘削する方法を用い

た。ただし、この場合においても、遺物包含層の掘削や遺構を精査する作業については、人力によって

その把握に努めた。調査区のトレンチを掘削する際には、 主と して土層の確認と遺構の発見に力を注い

だ。土層については、 各 トレンチ四方の壁の土層断面を検討し、その高さや土色、土質などを記録した。

遺物や遺構が発見された箇所においては、遺物包含層や遺構面の確定に努めた。

出土遺物は、出土した層位と位置を確認し、記録した上で取り上げることを基本とした。しかし、ま

とまって出土した場合や、遺構の性格を示している遺物が出土した場合な どについては、本調査を実施

することを前提に、出土位置に残すことと した。

現地での記録図面は、調査区全体図(トレンチ配置図)が1/200、土層断面図や柱状図は1/10を基

本として作成した。その際の測量基準点は、三角点や第二東名の工事関係用基準杭、第2次調査以降は

本調査の基準杭を使用 した。記録写真には、 作業工程撮影用と併行して 35mm判カラーネガを用いた。

( 2 )本調査

本調査は、現道や河川等の工事が及ばない範囲を除く、東西約 360m、南北約 80mを範囲とする。

ただし、代替施設の設置が困難な宅地への進入路や水道管など、調査によって住民の生活に影響が及ぶ

と想定される範囲や、調査における安全確保が困難な狭小な場所については、遺跡の状況について検討

を行った上で、静岡県教育委員会の指導の下、一部調査範囲から除外している。調査は、実施可能な条

件が整い委託者からの要請があった範囲について、 大きく 8次に分けて実施している。そのため、条件

によって調査次ごとに工程は多少異なるが、基本的な調査の方法については変わらない。

調査に際しては、 基準点測量およびグリッド杭の設置を委託して行った。 中屋遺跡におけるグリッド

は、 大グリッドと小グ リッドからなっている。大グリッドは一辺 10mの正方形で、 第2次調査の範囲

の北西隅にあたる座標 (x=-128850 Y= -64670)を起点として、 北から南へ A.B・c-一、西から

東へ 1. 2・3.ー・と、アルファベットと数字の組み合わせによって表記している。ただし、 遺跡の範囲

が明らかでない段階にグリッドを設定したため、起点の西側になって しま った範囲については、 -1と

-2の数字を付加することとした。小グリッドは、 lつの大グリッドを 4分割した 5m四方の正方形で、

大グリッドと組み合わせて A1-NWなどと記している。なお、 2002年4月1日からの改正測量法の

施行によ って、 日本測地系から世界測地系へ移行する ことと なったが、中屋遺跡の発掘調査はすべて日

本測地系に基づいている。そのため、本書の平面座標は、世界測地系であることを明示したものを除き、

すべて日本測地系で表記している。

発掘調査は、まず調査区の設定を行った。そして、作業員棟・簡易 トイレなどの設置とともに、 重機

による表土除去を開始した。ほとんどの部分については重機によって表土除去作業を行ったが、 第5次

調査では土塁の残存する可能性が想定されたため、一部表土から人力による掘削作業を行っている。

その後、重機による表土除去が完了した範囲から、人力によって遺構検出面までの掘削作業を開始し

た。 調査区のほとんどの部分では、表土・盛土除去後、まもなく遺構検出面(地山) に達した。また、

盛土等がなされていて、現地表面から深く掘り下がる部分については、安全確保のための土留め施設を
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2区 4区
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00 

図1 中屋遺跡区割り図

設置した。なお、表土除去以降の作業を円滑に進めるため、重機と人力による作業を一部並行して行っ

ている。遺構検出面に達した場所については、随時、 遺構の検出作業を行った。検出された遺構は、ま

ず遺構の半分を掘削し、土層断面によって埋土の状態を観察・記録した後に、全体の掘削を行った。た

だし、 柱穴とみられる遺構については、まず上層を数cm掘り下げて柱痕跡の有無を平面的に確認した。

柱痕跡が確認されたものは、その部分を一段深く掘りfげ、 図や写真の記録を行った後に、 遺構の半分

を掘り下げた。

発見された遺構には、すべて調査中に遺構番号を付した。ただし、各調査次ごとに l香から番号を付

した結果、遺構番号が一部重複する こと となったため、本報告に際して全ての遺構について、 先頭に調

査区(図 1)の番号(10区については 0)を付した 4けたの遺構番号に改めている。 また、 遺構の種

類ごとに 1から番号を付しているため、遺構の種別を変更したものについては、新たに番号を付している。

遺構から出土した遺物については、出土状況図の作成ま たは、 出土地点の三次元座標を計測した上で

取り上げるこ とを基本とした。ただし、土砂とともに流入したとみられる遺物については、 基本的に層

位ごとに取 り上げている。包含層出土の遺物については、 遺物が集中するなど特別な場合を除いて、 5

m 四方の小グ、リッドごとに取り上げた。

現地の記録図面としては、 空中写真測量によって、 設定したグリッドに沿って、 100分の l縮尺の地

形測量図と 20分の l縮尺の遺構図を作成した。また、特に細部の記録が必要なものについては、 10分

のl縮尺の記録図面を作成した。 遺構の現地記録写真の撮影は、 6x 7判(モノ クロ)と 35mm判(カラー

リバーサル)を用い、全景写真等については4x5判も一部使用した。作業工程の撮影には 35mm(カラー

ネガ)を使用した。 空中写真撮影及び空中写真測量と、遺物出土状況図の一部については、 委託にて実

施した。

( 3 )資料整理・報告書作成

中屋遺跡に関わる資料整理および報告書作成作業は、平成 19年度から開始した。なお、出土遺物の

洗浄・注記や台帳作成等の基礎整理作業については、現地調査終了後に随時行われていた。

作業としては、土器の分類・仕分け、接合、拓本、実測作業や、遺構図面の修正・編集、各国の版組・

トレース作業、遺物の写真撮影、原稿執筆などを行った。さらに、これらを編集して報告書を作成した。

遺物の写真撮影は、 4x 5判(モノクロネガ・カラーリバーサル)、6x 7判(モノクロネガ・カラー

リバーサル)を用いて、当研究所写真室において行った。出土した木製品と金属製品の保存処理作業に

ついては、 当研究所保存処理室が実施した。鉄淳の成分分析については、 委託により実施した。

木製品の樹種同定については、東北大学植物園の鈴木三男氏に依頼した。
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4. 調査の経過

( 1 )現地調査

4 調査の経過

中屋遺跡の現地調査(確認調査 ・本調査)は、工事の工程や道路の付け替えが必要で、あるな どの事情

により、 複数回に分けて行われている。また、基本的には地点を単位として嗣査が実施されているため、

130地点に含まれる他の遺跡とともに調査が行われた場合も ある。

以下、多少懐雑ではあるが、 本事業主外の浜北市教育委員会による調査も含め、 制査次数ごとに現地

調査の経過について記すこ とにする。

第 1 次確認調査 (期間 平成 12 年 3 月 2~8 日 制査名:No，129地点確認調査)

中屋遺跡、における最初の調査である第 l次確認調査は、平成 12年 3月2[:=:1から実施 した。 踏査の|祭

に遺物は採取されていないが、 70x 40 cm桂の大きさの平 らな石がIjiL:られていることや、 J;'，j辺の地形が

やや高 くなっている こと等から、 墳墓が存在する可能性があるとして、 石の周囲の 108m'が確認調査の

図2 中屋遺跡の調査範囲
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対象となった (No.129地点)。

調査では、石の周囲に4本のト レンチを設定し、重機によって表土や制作土を除去した後に検出面(地

山)と壁面において、 遺構の有無について確認作業を行った。 調査の発端となった石に関 しては、 耕作

土中に浮いた状態であり、 遺構として認識することはできなかったが、石の東側において溝や小穴、銭

貨が埋納された墓が発見され、 遺跡が周囲に展開 していることが川らかとな り、その花川は 129地点の

調査対象範囲外にも及ぶことが確実となった。

第 1 次調査 (期間 平成 12 年 9 月 29 日 ~ 10月31日 調査名 .ぬ 129地点本調査)

第 l次確認調査の結果を受け、 翌年の平成 12年9月29日から、 129地点、の対象範囲全域 (108ぱ)

について本調査を実施した。 調査では、 第 l次確認調査で検出されていた事 (SX2008)やi荷 (SD2003)

などの他、 新たに l基の墓 (SX2009)や柱穴とみ られる小穴が多数発見された。 遺構を完掘し、図や

写真等による記録を行った後、10月31日に埋め戻 し作業を実施した。

第 2次確認調査 (期間 平成 12 年 9 月 29 日~ 12月4日 調査名:No.130地点、確認調査その 1) 

第 l次確認、調査において、 129地点の調査対象範囲外にも遺跡、が広がる ことが明らかになり、上品な、に

遺跡の範囲を特定することが必要となった。そのため、第 1次調査と並行して、調査可能な場所の多い

129地点の四恨IJについて確認調査を実施した。なお、中屋追跡、に関するこれ以降の調査については、調

査対象範囲が未確定となっていた 130地点の調査として取り扱っている。

確認調査は、129地点から西へ約 300mまでの範囲を対象とした。制査の結果、 約 150~ 200 m西に

遺構や造物が催認されない範囲が存在し、その西と東には遺跡が展開していることが明らかとなった。

なお、西側の遺跡については、 現在寺海土遺跡と なっている。一部未調査の部分も残ったが、この確認

調査によって、中屋遺跡の範囲の西側については、ほほ!日定する ことが可能と なった。

第 2 次調査 (期 I IJJ ・平成 13 年 5 月 17 日~ 10月26日 調査名 No 130地点 I期)

第2次確認、調査の結果を受け、 平成 13年5月 17日より 、第 l次調査区の周囲について本調査を実施

した。対象となったのは、ほぼ路線の北半分で、 用地の収去が完了 していた南北約 40m.東西約 70m 

の範囲である。なお、第2次調査区のl中央に位置する第 l次調査区は、すでに制査が完了 した範囲であっ

たが、作業の効率性等の観点から、 第2次調査区と ともに掘削して埋め戻した土を除去するこ ととした。

重機によって表土・耕作土を除去した後、 遺構の検出作業を行うと、まもな く第 l次調査区の西側と

図3 重機による表土除去(第2次調査) 図4 作業風景(第2次調査)
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4 調査の経過

南側に大規模な滑 (SD2001)の存在が確認された。 直線的に掘られた構は、 調査区の南西でやや鈍角

に屈曲し、北側と東側は調査区外へと続いていた。さらに、 調査区の北壁において、惜の東側J (内側)

に土塁の痕跡が発見されたことにより、 鎌倉期の方形居館の可能性が想定され、注目されることとなっ

た。また、本遺跡は、 当初 i(仮称)千杭遺跡」と呼称されたが、 区画のl-rl心が宇中屋に位置すること

が判明したことから、 浜北市教育委員会との協議を行い、 i(仮称)中屋遺跡」と改められた。

10 ~ 11月には、 現地において小和田哲男氏 (静岡大学)、向坂鋼二氏(当研究所評議員)、中井均氏

(米原町教育委員会)、村田修三氏(大阪大学)による調査指導が行われ、 10月25日には近隣の浜北市

立赤佐小学校の 4年牛を対象に遺跡見学会が実施されている。

なお、 第2次調査区については、 10月26日に作業を終了しているが、日本道路公団との協議の上、

埋め戻 しは実施せず、 東側も 含めた溝の全体写菓を撮影する(第4次調査)までの問、完掘時の状態を

保持することにした。

第 3次確認調査 (期間 :平成 13年9月 13日~平成 14年 1月30日 調査名ぬ 130地点範囲確認調査)

第2次調査によって、大規模な溝が第2次調査区の東に延びることが判明するとともに、東へ約 600

mの地点において山代のものとみられる布目瓦が採取されたため、 NO.130地点の東側の範囲を確定させ

ることが急務となった。 そのため、 一部第2次調査と並行して、 範囲の確定していた市道岩水寺駅前線

から約 600mflT:までの範囲を対象に確認調査を実施した。

調査のi砧果、一部削平によって遺跡が失われていた部分はあるものの、ほほ全域に遺跡が展開するこ

とが判明した。なお、これらの遺跡は、現在大門西遺跡、 上海土遺跡、篠場瓦窯となっている。

中屋遺跡に関しては、 第2次調査で発見された溝 (SD2001)の延長上に位置するように、複数のト

レンチが設定された。調査の結果、溝の延長であると推定される遺構が、東西約 90mの範囲で、検出され、

第2次調査区で発見されたも のを含めると 、東西 180m以上の規模におよぶことが明らかとなった。溝

はさらに東へと続いていたが、 東側のトレンチで河川跡 (SR8001) とみられる遺構が南北方向に検出

されたことから、 溝は河川跡に注ぎ込んでいるものと推定された。 河川跡では、その両岸に多数の木杭

が遺存することから、 護岸施設が存在する可能性が高いことが明らかとなった。

遺跡の範囲に関しては、浜北布教育委員会との協議により、東へ約 300mの県道岩水寺停車場線付近

まで遺跡、が連続して存在するものの、 東側は古代を中心とする追跡、であることから、第2次調査厄から

約 190m}j{にfj}位する溜池の堤跡、までの範閣をl二|コ屋遺閥、として扱うこととなった。これにより、 本事業

における中屋遺跡の調査範聞の東側が確定された。

図5 調査指導(第2次調査) 図6 作業風景(第3次確認調査)
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第3次調査 (期間 :平成 13年 11月5日~平成 14年7月18日 調査名。 NO.130地点 I期)

平成 13年 11月に重機による表土除去が行われたものの、 第3次確認調査を優先して実施したため、

人力によ る調査が開始されたのは、平成 14年 l月28日からであった。周辺に排土置き場を確保するこ

とができなかったため、 調査区を2分割し、まず北半の調査を実施し、終了後に北側を埋め戻して残る

南半の調査を行った。

調査の結果、調査区の西端では南北溝 (SR1001)が、 中央やや南側では調査区を横断する東西溝

(SD1001)が検出された。 調査当H奇は、 鎌倉時代の遺物を多数含んでいたことから、 第2次調査の大溝

(SD200l)と同時期の構で、ある可能性も想定され、その関連性が注目 された。

浜北市教育委員会による確認調査 (期間 平成 14 年 6 月 20 日 ~7 月 10 日、 10 月 14 日 ~ 24日)

第2次調査と第3次確認調査により、鎌倉時代の大規模な施設の存在が明らかになったこと を受けて、

施設の規模等を l明 らかにする ため、 本事業の調査対象地の北側において、 ?~北市教育委員会に よ る確認

調査が実施された(浜北布教委 2003r中屋遺跡確記調査報告書J)。

調査では、 16ヶ所にトレンチが設定され、西辺の続き とみられる溝に加え、約 210m北側に北辺と

みられる東西溝の存在が確認されている。設定されたトレンチでは東辺の講は確認できなかったものの、

この調査により、 滑によって囲繰された施設が、 南北 210mにもおよぶ大規模なものであることが明ら

かとなった。

また、この調査では、 溝の規模の把握に重点が置かれたこともあって、 施設の性格に関連するような

明確な遺構は確認されなかったが、瓦が出土していることから、 寺院関連施設の存在する可能性も提起

されている。

第 4次確認調査(期間 平成 15年4Jj 1 4 日~ 10月31日 調査名:NO.130地点確認調査その 3) 

それまで用地買収等の事情によって調査に着手できなかった、約26，000ぱの範囲を対象に実施された。

中屋遺跡、に関しては、第 3次調査区の西側の一部が対象となった。調査の結果、東側の一郭において

遺跡の存在が認められた。 第2次確認調査で、この北側と西側には遺跡、の存在が認められなかったこと

から、本事業における中屋遺跡の対象範囲は、この確認調査によりすべて確定した。

第 4次調査(期間 :平成 15年 12月 18日~平成 16年 1月26日 調査名 :NO.130地点VI期)

県道岩水寺停車場線の移設に関連 して、 移設場所に禍当する県道の南側の範囲が対象となった。 しか

し、調査に若手したところ、 2m以.J:の深度があることに加え、 宅地への進入路の確保が必要で、あり、

図7 作業風景(第3次調査) 図8 作業風豪(第5次調査)
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4 制査の経過

県道から引き込まれている配管も t2J-iJ中であるなど、 市IJ約条件が多 く、実際に掘削が可能な範囲はごく

ー部に留ま った。

調査の結果、市，状の心構 (SR8002)が検iliされたものの、調査区が狭いこともあり、その年代や性

格については判黙としなかった。

第 5次調査(期間 ・平成 16年 1月26FI~平成 17 年 3 月 22 日 調査名 No.130地点E期)

第4次調査の終了後、第5次調査に着手 した。第5次調査の対象とな った範囲は、第2次調査で発

見された大講 (SD2001)の続きと、 i請が注ぎ込む とみられた河川跡 (SR8001)を中心とした、 東西約

190 mの範囲で、ある。

調査は、まず河川跡の周辺について、 重機によ るま土除去を行ったが、それに並行して大講の北側に

数本のトレンチを設定し、土塁の残存状況の把握を行った。その結果、残存する土塁とともに、 確認調

査では発見でき なかった大講の東辺の一部が検出 された。 フミ構の東ー辺は、確認調査においてトレンチが

設定できなかった、市道根堅 23号機の直下に位置していた。当初J市道部分については、道路の付け替

え工事が行われた後に調査を実施する予定であったが、 日本道路公団と協議を行い、 第5次調査におい

て周辺とともに調査を実施することとなった。これによって、区画の四周すべての位置と規模が判明 し、

区画の南西端から河川に向かつて排水溝が設けられる構造である ことが明らかになった。

調査が進行した平成 16年 12月には、河川跡 (SR800l) の護岸施設の解体中に、 ;副委塗 りの鞍が組

み上げられた状態のまま発見され、 鞍の Fに呪符木簡の存在も確認された。なお、 季節柄、凍結によっ

て遺物が致損する恐れがあったため、出土状況の撮影と基準となる点の測量を行った後、 翌日 には当研

究所保存処理室によ って、周囲の土ごと切 り取 り、固化と解体作業については室内で笑施した。

図9 小学生発掘体験 図 10 小学生現地見学

図 11 記者発表(第5次調査) 図 12 現地説明会(第5次調査)
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第l耳Z 調査の方法と縫過

年が明けた l月には、 現地にて小和田哲男氏(静岡大学)、中井均氏(米原町教育委員会)、村田修三

氏(大阪大学)によ る調査指導が行われている。出土 した鞍は、その良好な追存状態から貴重な遺物と

して注 目されたが、 1月23日に小松大秀氏 (九州国立博物館設立準備室)に実見いただいた結果、鞍

には螺銅が施されていたことが判明し、囲内初の螺錨鞍の出土例であることが明らかとなった。

これらの調査成果を受け、 2月3日に報道関係者に現地と出土造物を公開し、2月5日には現地説明

会を実施している。 現地説明会には、新聞やテレビで大きく取:)よげられたこともあり、 県内外から

700名以上の参加:J7があった。

第6次調査 (期間 :平成 17年4月18日~平成 17年6月6日 調査名 No.130地点XII期)

当事業における現地調査の最終年度となったが、多く の調査対象範囲には排土や構造物が存在し、調

査に着手で、きない状況であったため、まずは調査条件の藍っていた、 第4次確認調査において遺跡が確

認された範囲についての調査を実施した。

調査は比較的順調に進行し、ほぼ軸を揃えて建ち並ぶ 3棟の掘立柱建物や井芦等が検出された。

第7次調査(期間・平成 17年6月l日~平成 18年3月22日 調査名 No.130地点XII期)

北側の側道工事を早期に着手 したいとの要請から、6月より大門川付近の調査に着手する予定であっ

たが、 川の付け替え工事が遅延していたため、周辺の調査を先行して実施した。そして、 川の付け替え

工事が完了 した 7月には、大門)11付近の調査にも着手 し、 9月末には調査を終了している。その後、 一

表2 発掘調査の公開

肉 が廿明 開イ崖年月日 参加者 人数 {席 4戸J土if9一

遺跡見学 H13年10月25日 浜北市立赤佐小学校4年生 123名

体験発掘・ 遺跡見学 H16年8月10臼 小学生 19名浜松市立篠原公民館主催

遺跡見学 H16年12月20日 浜北市立赤佐小学校6年生 110名

報道公開 H17年2月3日 報道関係者 一新聞・テレビで報道

現地説明会 H17年2月5日 一般 700名

体験発掘 ・遺跡見学 H17年6月28日 浜松市立初生小学校6年生 98名

遺跡見学 H17年8月24日 「みて、みてハイウェイj参加者 90名日本道路公団主催

遺跡見学 H17年10月16日 地元住民 50名赤佐7区町内会主催

遺跡見学 H17年10月20日 浜松市立浜北北部中学校 1年生 4名

体験発掘・遺跡見学 H17年10月27日 浜松市立積志小学校6年生 10名

報道提供 H17年3月14日 報道関係者 一新聞・テレビで報道

現地鋭明会 H17年3月18日 一般 220名

図 13 作業風景(第7次調査) 図 14 現地説明会(第7次調査)
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4 調査の絞i

部埋め戻しを行った上で作業員棟の移設を行い、残る西it!ljの部分と付け替えが完了した県道の部分の調

査に着手した。

調査では、第2次調査で発見された東西滑 (SD1001)の続きが検出 され、 第3次調査区から約 70m 

束の地点において、 南へ向かつて屈曲 していることが確認された。この溝については、第 3次調査で

は大溝 (SD2001) と同時期である可能性も指摘されていたが、比較的豊富に出土 した遺物から、大溝

(SD2001) とは時期が異なる中世後期の溝である ことが明らかとなった。

また、この調査では複数の竪穴建物が検出され、 古代の集落も展開 していることが確実となった。そ

れまでも古代の遺物が出土すること は認識されていたものの、 遺構が判然としなかったこともあり 、大

半の遺構は中世以降のものであろうとみられていた。特に出土造物の乏 しい掘立柱建物の年代について

は、 再検討を迫られることとなった。

調査がほぼ完了した、平成 18年3月に報道提供を行い、新聞等によって調査成果が報道された。ま

た、 3月18日には現地説明会を開催し、 地元住民を中心に約 220名が参加した。また、これlJ、外にも、

表2のように遺跡見学や体験発掘を実施している。

そして、 平成 18年3月22日には第8次調査が終7し、約 24.000r討を対象に平成 12年3月から 6年

以上にわたって行われた、 当事業における中屋遺跡、の現地調査がすべて完7した。

( 2) 資料整理

前述のように、出土遺物の洗浄 ・注記や台11辰作製等の基礎整理作業については、現地調査終了後に随

時行われていたが、中屋遺跡の資本|整理が本格的に開始されたのは、平成 19年 11月からである。

当遺跡に関しては、 出土品・ 記録類共に多量であり、複数年度におよぶ作業となることから、担当者

図 15 >主記作業 図 16 接合作業

図 17 復元作業 図 18 実測作業
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第 11;-; 調丑の方法と経過

表3 出土品・写真の公開

内 容 期 間

写真提供 H18年4月

展 示 H19 年 2~3 月

震 示 H19 年 6 月~ H20年 2月

幸lli首公開 H20年 11月

展 示 H20年 11月

写真捜供 H20年 12月

展 示 H21 年 6~7 月

名 称

f木簡研究j28号

I里帰 1)した新浜松市の埋蔵文化財」

「発掘された日本列島 2007J

「螺銅鞍についてJ

「中屋遺跡出土錬錦絵特別展示J

I浜松の遺跡2.1

f地下に~る浜松の至宝J

主催 ・会場な ど 備 考

木簡学会 呪符木簡

浜松市1事物館

全国7会場 文化庁主催

当研究所 新聞 ・テレビで報道

当研究所本部

浜松市

浜松市↑害物館

が異動する司能性も考~. して、 基本的に主!こ代又は遺構種別に作業を実施することとなった。なお、 監理

作業!こ|二lにおいても、 出土遺物や写其等については、 表3のように随時公開した。

平成 19年度は、主に大規模な構 (SD100l・2001) と河川跡 (SR8001)について、整理作業を実施した。

いずれも異なる担当者によって、数回に分割して調査されていることもあり、 暦{立の把握に苦慮したが、

層位の統一を計り、 造物等を層{立毎に検討することが可能となった。

平成 20年度については、主に中世~近世の掘立柱建物や土坑、 埋葬遺構等を対・象に、 出土511の分類・

仕分け、 接合、復元、 実i則、版組、 トレース等の作業を実施した。作業を進めると、比較的多くの瓦が

出主していることが、徐々に明らかとなった。瓦については、 現地調査の時からその出土は認識されて

いたが、 全体の数一塁が把握できなかったこともあり、ごく少量で、あろうとの想定がなされていた。これ

により、 居館跡とみられてきた遺跡の性情について、 再検討する必要性が生じることとなった。

平成 21年度は、中世~近世の溝や包含層出土造物と、 古代の遺構 に関して整理作業を行った。 9月

11日には藤津良材!i氏 (受知学院大学)、 10月19日には小松大秀氏 (東京国立博物館)、 12月2日には

上原真人氏 (京都大学)による調査指導が行われている。分類・仕分け、 接合、 復売、実iHlJ、トレース

等については、 比較的順調に作業が実施された。

当遺跡、は、 遺構そのものの数が多い上に、 年代の特定が困難なものも多かったことから、 整理作業の

最終段階である 12月に、 遺構の年代や遺物の時期などの確認を行った。その結果、再検討の余地があ

ることが明らかになった。そのため急i握、整理作業計画の変更と調査体制の再編成を行い、修正を行う

こととなった。また、その修正に伴い、 全ての遺構と造物を対象仁、 時期判定や切 り合い関係などを再

検討し、全体での整合を図った。その後、 原稿及び図面の修正を行うとともに、必要な図面を追加し、

細部においても矛盾のないことを探わ返 し確認した。この作業によって、 原稿の執筆 ・編集にも相当な

時間を費やしたが、平成22年度に入り、 原稿の完成に漕ぎ着けた。

図 19 版組作業 図20 トレース作業
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第2章位置と環境

1. 遺跡の位置

浜松市は、静岡県西部に位置し、東は天竜川を挟んで磐田市と、西は浜名湖西岸の湖西市と接してい

る。平成 17年に周辺の2市・ 8町.1村と合併し、平成 19年には政令指定都市となって 7つの行政区

が置かれている。このため、中屋遺跡の所在地は、調査開始時には浜北市であったが、現在は浜松市浜

北区となっている (図21)。

中屋遺跡は、静岡県浜松市浜北区根堅の、天竜浜名湖鉄道岩水寺駅の北側に位置する。南北は岩水寺

駅前から国道362号線までの約 330m、東西は大門)11から荒巻川付近までの約 300mが、遺跡の範囲と

なっている(図 22)。

f 天竜区

図21 浜北区の位置

図22 中屋遺跡位置図 (1: 5，000) 
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第2章 位 置 と 環境

合流していた。同時にこの河道の西側に 200戸の塊村の柴本村 (赤佐から於呂)が南北に続くが、これ

はこの河川の造った自然堤防上に位置する。この柴本村は江戸時代の本村であって、 『遠淡海地志jに

は本沢村は柴本(元とも書 く)村の枝郷であり、御馬ヶ池村は柴本新田とある。

赤狭郷と郡 10世紀前半に記された 『倭名類緊紗Jには、食玉郡の郷名に 「三宅ミヤケ 碧田アヲタ

覇多ハタ 赤狭アカサ」とあり、 4郷から成っていた。中屋遺跡の範囲も I倭名類緊齢、j段階では麗

玉郡赤狭郷の範囲とされるが、近世段階の麗玉郡は「堀谷村 大平 村 灰 木 村 宮 口 村 新 原 村Jとき

わめて小規模な範囲を郡としており、近世段階では中屋遺跡の範囲は豊田郡安泰寺村の範囲である。つ

まり豊田郡に属し、麗玉郡には属 していなかった。

さらに赤狭郷とは雲岩寺村安泰寺村岩水寺村尾野村柴本村の 5村からなり 、「赤蛇五ヶ村」

と呼称されていた。 『遠江国風土記伝Jによれば、赤蛇とは赤狭が寛文以後誤って記されたものという。

この範囲が赤狭郷の範囲と考えられていたこととなろ う。

律令制下の郡境は大郡を分割することによって変わることがあるが、郡境を政治的に改変されたと考

える よりも、山-川など目に見える自然的な境界に基づいたものとされる。この赤狭郷の帰属は、天竜

川の流路変更によって豊田郡に変わったとみることが自然であろ う。

rt ]A!'F 、

図23 明治期の地形図 (1: 40，000) 「明治23年二万分の l地形図J(大日本帝国陵地測量部)を縮小 ・加筆
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2 地理的環境

ではいつ頃のことであろうか。今のところこの問題に回答できる 資料はない。もともと llt!l紀にな

ると、 律令制下の郡郷制は変化し、 郡中の徴税責任単位が、 国街から郷へ直結するようになり、 郷、{果、

名、村、その他で構成されるよフになった。そのため丈書にも「遠江間00郡00郷」 という 記載はほ

とんどなくなり、かろうじて神仏に提出する願文や表白文などに正式の [遠江圏00郡00郷jの記載

があるのみである。そのため該当する資料には当たれなかった。ただし遺跡周辺の長上郡と豊田郡には、

つぎのような例があるq

遠江州長上君1¥美薗摂f，高畠村 ・・・ 愛知県養寿寺雲板

遠江園豊田君 11高薗~NI;萩原・・・・ 長野県法全守党鐘

遠江州豊田郡高商郷 ・・・・・・山梨県蓮華寺鰐口 (註 2)

これら 中世後期の銘文から美薗郷高差.111が長上郡に属していたこと、 高薗が豊田宮11に属していたこと

が判明する。上記2例の郡郷村は、のちの近世段階における郡の帰属と一致すること から、中 世後期 と

近世の者l¥t1fは、ほほ同様であったと推定できる。

『倭名類緊紗』における郷の表記は、 養寿寺雲探銘のように、 美薗郷の下に高畠村ーという村名が刻ま

れている。このように村が分立し中世的再編が認められた。中世的郷村市Ijは中世後期には確実に存在す

るが、それを全国的な傾向からこの地域においても、中世前期ま でさかのぼらせることも 許されよう。

中屋遺跡の属 した郡郷は天竜川の乱流の結果、中世のある時期に豊田郡へと変更 したと考えられるが、

その要因となった天竜川の氾慌は、 君1¥郷の変更以上に生活そのものに大きな打撃を与えたことが想像さ

れる。

図 24 中屋遺跡の周辺

19 



位置と環境第2章

歴史的環境

ここでは平安中期から戦国期までの文献資料に登場する記述と周辺に分布する遺跡にふれながら、中

屋遺跡の歴史的環境を概観してみたい。

3. 

島玉郡 中屋遺跡周辺は、f倭名類緊齢、jの食玉郡赤狭郷に比定できる。赤狭郷は 「アカサJの読みが、

後世そのまま郷名として残っているので、その比定地には異論の余地はない。

最玉郡を構成するそれ以外の郷、「三宅ミヤケ 碧田アヲタ 覇多ハタ」をどこに比定するかについて、

『遠江田風土記伝jを著した内山真龍は、「三宅ミヤケは今の宮口なり、碧田アヲタは今の阿多古十八村

なり、覇多ハタは今の半田村なり」とした。読みの類似をその比定地としての根拠と したこの内山説l土、

今日でも踏襲されている。

この説については、その郷名の読みと比定地のあざなにいささか軍離があ り、「三宅ミ ヤ

覇多ハタ」の 3郷の所在地は、今のところ明確ではなく、今後の課題とすべきであろ

しかし、

ケ碧田アヲタ

うと考えている。
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3 歴史的環境

宮口と浜北古窯跡群 『倭名類緊紗Jの時代、 昨l屋遺跡に隣接する宮口には、浜北古窯跡群が存在する。

この古窯跡群は、 9世紀末に始まる灰を紬薬とした灰紬陶器を焼造する窯が存在し、当初、 宮口吉名か

ら生産が始まり、地点をかえ 12 世紀末~ 13世紀初頭の山茶li先生産まで続く。

宮口は鎌倉時代末、宮口郷と呼ばれ、荘園が立券されていた様子はなく、遠江の国司と守護を掌握し

ていた北条一門の所領であった(奥富 1980)ことから、国司の権限のおよぶ国街領の可能性が高い(足

立他 1982)。

岩水寺 赤挟郷にある岩水寺(図26)は、 寺伝によれば、行基が薬師堂を建立した ことを始まりとす

る古来IJで、 宗派も法相宗から天台宗、今の真言宗へと変えていったとされる。 岩水寺とはい くつかの子

坊や神社も含む一山組織の寺号である。

現在、 門前にある山住神社 (図27)は神仏分離の以前には、山王大権現であった。この山王大権現

とは天台宗および延暦寺の鎖守であり、明治初期まで山王信仰が残っていことは、ある時期まで、岩水寺

の一山組織の中に、 真言宗とともに天台数義がしばらく 残っていたと考えられ、両密体制がとられてい

たと推定される。

赤佐郷 鎌倉時代の赤狭については史料は認められないものの、 『遠江国風土記伝』には、この岩水寺

についての興味深い伝説が収録されている。その伝説とは執権北条時頼の廻国伝説にちなむもので、岩

水寺の僧侶が、 権勢をほ しいま まにしていたため、旅の僧侶に身をやっしていた執椛北条時頼が、 それ

をとがめる意味で、岩水寺の所領を百し上げたというものである。

日寺頼の廻国伝説を分析した佐々木馨の見解によれば、この伝説は祈願寺と関係し、 真言密教と臨済禅

を中心とする「武家的体制仏教」に改宗することであった (佐々木 1997)。時頼の廻匡|伝説の分布は、

北条氏の得宗領と関係するという 豊田武の見解 (豊田1976)から、赤狭郷はfZ1宗領であった可能性を

指摘する意見がある。しかしながら当該期の遠江は、国司と守護が北条一門で占められ、その後の没官

領にも赤佐郷は認められない。佐々木の見解を受け、 守護であり 壇越でもあった北条氏が岩水寺を 「武

家的体制仏教jに改宗したため、 時頼の廻国伝説が生まれたと考えられる。

ま た、江戸時代の地誌に赤狭~E日は赤扶庄 と記されているところから、 荘園 として亦狭の地が成 \ï して

いたという見解がある。しか しながら中世中 ・後期の文啓には次のようにあり、「赤佐」か 「赤佐郷」

とある。

図 26 岩水寺 図27 山住神社
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第2章位置と環境

暦応三 (1340)年「瑠璃山年録残編裏書jの鋳鐘の 「大工赤座郷孫三郎j

貞治三 (1364)年「霊山寺党鐘銘jの「大工赤佐住道阿J(静岡県 1992)

永禄三(1560)年「大宝寺文書JI赤佐郷大宝寺領」

永禄十一 (1568)年「瀬戸文書」中「赤佐次郎左衛門名J(静岡県 1994)

このことから赤狭は荘園ではなく、郷の記載から国街領の可能性が高い。

赤佐氏と奥山氏 建治元(1275)年、京都六条八幡宮再建の割り当てを記した「六条八幡宮造営注文Jには、

伊豆・駿河・遠江の御家人の一部が判明する。そのなかに「赤佐左衛門跡 五貫」とあり、御家人赤佐

左衛門の跡職(家督や遺領)から五貫文の負担すること(静岡県 1996)になっていた。この赤佐氏とは、

のちの彦根藩井伊氏の一門である奥山氏のことと される。

奥山氏については、初代が赤佐三郎俊直と称し承元三 (1209)年に亡くなっていること、二代が赤佐

左衛尉共俊で寛元四 (1246)年になくなっていること、 三代は新左衛門共明で弘安二 (1279)年になく

なっていること、四代左衛門太郎朝清は井伊奥山氏を称し、正和元 (1312)年になくなっていることが

「奥山家古代記J(引佐町古文書研究生 1973)に記されている。輩行名では赤佐氏初代が赤佐三郎を称し、

井伊氏が太郎を称していることから、井伊氏三男を創立した家門といえる。

「六条八幡宮造営注文」中の赤佐氏の仮名が「赤佐左衛門」であり、赤佐二代の仮名とほぼ一致する こと、

三代とされる人物が「新左衛門」と称していることから、家名を踏襲したとみることができる。 よって

奥山家系図や「奥山家古代記」ように、南北朝期に苗字の地を離れ、赤佐から奥山 (:1ヒ区奥山)へ移住

し、赤佐氏から奥山氏へと変貌を遂げたと考えられる。おそらく中屋遺跡や赤佐郷の消長にとって大い

なる事件であったと思われる。想像の域を出ないが、本宗家井伊氏が南朝方となって足利氏に敵対して

衰退し、14世紀後半には奥山氏がその代わりに足利方井伊氏の代表となって、井伊保に入ったものと

推定したい。天文十八 (1549)年、宮口輿覚寺に寺領を寄進した井伊朝光は(静岡県 1994)、本名の「朝」

の通字から奥山氏の一族と考えるならば、この段階にも赤佐氏の所領の一部が宮口に残っていたのであ

ろうか。

鋳物師と 「赤佐御寺J赤佐には党鐘・鰐口などを鋳造する鋳物師がいたことが、「大工赤佐住道阿」な

どの金石文より判明する。この鋳物師の動向については別に述べているので(足立2010)割愛するが、

14世紀中葉から16世紀前葉までその存在が確認できる。

明徳四(1393)年の深井瑞勝陳状(東寺百合文書さ函)本家役未進の名に、「赤佐御寺御預」とある(静

岡県 1992)。これは赤佐の某寺が村櫛荘の名田についての年貢を納める役割を担っていたことである。

同様に康正元 (1455)年の蒲御厨の年貢未進の文書 (静岡県 1992)にある「赤佐方」とは、赤佐の

寺社や人物が蒲御厨に入作していたことで、寺社や人物がこの年貢を未進していたことである。赤佐が

村櫛荘の一部や蒲御厨の一部に入っていたことではない。蒲御厨に関連し、永禄三 (1560)年蒲御厨代

官松井氏今川氏真発給文書にある松井氏被官に、別所源太郎なる人物がいる(静岡県 1994)。これにつ

いて、菊池武雄は赤佐の住人としている(菊池 1953)が、後述のように雲岩寺村がもともと別所村と

称していたことから、 このように推定されたと考えられる。妥当性も含め今後の課題としたい。

中世墳墓 岩水寺の東側丘陵に、勝栗山と呼ばれる正陵がある。この斜面には、平安末から鎌倉期の蔵

骨器が多数発見され(池谷 1968)、また戦国時代を中心とする石塔も出土した。勝栗山丘陵の斜面には、

古代末から中世の大規模な墓域が存在したこと推定される。古代末から中世前期における火葬された人

物は、きわめて限られた階層とされることから、その火葬骨を収める蔵骨器の存在は、勝栗山墳墓がこ
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3 歴史的環境

の地域の上扱階層 (御家人や僧侶)の墳墓であったこと を物語っている。それとともに、岩水寺の関与

も想像されるが、今のところ推定の域を出ない。

中世の石塔が岩水寺境内や安泰寺、竜泉寺、大宝寺、 興覚寺など中屋遺跡の北側丘陵にそった寺院な

どから発見されている。その中でもっと も古いとされる、 14世紀代の大屋敷墳墓の石塔(図 28)はも

ともとの造立場所に完全な形で残されていると考えられる。それ以外の石塔は音1)材が多く 、周辺にあっ

た石塔が各寺院に寄せ集められ、供養されたものもあろう。それにしても、各村々に供養塔が建てられ

ていたこととなる。

安泰寺と雲岩寺 近世、 赤狭郷は雲岩寺村¥安泰寺村、 岩水寺村、 尾野村、柴本村の 5村からなり、「赤

蛇五 ヶ村」と呼称されていた。 雲岩寺村と安泰寺村、岩水寺村は、村名に寺名を付している。

中屋遺跡の範聞は、江芦時代には村高57石、12戸からなる安泰寺村のうちであった。この村はもと

もと岩水寺村入会で、あった。

村名となった臨済宗の安泰寺(図30)は、石高 54石、付属する安泰寺地蔵堂の石高3石と、村高は2ヶ

寺に納められた。なお安泰寺地蔵堂は「岩水寺境内ニアリ、 真言J(r逮淡海地志.1)と、 岩水寺と深く

関係していた。安泰寺の建立が応永年中と伝わっているが、この地蔵盆の存在からその前身に岩水寺の

子坊があり、 安泰寺はそれを改宗 した可能性が高い。

中屋遺跡、の西北にある村高 109石、 18戸の雲岩寺村は、安泰寺村と同様に岩水寺村入会で、あった。

村名となった雲岩寺とは、「旧名は別所村、 後に寺号を負うJ(r遠江国風土記伝.)とあるように、 曹

洞宗竜泉寺(図 31)の前身の寺号である。 竜泉寺への改名は、 慶長十九 (1614)年と伝えられている。

図28 大屋敷墳墓 図29 安泰寺石塔

図30 安泰寺 図31 竜泉寺
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雲岩寺は、大隅国生まれの洞巌玄鑑が明徳四 (1393)年に開いたとされる(f遠江国風土記伝J)。この

玄鑑は豊後泉福寺で修行し、遠江に来ている。応永元(1394)年には短期間で、 豊後泉福寺に戻 り、応

永十六 (1409)年に亡くなっている人物である(禅学大辞典編纂所 1978)。したがって雲岩寺は、育成

した弟子達によって維持されたと考えられる。江戸時代には末寺20字というから、玄鑑は短期間の滞

在で大きな足跡を残したことになろう 。

ところで竜泉寺には2口の雲板があった(久保 1967)。一つは天正年中の銘の雲板であ り、「当寺二

世千巌舜鶴Jの頃の雲板とされる、それ以上のこ とは不明である。 2口目の雲板は慶長廿一年六月銘が

あったとされるが、慶長は二十年七月に改元されているので、おそらく慶長二十 (1615)年六月には、

どち らかの錯誤があろう。

「当寺二世千巌舜鶴」 とあるが、明徳四 (1393)年の開山から 200年以上も年を経て二世はあり得ず、

大源派の千巌舜鶴によ って中興され二世と なったと考えられる。ただし洞巌玄鑑を開山一世とし、本人

を二世とした可能性が高い。すると雲岩寺から竜泉寺への寺号の変更は、再興によるもの と推定される。

慶長二 卜 (1615)年六月の銘をもっ雲板も、このために用意されたのであろう。

それにしても遠江の大源派の進出は、庶民層までの取り込む葬式の荘厳化により大いなるものがある。

隣接する大宝寺も曹洞宗であり、竜泉寺の末寺も周辺にあった。 中世後期から戦国期に、中屋遺跡に隣

接する岩水寺から北西側の丘陵裾部は、 浜北区においても寺院と石塔が集中する地域である点は、 葬式

と供養の荘厳化の影響であろう。 このよう な点は、中屋遺跡の性格を考える上で考慮すべき点であろ う。

註

1. fi丘北市史上巻J1989 の「浜北市地*~分類」によれば、中屋遺跡周辺は沖積錐 ・崖錐とされる。「魚玉村二万分の 1 Jでは、 遺跡、周辺は、

岩水寺丘陵から南北方向に開析谷末端と小規棋な扇状地が読み取れる。

2 法全寺党錐は大和鋳物師の作である。 蓮華寺節目は赤佐の鋳物師E草原秋長の作、養翼手寺雲板は藤原秋長が仲介し納めた。 別に秋長は鰐口を

鋳造している。なおこの鰐口と雲板』こついては (足立2010)で詳細にふれた。
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第3i'在中世~近世

l.概要

( 1 )中世前期(図 32)

大溝・土塁 調査区中央北側では、大溝 (SD2001)と土塁 (SA2001)が検出されている。大溝は東西

端で、北へ向かつてコの字形に屈曲しており、施設の四周を囲緯する大規模な区画溝とみられる。幅は平

均約 3.5m、深さは平均約 2mで、南辺は長さ 160mの規模となっている。南東隅からは、東に向かつ

て排水溝が設けられており、 26m東に位置する河川 (SR8001)に接続している。

土塁は、削平により大部分が失われていたが、南東部では比較的良好に遺存していた。土塁は、溝の

上端からi幅約 5m、高さが築造時の地表面から約 30cmの規模で‘検出された。西面土塁は、平面的には

検出できなかったが、調査区の北壁において、その存在が確認された。掘り込み地形や版築は確認でき

ず、地表面に基盤層の土を盛り上げることにより築かれている。

いずれも 、出土遺物等から、 12世紀後半~末頃の時期に築かれたものと推測される。

河川跡 調査区の東側では、南に向かつて流れる河川跡 (SR8001)が確認されている。河川としては、

古代からその流れが認められるが、中世前期にはその両岸に護岸施設が築造される。護岸施設は、基底

部に打ち込んだ木杭を芯材とし、 粘土をブロック状に混ぜた土を積み上げて築いている。一部横に寝か

せて置かれた枝材なども確認されており、基底部には構造材も敷設されていた ものとみられる。

また、護岸施設では、螺鋼鞍と呪符木簡、ヤダケの束が埋納された状態で発見されている。螺銅鞍は、

組紐は失われていたが、組み上け?られた状態で出土している。螺鋼自体は消失していたが、 大小2種類

の瓜文が25ヶ所に施されている。中世の螺錨鞍の出土としては、国内で初めての事例となる。呪符木

簡は重ねられた状態で、合計 5枚出土している。符錬+呪句 (r急々如律令J)という文字構成を基本と

し、 4枚には「春Jr夏Jr秋Jr冬Jの文字が加えられている。

士層や出土遺物等から、 護岸施設が築かれた時期は、 13世紀の中頃と推測される。

-2 -1 10 11 I 12 I 13 14 I 15 16 

日

c 

。

G 

H 

図32 中世前期の遺構配置図 (1: 1200) 
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1 概要

掘立柱建物 掘立柱建物は、北西部と南東部で確認されている。北西部では、 3棟 (SH1001・1004・

2002) 発見されており、主軸方位は N - 5~70 -wとほぼ揃う。南東部では、 3棟 (SH7011・

7013・7014)認め られている。すべての建物が同時期ではなく、 SH7014はSH7013の廃絶後に建てら

れている。建物の規模は、 SH1004と2001が建床面積 25~ 30 rdとやや大きいが、他はほとんどが20

dι 下の小型の建物となっている。

また、柱穴とみられる小穴にも、中世前期の遺物が出土するものがいくつか検出されている。小穴は、

建物が確認される北西部や南東部の他に、南側中央部にも認められる。建物としては認識できないが、

この周囲に も中世前期の掘立柱建物が存在した可能性がある。

井戸 井戸は、調査区東側で2基 (SElO01. 5001)検出されている。いずれも、井戸枠等の施設は発

見されていない。 SE1001は直径 2.1mの円形で、深さは現存で 2.1mとなっている。周囲には掘立柱建

物が検出されてお り、これらの住人によって使用されたものと推測される。 SE5001は、やや離れた位

置にあり、周囲から同時期の遺構は検出されていない。また、深さも検出面からは 1m程度となってい

る。この周辺については、削平によって遺構が失われている可能性も考えられる。

土坑 土坑は、合計 30基検出されており、 その多くは掘立柱建物や小穴の分布範囲に認められる。調

査区の東端にも集中しているが、これらについては、河川 (SR8001)の東側に位置していることから、

東に隣接する大門西遺跡に関連する遺構とみた方がよいであろう。また、大溝 (SD2001)により 区画

された内部でも、 3基 (SF2016・2023・4004)確認されている。

遺物 中世前期の遺物としては、山茶碗を中心に比較的豊富に出土している。この時期の遺物は、後世

の遺構にも多く含まれている。山茶碗以外の遺物としては、 i屋美・常滑産の陶器や伊勢型鍋、土師質土

器皿(かわらけ) などがある。また、瓦も比較的広い範囲から出土しており、遺跡の性格を反映する遺

物として注目される。
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第3章中世~近世

(2)中世後期(図 33)

大溝 ・土塁 大溝 (SD2001)は、中世前期を通じて底面から 50cm程の堆積しかみられないが、後期に

なると壁面が崩落するなど、急速に埋没していく。また、この時期の埋土からは、被熱した瓦が出土し

ている。内部の瓦葺き建物が焼失し、施設が衰退していった様子が伺える。大溝は、 16世紀までには、

ほほ埋没している。

土塁 (SA200l)の状態については不明な点が多いが、 SD2003やSD3014、SD30l3などの溝は、土

塁の内側に沿って巡らされていたとみてよい。少なくとも中世後期の段階までは、 大部分が残存してい

たものと推測される。

河川跡 調査区東側の河川 (SR8001)では、中世前期に築かれた護岸施設が、この段階にその大部

分が削られてしま っている。また、河川の東側には、河岸が決壊して河川が氾濫した痕跡 (SR8002・

8003) も確認される。そのような状態ではあるが、護岸施設が修築された様子は認められない。

調査区の西端では、現在の「荒巻川」 とほぼ同じ位置に河川跡 (SR1001)が検出されている。調査

区の西端に河岸がわずかに検出されたのみで、あるが、河川には溝SD100lが取り付くものとみられる。

形成された時期については不明瞭であるが、出土遺物や SD1001の年代から、少なくとも 15世紀には

この位置に流れていたものと推測される。現在整理作業中であるが、西側の寺海土遺跡でも、同じ谷を

起源とするとみられる中世前期の河川跡が検出されており 、河川が遷った時期については、今後あわせ

て検討する必要があろ う。

描立柱建物 中世後期になると、北西部と南東部に加えて、南側や大溝の区画内にも掘立柱建物が認め

られる ようになり 、確認できる数も増える。検出された掘立柱建物は、合計 27棟である。 SH7008の

ように建床面積が50m'を超えるものもみられるが、ほとんどは 30ぱ前後の規模の建物となっている。

位置が重複する建物が複数あ り、ほほ同じ位置に複数の柱穴がみられるものなど、建て替えが確認でき

る建物も認められる ことから、 集落が一定期間継続して営まれていた様子がう かがえる。
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図33 中世後期~近世初期の遺構配置図 (1: 1200) 
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1 概要

溝 大溝 (SD2001)の南西側に、新たに大規模な溝 (SD1001)が開削される。 15世紀に水路として開

削された溝と推測されるが、 16世紀後半には大半が埋没して窪みに近い状態となっており、実際に水

路として機能したのは比較的短期間であったとみられる。

溝としては、この他に、先述のように SD2003とSD3013. 3014が、土塁の内側に巡らされる。

井戸 この時期の井戸は、 2基 (SE4001.SE6001)検出されている。 SE4001は、大溝 (SD200l)の埋没後、

16世紀頃に掘られている。この頃にも、土塁はある程度残存しているとみられることから、井戸を利

用する主体は、 SH3001などの南側の住人であると推測される。 SE6001については、周囲に建物が集

中していることから、これらの住人が利用する井戸とみてよいであろう 。

土坑 土坑は、ほぽ全域で確認できるが、やはり建物の周囲に多く認められる。比較的小規模なものが

多いが、 SF1025やSF6035のように、大規模なものもいくつか確認されている。

埋葬遺構 この時期になると、埋葬遺構が築かれるようになる。埋葬遺構は、北西部に 2基 (SX1006・

1007)、南西部に l基 (SX1008)、土塁で固まれた区画の南西隅に 2基 (SX2008・2011)検出されている。

いずれも木棺墓・桶棺墓または直葬墓であり、火葬墓はみられない。溝などに近い、いわば区画の隅に

埋葬されている。副葬品は、六道銭のみのもの (SX1006・2008・2011)と、それに土師質土器皿が加

わるもの (SX1007・1008)とがみられる。

遺物 山茶碗が生産されなくなることもあり、一部貿易陶磁や瀬戸美濃製品が出土しているが、一旦は

土器の出土量が大幅に減少する。瀬戸美濃製品に関しては、古瀬戸前・中期には、 ほほ査・瓶類や神仏

具に限られている。 15世紀以降については、内耳鍋や瀬戸美濃製品、 初山・志戸呂といった在地窯の

製品など、多 くの土器・陶器が確認されている。また、河川跡 (SR8001)では、一部曲物などの木製

品も出土している。

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

m 

29 



第3章中世田~近世

( 3 )近世(図 34)

溝 この時期には、区画溝とみられる、幅 1m以内の細い溝が数多く掘られている。土塁の内側では、

前代の溝の位置を少しずつずらしながら、 SD2004・3013・3009・3006などの溝が掘られている。いず

れも、時代を追う ごとに土塁の方へ位置を移しており、徐々に土塁が高さを失っていった様子が見て取

れる。南西部では、 近世にはほぼ埋没していたSD1001に沿って、溝 (SD1011、10110、1008)が掘ら

れている。一部分を再利用しながら、少しずつ位置をずらしており、継続して溝が使用されていたこと

が分かる。これらのうち SD2004・3006・1008は、 いずれも 18世紀に掘られてお1)、最終的には 19世

紀まで機能している。

他の溝は、いずれも 18世紀に掘られている。大溝 (SD2001)は、この時期すでに埋没じているが、

ほほ沿うよおに SD2014・2011・2006が設けられ、同様に SD1001には上面から新たに SD1001bが掘ら

れている。これら、前代の遺構に重複する区画溝の存在は、埋没しでもなお地境が踏襲されていたこと

を物語る。また、これらに接続する、 SD4001や SD6002など、新たな区画溝も同時に設定されている。

井戸 東側で l基 (SE3001)検出されている。しかし、この井戸は、 18世紀までには廃絶してしまっ

ている。多くの区画溝が掘られる 18世紀以降のものは検出されていない。

建物跡 近世の明確な建物跡は、検出されていない。しかし、比較的多くの遺物が出土していることか

ら、 建物が一切存在しなかったとは考え難い。井戸が1基しかみられないことから、数としては多く は

ないで、あろうが、基本的には建物構造が、遺構として残存しにくい礎石建物へ変化しているものとみた

方がよいであろ う。

土坑 合計6基 (SF2011・3004. 3005・7026・7036・7039)検出されている。出土遺物が少なく、年

代の特定できないものも多いが、明確なものはいずれも 18~ 19世紀の遺構である。
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図34 近世の遺構配置図 (1: 1200) 
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概要

埋葬遺構 中世後期から続いて埋葬遺構が築かれてお り、合計 15基検出されている。埋葬方法は、中

世後期にみられた木棺墓・桶棺墓または直葬墓に加えて、茶毘墓もみられる。副葬品としては、土師質

土器皿や六道銭のほか、 キセルや火打ち金も副葬されるようになる。

埋葬場所は、中世後期にみられた北西部 (SX1005)や土塁の南西隅 (SX2005・2007・2009)に加えて、

SD2006の南東隅 (SX2006・2004)やSD3009の南西隅 (SX3001'3002・3006~ 3009)、その西側 (SX3003・

3004)や南側 (SX3005)にも広がっている。なお、埋葬遺構が築かれた時期は、18世紀前半までであり、

それ以降のものは確認されていない。

河川跡 東側を流れる SR8001は、河床が高くはなっているが、 17世紀前半までは川の流れが確認でき

る。しかし、 17世紀中頃には周囲に堤が築かれて、周辺一帯が溜池となる。この溜池は、「干杭池jと

呼ばれ、昭和 14年まで、残っていた とされる。遺構としての調査は行わなかったが、調査区の東端には

堤も残存していた。

SR8001の西側には、 SR7002とSR9002が検出されている。いずれも、常時水流のある河川ではなく 、

大溝 (SD2001)の埋没後に雨水によ って形成された自然流路とみられる。このうち、 SR7002は、 17世

紀中頃に埋め立てられており、溜池を築く際に造成されている可能性が高い。 SR9002については、溜

池に注ぎ込む形になっていたものとみられる。

調査区の西側を流れる SRlO01については、 近世の段階には遺構としてはほとんど認識できない。た

だし、 西側には現在でも「荒巻JIIJが流れており、おそらくは今とほぼ同じ位置を流れていたものと推

測される。

遺物 溝などから、瀬戸美濃製品や京・信楽製品、肥前産の磁器などが出土している。時期としては、

18世紀後半から 19世紀にかけてのものが大半となっている。また、SR8001からは、笹塔婆や漆椀、曲物、

指物などの木製品も出土している。
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第3章中世~近世

2. 大溝・土塁

SD2001・SA2001 (図 35~77、図版4~8 ・ 17 ~ 20 ・ 55~60 ・ 63 ・ 77 ~ 80) 

調査区の北側で、東西端で北に向かつてコの字形に屈曲する、東西 160mにも及ぶ大規模な溝

(SD200l)が検出されており、その内側には土塁 (SA200l)の存在も確認されている。

この溝の延長部分は、平成 14年度に実施された浜北市教育委員会によ る範囲確認調査で検出されて

おり、南北 210mの規模のやや台形の区画の存在が推定(浜北市教委2003) されている。また、 溝や

土塁の推定地には、現地形においても一部土地の起伏が確認できる。

今回調査対象となった範囲は、主にこの区画の南辺部分に相当する。

図35 大溝位置図
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2 大溝 ・土塁

SD2001の西辺は、南西隅から北へ38mの長さで検出されている。底面は南に向かつて傾斜しており、

北側に比べて南端では約 50cm低い。規模は幅約 3.2m.深さ約1.4mで、主軸は真北より約 150 西に傾く 。

南端では東に向かつて明確に屈曲しており、直線的な区画を意識していたこ とがみて取れる。底面は平
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図36 大溝・土塁実測図(1 ) 
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第31事中世~近世
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図37 大溝・土塁実測図 (2) 
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坦で、側面は斜め上方へ直線的に立ち上がる。

西面土塁については、平面的に検出する ことができなかったが、調査区の北壁においてその存在が確

認されている(図36.A-A' )。確認された土塁は、溝の上端から 5.7mの幅で、残存し、東端はSD2004によっ
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2 大i蒋 ・土塁

。

。 。
@ 

。

• 
。 q (1:250) 旬

。

E F 

仁 コ 刷蕗土(貨褐色土プロシク)
。 (1 :80) 4m 

図 38 大溝・土塁実測図 (3) 

て失われている。高さは約 30cm残存し、暗褐色土の旧地表面に基盤層の黄褐色土を積み上げて構築さ

れている。築土は数層に分けられるものの、さほど強固には叩き締められておらず、溝の開削による排

土を突き固めた程度のやや簡易な構造となっている。

南辺大溝は、中央の現道部分を除き、ほぼ全域が調査されている。溝の長さは総延長にして約 160m 
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第 3~ 中世~近世

図39 大溝・土塁実測図 (4)

にも及び、蛇行せずほぼ一直線に掘られている。残存状況は場所によって異なるものの、幅は平均 3.5

m前後で、ある。底面は東に向かつて傾斜しており、 東端は西端より約 3.4m低い。東西の軸は正方位に

対し、東側で約6。北へ傾く。西辺大溝との角度は 990 であり、僅かに鈍角となっている。底面は基

本的に平坦であるが、中央付近の2ヶ所では、土堤状の高まりが検出されている(図 37・38)。この高

まりは、幅45cm'高さ 15cmの規模で、残存しており、中央部は水口状に空いている。これらの施設は、

基盤層を削り出してつ くられている ことから、 溝の開削当時に意図して設けられているとみて間違いな

い。急激な水流による、底面や壁面の開析を防ぐ機能を有したものと推測される。

南面土塁は、西側については面的に捉えられておらず不明であるが、東側では広範囲で検出されて

いる(図 38~ 40)。残存状況の良好な東端の部分で、溝の上端から幅約 5m、高さが旧地表面から約

30 cm残存する。北側が削平によって失われているため、当初の幅や内側の溝の有無については明らか

で、ない。構築土は、基本的に西面土塁と同様で、版築や掘り込み地形は確認できない。上面からは、 溝

SD3009・3013・3014や埋葬遺構など、後世の遺構が掘り込まれている。

東辺大溝は、南東隅から北へ18m検出されている(図39)。底面は平らで南に向かつて傾斜し、南

側は北側に比べて約 50cm低い。幅は、側面の崩落によりやや広がってはいるが、 約 3.7mである。深

さは約 2m残存している。主軸は、 真北より 190 西と、西辺大溝よ りも大き く西に傾いている。南辺

大溝との角度は 77。であり、鋭角となる。また、南東隅に関しては、 溝の内側が大きく崩落している

ためやや丸くなってはいるが、崩落を免れた底部付近の形状から、西辺大溝と同様に明瞭に屈曲 してい

たとみて間違いない。

東面土塁は、上面から多くの遺構が掘り込まれており、残存状況はよくない(図 39・40)。調査区北

端で溝の上端から約 8mの幅で、検出されているが、構築土については部分的に確認できるのみであり 、

旧地表面から 10cm程度の高さしか残存しない。西側の部分については、削平により失われている。
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図 40 大溝・土塁実測図 (5) 

37 



第3'1韓中世~近世
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図41 大溝・土塁実測図 (5) L=46.5m 

また、区画の南東隅には、雨水を河道SR8001に排出するための排水溝が取り付く (図 41)。排水溝は、

南側東西溝とほとんど角度を違えず、東へ向かつて一直線に延びる。長さは東西26mで、上面の幅は

2.5 mで、ある。 全体的に削平されている部分が多いが、平均 70cm程度の深さが残存する。中央には土堤

状の高まりが設けられている。同様の施設は西端でも確認でき、水口は北側に設けられている。この場

所は水が最も集中する部分であり、これらが急激な水流による開析を防ぐための施設であることを如実

に示している。

排水溝の先端は、幅 25cmの細い溝となり、河道へと注ぎ込んでいる。先端部は他の溝と大きく異な り、

直線的な形態ではなく、底面も水流によって削られ大きく波打っている。後述するよ うに、河道に護岸

施設が建設されていることからも、敢えて排水口の幅を狭めているのは、河川への急激な排水を防ぐ目

的があったものと推測される。

SD2001の埋土は、基本的に外部から流入した暗褐色土と壁面などの崩落土によ って構成されている

が、大きく I~m層に分けることができる。
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2 大溝・土塁
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図44 大溝E層出土遺物 (3)
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第3掌中世~近世

E層は最下層の埋土で、底面から 50cm程堆積している。大半が暗褐色土であるが、部分的に崩落土

とみられる黄褐色土も確認される。遺物としては、山茶碗や土師質土器皿、伊勢型鍋などが出土している。

1 ~ 54は山茶碗である。1~ 45 ・ 52 -54は碗であり、 53は知多産とみられるが、他は渥美・湖西

産である。 46-51は小皿で、ある。いずれも渥美・湖西産である。また山茶碗には、底部外面に墨書が

残存するものも出土している。9は 「蔵納」、 11は「服門j、26と54は「十j、31は「上」、 52は「得万」、

53は 1-Jと判読できる。時期としては、 I-2期からi11-2期までみられる。 55と56は貿易陶磁で

コ7
て主二

l 二7.、=ピヌ5

¥ 、二
~ 一一上-J

一-「 \ -~- J ~ 
つy~");r-7/-， '-l一 一 -._-~ζ\こ二ご二二六\

62 

63 
(1:3) 10 cm 

国45 大溝困層出土遺物 (4) 
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2 大溝 ・土塁

あり、 55が青磁の碗、 56が白磁の碗である。 57~ 59は、知多産の片口鉢である。いずれも器壁は厚く 、

胎土は粗い。 60は、渥美産の小型査である。 61~ 63は、 渥美産の斐で、 63にはヘラ書きで「上」の

字が認められる。いずれも 13世紀前半のものである。

64 ~ 72は、非ロクロ成形の土師質土器皿である。口径 12cm前後の中型品が大半であるが、 64のよ

うな口径8cm前後の小型品や、 66のような口径 15cm前後の大型品も出土している。いずれも、口縁部

には強いヨコナデ調整が施されている。 73~ 81 は、ロクロ成形の土師質土器皿である。口径 8~9cm

の小型品がほとんどであるが、 81のような大型品も確認される。底部には糸切り痕が明瞭に残り、非

モ ロ64 に二_2 にー-r
-斗J7 ミTZ に~2

に寸 」亡工21 に二ι~2

tミ逗呈ヌ3 又一上ーク75 、一一十一プ76

て三Eヲ7 て三三二五三% 又こーートデグ79 ~二]. 80 

¥三孟とこえ1

(1 :3) 10 cm 

82 

7二一十二乙

モ戸二一一寸 万三号二 一---P.6

図46 大溝困層出土遺物 (5)
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図47 大溝皿層出土遺物 (6) 
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、寺司〆前

〈J 子

ミ f 三三
六一一つ 〆09 、ヰ プ 11

て-r-ヲペ12 、_C~~3 

\J~ 一 日 116 ~17 
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118 

図48 大溝E層(南東隅崩落土)出土遺物

ロクロ成形に比べて胎土のやや粗いものが多い。 82-86は伊勢型鍋である。口縁部の折り返し部分に

のみヨコナデ調整が施されており、頚部とイ本部の境は明瞭に屈曲するなど、 12世紀後半から 13世紀前

半にかけての形態を呈している。 E層からは、これらの他に須恵器 (87-98)や土師器(100-103)、

土製品 (99)なども出土しているが、いずれも古代のもので、混入遺物とみてよい。このよ うに、 E層

出土遺物の年代は、 13世紀の後半頃までに限られているといえる。

また、前述のよ うに区画の南東隅では、大規模な崩落土の堆積が確認されている。この崩落土は、 E

層を撹枠するような形で堆積しており、掘り直しの痕跡は認められない。排水溝の入り口を塞いだまま

放置されていることから、区画内の施設の廃絶または衰退した姿を示すものとして捉えることができ

る。崩落土中からは、須恵器や灰紬陶器、土師器、山茶碗が出土している。 105~ 107は須恵器、 108

は灰紬陶器、 109は土師器の費である。これらはいずれも古代のものであ り、旧地表面などに含まれて

いた混入遺物とみてよい。110と111は、ロクロ成形の土師質土器皿である。比較的浅いっくりで、底

部には糸切り痕が明瞭に残る。 皿という よりは、碗に近い形態を呈している。 112-118は山茶碗である。

いずれも、 E期からill-1期にかけてのものである。
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第3章中世~近世

ミ三万

、二二三ぞ3
』4三二二~ 164 、」ユ 169
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図 51 大溝E層出土遺物 (3) 

E層は、平均 40~ 50 cm程度の厚さで、 E層の上に堆積している。暗褐色土を主体とするが、一部に

壁面の崩落土とみられる黄褐色土の堆積もみられる。また、 E層の上半には、後世の溝の底部が達して

いる場所も認められる。遺物は、 E層と 同様に土器・陶磁器類が中心ではあるが、 E層に比べて明らか

に破片資料が多い。また、 E層からは瓦も出土している。

1l9~172 は山茶碗である。 119 ~ 166は碗、167は小碗、 168~ 172は小皿である。いずれも、渥美・

湖西産の製品である。 E層と比べると完形資料が少ない傾向にあり 、137・150・154などのように、表

面や断面に、 二次焼成による煤の付着が認められるものも 出土している。時期としては、E層と同様に、

E期からlli-2期のものまでであり、 lli-3期のものは含まれていない。

また、山茶碗には、墨書の残存するものも認められる。 151は「万口(料か)J、152は「万料」、153は「安」、

164は 「上」、 169は「万」と読める。いずれも、 lli-2期に相当する山茶碗で、墨書は底部外面に記さ

れている。

173 ~ 176は片口鉢である。 176は知多産で、他は渥美・湖西産の製品である。 12世紀後半から 13

世紀前半のものである。 177は常滑産の費で、 13世紀後半のものである。 178は渥美産の壷である。

179と180は古瀬戸製品である。 179は中期の平碗、180は前E期の四耳査である。 181の播鉢は、大窯

48 



2 大溝 -土塁

( 

L
L
¥
1
 

j_d 、一 一一 一一一寸 //  

、 一 一一「一一て/

「一七二 ~，

三ゴ
181 

工二U 182 て----1

~己~
図52 大溝E層出土遺物 (4) 

177 

、ニィ

χ 
)
 

3
 

(
 

10αη 

49 



第3i宮中世~近世

亡ヨ~-=A86 ξ二\-~187 ミデトグ188 て三「ヨ

C:-_~90 で三「二九人ゴ~92 て -~ 

ミコこ~9. ミゴーョ195TTE二死96

七三三97 て(¥」 38
C 」∞亡玉三ぞ01

亡三己ヨ2 0 3L乙三O. 守二三三三05

巳T「3206t一子三pm亡三戸ヨ208

モごづ バ

ミ¥こ己¥三宅02

三d ~ でご [ ヌ10 ~-，:~~:-~，1 --~11 

¥一一ヒ二プm

い 3) 10聞
¥
 

〆

¥

ー
¥、

/
 

ー¥
 

i

、¥

ーτて三二~r一二一二- -~

「子二ゴ三二ごヨ 15

213 

図 53 大溝E層出土遺物 (5) 
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2 大溝 土塁

期の瀬戸・美濃製品である。調査時にはE層の遺物として取り上げられているが、後世の溝に伴う遺物

である可能性が高い。 182~ 185は貿易陶磁である。 182と183は青磁の碗、184は白磁の碗、 185は白

磁の四耳査である。 183には、二次焼成の痕跡が認められる。

186 ~ 211は、非ロクロ成形の土師質土器皿である。口径8~9cmの小型品と、 12 ~ 13 cmの中型品

が出土している。中型品は、 E層でみられたような、厚手のっく りで、口縁部に強いヨ コナデ調整を施

す杯型のものが大半である。ただし、一部には 210や 211のように浅く皿型で、薄手のっくりのものも

認められる。 210は、口縁部のヨコナデ調整も不明瞭となっている。 212はロクロ成形の土師質土器皿

である。底部には、糸切り痕が明瞭に残っている。 E層では、非ロクロ成形の土師質土器皿が圧倒的に

戸「 司、217 丘三三三三ヨ一一 二三h
220 
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マ三主，ぞ19 (三竺1雪量町
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図 54 大溝E層出土遺物 (6)
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第3章中世~近世

多く、ロクロ成形のものはごく少量みられる程度である。

213と214は、伊勢型鍋である。口縁の折り返し部にはナデ調整が施され、外面には多量の煤が付着

している。 215はくの字形内耳鍋であり、 216は内轡形内耳鍋である。 E層では、この他に半球形内耳

鍋や羽付釜の破片も出土している。しかし、 点数的にはわずか数点程度であることから、これらの内耳

鍋は、後世の溝に伴う遺物が混入している可能性が高い。

また、 E層と同様に、須恵器 (217~ 228)や土師器 (229~ 234)など、古代に属する遺物も出土し

ている。 235は土錘、 236は釘と思われる鉄製品であるが、時期については特定できない。

E層では、土器類の他に、瓦も比較的豊富に出土している。 237は埠である。形態から敷埠とみてよい。

破片であるが、 2辺の側面が残存しており、幅が26cmで、あることがわかる。煤が付着し、胎土も部分

的に赤く変色するなど、二次的な被熱の痕跡が明瞭に残る。裏面にはへラ状工具による調整痕が明瞭に

残っているのに対し、表面は風化による摩滅が認められる。 238は軒丸瓦の丸瓦部である。瓦当面が欠

失しているため、瓦当文様については知り得ない。丸瓦先端は無加工で、瓦当への入りは浅い。凹凸両

面には、接合粘土が残っている。今回の調査では、これ以外に埠と軒丸瓦は出土していない。

239 ~ 261は丸瓦である。いずれも破片資料であり、完形のものは出土していない。

「一一~二

図55 大溝E層出土簿・軒丸瓦
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図57 大溝E層出土丸瓦 (2) 
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第3章中世~近 世

239 ~ 242は、無段式(行基式)の丸瓦の狭端部である。 239と241は両側端が残存しており、恨IJ端

|隔は 239が 11.5cm、241が 13cmとなっている。狭端から 6-7cmの場所には、直径1.5cm程の釘穴が

穿たれており、凸面側の穴の周囲はヘラ自iJりによって平らに仕上げられている。凸面は全体に丁寧なナ

デ調整が施されているが、部分的に縄叩きの痕跡が認められる。凹面は、布目と吊り紐痕が残る。布に

隠れている部分を lとした時の布から出た部分の吊り紐比率は、最も痕跡が明瞭に残る 239では 0.9と

なっている。いずれも、凹面の側端と狭端側には面取り調整が施されている。 243は有段式(玉縁式)

の丸瓦である。段部は残存しないが、狭端に向かつて急激に幅が狭まっている点や、段部付近で凸面側

に反っている点、布を大きく絞っている点などから識別できる。無段式に比べて、布目は粗しい、、。頂点近

くまで

244 ~ 248は、広端部の破片である。両側端の残る 244でみると、広端幅は 22cmもあり、非常に大

型の丸瓦であることがわかる。凹面には、布目と吊り紐痕が残る。246では吊り紐比率は 0.6となって

""""-.. 

/デミ¥

図 59 大溝E層出土丸瓦 (4) 
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2 大溝-土塁

いる。いずれも、凹面側端には面取り調整が施されている。 244・247・248の広端面には、離れ砂の付

着が明確に認められる。

249 ~ 257は、側端部の残る破片、 258~ 261は端部の残らない破片である。いずれも凸面は、丁寧

にナデ調整され、部分的に縄叩きの痕跡が確認される。凹面には布目と吊り紐痕が残り、 254には離

れ砂の付着も認められる。 249の布に隠れている部分を lとした時の吊り紐比率は、 0.8となっている。

256と258には、断面に煤が付着し、二次的な被熱の痕跡が顕著である。

262 ~ 291は平瓦である。 262~ 268は、凸面に縄叩きが残るものである。いずれも、やや軟質で樟

白色の色調を呈している。凹面には布目が明瞭に残る。側板痕が認められず、湾曲の綾いことから、凸

型台成形による一枚作りであると推測される。凹面の側端及び広端には、幅の狭い面取りが施されてい

る。 263には、表面と断面に煤が付着し、二次的な被熱の痕跡が顕著にみられる。凸面にのみ、離れ砂

の使用が認められる。

269 ~ 277は、縦長斜格子の叩き目が残るものである。硬質のものと軟質のものがある。 269~ 273には、

格子の中に「大」に字がみられる。離れ砂は、凸面のみにみられるものと、凹凸両面にみられるものがある。

凸面のみに離れ砂がみられるもの (269・274)の凹面には、布目が残る。凹凸両面に離れ砂が付着する

もの (270~ 273・275~ 277)の凹面には、布目はみられない。270・272には、斜格子の転写が明確

に認められる。 274には釘穴が穿たれており、凸面の釘穴の周囲は平らに削り調整されている。276の

凸面側端には、凹型台の痕跡が明確にみられ、 凹面の調整時に凹型台が使用されたことがわかる。凹面

の面取り調整は、狭端と側端に施されているが、広端には認められない。
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第3章中世~近世
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図63 大溝E層出土平瓦 (4)
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278 ~ 287は、斜格子と横線の叩き目が残るものである。斜線の交差部には、剣菱形の文様が十字に

配されている。恐らくは、格子の部分を花弁に見立てた、花菱文の変化形であると推測される。焼成は、

硬質のものと軟質のものとがみられる。凹面の面取り調整は、狭端と側端にはみられるが、広端には施

されていない。 278~ 286には、凹凸両面に離れ砂が付着している。 278の凹面には、やや不明瞭で、は

あるが、斜格子の転写が確認できる。 287は、離れ砂が凸面にのみ付着している。凹面の大部分はナデ

調整されているが、布目の痕跡がわずかに確認できる。 278と284には、断面に煤が付着しており 、二

次的な被熱の痕跡が明瞭である。 281の凸面側端には、凹型台の痕跡が残る。

288 ~ 292は、横長斜格子の叩き目が残るものである。ただし、格子の線を詳細にみると、 288と

289は太く、 290~ 292は細い。同じ横長斜格子ではあるが、異なる叩き板である可能性が高い。いず

れも軟質で、色調は灰白色を呈している。凹面の面取り調整は、狭端と側端にはみられるが、広端には

施されていない。 289と291には、格子内に「大」の字がみられる。 291の「大」は、裏文字になって

いる。 289の凹面には布目がみられる。部分的に離れ砂も付着しているが、凸面ほどは顕著で、ない。他

のものには、凹巴両面に離れ砂の付着が認められる。

このように、瓦には被熱の痕跡を残すものがあり、これらを所用した瓦葺き建物が火災により焼亡し

たことがうかがえる。また、瓦はE層全体から出土しているが、詳細にみると E層の最下層、つまり は

E層と E層との境付近からの出土も確認できる。これは、 E層の堆積後さほど聞を置かず瓦が廃棄され

たこと を物語ってお り、瓦葺き建物の廃絶時期を示すものとして注目される。
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2 大溝土塁

I層は暗褐色土を主体とする、最上層の埋土である。後世の溝が掘り込まれており、撹乱によって失

われている部分も多い。これらは、いずれも近似した暗褐色土の埋土であり、検出作業は非常に困難な

状況であった。 I層の遺物として取り上げられているものの中にも、後世の溝の遺物が相当量混入して

いるものと推測される。

293 -326は山茶碗である。 310には、表面と断面に被熱の痕跡が認められる。東遠産とみられる

297を除き、いずれも渥美・湖西産の製品である。破片のものが大半で、完形品は出土していない。時

期としては、:期からill-2期までみられるが、 ill-1・2期のものが多い。

327 -331は片口鉢である。 327は渥美産、その他は知多産の製品とみられる。いずれも 13世紀代の

もので、内面に使用の痕跡が顕著にみられる。332は渥美産の査である。体部の破片で、蓮弁文が線刻

されている。小穴SP2119から出土した破片と接合している。 333は鉢の底部である。 334と335は常

滑産の製品で、 334は片口鉢の口縁部、 335は査の底部である。336と337は、古瀬戸後 I-II期の瀬

戸美濃産の縁紬小皿である。 338は、初山窯産の内禿皿である。 339・340・342は、古志戸呂窯産の製

品である。 339は卸皿で、 340は播鉢、 342は大型の筒型容器または桶である。 341は内耳鍋で、二次焼

成によるものか、胎土は赤褐色を呈している。 343は瀬戸美濃産の四耳査で、古瀬戸前II-ill期のもの

である。 344と345は、瀬戸美濃産の花瓶である。344は古瀬戸中町期、 345は古瀬戸後ill-N期のも

のである。346は古志戸呂窯産の仏供である。

Xにと与と? ミ川 二る 又三?| る 又ぅ1三者50
戸、「、、「、

『、〈ー-，

347 

てとケイ-与え1 ミ寸 ヌ52
ミーー十一ーミヲ 353

日~54 33悶 ミ-」 '"J356 
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図66 大溝I層出土遺物 (3)
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図68 大溝I層出土遺物 (5) 

2 大溝 ー土塁
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347 ~ 368は土師質土器皿である。非ロクロ成形のもの (347~ 356・359~ 368)と、ロ クロ成形の

もの (357. 358)とがみられる。 347~ 350 は、 直径 8~9cm程の小型のものである。焼成は軟質で、

いずれも表面の摩滅が著しく調整は不明瞭で、ある。 351~ 353は、口径 10~ 11 cmのやや浅い形態のも

ので、口縁部にはヨコナデ調整が明瞭に残る。 354~ 356は、口径 13cm前後のもので、杯型の形態を

呈している。厚手のっくりで、口縁部にはヨコナデ調整が施されている。 357・358は、ロクロ成形の

ものである。 I層においても、非ロクロ成形のものが主体を占めてお り、ロクロ成形のものはわずかに

確認できる程度である。 359~ 368は、焼成が比較的硬質で、口縁部にヨ コナデ調整が施されていない

ものである。これらについては、後世の溝に伴う遺物であると推測される。

I層では、n:.I[層に比べて煮炊用土器が多く出土している。この中でも、くの字形内耳鍋 (371~ 

386)が、他の煮炊用土器に比べて数量の上で圧倒的に多い。外面の調整は、外面上方までハケ目調整

されるものが大部分を占めているが、 372や375のように指オサエやナデ調整を施すものも少量確認で

きる。内耳鍋と しては、他に内管形 (387~ 389)や半球形 (391・392)のものも出土しているが、数

は少ない。また、確実なものは l点だけであるが、平底で桶形を呈する内耳鍋 (390) も確認される。

このタイプの内耳鍋は、信濃や甲斐での分布が知られているが、 この地域での出土は極めて稀である。

個別に分離することは困難であるが、これら出土数の少ない内耳鍋については、後世の溝に伴う遺物の

可能性が高いとみた方がよいであろう 。

393 ~ 396は志戸目窯の製品で、 393は小皿、 394は香炉、 395と396は天目茶碗である。 397は瀬戸

窯産の天目茶碗で、登窯 3~4小期のものである。 398 は美濃窯産の尾呂茶碗で、登窯 5~6小期のも

のである。 399~ 426は、主に 18世紀後半から 19世紀にかけての陶磁器である。その大半は、瀬戸美

濃製品である。器種としては、腰錆湯呑 (399~ 402)、小中 (403)、筒形湯呑 (405)、箱形湯呑 (406・
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国69 大溝 I層出土遺物 (6)

407)、徳利 (409)、折縁輪禿鉢 (411)、小瓶 (412)、片口 (413~ 418)、練鉢 (419)、筒形香炉 (420)、

播鉢 (421・422)、灯明皿 (423)、乗燭 (424)、瓶掛 (425)、土瓶 (426)などがみられる。また、肥前

の磁器染付 (404・408)や唐津の席lj毛日皿 (410)など、瀬戸・美濃以外の製品も少量ではあるが出土

している。

点数は少ないが、金属製品も出土している。427は鉄i宰である。いわゆる椀形j宰で、直径lOcm程度

の小型のも のである。後世の溝に伴うものの可能性もあ り、年代については明確で、ない。 428は箸の耳

掻き部分である。金銅製で表面には鍍金が残り、魚子状の細かな彫金が施されている。 429は用途不断

の銅製品である。幅1cm程度の小型品で、両端は欠損しており、内部は中空となっている。この2つの

銅製品については、後世の溝に伴う遺物である可能性が高い。

土器については、 IT.III層と同様に、須恵器 (430・432~ 439)や灰紬陶器 (431)、土師器 (440~ 

442)、土錘 (443)といった、古代の遺物も出土している。
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図70 大溝I層出土遺物 (7)
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図71 大溝I層出土遺物 (8) 

E層の半分程度の数量ではあるが、 I層でも瓦が出土している。 444~ 470は丸瓦である。いずれも

破片資料であり、完形のものは出土していない。 444~ 446は狭端部の破片である。凸面はナデ調整が

施され、凹面には布目と吊り紐痕がみられる。 444は無段式(行基式)の丸瓦であり、狭端から約6cm

の所には釘穴が穿たれている。二次的な被熱が顕著で、全体が黒く変色している。 445と446は、狭端面

は残存していないが、釘穴が穿たれていることから狭端側の破片であることがわかる。 447~ 451は、

広端部の破片である。凸面はナデ調整が施されており、凹面には布目が残り、部分的に離れ砂の付着も

認められる。凹面の側端と広端には、面取り調整が施されている。広端面には離れ砂の付着が認められ

る。 452~ 457は、側端部が残る破片である。凹凸面の調整は上記のものと同様で、 453には縄叩き痕、

455には布綴じ痕が認められる。綴じ目はぐし縫いされている。 458~ 461は端部の残らない破片である。

459には粘土板の接合痕、 460には縄町き痕が認められる。

462 ~ 470は、 4区において「大溝内撹乱」として取り上げているものである。しかし、出土品を見

る限り現代のものは全く含まれておらず、すべてが撹乱であったとは考えにくい。土層などの記録が一

切残されていないため、今となっては検証する術を持たないが、恐らくは、上面にみられた撹乱を十分

に検出しないまま、撹乱として大きく掘り下げてしまったのであろう。これらは、 ほぼ I層に相当する
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高さから出土しており、基本的には I層出土の遺物として捉えてよいと推測される。

462は有段式(玉縁式)の段部である。焼成は軟質で、灰白色の色調を呈している。凹面には粗い布

目が残る。 I層出土の丸瓦で、有段式として認識できる資料はこの l点のみである。 463と464は、広

端部の破片である。凸面にはナデ調整が施され、凹面は布目と粘土板の糸切り痕が残る。広端面には離

れ砂の付着が認められる。 465~ 470は、側端部の破片である。凸面にはナデ調整が施され、凹面は布

目と吊り紐痕が残る。 466の吊り紐痕の比率は、1 1となっている。

471 ~ 477は平瓦である。このうち、 472と477は、「大溝内撹乱Jとして取り 上げられている 4区出

土の遺物である。 471と472は、縦長斜格子の叩き目が残るものである。 凹凸両面に離れ砂が付着する。

473 ~ 477は、縦長斜格子+横線の叩き目が残るものである。離れ砂が凹凸両面に付着しており、 477

には二次的な被熱の痕跡が顕著にみられる。 476は横長斜格子の叩き目が残るもので、凹凸両面に離れ

砂が付着している。

、下
、、一ー』ー~

図 75 大溝 I層出土平瓦

72 

471 

472 

477 

一
(1 :4) 10cm 



" 

/ 

" jC  

し三ってし¥

ノ j--'--!十…一 三

てしユ

r~ 

ニ、，，_

"、一、

1;1 

':'Iゃい¥

J 件ム，..司幽益率-"-ノ、、.1.1"哉、-"、副司円品 μ.... ・=、円そr 、嶋悟蜘ム司尚三重巴~ ~." J-Itvノ" ("!，，， lYJ、 、 、働刷、"'....もJ、..， ，J v "" 't'" 7 t'tl 、.J (V"lーいん刻、曹、ー'‘..x..._--0-0" U 

につ L

¥ 

LL;i:、。

。

f 
ノ

内部の施設についてはほほ未解明の状態といえる。ただし、出土漬物などから一部推定することは可能

である。大溝のほほ全域からは、比較的まとまった盤の瓦が出土しており、施設内には瓦葺きの建物が

存在していたとみてよい。瓦は、大講の漉離では l点も出土していないが、 E層の最下壌からの出土が

確認できる。瓦葺き建物の廃絶時期は、E層の比較的早い段糟の 13世組末頃である可能性が高い。また、

被熱の痕跡が明確に残る瓦も出土しており、火災によって焼失していることがわかる。
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大溝・ 土 塁 出土土器・間磁器観察表(1 ) 

ロ置 (c・}底径(圃)倍高(圃)高台径 i圃) 嬢存車 輪廻

(15.6) 4.4 6.6 ロ錫~底部 1川 内面 ー自然柚

(14.9) 4.4 6.6 ロ縁~庭師 1/6 内薗・自然崎

14.9 5.1 7.1 口惜~底部 1/2 自然柚

16.0 5.3 7.3 口揚~底薗 2/3 自然柏

(15.2) 5.4 7.2 口組~底値 1/6

7.5 Ilf.錦町み 自然輸

7.6 底値 1/2 丹面・自然輸

5.8 口縁~底8111/3 内面ー自然抽

6.2 ほ1:完膨 ilけ働け

6.7 口幡~底留3/4 漬け掛け

7.2 ロ縁~底値 1/4

6.5 ロ揖~底薗 1/5

7.3 日銀~摩郡 1/4 内面白熊輸

7.0 1:ぽ完形

7.5 口縁~車郁 1/2

7.0 口語~摩郡 1/2

7.0 口縁-Ilf.SII1/4

7.7 1:ぽ完形

(7.2) 口組~車部 1/4

5.7 口組~底趨 1/2 内面・自燃柚

(6.4) 口鰻~底値 1/4 内面 自然柚

7.2 体節~底値

6.4 陪ぽ完形

7.0 ほ1I完形

7.2 1:ぽ完形

7.0 口縁~底部2/3 自然柚

6.9 ほ11完形

(6.2) 日銀~底III!1/4 

6.2 口組~底邸 1/2

6.4 口縁~底1II!4/5

6.2 口組~庫留3/4

7.9 ロ縁一也究11
6.3 日銀~底部 1/2

7.4 日銀~底部 1/2

6.8 完形

5.9 1:1'ぽ完形

6.8 完形

7.0 ほぽ完形

5.8 ロ錫~車部 1/2

6.6 ロ録~底値 1/4

7.2 日ぽ完形

6.7 完形

6.7 完ijj

白銀~体留 1々。
底部のみ 舛函 ・自然軸

t:ぽ完形 内面，自然袖

口11-軍部 1/4

1:ぽ完形

日ぽ完形 自然柚

実形 内直自然組

口縁~鹿包 1/3

庫留のみ

車留のみ

底部のみ

1E8111ノ2
体穆

ロ録郎 1/12

口縁部 1/16

高台郵 1ノ8

ロ樟笛 1ノ12

JlE8111/4 

ロ縁~顕邸 1/8

i*1II!-1II! 

t:ぽ完形

日銀~底部 1/2

ロ・iII!1/4 
申宮町

Z 市

口118111/4

口組~底値 1/2

ロ118111/8

ロ1I-1E8111/日

ほぽ完形

口縁~鹿島2/3

口線~底部2/3

口II-Ioill!2/3

E置のみ

Ilぽ完形

口緑~底8111/3

日銀-EiII!1/4

E留のみ

E部 1/2

口11-体留 1/3

ロ館館 1/20

日銀留 1/12

ロ11郎 1/20

内面自然柏

内面自然柚

舛面・自然軸

膏僅

白値

6.3 
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3.0 
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5.4 
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(4.7) 
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4.6 
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3.9 

(6.1) 
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(12.7) 
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皿 1

E 

E 

m-l 
m-1 
田ー 1

m-2 

血 1

5型式

皿-1

A2かA4類

不明

5型式

骨靖・櫨式

回一 1

田-1

田 1

E 

E 

1-2 

1-2 

m-l 
1-2 

1-2 

1-2 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

田ー 1

皿ー 1

m-1 
皿ー 1

回一 1

回一 1

E 

皿ー 1

田ー 1

回一 1

皿-1

田一 1

m-2 

皿-1

m-l 
田一 1

m-1 
皿 1

皿-1

田一2

皿-2

田 1

回一 1

m-1 
皿-1

田ー 1

非ロク口

非ロク口

非ロクロ

非ロクロ

非ロク口

非ロクロ

非ロクロ

非ロク口

非ロクロ

ロクロ

ロヲ口

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロク口

ロクロ

ロクロ

ロクロ

直鳩

逼貧湖西

温黄湖西

;1鍵湖西

遁艶湖面

温蝿湖西

温縄湖面

温蝿湖西

温費湖西

週質湖西

温艶湖西

酒蝿湖西

理費湖西

酒興湖西

温黄湖西

週揖湖西

週鍵湖面

週鍵湖西

謹貧湖西

温黄湖西

;且健湖面

濁貧湖西

温輿湖西

遁貸湖西

遭糞湖面

温蝿湖面

温質湖酋

週韓湖西

温費湖西

適量湖西

温貧湖西

酒鈍湖西

iI鑓湖西

署蝿湖西

温鍵湖西

壇賞湖西

温揖湖西

週費滅菌

温揖湖西

書提湖西

温揖湖西

週揖湖西

温蝿湖西

il費湖西

温蝿湖西

週揖湖西

蓮揖湖西

週蝿湖西

温賛湖面

温韓湖面

温費湖西

週揖湖西

酒貧湖面

知事

温貨湖酋

飽蝿寓果

温
膚
珊
理
費
艶
鎗
買
艶

常

常

常

温

遭

遇

温

檎

碗

鈴

鉢

鉢

董

鍋

絹

絹

鍋

蝿

磁

調

鑓

碗

碗

砲

鶴

碕

磁

強

硬

砲

枝

硯

鵠

砲

磁

礎

砲

磁

椀

磁

縫

砲

碗

硯

嶋

鴎

嶋

鴎

碗

磁

砲

健

磁

磁

碗

摘

磁

磁

磁

碗

論

破

磁

岨

岨

畑

岨

畑

岨

硯

備

砲

制

制

問

問

問

岨

聾

聾

堕

皿

血

血

皿

皿

血

血

皿

血

皿

血

血

血

血

皿

皿

血

皿

時

開

時

開

組嵐

山軍横

山車砲

山軍碗

山華樋

山葺樋

山事碗

山軍崎

山事磁

山高磁

山事情

山藁前

山事情

山軍磁

山菜砲

山軍磁

山華礎

山事硯

山事副

山軍磁

山軍横

山華磁

山華碗

山事樋

山帯磁

山軍硯

山茶碗

山事碗

山葺樋

山軍碗

山事樋

山事情

山車砲

山高横

山軍鳩

山事硯

山事碗

山軍横

山軍碗

山軍磁

山葺碗

山軍硯

山軍司自

山聾磁

山軍碗

山事樋

山華碗

山革楓

山事樋

山車碗

山革樋

山軍碗

山事碗

山軍楓

山事砲

貿易同値

買島周磁

中世間露

中世間越

中世陶器

中世障器

中世陶器

中世間韓

中世陶器

土師詞土器

土師嗣土器

土師貧土醤

土師置土器

土師置土器

土舗貿土鍵

土師置土樟

土師置土器

土鋪置土器

土師置土器

土師置土器

土鍋置土器

土師置土極

土鋪置土鐘

土師置土稽

土師白土鰭

土舗置土隷

土師置土鍾

土師置土鰻

土舗置土器

土師貿土鶴

土踊置土器
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刷
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通網名

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02臼)1

S02由)1

SD2∞1 

S02001 

S02001 

S02001 

S02αM 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

502001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02∞1 

S02001 

S02001 

S02臼)1

S02001 

S02001 

502001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

502001 

S02001 

S02001 

502日)1

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

502001 

502001 

S02001 

502001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 
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S口2001

S02001 

802001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 

S02001 
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中世~近世第3章

•• 
外直に傷付量

覇留にへラE号

蜘l突文

へラ記号

色聞

にぷぃ褐

灰白

灰白

灰白

灰

灰

灰

費灰

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

洩貴信

清置

にぷい費檀

通費喧

明務褐色

穂事

自然穐

自然柚

外面自然軸

大溝・ 土塁出土 土器 ・陶磁器観察表 (2) 

分割 。祖式 口径{咽)庫笹{咽)鍾高 (c・)高台径 t咽) 残存車

(22.4) 口.fII!1/12

3.0 荒井部 3/4

5.6 貫井部のみ

口.-体留 1ノ10

IEfII!のみ

IIf11! 1/4 
底部 1/4

基部4.1 坪11111-胸鶴 自然轍

基郵4.0 坪胴部-(轟甑)

肩箇~底値

口組-111倒 1ノ4

口It-頭留 1/4

口傾倒 1/12

日銀~底部 1/2

基包3.0 f~1Iのみ

口組留 1/20

口線~頭部 11自

把手町み

自然櫓

2.4 

3.2 

(7.0) 

(6.9) 

3.8 

1.9 

(15.0) 

(21.2) 

(21.6) 

(25.6) 

(3.2) 

遭地

(26.0) 

(17.0) 

内薗にスス付着

墨書「万口J
墨書 [方得J
S書 [安j

内面にスス付.

畢書 「上J
構高台

幅高台

•• r万j

白

自

白

川

貴

賓

白

白

白

白

自

白

白

白

白

自

由

自

由

自

白

自

由

自

由

自

白

白

白

自

由

自

由

白

白

白

白

白

白

自

由

自

由

自

白

白

自

白

白

白

自

白

白

自

由

自

白

自

由

自

自

由

自

由

白

灰

灰

灰

灰

也

浅

漬

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

庇

反

民

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

庇

灰

灰

灰

灰

原

灰

灰

自然軸

自然柚

内面 ・自然軸

基部(4.6) 坪留 1/2

口組部 1/10 内面 白然和

日銀~体節 1/2 内面 自然粕

ロ栂~体部 11自 酒け儲け

白血置留 1/14

口緑~底薗 1/2

底値5/6

口健闘 1ノ36

車留のみ

体留~底邸 1/2 自然軸

体飽~底郎 1/4 内面 白自然軸

車種のみ

底部3ノ4

口縁一部先繍

ロ・鶴1/10

口組部 1/4

IIf11! 1/2 

休部~車種

鹿郵 1ノ4

体部~底fII!1/5 

底部のみ 内面自然柏

博酋~底包 内面自然軸

書留のみ

口鰻~底盤 1/8 自然柚

口組一部士構 内面・ 自然袖

口録郎 1/10

底値のみ 内面自然柏

E包 1/5 内面自然軸

体部~底留 1/3 内面自然軸

体部~底部 1/4

庫留のみ

白銀~底値 1/2

ロ.1111/8

口組部 1/6

ロ.-底値 1/8 自然軸

口縁-(!;郎 1/12

口撮~摩郡 1/4

口縁部 1/12

車種 1/4

底範的み

底卸 1/3

口繊~休部 1ノ6 着け燭け

口組~底値 1/3 自然柏

口縁~体都 1/12 自然柏

ロ揖81!1/6 

底邸のみ

.lEfII!1/3 

口鰻~車留 1/3

体都~底部 1/3

ロ鰻~底飽 1/8

E留のみ

E留のみ

体部~底8I!11自

車留のみ

直部のみ

afll!2/3 

底部のみ

底部のみ

I!fII!lノ4

E留のみ

底部 1/2

E飽 2/3

底留 1/2

日銀~摩留 1/4 自然輪

車留のみ

底部のみ

自然軸

6.9 

(6.6) 

(7.6) 
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(7.9) 

5.8 

6.5 

(6.5) 

7.3 

6.4 

7.0 

5.3 

5.5 

6.7 

6.0 

6.7 

(7.9) 

7.1 

(4.4) 

7.2 

(6.6) 

6.8 

(7.4) 
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6.3 

7.1 

6.5 

厚さ1.9

4.8 

1.7 

4.3 

a
U
A
-マ
R
d

A
怜

A
U守

A
崎

5.2 

4.0 

5.2 

5.8 

5.8 

5.1 

幅6.5

(8.0) 

6.4 

n
u
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5

4

4
 

6.6 

5.8 

現存墨5.6

(15.2) 

(14.9) 

(13.8) 

(14.3) 

(14.1) 

14.9 

(15.9) 

(15.0) 

(15.4) 

(15.2) 

(16.0) 

(14.8) 

(14.0) 

(22.2) 

(16.4) 

(15.3) 

(17.6) 

(15.5) 

(13.9) 

15.3 

(15.6) 

(16.0) 

(15.0) 

i6.3 

(15.9) 

(8.0) 

ロク口

ロク口

III-l 

ill-I 

Eー?

III-l 

III-l 

III-2 

III-2  

田-2

III-2 

皿 2

皿 2

田 2

ill-2 

田-2

田 2

皿 1

回一2

田 1

ill-2 

Ill- l 

田-2

田 1

ill-2 

ill-2 

III-2 

ill-2 

1-2 

III-2 

III-2 

ill-2 

III-2 

ill-2 

ill-2 

E 

ill-l 

ill-1 

耳

目-1

Eー ?

ill-1 

E 

I 

皿 1

田-1

E 

E 

ill-l 

E 

ill-l 

溜聾湖西

週賛湖西

壇賞湖西

溜鑓湖面

温費湖西

週鍵湖西

il鍵湖西

溜艶湖西

週蝿湖西

溜鍵湖西

il蝿湖西

湿鍵湖西

週蝿湖西

iI揖湖茜

il艶湖西

週蝿湖函

週費湖面

il費湖面

温費湖面

温聾湖面

温蝿湖西

理費湖西

書揖湖西

壇賞湖西

温聾湖西

温貸湖西

酒艶湖西

酒費湖面

週後湖西

書発湖西

酒蝿湖面

温費湖西

温費湖西

酒興湖西

週発湖西

週聾湖西

酒黄河西

，且蝿湖西

遁蝿湖西

温聾湖面

温鍵湖西

書提湖西

温糞湖西

iI費湖面

温揖湖西

酒揖湖西

遁鍵湖西

湿揖湖西

温揖湖西

灘聾湖西

温鍵湖西

濁蝿湖西

温健湖西

溜轟湖面

調書e湖西

遭揖湖西

書提湖西

酒費湖西

相

官

立

柑

壷

壷

主

童

書

量

毘

磁

す

r
z
'跡

前

壷

皿

皿

檀

碗

椀

硯

摘

碗

碗

璃

硯

砲

碗

碗

砲

檎

慎

砲

砲

砲

碗

碗

破

砲

砲

硯

慎

砲

磁

慎

碇

碗

磁

砲

碗

碗

磁

破

蘭

碗

礎

硯

副

院

砲

碗

碗

髄

砲

院

磁

碗

碗

硯

槙

砲

擁

立

泣

種規

土踊置土器

須車器

須車栂

須車器

須軍経

須車響

調車盤

須車器

須軍艦

須車器

須車器

須車器

須車鎗

土観樋遍晶

土舗器

土師器

土師器

土崎器

石似品

須車器

須車盤

須車鑓

民軸陶器

土師器

土踊置土器

土偏置土器

山車碗

山華砲

山高l1i!

山事碗

山帯磁

山華磯

山事情

山事砲

L川高焼

山革協

山車砲

UJ軍碗

山華院

山車碗

山事碗

山華砲

山葺碗

山藁碗

山車慎

III茶園草

山軍碗

山華院

山華萌

山高砲

山事磁

山事砲

山軍備

山事磁

山事碗

山軍梅

山軍楠

山事碗

山事碗

山軍情

山事砲

山高碗

山葺碗

山葺碗

山高樋

山車磁

山軍碗

山栗駒

山華磯

山高碗

山軍慎

III華襖

山事樋

山軍碗

山車植

山軍磁

止l革j檎

山華磁

山華砲

山事樋

山事楓

山軍随

山事碗

山事砲

山華院

位

膚

膚

膚

膚

麿

膚

膚

置

膚

眉

膚

膚

層

膚

眉

眉

膚

膚

層

眉

眉

膚

膚

層

眉

膚

庸

膚

居

届

置

庖

眉

濁

眉

眉

眉

閉

眉

掴

眉

層

圏

層

層

圏

層

圏

層

圏

層

圏

層

圏

層

圏

層

圏

層

圏

眉

膚

膚

置

層

圏

層

圏

眉

膚

車

置

膚

圃

眉

E

・E
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'

'

'

E

層

圏

皿

田

田

田

皿

四

国

田

田

田

園

田

田

園

田

園

田

E
国

田

回

目

田

血

園

田

国

国

国

国

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E
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E

E

E

E
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E

E
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E

E

E
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E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E
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表5

，.，_ 過禍名

86 502001 

87 502001 

88 502001 

89 502001 

90 502001 

91 502001 

92 502001 

93 502001 

94 502001 

95 502001 

96 502001 

97 502001 

98 502∞1 

99 502001 

100 502001 

101 502001 

102 502001 

103 502001 

104 502001 

105 502001 

106 502001 

107 502001 

108 502001 

109 502001 

110 502001 

111 502001 

112 502001 

113 502001 

114 502001 

115 502001 

116 502001 

117 502001 

118 502001 

119 502001 

120 502001 

121 502001 

122 502001 

123 502001 

124 502001 

125 502001 

.126 502001 

127 502001 

128 502001 

129 502001 

130 502001 

131 502001 

132 502001 

133 502001 

134 502001 

135 502001 

136 502001 

137 502001 

138 502001 

139 502001 

140 502001 

141 502001 

142 502001 

143 502001 

144 502001 

145 502001 

146 5D2001 

147 502001 

148 502001 

149 502001 

150 502001 

151 502001 

152 502001 

153 502001 

154 502001 

155 502001 

156 502001 

15ア 502001

158 502001 

159 502001 

160 502001 

161 502001 

162 502001 

163 502001 

164 502001 

165 502001 

166 502001 

167 502001 

168 502001 

169 502001 

"i7Q SD2001 
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No. 遣綱名 届位

表6 大溝・土塁出土土器・間磁器観察表 (3)

器11 8地 骨期損式 ロ笹(圃)底径{圃}盤趨 (0・)高台径(岨) 残存準

1.4 口組~底部2/3 内面 自然軸 灰白

底値 1/2 灰白

ロaBII1/6 灰白

日銀笛 1/自 灰白

鍋

鍋

鍋

皿

皿

皿

血

血

皿

皿

皿

皿

血

副

胃

勢

耳

瑚

暗

唱

明

暗

暗

唱

駅

前

壷

壷

量

聖

観

甑

甑

甑

嵐

咽

端

研

砲

碗

腕

砲

慎

硯

碗

砲

帯

情

内

内

s

器

器

器

器

器

審

器

鱒

器

包

将

器

器

器

土

土

士

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

鵠

器

器

器

総

器

器

器

包

器

密

器

密

器

器

提

穏

器

品

品

碗

院

協

硯

磁

萌

碗

疎

開

開

聞

輔

糊

開

閉

岡

崎

剛

師

陣

師

岡

嫡

嫡

嫡

鯉

嫡

嫡

嫡

m
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嫡

嫡

胡

捕

蝿

捕

胡

捕

坤

糊

嶋

崎

岬

崎

嶋

崎

嶋

崎

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

居

思
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眉
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抑

制
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n
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u
c
J
U
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W
C
J
U
C
J
v
n
b
q
u
q
d
c
u
c
u
e
d
Q
u
q
u
m
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q
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Q
U
Q
u
q
u
e
u
e
u
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C
J
v
q
u
qパ
V
Q
u
e
u
e
J
w
q
u
q
u
q
u

q
U

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

3

4

5

6

7

8

9

0
 

m
m
m
m
初

勾

お

引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
お

お

お

お

お

勾

幻

m
m
m
m
m
m
m
o
m
m叫

171 S02001 

172 S02001 

173 S02001 

174 S02001 

175 S02001 

176 S02001 

177 S02001 

178 S02001 

179 S02001 

180 S02OO1 

181 S02001 

182 S02001 

183 S02001 

184 S020Dl 

185 S02001 

1自6 S02001 

187 S02臼)1

188 S02001 

189 S02001 

190 S02OO1 

191 S02001 

192 S02001 

193 S02001 

194 S02OO1 

195 S02001 

196 S02001 

197 S02001 

188 S02001 

199 S02001 

200 S口2001

201 S02001 

202 S020Dl 

E・山帯磁 小皿 理費湖西 国-2 8.0 

E膚 山高砲 小皿 週養湖西 田

E・'*'世間揖 片口鉢 調揖湖西 (26.6) 

E膚 中世同醤 片口鉢 遍黄海面 (32.9) 

E眉 中世間結 片口鉢 ;1韓湖西 I糊n. 中世陶器 片口鉢 知多 5型式

E属 中世固ま量 聾 常滑 β0.0) 

E居 中世間墨 壷 理費 (21.4) 

nl! 施柏陶器 平拠 調戸聾温 中間

E層 施柚陶信 回耳蜜 酒戸黄週 前期E

E膚 掩輸陶盤 情書事 調戸揖週 大様2-3

ns 貿易陶趨 膏催鶴 .畢寓吾 81類

E麿 貿島岡磁 膏磁碗 ・.寓呆 A2かA411

E眉 貿易陶磁 白盛砲 IV~ (15.7) 

E贋 首畢陶也 自俗図..

E膚 土師置土器 皿

E膚 土偏置土盤 皿

E層 土師置土器 凪

E膚 土樋置土器 皿

E膚 土師置土D nn 
E唐 土舗置土H IIU 

E膚 土師置土器 皿

E唐 土樋置土鶴 皿

E唐 土舗置土器 皿

E層 土師置土艶 皿

E層 土舗置土器 m 
E眉 土師置土器 皿

E眉 土踊置土器 皿n.土鍋置土髭 皿

E膚 土鋪置土器 皿n.土師置土舘 血

E唐 土鋪置土盤 m 

事ド口クロ 9.1 

非ロクロ (9.0) 

若手ロクロ (8.4) 

非ロク口 (7.5) 

非口クロ 7.9 

非ロク口 (10.2) 

非ロクロ 9.0 

非ロクロ (8.7) 

非ロク口 8.2 

稼ロク口 (9.8) 

非ロク口 (10.2) 

非ロク口 (10.8) 

非ロク口 (14.0) 

非ロク口 (12.8) 

非ロクロ (12.2) 

手ドロク口 (11.1) 

苦手ロクロ (10.5) 

5.3 

5.4 

(11.9) 

4.3 

(3.3) 

3.98 

3.1 

3.5 

(3.7) 

(5.2) 

6.5 

(5.4) 

(3.1) 

非ロクロ 13.3 5.0 3.4 

非口ク口 (12.6) (5.0) 

非口ク口 (11.0) 

非ロクロ (12.6) (5.6) 

ヨドロク口 (13.5) 

非ロク口 (11.6) (6.4) 

非ロクロ (13.4) (6.0) 

非ロク口 (11.6) 

事匡ロクロ (12.0) 

ロク口 (6.2) 

(28.3) 

(23.4) 

くの字形 (19.8) 

内・形 (21.2) 

(15.2) 

(13.1) 

(11.6) 

基都径 3.5

基包径4.0

(13.0) 

(20.5) 

基部径6.3

現存長5.4鍾大幅 1.6

(11.2) 

(5.8) 

畏 3.25 幅 0.6 厚さ 0.5

。u
広
d

1

2

2

1
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π
u
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-

-
-

w川崎

m凶

m幽

m
ω
m
u

西

函

茜

函

E
西

高

直

湖

潮

湖

湖

町

臥

湖

湖

湖

蝿

貧

鼻

糞

悶

養

費

糞

温

温

適

温

E

温

漕

温

301 S02∞1 1. 山軍鴎

302 S02∞1 1眉 山高璃

303 S02001 1唐 山軍碗

304 S02∞1 1唐 山事硯

305 S0200 1 1 • 山藁硯

306 S02∞1 1贋 山高碗

307 S02∞1 I層 山高磁

308 S02∞1 I膚 山軍備

309 502001 I層 山華碗

31 C S02∞1 I唐 山葺碗

311 S02口口1 I膚 山革砲

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

2

 

-一

一-
--
--
一一

一

皿

皿

皿

田

田

皿

皿

皿

皿

皿

田

西

函

西

酉

酋

函

西

西

西

直

面

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

渇

湖

湖

湖

曹

養

蝿

貧

韓

鍵

揖

艶

蝿

貸

費

温

温

適

温

温

温

壇

温

遭

遇

漕

磁

髄

砲

砲

慢

砲

碗

砲

礎

碗

随

抽事 色冨

(13.6) 底留 1/4

(14.0) 高台自61/4

灰白

灰慣

灰岩襲/赤褐

鳳/灰白

洩曹h費費檀

口組部 1ノ10

日銀館 1112

(4.9) 舷甑 1/3

体節6/1 灰白

体包~底部 11日 赤灰/;聾宵檀

4.7 底留のみ 膏磁

(5.4) 体節-lEfIE1/2 膏也

ロ縁部 1112 自信

(6.4) 鹿部 1/3 白磁

オリーブ広/灰白

灰白

明鰻灰/灰白

灰白

灰由

連費値

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰自

民自

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

1.7 完形

1.6 

口信部1ノ6

口組邸 1/8

口縁部 1ノ6

完形

ロ縁部 1ノ15

2.0 陪ぽ完形

1自

口組部 1ノ10

1:ぽ完形

口組留 1/12

日銀~底値 ↑/6

口線~底値 1/83.1 

日銀笛 1/6

3.5 

3.3 

白銀笛 1ノ6

口組~底値 1/2

口組~車留 1/4

日銀~底倒 1/4

，.ぽ完形 灰白

口縁~底留 1/3 灰白

口組留 1/4 灰白

口緑~底部2/3 灰白

口鋸鶴 1/5 灰白

口鰻~庫侮 1/8 灰白

口緑~底部 1/3 理費笹

口組包 1/8 聾肯笹

口繍飽 1/10 灰白

底値 1/4 灰白

口信~周邸 1/4 に.，、ぃ檀 h療費

ロ縁起 1/12 i!貴慣

口組部 1/12 1こぶし、費値

ロ揖~体部 1/16 通費檀

体留 1/4 費使

口縁~体留 1/6 灰

停留~底値 1/4 灰

ロ縁留 1/12 外面 自然軸 灰白

口組邸 1110 灰白

ロIlBll1/4 外面 自然柚 貴褐/灰白

轟留-JllBII 灰

基箇~脚館 灰白

ロallll1/8 自照輸 灰貴

口栂~頭部 1/日 灰自

体節~底留 1/2 内面自然粕 灰白

底包2/3 灰白

把手のみ 檀

把手のみ 檀

把手のみ に，~ぃ檀

把手のみ にぷい褐色

把手のみ 慣

基留~刷留 湯費

消曹

口縁部 1/16 にd九、買/灰貴

(7.9) 底部のみ 内面 ・自然軸 灰白

6.0 底部のみ 内面・自然柚 灰白

(7.2) 鹿BIIl/4 灰白

6.7 底部のみ 灰

(7.1) 1IB111/4 灰白

(7.4) 底部 1/2 内面 自然柚 灰白

9.0 底部3/4 内面自然軸 灰白

7.4 底郵 1/2

(7.4) 底都 113

(5.8) 底値 1ノ6

(6.1) 底flE1/6

4.6 底部2/3

6.8 鹿部町み

(9.0) IlH!I! 1/4 
6.6 底部のみ

7.0 ilEf!I! 1/2 

(6.5) JI侮 1/2

6.1 底部 1/2

内面 ・自然輸 灰白

灰白

内面 白烈軸 灰白

内面自然軸 灰白

内面 自然軸 灰白

灰白

内面自然輪 灰白

灰白

内面自然軸 灰白

灰白

灰白

2 大i符 ，土塁

•• 

二次焼成

持直に蝿付婚

斜面に傑付篇

舛薗に煤付婚

77 



第3章 中世~近世

出 迎嶋者 層位

表7 大溝・ 土塁出土土器・陶磁器観察表 (4) 

曇漕 .;.'"三重地 骨 口径 f圃)置径 (0・)倍高(圃)高台置(咽} 噴存車香 気持軸

(8.3) 底Ii!1/2 

5.9 車留のみ

6.7 rf.部のみ

(6.6) 底郎 1/2
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ク
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口

口

口

口

口
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E

有

期

後
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非
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車

両

後

西

一

回

西

酋

百

一

回

西

直

面

百

菌

酉

西

函

西

温

潰

呂

呂

温

昌

混

濁

温

呂

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

鴻

湖

湖

湖

湖

湖

鍵

多

喜

多

歩

賞

違
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戸

戸

賞
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鶴

舞

糞
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韓
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蝿

養

費

鍵

費

貸

費

貸

費

温

知
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知

知

温

車

常

常

戸

戸

初

志

車

戸

意

戸

戸

戸

車

濁

週

温

書

温

温

温

温

哩

温

温

湿

潤

遭

遇

濁

酒

古

古

濁

古

淵

瀬

掴

古

碗

倒

礎

碗

碗

砲

碗

砲

慎

磁

礎

皿

皿

皿

皿

晴

晴

晴

晴

晴

壷

晴

晴
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畑

岨

阻
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瑚

酌

璃

献

甜

供
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血

血

血

皿

皿

皿

小

小

小

小

片

片

片

片

片

片

片

網

棚

内

野

畑

向

鵬

国

花

献

仏

慢

砲

碗

碗

砲

礎

砲

嶋

碗

硯

砲

磁

槙

砲

樋

器

醤

器

飽

器

館

経

緯

銭

信

器

器

鱒

器

根

盤

刊

自

慢

臓

器

堵

坤

措

地

域

瑞

坤

軍

事

軍

軍

軍
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軍

事

軍

軍

軍

軍

軍
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同

問

陶

間

同

問

陶

同

局

陶

陶

旬

間

陶

間

同

同

園

周

鴎

置

圃

買

置

置

貿

置

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

柑

叫

柑

柑

柑

柑

柑

柑
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醐
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醐

酬

酬
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帥

蜘
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刷

剛

捕

坤

靖
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坤
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膚
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膚

眉

眉
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眉

膚
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眉
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膚

層

層

圏
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眉

層

居

届

庸

膚

膚

層

贋

膚

膚

膚

眉

層

眉

膚

層

扇

層
層
圏
曙

I

I
I

I

I

I
-
I

I

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

-

-

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

-
I

I

I

-

-

-

抑

制

抑

制

捌

抑

制

抑

制

抑

制

抑

制

抑

制

m
m
抑

制

抑

制

抑

制

m
m
抑

制

抑

制

加

抑

制

抑

制

抑

制

抑

制

加

抑

制

制

n
u

n
u
n
u
n
u
nu

n
u
n
u
n
u

n
u

n
u
n
u
n
u

n
u

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
nu

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
u
n
u
nu

n
u
n
u
n
u
n
u

n
u
n
u
n
u
nu

n
u
n
u

n
u
n
u
nu

n】

q
u
c
u
《

b
c
u
q
u
Q
U

向。
c
u
Q
u
q
u
q
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u

R
3
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J
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C
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b
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q
u
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u
Q
U
C
J
W
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b
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q
u
e
u
e
u
q
u
G
U
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q
u
Cパ
百

円
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d

Q叫

q
u
e
u
e
J
u
c
d

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8
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0
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引

別

出

引

引

引

剖

剖

日

記

犯

日

記

辺

白

匁

日

記

日

記

日

記

犯

お

お

お

お

お

お

お

お

お

お

担

割

抑

制

抑

担

割

割

引

制

担

お

お

お

お

354 502001 

355 502日01

356 502001 

357 S02001 

358 S02001 

359 502001 

380 502001 

381 502001 

362 502001 

363 502001 

384 S02001 

385 502001 

366 502001 

367 502001 

368 502001 

389 502臼)1

370 502001 

371 502001 

372 S02001 

373 502001 

374 502001 

375 502印)1

376 S02001 

377 S02001 

378 502001 

379 502001 

380 502001 

381 502001 

382 502001 

383 S02001 

384 502001 

385 S02001 

386 502001 

387 502001 

388 502001 

389 502001 

390 502001 

391 502001 

392 502001 

393 502001 

394 502001 

395 502001 

396 502001 
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I唐 土踊置土器 皿

I眉土師置土魅 皿

I膚土師町士穆 皿

I層 土師置土器 皿

I膚 士舗置土器 m 
I唐 土師置土鑓 皿

I膚 土師貿土器 血

I層 土師置土器 皿

I層 土偏置土器 皿

I唐 土舗買土器 皿

111 土師置土器 血

I層 土師置土怨 凪

rll 土師置土笹 皿

I膚 土舗置土醤 皿

I用 土師置土器 皿

rll 土師置土縫 伊曾鍋

rll 土師置土器 情勢韻

I層 土随置土審 内耳銅

I層 土舗置土器 内耳鍋

I眉 土師置土器 内耳鍋

I眉 土師置土舘 内耳絹

I眉土踊置土器 内耳鍋

I眉 土師置土語 内耳鍋

I眉土師賀土器 内耳絹

I置 土師置土器 内耳鍋

rJl 土随置土器 内耳鍋

I眉 土師貿土舘 内耳絹

I眉 土舗置土舘 内耳鍋

I層 土師置土畿 内耳鍋

I唐土踊 置土器 内耳鍋

I周 土踊置土認 内耳鍋

rJl 土師賀土器 内耳鍋

1，1 土舗置土器 内耳鍋

IJI 土師置土器 内耳鍋

I唐 土踊置土器 内耳絹

I置 土師置土器 内耳鍋

I唐 土筒賀士舘 内耳鍋

工置 土舗置土器 内耳鍋

I眉土師貿土器 内耳絹

I眉 近世間経 小血

I唐 近世間詩 書炉

rJl 近世圃器 天目軍硯

IJI 近世周器 天目革髄
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口

口

口

口
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勾
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ク

ロ

口

口

口

口

口

口

口

口

非

非

非

口

口

非

非

非

非

非

非

非ロクロ (9.2) 

非ロクロ (9.8) (6.0) 

非ロクロ い0.2)

.~ロク口 (8.4) (5.4) 

(26.1) 

(19.5) 

くの字形 (19.2) 

くの字形 (20.4) 

く町字形 21.3 

くの字形 (19.0) 

くの字形 但2.6)

くの字形 (20.6) 

くの字形 (22η 

くの字形 (20.2) 

くの字形 (23.0) 

くの字形 (20.2) 

〈の字形 (20.8) 

〈町字形 (18.8) 

くの字形 (21.7) 

くの字形 (21.3) 

〆の字形 (20.9) 

くの字形 (17.8) 

内・形 位2.9)

内噛形 (20.9) 

内骨形 (21.2) (17.2) 

内・形 (21.8) 

学IU. ほ2.4)
半E事形 (23.4) 

志戸昌

志戸呂

志戸呂

志戸呂

(10.7) 

(11.2) 

4.4 

(4.6) 

(6.3) 

(14.3) 

(10.6) 

5.6 

(6.4) 
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11.0 
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縁
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ロ

ロ

ロ

ロ
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高
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嗣
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底

口

口

車

口

胴
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2.6 

2.5 

1.6 

↑9 

2.9 

口健留 1/3 浪費

'1.7 

(7.8) 高台包 1/4 壇賞/淡宵

底自B1/2 オリーブJ反自

鹿部町み にぶい橿

口組~底節 1/2 灰白

口縁部 1/6 灰白

口縁邸 1/11 灰白

口組部 1/8 灰白

口組~鹿留 1/6 灰白

口組部 1/9 灰白

白縁由B1/8 灰白

3.8 

3.2 

口揖留 1/5

口.-底留 1/4

日銀飽 116

口縁~底邸 1/2

口組~底部 112

ロa陣 1/8

ロ.S1/8 

ロ縁~底値 1/10

口輝一鄭欠情

口11-体部 1/6

口緑~底包 1/4

灰白

灰白

灰由

連費極

端費

洩慣僅

灰自

演費

灰白

にぷい費檀

灰白

通費慣

に，与えい費栂

洩買値

理圃檀

潰費

洩慣慣

灰白

理費償

漫費櫨

清貴

i高貴

通費檀

濯費

2.5 

口銀笛 11日

日縁~底甑 1ノ6

口.111ノ8
目録~底値 1/8

口.1111白

口錫盤 1/20

ロ縁~体倒 1/8

口揚~体部 1/2

口揖~体部

ロ揖~博郷2/3

口縁部 1/6

臼鼠~体制 1/10

口ltfll!1/20 

口組部 1/12

口縁部 1110

口繊留 1ノ10

口縁部 1/5

口組橿 1/20

目録~周111/4

口縁~肩包 114

ロ鰻~潤部 1/8

白線趨 1/10

口銀笛 1ノ4

白銀信 1ノ24

口線~底部1ノ2

口組部 1/12

口組部 1ハ6

目録留 1/20

(5.0) 車包 1/3

5.1 11:112ノ3

灰白

涜費

理費檀

洩費檀

にぷい極

浪費

灰白

灰白

灰白

E1i自
通費檀

漫慣

に，詳し、慣檀

鳳褐

理費慣

溝け儲け に.~~い凋

i高貴/に.1:い胃禍

券鳳/に.. ~: い費慣

灰オリ ブ/灰費

ロ.-体包 1/8

口線部 1/12

色圃 ." 

高台鋼部士摘

高台鑑包~t・

;1#宜

内・件直に機付婚

外面に鎌付'

#薗に爆付.

持面に煤付館

外面に様付薗

斜面に煤付着

外面に娘付薗

外面に様付着

件直に蛾付着

升面に鎌付薗

件面に燦付曽

外面に煤付薗

外面に娘付量

外面に燦付薗

外語に傑付量

斜面に嫌付着

内外面に偉付費

つけ高台



表8 大溝・ 土塁出土土器・陶磁器観察表 (5) 
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必
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431 SD2∞1 1.11 民柚陶缶 三足盤

432 SD2001 1・須車穆 坪董

433 SD2∞1 1膚 須車曇 坪董

434 SD2∞1 1眉 須車務 坪島

435 SD2∞1 1眉須車器 坪.

436 SD2001 1.11 須軍総 壷煩類

437 SD2∞1 1膚 須車棒 高坪

438 SD2∞1 1.11 須車鍵 短..
439 SD2∞1 1眉須車鰻 聾

440 SD2∞1 U! 土踊器 ・
441 SD2∞1 1眉 土師揖 甑

442 SD2001 1眉 土舗盤 甑

443 SD2∞1 1眉 土制品 土鍾

478 SA2∞1 掃事事土 須車器 師身

479 SA2∞1 桶績土 須恵怨 . 

(10.6) 

(13.9) 

(7.2) 

(9.5) 

基留笹 4.3

(11.7) 

(22.1) 

(21.0) 

轟 6.35 帽 2.3

(16.2) (13.4) 

拍車 色周

灰白/鳳

明費褐/灰白

にぷい赤帽/灰白

蝿掲/反自

灰白

灰褐/灰白

灰白

(10.1) 底邸1/2

口組~体部 1ノ4

ロ縁~体包1川 氏自

灰白

6.4 底倒的み

ロ縁~悼旭川2

(3.8) 白血，ax禍

ロ縁~体部 1/5

ロ揖留 1/3

5.5 (5.4) 口縁~底部 1/3

日銀笛 1/8

2.2 

口偏留 1川口

口組~体包 1/6

日銀笛 1/10

体留~底包 1/6

車種 1/8

胴館下~底鶴

直個 1/4

ロ縁日2xIA 0 
(11.7) 底留 1/4

ロ縁~体舗 1/2

目録~夫弁・1ノ8

(7.9) 底値 1/5

夫弁留のみ

にぷぃ;;;.褐/灰白

灰白

灰白

費褐/灰白

費禍ノl主肯

にぷい曹ノ灰白

費縄/浪費

宵褐!I買自
にぷい慣ノ灰白

洩曹/灰白

禍ノi買白

赤灰

にぷい赤禍

に晶、.'."リーフ縄

捜柏/灰白

罪褐ノ灰自

民

灰白

灰白

口縁部 1/10 灰白

庫舗1ノ6 灰白

底al/5 灰費

口頭部 自照軸 灰白

基部~騨節 灰白

口線~頭部 1/5 件面ー自然柏 灰白

ロ穂郡 1/6 灰白

ロー・趨1/12 にぷぃ費檀

把手のみ 浪費

杷手のみ にぷぃ閏禍

浪費

日銀~体自B1/6 反費

底値のみ 灰白
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487 SA2001 旧費土 須理器 坪身

488 SA2∞1 I日襲土 須車鍵 珂身

489 SA2∞1 旧費土 須車器 坪身

490 SA2∞1 I日i塵土土師録 時身

491 SA2田1 I日現土 土師艶 坪身

492 SA2∞T 旧費土土舗鑓 砲

493 SA2001 旧表土土舗縛 ・
494 SA2∞1 旧膏土土師鍵 聾

495 SA2001 I自費土土師総 量

496 SA2001 旧費土土鱒舘 飯

(11.7) 9.65 3.75 

(9.7) 

(11.2) 

(11.8) (9.1) 3.25 

(13.1) 

(10.9) (6.0) 5.25 

(15.7) 

(19.7) 

ロIf-軍陣 1/5

底値 1/6

.al/6 

ロ.-底部 1114

口組~体留 1ノ12

ロ縁~底部 1/3

ロllal/16
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2 大溝 ・土塁
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ニ;:>;漫量
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中世~近世第 3~

i著

(図 78~ 91、図版 27・52・62・63・79・80)

1区から 6区にかけて位置する大規模な溝である。 SD100lは、開削当初の溝 (SD1001a)の埋没後に、

新たな溝 (SD1001b)が掘り直されており、時期の異なる 2条の溝が重複して存在している。

溝は L字形の形態を呈しており、 l区の西端から東へ約 120mの地点において、南に向かつて直角に
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3. i緯

近いかたちで屈曲している。全体的には南または東に向かつて傾斜しており、溝の底面は凹凸が激しく 、

細い溝状に深く扶れた部分が多数確認されている。また、埋土には全体的に砂が多く含まれており 、砂

層の堆積も認められる。これらの点は、恒常的に水流があったことを示しており、 SD1001は水路とし

て開削された溝である可能性が高い。なお、西側については、 調査区外のため明らかになっていない

が、位置関係から河川SRlO01と接続しているものとみてよい。溝の西端がやや北側へ向かつて屈曲し、

SR1001と鋭角に接合していることからも、河川|から水を引き込むことを意図して開削されたこ とを示

していよう。

埋土は、大きく上 ・中 ・下の3層に分けられる。
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第3章 中世~近世
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図80 SD1001下層出土遺物 (1 ) 
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。 (1 :3) 10叩

下層は、最下層の主に砂が堆積する層であり、場所によって差はあるが、概ね底面から 30cm程度の

厚さで堆積している。遺物としては、須恵器や山茶碗、陶器、 磁器、内耳鍋などが出土している。

497 ~ 499は須恵器である。図化したものは3点であるが、翌などを中心に一定量の出土が認められる。

500 ~ 511 は山茶碗である。いずれも渥美湖西産の製品で、 I期からE期までみられるが、他の遺構と

同様に、 E期のものがその大半を占めている。すべて破片資料であり、完形または全形の分かるような

資料は出土していない。この須恵器と 山茶碗は、明らかに周辺から混入した遺物である。

512は瀬戸美濃産の天目茶碗で、古瀬戸後期のものである。 513は貿易陶磁である。白磁の小皿で、

陶器質の胎土にやや黄みがかった柚薬が施されており、高台はアーチ状に扶られている。明代のもの

である。 514と515は渥美産の査である。 514には弧状の刻線、 515には蓮弁文が施されている。 516・

517は常滑産の製品である。 516は査または費、 517は15世紀代の片口鉢である。 518と519は古瀬戸

の播鉢で、口縁部付近は部分的に欠損してはいるものの、大半の破片が残っている。いずれも後町期新

段階のものである。 520は古志戸呂窯産の掻鉢である。軟質で土師質にちかい焼き上がりとなっており 、

518や519と同様に欠損部が少ない。 521は土師質土器皿である。軟質で、比較的光景の大きい中型品

である。下層において土師質土器皿は、小破片を含めてもごくわずかしか出土していない。

522は伊勢型鍋である。523~ 531は、くの字形内耳鍋であり、外面にハケ自調整を施すものと、ナ

デ調整のものとが確認できる。図化したもの以外にも、 多量に出土 している。 532と533は、内管形内

耳鍋である。下層の出土遺物全体でも、内轡形内耳鍋であることが分かる破片は、この 2点のみであり、

くの字形内耳鍋との数量の差は歴然としている。 534~ 539は羽付釜である。体部は屈曲部から斜め下

方へ広がっており、なで肩の形状を呈しているものとみてよい。口縁部の形状は、丸く仕上げるものと、

上方を強くなでるものがみられる。羽付釜については、 図示したもの以外にも一定量の出土が認められ

82 



3 溝

巳苛づm

ミ主夫13
517 

、
514 

、
515 

519 

¥41 

又- fコプコ521 520 

。 (1:3) 10叩

図81 SD1001下層出土遺物 (2)

る。 540は鉄淳であ り、いわゆる椀形津の形状を呈している。化学分析の結果、鍛錬鍛冶淳で、始発原

料は砂鉄の可能性が高いと推定されている。

SD1001の下層は、周辺から流入した遺物が多く、水流による撹枠も受けているため、長期間の遺物

が混在している状況にある。ただし、須恵、器や山茶碗などの遺物を除く と、 15世紀から 16世紀にかけ

ての遺物にほぼ限られている。中でも残存状況のよい播鉢など、 15世紀後半の遺物が比較的まとまっ

て出土していることから、 SDlO01は 15世紀に開削された溝であると推測される。
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3.溝

中層は、下層の上に 40~ 50 cm程の厚さで堆積している。主に暗褐色土が堆積する土層であ り、この

時期に水流が大きく減少していたこと を示している。なお、中層には、埋没後に新しく掘削された溝

(SDI001b)が一部到達しているが、調査時には中層出土遺物として取り上げられており、 SD1001bに

伴う遺物が一部混在してしま っている状況にある。

541 ~ 552は須恵器である。須恵器に関しては、下層と同様に、図示した以外にも費類を中心に多数

出土している。 553と554は灰紬陶器、 555は土師器の聾である。

556 ~ 570は山茶碗である。いずれも渥美湖西産の製品で、 558はE期のものであるが、他はすべて

E期のものである。図化したもの以外にも多量に出土しているが、すべて破片資料であり、完形品の出

土は確認できない。古代の遺物や山茶碗については、周辺からの混入した遺物とみてよい。 571は瀬戸

美濃産の措鉢である。下層で出土している播鉢と同じ、古瀬戸の後N期新段階のものである。 572は瀬

戸窯産の乗燭である。他の遺物とは年代が大きく降る 19世紀のものであることから、中層に掘り込ま

れた新しい溝 (SDlO01b)に伴う遺物とみて間違いない。 573と574はロクロ成形の土師質土器皿である。

樟褐色の色調を呈する軟質のものである。 575~ 577は非ロクロ成形の土師質土器皿である。

578 ~ 587はくの字形内耳鍋で、下層と同様に図化したもの以外にも多数出土している。体部外面に

ハケ目調整を施すものと、ナデ調整を施すものの両者がみられる。内耳鍋としては内菅形のものも出土

しているが、明確に判別できるものとしては、 588と589の2点のみである。この点も、下層における

状況と共通したあり方を示 しているといえる。
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590 ~ 601は羽付釜であり、いずれも体部はなで肩で、球形に近い形態を呈するものである。口縁部

の形状は、丸く仕上げるものと、上方に強いナデ調整が施されるものとがみられる。体部外面の上半に

は、ハケ目調整が明瞭に残る。羽付釜に関しても、下層と同様に多数の出土が確認される。いずれも、

16世紀前半までの時期のものである。

このよう に、中層における遺物の構成や年代は、下層とほとんど差がない状況にあり、水流が減少し、
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水路としての機能が失われた後に、比較的短期間で埋没したことが伺える。内骨形内耳鍋の出土が少な

いことなどからみて、 SD1001aについては、 16世紀中頃にはその大半が埋没し、浅い窪み状になって

いたものと推測される。
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3.溝

上層は、暗褐色土を主体とする、検出面(地山面)から 40~ 50 cm程の深さまでの堆積土である。南

北溝では SD1001aの最上層も一部含んで、はいるが、大半は重複する位置に新たに掘られた溝 SD1001b

の埋土である。 SDlO01bの断面形状は、 SD1001aの端から緩やかに下がった後、逆台形にさらに一段

深くなる形状を呈している。一段深くなっている部分に限ると、 SD1001bは幅約 80cm '深さ 40~ 50 

cm程の規模にとなっている。最下層には、小礁を多く含んだ土の堆積が確認されている。

602 ~ 612は須恵器である。土器以外の遺物としては、 円面硯 (610)が出土している。被熱の痕跡

が明瞭で、部分的に赤褐色に変色している。今回の調査によって中屋遺跡から出土した円面硯は、この

l点のみである。 613と614は灰紬陶器である。 613の体部外面には、漆とみられる茶褐色の塗料の付

着が認められる。

615 ~ 635は山茶碗である。知多産とみられる 635を除き、他はすべて渥美湖西産の製品である。 E

期のものもみられるが、やはり E期のものが大多数を占めている。 636~ 640は、山茶碗の小碗および

小皿である。いずれも渥美湖西産の製品である。 641は知多産の片口鉢である。 642は貿易陶磁の青磁

碗である。見込みには、片切り彫りによ る文様が認められる。

643は古瀬戸の平碗で、後町期古段階のものである。 644~ 646・649・651は、瀬戸美濃産の製品で

ある。 644は小中、 645と656は広東茶碗、 649は乗燭、 651は半胴である。これらは、 いずれも 18世

紀後半から 19世紀のものである。 647は肥前産の磁器である。磁器染付の小碗で、 口縁部には雨降文

が施されている。 18世紀前半のものである。 648は初山窯産の内禿皿である。 653は査形の瓦質製品で
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ある。口縁部には格子文と鋸歯文が線刻されており、赤彩も確認できる。 650は古志戸目窯産の播鉢で

ある。非常に軟質のものとなっている。 652は瀬戸窯産の播鉢で、 19世紀後半のものである。 654は、

古瀬戸後N期新段階の揺鉢である。

655 ~ 660は、非ロクロ成形の土師質土器皿である。 下・中層に比べて、出土数は多い。 655と660

は比較的硬質であるが、他はいずれも軟質のものである。 661はロ クロ成形の土師質土器皿である。

662 ~ 668は内耳鍋である。下・中層と比べると、上層では内轡形内耳鍋が多く出土している。 669~ 

672は羽付釜である。
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第3章中世~近世

このよう に、 上層出土遺物の下限年代は 19世紀後半であり、当然これは、新だに掘 られた溝

SD100lbの下限年代を示している。近世のものに限ってみれば、 18世紀後半以降の遺物が大半となっ

ていることから、 SDlO01bは接続する SD6002やSD4001と同時期の、 18世紀後半から 19世紀にかけ

て機能していた溝であると推測される。

また、 SD1001からは、土器や陶磁器以外に、瓦も 出土している。これらの瓦は、大溝 SD2001など

で出土しているものと同じ特徴を有しており、中世の瓦とみて間違いない。

673と674は平瓦である。 673は、凸面に縦長斜格子+横線の叩き目がみられ、凹凸面両面に離れ砂

が付着している。凹面には叩き自の転写が明瞭に認められる。 674の凸面の叩き目は、ナデ調整が施さ

れているため不明瞭であるが、縦長斜格子がわずかに確認できる。凹凸両面に離れ砂が付着している。

2点ともに上層から出土している。 675~ 680は丸瓦である。 675と676は狭端部の破片である。675

は中層から、 676は下層から出土しているが、 676については出土位置から SD1001bに伴う可能性が高

いと推定される。いずれも、凸面にはナデ調整が施され、凹面には布目と吊り紐痕がみられる。 63には、

狭端から 7cmの場所に釘穴が穿たれている。 677~ 680は端部の残らない破片であり、 679は上層から、

677・678・680は下層から出土している。678と680には、表面に煤の付着が認められる。

なお、図化したもの以外の遺物としては、最上層から桟瓦も出土している。この地域の村落における

桟瓦の普及時期については、桟瓦自体が遺物として扱われることが稀なこともあり、いまだ不明な点が

多い。中屋遺跡においては、 遺構としては認識できないが、少なくとも 19世紀後半頃までには、桟瓦

葺きの建物が存在していたことがわかる。

以上のよ うに、SD1001は、時期の異なる二つの溝 (SD1001a.SD100lb)が重複している。 SD1001aは、

西側の河川 SR1001から水を取り込んだ、水路とみられる大規模な溝であり、主に 15~ 16世紀に機能

している。 SD1001bは、 SDlO01aの埋没後、おそらくは浅い窪みとなっていた場所に、新たに掘られ

た区画溝である。周囲の他の区画溝と同様に、 18世紀後半から 19世紀にかけて機能していたものとみ

られる。

SD1008 (図 78・92・93、図版 29)

l区に位置する溝で、東西溝と南北溝がT字形に連結 している。場所によってやや異なるが、幅は

平均 80cm・深さは約 50cmの規模で、ある。土層断面(図 78)から、 SD1001の埋没後に掘られているこ

とが分かる。東 ・西・南側は調査区外へと続いているが、 5・6区では検出されていない。ただし東側

の6区では宅地の擁壁による撹乱が延長線上に位置しており、ほぼ同じ位置に溝が続いていた可能性が

高いと推測される。

遺物は比較的豊富に出土している。 681~ 683・686は瀬戸美濃製品である。 681と682は17世紀後

半の丸碗、 683は18世紀後半の尾目茶碗、 686は19世紀前半の筒形湯呑である。 684と685は、肥前

窯産の磁器染付の皿である。 684には、 見込みにコ ンニャク判の五弁花、外裏に崩れた渦福文がみられ

る。ともに 18世紀後半のものである。 687は19世紀の瀬戸窯産の火鉢である。 688は瓦質の火鉢である。

浅い筒形のもので、体部にある 2本の沈線の聞に菊花文がスタンプされている。 689は19世紀の瀬戸

窯産の播鉢である。 690も播鉢で、 17世紀の士、戸呂窯産の製品である。

出土した遺物の年代は、周辺から流入した遺物も含まれているためやや幅がみられるが、SD100lの

埋没後に堆積した土層を掘り込んでいることや、 18世紀後半から 19世紀の遺物が大半を占めている こ

とから、 SD1008は主に 18世紀後半から 19世紀に機能していた溝であると推測される。
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S01010・1011(図 78・92・93)

SD1008に隣接する溝である。 SD1010と1011はSD1008に、そして SDlO11はSD1010に切られて

いることが確認されている。 SD1010は l区を東西に横断して、西側で SD1008に接している。 SD1008

の東端とはほぼ一直線上になる ことから、 SD1010を一部やや北側にずらして掘り直した溝が、 SD1008

であると推測される。 SDlO11は、深い部分で、も10cm程度と浅いため、部分的に確認されている程度

である。 l区では東西約 9mの長さで確認されてお り、 未調査部分を挟んだ6区でも 1m程で、はあるが、

続きとみられる部分が検出されている。

遺物については、 SD1010からわずかに出土している程度である。 691は土師質土器皿で、比較的硬

質のものである。図化できたのはこの l点のみであるが、他に古瀬戸後期とみられる盤類や内耳鍋の破

片が出土している。

SD1010は、 SDlO01の埋没後に設けられていることから、 16世紀の後半以降のものであることは

確実である。ただし、西側の溝の位置を踏襲する形で SD1008が掘られていることを考慮すると、さ

ほど年代が離れているとは考えにくい。遺物が乏しいため、厳密な年代については明確にし得ないが、

SD1008が掘られる直前の 18世紀前半頃までは機能していた可能性が高い。掘られた年代も、これに

近い時期であると推測される。 SD1011は、土層断面(図 78) をみると SD1010とは掘り込み面が 1層

異なっており 、年代がやや離れていることがわかる。遺物が出土していないため正確な年代については

不明であるが、16世紀から 17世紀頃のものであろう か。

S01013 (図 92・93)

SD10l0と重複する形で検出されている溝状遺構である。深さは 10cm程度と浅く、 SD1010に切られ

ている。 L字形に近い形で屈曲しており、東西と南北方向に約 2mの長さで検出されている。

遺物と しては、 内耳鍋が出土している。 692と693はくの字形内耳鍋である。 692は、体部外面はナ

デ調整、内面はハケ目調整が施されており、非常に薄手のっくりとなっている。 693は表面の摩滅が著

。
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第3章中世~近世

しいが、体部外面にハケ 日調整がみられる。図化したもの以外にも破片が出土しているが、口縁部の形

状が判別できるも のは、いずれもくの字形内耳鍋である。年代的にやや不明瞭な部分はあるが、概ね

16世紀代の遺構とみてよいであろ う。
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3. i蒋

801003 (図 94)

l区の北西隅に位置する溝である。 SD1003は、幅40cm・深さlOcmの小規模な溝で、南北に約 3m

の長さで検出されており、北側は調査区外へと続いている。 SD1003から出土した遺物は、土師質土器

且 (694)の小片 1点のみである。 694は復元径が8.4cmと小型で、薄手のっくりとなっている。

遺構の年代を特定することは困難であるが、土師質土器皿がいずれも比較的硬質のものであることな

どから、中世後期から近世の溝であると推測される。

801004 (図 94)

SDlO04は、 SD1003の約 2.5m東側に位置する溝である。遺構の残存状況はよくなく一部切れてはい

るが、 L字形に掘られた溝とみられる。長さは東西約 4.5m ・南北約 5mで、深さ約 5cmと底部がわず

かに残存する程度である。

埋土からは、土師質土器皿や内耳鍋などが出土している。 695は土師質土器皿であり、中型でやや厚

手のっくりのものである。この他に内耳鍋や土師質土器皿が数点出工しているが、いずれも図化できな

い小片である。

出土遺物が乏しいため、遺構の年代を特定する こと は困難であるが、土師質土器皿がいずれも比較的

硬質のものである ことな どから、SD1003と同様に SD1004は中世後期から近世の溝であると推測される。

ヤ三三?、d とお 物物
且"1116....‘E・.

B B' 

勿協
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後核
S 01日03・1日04
1楕褐色土

。
(1 :40) 1m 
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国94 801003・1004実測図、出土遺物
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第3章中世~近世

S02003 (図 95・96、図版4・29)

SD2003は、大溝 SD2001の7.2~ 8 m 内側に設けられている溝である。残存状態が場所によって異な

るが、幅平均 1.2m .深さ 40cmの規模で、総延長にして 86m検出されている。大溝 SD2001に平行す

るかたちで掘られているが、北側では一部北東に向かつて屈曲する部分が認められる。東側は SD2004

によって失われているが、東端において北に屈曲する様子が確認されていることから、 SD2004と重複

する場所に溝が巡っていたものと推測される。

遺物としては、土師質土器皿や内耳鍋などが出土している。 697~ 701は、非ロクロ成形の土師質土

器皿で、比較的硬質のものである。口縁部に ヨコナデ調整はみられない。 702~ 705は、内骨形内耳

鍋である。他に、混入遺物ではあるが、古瀬戸の平碗 (696) もl点出土している。これらの遺物から、

SD2003は 17世紀頃にはほぼ埋没していたものと推測される。

SD2003は、大溝SD2001に平行する点や溝が掘られた位置などから、当時残存していた土塁の裾に

巡らされていた可能性が高く、この頃までは土塁がある程度の幅を持って残存していたものと推測され

る。

S02004 (図 95・96、図版4・29)

大溝SD2001とSD2003の間に位置し、東西溝の両端が北へ向かつて曲がるコの字形の溝である。西

側南北溝については、南西隅から北へ直進する SD2004aの埋没後、西へ3m程の位置に SD2004bが新

たに掘られている。東西溝および東側南北溝は、 SD2004bに伴う溝であり深さも共通する。土層断面

図95 2・4区 SO実測図・断面図
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3 持軍

にも切り合い関係が認められないことからみて、 SD2004a段階の東西溝と東側南北溝は、ほほ同じ位

置を掘り下げて新たな溝が設けられたため、失われたものと推測される。

遺物と しては、間磁器類や土師質土器皿などが出土しているが、 いずれも SD2004b段階の溝に伴う

ものである。 706~ 712は土師質土器皿である。非ロクロ成形のもので、 いずれも口径8~9cmの小型

品である。 713は肥前の磁器染付の碗である。 714~ 717は瀬戸窯産の製品で、 714は小中、 715は乗燭、

716と717は播鉢である。これらの遺物から、 SD2004bは 18世紀から 19世紀頃まで機能していたこ と

がわかる。 SD2004aについては、遺物が出土していないため明確でないが、 SD2003の付け替えとみら

れることから、概ね 17世紀から 18世紀にかけての溝と推測される。南面土塁については、この頃ほと

んど高さを失っていたとみてよいであろう 。

802005 (図 95、図版4)

SD2004の東側南北溝から、約 20m東に位置する南北溝である。幅は約 40cm、深さは平均 20cm程

であるが、北に向かつて徐々に浅くなる。南北に約 12m検出されており、南端は SD2004に取り付く 。

SD2003との切り合い関係については、記録がなく不明である。遺物は出土していないが、 SD2004に

取り付くことから、これと同時期の溝である可能性が高い。

802006 (図 95)

大溝SD2001の埋没後、西辺大溝の西端に沿って掘られている溝である。大溝SD2001の南西隅付近
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で西に曲がり、 10m程で、さらに南に向きを変える。その先は撹乱によって失われているが、後述のよ

うに同時期の溝である SD6002もこの撹乱に取り付いていることから、現状では宅地の擁壁の基礎に

よって破壊されているが、ほぼ同じ位置に南北溝が続いていた可能性が高い。幅は約 1mで、 深さは平

均 50cm程残存し、南へ向かつて傾斜している。

大溝内において面的に把握されていないこと もあり、 SD2006に伴うことが明確な遺物は、 19世紀の

緑紬土瓶とみられる破片 l点のみである。明確な遺物は乏しいが、 後述の SD2014と同様に、 18世紀

から 19世紀にかけての溝であると推測される。

802011 (図 95・97、図版4)

大溝 SD2001から南へ約 3mに位置する、幅約90cm・深さ約 50cmの東西溝で、ある。溝は中央でやや

北へ曲がり、東半部は大溝SD2001の南端に沿って掘られている。大溝内については、面的に検出され

ていないため不明な点も多いが、 SD4001より東の土層では確認できないことから、SD2014と同様に

SD4001に取り付くものと推測される。

明確な遺物としては、山茶碗 (723)や土師質土器皿 (724)、くの字形内耳鍋 (725)、古志戸呂窯産

の播鉢 (726)などが出土している。また、 図化したもの以外では、型紙刷りの染付など近代の陶磁器

も出土してお り、一部近代まで、残っていたことがわかる。明確な遺物は乏しいが、 さほど長期間使用さ

れていたとは考えにくく、 主に 18世紀から 19世紀頃に機能した溝であると推測される。

802013 (図 95・96、図版4・29)

大溝 SD2001とSD1001の聞に検出きれている南北溝である。幅約 1m・深さ約 50cmの規模で、南

北に約 4.4m検出されている。北側では SD2011、南側では前述の SD1001bに接合する。

遺物は少ないが、瀬戸美濃産の陶磁器が出土している。 718は磁器染付の端反り碗、 719は尾目茶碗、

720は片口の高台部、 721と722は播鉢である。これらは、いずれも 18世紀から 19世紀にかけてのも

のである。 SD2013の年代についても、同様の時期とみてよい。

802014 (図 36・38・95・97、図版29)

大溝 SD2001の埋土に掘り込まれている溝である。 SD2001の西辺と南辺の内側に、ほぽ沿うような

形で掘られており 、4区との境界付近までその存在が確認されている。面的には確認できていないが、

恐らくは4区との境界に通る溝SD4001に取り付くものと推測される。幅約 15cm.深さ約lOcmの規模で、

断面は逆台形(図 36・38)となっている。

遺物は中世・近世のものに加えて、 一部近代のものまで出土している。 727~ 729は山茶碗、 734は

常滑産の費、 735は古志戸邑窯産の揺鉢、 741と742は丸瓦である。これらは、明らかに I層から混入

した中世の遺物である。 730・731は非ロクロ成形の土師質土器皿である。 比較的硬質で、薄手のっ く

りとなっている。中世末から近世にかけてのものであろう。 736~ 739は瀬戸美濃窯産の製品である。

739は播鉢、737と738は丸碗で、いずれも 18世紀のものである。 739は灯明皿で、 19世紀後半のもの

である。 740は18世紀の肥前の香炉である。 743は鉄鎌である。基部が欠損しているが、恐らくは有茎

式の曲刃鎌で、あろう。この他に、図化できない小片ではあるが、近代の磁器が出土している。

先述のよう に、大溝SD2001のI層として取り上げられている近世の遺物の多くは、この SD2014と

SD2006に伴う遺物であると推測される。これらを含めて考えると、 SD20l4の遺物は、 18世紀から 19

世紀にかけてのものが大半を占めている。 SD20l4は、主に 18世紀から 19世紀に機能し、一部近代ま

で名残として残っていたものと推測される。
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S03009・3013・3014(図 40・98・99、図版5・28・79)

いずれも、 3区の土塁SA3001の周辺に所在する溝である。

3. i蒋

SD3014は、逆L字形に掘られた溝で、西側は削平によって失われているが、屈曲部を中心に総延長

にして約 15m検出されている。底面は比較的平坦で、遺存状況によって異なるが、良好に残る部分で

の上端の幅はl.3m程となっている。調査区北壁の土層断面(図 40) において、 SD3013に切られてい

ることが確認されている。遺物は非常に乏しく、小破片を含めても十数点程しか出土していない。 744

は土師器翌の底部である。 745はロクロ成形の土師質土器皿とみられる。口縁部の小破片で、比較的硬

質な焼きとなっている。図化できたのはこの 2点のみであるが、この他に非ロクロ成形の土師質土器皿

や、内管形とみられる内耳鍋の破片などが出土している。

SD30日は、 SD3014の東側に検出されている南北溝である。幅約 60cm'深さ約 40cmで、側面は比

較的直立気味に立ち上がる。遺構検出時に SD3009に切られることが確認されているが、 SD3013に向

かつて SD3009が屈曲していることから、SD3009とほぼ同じ場所に東西溝を有した逆 L字形の溝であっ

た可能性が高い。また、埋没後には埋葬遺構 SX3008が設けられている。 746は山茶碗、 747.748はく

の字形内耳鍋である。 749~ 751は土師質土器皿で、 749と750は軟質のものであるが、 751は比較的

覗質のものである。これらの他に、 17世紀前半のものとみられる美濃窯産の徳利も出土している。

SD3009は、 SD3013の東側に設けられている逆L字形の溝である。先述のように、 SD3013を改修

してつくられた溝とみられる。幅80cm .深さ約 50cmの規模で、総延長にして約 50m検出されている。

残存する規模に比べて遺物は乏しく、破片を含めても十数点程度しか出土していない。 752は山茶碗、

753は瀬戸美濃産の播鉢である。 754は半球形の内耳鍋で、口縁部は丸く仕上げられ、比較的浅いっく

りのも のとなっている。 755は丸瓦で、二次的な被熱の痕跡が顕著にみられる。 756は平瓦である。凸

面には縄叩き、凹面には布目が認められる。凸面にのみ、離れ砂が少量付着している。

年代については、全体的に遺物が乏しく不明瞭な部分はあるが、各遺構の切り合い関係から SD3014、

SD3013、SD3009の順であることは明らかである。また、 SD30l3については、 17世紀後半頃とみられ

¥ 
7U ; 。
。、
。。
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図98 SD3009・3013・3014実測図
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(1 :4) 10叩

るSX3008が埋没後に設けられている ことから、それまでには埋没していたと考えてよい。これらの点

と出土遺物の年代から、 SD3014は16世紀後半、 SD3013は17世紀前半、 SD3009は17世紀後半を中

心とする時期の溝であると推測される。

803006・3008(図 100、図版5)

3区の南西部に、大溝SD2001に平行して設けられている東西溝である。

SD3006は大溝SD2001の北側に位置し、東西に約 20mの長さで検出されている。深さは 10cm程と

104 
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図100 S03006・3008実測図、出土遺物

浅く、東へ向かつて傾斜している。西側は調査区外へと続き、東側は撹乱によって失われているが、土

塁SA300lまで、は至っていない。遺物は破片も含めて、 7点しか出土していない。757は内耳鍋の口縁部、

758は砥石である。 他には須恵器杯がl点、土師器翌がl点、土師質土器皿とみられる破片が3点出土

している。

SD3008は大溝SD2001の南側に位置する溝で、調査区西端から約7mの長さが確認されている。深

さは 15cm程と浅い。東側は撹乱で失われており、続きは判然、としない。遺物は 2点出土しているのみ

である。 759は須恵器のフラスコ瓶である。 760は肥前産とみられる近世の青磁である。

遺物が乏しい上に細片がほとんどであるため、遺構の年代については決め手に欠く状況ではあるが、

ともに東側の様相が判然としない点が注目される。 SD3006とSD3008の聞は、調査前は道路 (市道根

堅24号線)となっており、 道路はちょうどSD3006の東端付近で南へ向かつて折れている。現代のも

のが出土しなかったために、遺構として捉えられてはいるものの、現代の道路に伴う溝の可能性も否定

しきれない。いずれにせよ、近世後期以降の溝である可能性が高いとみてよいであろ う。
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S04001 (図 101 ~ 104、図版4・28)

3区と 4区の境に位置する南北溝である。溝は、 北側の調査区端から南へ約 12m延び、西へ向かつ

てほぼ直角に屈曲した後SD1001に接合する。北半は底部付近が残る程度となってお り、一部検出され

なかった部分もある。断面は逆台形で、 南半では幅約 90cm'深さ約 60cmの規模となっている。底面は

平坦で、、南及び西に向かつて緩やかに傾斜する。土層には掘り直しの痕跡が認められる部分もあるが、

溝の全域には及んでいなし、。全面的な改修ではなく 、崩落した部分を復旧した程度のものとみてよいで

あろう 。
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図104 804001出土遺物 (3)

遺物は、須恵器や土師器と いった古代の土器から、近世の陶磁器まで比較的豊富に出土している。

761は須恵器の輩、 762と763は灰粕問器、 764~ 771は山茶碗、 772~ 779は内耳鍋である。 780~ 

782は土師質土器皿である。いずれも浅く、比較的硬質な焼きのものである。

783 ~ 785は常滑産の製品である。 783と784は費で、 785は片口の口縁部であろう。 788・791.792 

は初山窯の製品で、 788は播鉢、 791と792は天目茶碗である。 789と790は措鉢で、789は古志戸呂窯産、

790は瀬戸美濃産の製品である。 786は瓦質の火鉢であり、体部に線刻で花文とみられる幾何学的な文

様が施されている。 787は匝鉢である。 796と802は志戸呂窯産の製品で、 796は丸碗、 802は小鉢であ

る。 793~ 795・797~ 801・807は、瀬戸美濃産の製品で、ある。 793は天目茶碗、 794と795は尾目茶碗、

797は灰紬丸碗、 798と799は鎧茶碗、 800と801は片口である。800の底部外面には墨書が残されてい

る。文字としては判読できないが、「二」または「ム」のような記号が配されている。 807は乗燭である。

803は貿易問磁の皿で、破片ではあるが、内外面には染付がみられる。 804~ 806は肥前産の製品である。

804は磁器染付の碗で、見込みには蛇の目紬剥ぎ、底裏には大明年製銘がみられる。 805は青緑紬の皿で、

見込みには蛇の目柚剥ぎが施されている。 806は青磁の瓶である。

また、点数は少ないが瓦も出土している。 808~ 812はいずれも丸瓦であり、凸面には全面にナデ調

整が施され、凹面の側端と広端側は幅広に面取りされている。 808は広端部の破片で、広端面には離れ

砂が付着している。 809~ 811は側端部の破片で、 809には一部縄叩きの痕跡が確認できる。また、 809

と812には吊り紐痕がみられる。これらの特徴は、大溝SD2001などから出土しているものと共通する。

j封辺から混入した遺物も多いが、出土遺物の下限の年代は 19世紀後半である。 18世紀代の遺物につ

いて も一定量出土していることから、 SD4001は18世紀から 19世紀にかけての時期を中心に機能した

溝であると推測される。
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第3章中世~近世

808002 (図 105)

8区の東端に位置する南北溝である。 i留め池の堤の下層で検出されている。幅は約 90cmで、長さは

約 11m検出されている。北側は撹乱で失われており、南側は徐々に浅くなり確認できなくなっている。

深さは 15cm程度と浅い。

周辺から様々な遺物が流入しており、須芳、器から山茶碗、古瀬戸製品、土師質土器皿、内耳鍋など幅

広い年代のものが出土している。 813は土師質土器皿である。口縁の復元径が 11cmの中型品で、やや

硬質の焼きとなっている。 814-816は古瀬戸製品で、ある。 814は天目茶碗、 815と816は卸皿で、 い

ずれも古瀬戸後期のものである。 817は内轡形の羽釜である。 818は内脅形内耳鍋であり、口縁部の長

さが短いタイプのものである。 819は祥符元宝、 820は嘉祐通宝、 821は元祐通宝である。出土遺物から、

SD8002は主に 15世紀から 16世紀にかけて機能した溝であると推測される。

て; J.13 ¥ /'-F -f 

。

務
|ト印刷2，- 1暗褐色土

t..' 2暗褐色土(粘土プロックを含む)

t-

tヤ

SD8002 

(1 :80) 2m 

図105 S08002実測図・出土遺物
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3. i辞

806002 (図 106 ~ 111、図版28・52)

6区の中央北側を鍵の手状に設けられている溝である。溝は、宅地の擁壁による撹乱から東へ向かい、

東に約 45mの場所でほぼ直角に屈曲して南へ方向を変える。さらに、南へ 25mの場所において再び、屈

曲して東に向かう。平面的に確認することはできなかったが、東端は同時期の溝である SD1001bに連

結していたとみてよいであろう。また、西側は、擁壁の撹乱によって失われているが、これに取り付く

ような形で溝が消えている

幅は 0.8- 1 mで、深さは 40-60 cm残存する。断面は底面が平らの逆台形を呈し、全体が東または

南に向かつて傾斜している。土層において掘り直しの痕跡がみられる部分もあるが、全体には及んでい

ないこ とから、 SD4001と同様に大規模な改修ではなく、埋没した部分の補修や底ざらい程度のもので

あったと推測される。
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遺物は多量に出土しており、分量はポリ コンテナ 6箱以上にもなる。 822~ 833は須恵器、 834~ 

836は土師器である。図示したものは SD6002から出土した遺物のごく一部であり、実際は翠類などを

中心に、須恵器と土師器が全体の約3分の lを占めている。 837~ 849は灰粕陶器で、ほとんどが浜北

窯産の製品とみられる。第4章でも述べているよ うに、中屋遺跡において灰柚陶器の出土は少ないが、

S06002出土遺物(1 ) 図 107

SD6002では比較的まとまって出土している。

112 



守三宅マ853

「
町
げ
W

内

M
U

P
R
H曹、，喝

d

了 寸ーマ制

、一仁マ857

nυ 
b

ロ

id
v
a
o
 

一-=

入ーとゴ 66

L 4二二7869

3. i韓

モ主ミヲ2

ミ三~5

F
h
u
 

¥ー長三1

\で三主~64

、一一仁マ867

¥一三フ870

冶 zζプ 871 ---=d二コシ問 、L3.873 ~_j:r-ーク 874

¥し-JF弓 875 ~-ー「 ;76
τヨ~877 'cヰE m¥」J-筑79 ~ 1--:</蜘

了一弐
~-

図108 S06002出土遺物 (2) 

(1:3) 10聞

882 

113 



C I ~'" 
τ乙jlJ ?". 

-~ 885 

3 
司7γ 制

第3章中世~近世

Fー ト二

ヒ
(γ?1 

、、、、ー
、、、

¥

¥
 

/L
 

rf
i
t

、

斗一

受三Eニイ

又二六JT2

ぐ--[S]Z入95

¥Jn]))μ 蜘

ヒ寸J〕2 900

てふ I -~ 

ープ下寸-Z6 e 

図 109 S06002出土遺物 (3) 

114 

\亡二~ニニラ
908 

守

fAU
 

A
u
d

・

(1 :3) 10叩



F-z 
じJJL111
f干三lJ912 

τ辛子"

3. i梓

可理主;::r::?915

耳三お18

点当s?:1

三コ二 - ~24

¥色出25

¥害百;2 ¥占託3

の
4、，

、こ で二三二二=

「二二一一一

L一一一一一

二二ゴ

図 110 SD6002出土遺物 (4) 

1
 

1
 

1
 

1
 
1
 
1
 
1
 

・az--'l
 
i
 
l
 

--

(1 :3) 10 cm 

115 



第3筆中世~近世

850 ~ 870は山茶碗である。東遠産の 856を除き、他はすべて渥美湖西産である。時期としては、E

期のものが大半を占めている。 871~ 874は山茶碗の小皿で、 いずれも渥美湖西産のものである。 875

と876は、渥美湖西産の片口鉢である。 877~ 881は青磁の碗である。 881は青磁の盤で、撹乱から出

土している 2019と同一個体であると推測される。 882は古瀬戸中期の瓶子の破片で、外面には草葉文

とみられる文様が認められる。

883 ~ 889は内耳鍋で、図化したものはいずれも内轡形であるが、くの字形や半球形のものも出土し

ている。 890は羽釜もしくは羽無釜の外耳で、下面にはススの付着が認められる。 891は羽無釜の足で

。/

図 111 S06002出土遺物 (5) 
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第3載 中世~近世

表9 溝出土土器・陶磁器観察表(1 ) 

出 遺構名 眉位 橿煩 ..111 嘩埠 骨耳目複式 口径(岨)底笹 (c・)醤高 (c・}高台聾 f圃) 残存寧

497 SOI001 下 須軍総

498 SOI∞1 下 須軍鵠

499 SOI001 下 須車器

500 SOlool 下 山菜硯

501 SOlool 下 山高碗

502 SOI∞1 T 山事碗

503 SOI∞1 下 山事碗

504 SOI∞1 下 山車砲

505 S01001 下 山華碗

506 SOI∞1 下 山幸碗

507 SOI∞1 下 山高碗

508 SOI∞1 下 山軍碗

509 SOI∞1 下 山菜碗

510 SOI∞1 下 山軍磁

511 SOlool 下 山斎碗

512 S01001 下 施柏岡樋

513 SOI∞1 下 町畢陶磁

514 SOI∞1 下 中世陶艶

515 SOI∞1 下 中世間鰭

516 SOlool 下 中世陶器

517 SO!口01 下 中世陶器

518 S01001 下 絡柏町S

519 SOlool 下 施楠岡器

520 SOI∞1 下 嶋柚陶器

521 SOI001 下 土舗置土器

522 SOlool 下 土師置土盤

523 SOI∞1 下 土師圃土器

524 SOI∞1 下 土偏貿土器

525 SOI001 下 土師置土器

526 S01001 下 土舗置土箆

527 SOlool 下 土師置土審

528 SOlool 下 土師置土舘

529 SOI∞? 下 土師置土器

530 SOI∞1 下 土舗置土器

531 SOlool 下 土師置土穏

532 SOI∞1 下 土晦置土器

533 SOI∞1 下 土師置土踏

534 SOlool 下 土舗置土語

量

益

益

鍾

鑑

車

置

身

島

a'
'
'
a
'
時

位

畳

畳

碗

碗

贋

砲

碗

砲

碗

羽

羽

羽

羽

羽

坪

時

坪

時

坪

野

坪

時

高

皿

器

器

韓

魅

器

土

土

土

土

士

事

器

器

器

湿

器

稽

器

器

器

鑓

留

置

置

買

賀

川

削

車

車

車

車

軍

曹

E

E

E
軍

師

師

舗

師

陣

由

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

土

土

土

土

土

下

下

下

下

下

下

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
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D

D

D

D

D

口
D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

nb

q
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J
w
q
u
e
u
qu

c
u
e
d
c
u
e
d
q
d
n
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e
d
q
d
c
d
n
b
 

町

四

回

開

問

抑

制

悦

抑

制

問

帥

町

抑

制

問

551 SOlool 中

552 S01001 中

553 S01OO1 

554 SOlool 

調車普

須車星雲

中 灰相周盤

中

555 SOI001 中

中

灰粕回総

土舗器

山某楓

山軍備

山藁碗

山高碗

山事情

山車碗

山軍横

556 S01001 

557 SOI001 中

中558 SOlool 

559 SOI001 中

中

中

560 S01001 

561 SDi口01

562 S01oo1 <p 

中

中

中

中

中

563 S01001 山事硯 碗

山事硯 碇

山華院 碗

山事調 磁

山帯碗 碗

山幸梅 街

山事模 様

山軍碗 砲

施軸陶器 11鉢

近世陶器 提燭

土踊置土器 皿

土偏置土器 阻

土師置土器 皿

中 土師置土語 皿

中

564 S01001 

565 S01001 

566 SOI∞1 

567 SOI001 

568 S01001 中

569 SD1001 中

570 SOlool 中

中

<p 

571 S01001 

572 S01001 

573 SOI口問 中

中

中

574 SOlool 

575 S01OO1 

576 S01001 

577 S01OO1 

578 S01OO1 

579 SDl∞1 

580 S01OO1 

581 S01OO1 

土鍋置土器 血

中 土師置土器 内耳鍋

中 土師置土器 内耳鍋

中 土舗置土器 内耳鍋

中 土偏置土器 内耳鍋
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坪董

時身

岬11

砲 週韓湖面 回一 1 (14.2) 

傭 週蝿湖西 (13.5) 

E電 通貨湖西 (15.2) 

碗 :11鍵湖西

情 濁韓潟酋

砲 週揖湖西 皿-1

E抱 ;a鍵濁西 国 1

碗 ;a蝿湖西 田一2

砲 温鼻湖函 m-l 
磁 週蝿潟西 田ー 1

磁 温費湖西 国ー2

碗 ;a費湖西 田ー 1

天目葺観現戸鍵温 後期 (10.8) 

白峰血 目事 (10.0) 

. 週揖湖西

聾 週費湖酋

査か. 常滑

片口鉢 常珊 10型式 (27.2) 

指鉢 埠戸黄温 後期W断 25.6 

掴鉢 温戸蝿週 撞期W斬 (29.4) 

繍鉢 古志戸呂 27.0 

血 非口?口 (12.6)

静努絹 122.2) 

内耳鍋 くの字形 120.8) 

内耳絹 〈の字形 120.8) 

内耳鋼 くの字形 (17.5) 

内耳鍋 くの字形 (24.0) 

内耳鍋 くの字形 (18.5) 

内耳絹 〈の字形 (19.4) 

内耳繍 くの字形 (23.0) 

内耳綱 〈の宇務 (20.4) 

内耳絹 くの字形 (19.3) 

内耳編 内・形 (20.2) 

内耳織 内.形 (22.2)

羽釜 (14.5) 

溜健湖西

湿揖湖西

温糞湖西 宜

;a揖湖西 田ー 1

温睡湖面 皿 1

田 1

1

1

2
 

-

一

一

国

田

皿

西

酉

西

湖

湖

湖

揖

質

聾

週

温

週

抽

園

出

明

確

温貧湖面

温蝿湖西 田-2

温黄湖西 皿 2

温鍵湖西 田-2

温貸湖西 田一 2

逼艶湖西 田-2

，量豊島湖面

調戸揖温

漕戸質調

国一 2

侵期W斬 (32.3) 

ロクロ

Q
u
n
o
 

-
-

1

1

 

(

(
 

口

口
均
ノ

ク

ロ

ロ

E3
 非ロクロ

非ロクロ

くの字形 (19.0) 

くの字形 (19.4) 

くの字形 (17.0) 

くの字形 (20.4) 

(11.9) 

(11.8) 

(14.8) 

(12.9) 

(11.3) 

(19.3) 

(27.4) 

(14.9) 

(13.7) 

4.4 

(12.9) 

(12.7) 

(9.7) 

(9.6) 

(9.8) 

8.8 

13.0 

10.4 

(8.4) 

(10.4) 

(13.0) 

(5.6) 

(8.0) 

2.5 

6.4 

(7.4) 

(5.0) 

拍車 色銅
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文

文

弁

弁

蕩
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向

口

一

灰

リ

自

白

買

自

白
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自

由

自

由

自

J

置

白

オ

灰

灰

灰

決

灰

灰

反

灰

灰

駅

灰

灰

灰

灰

灰

域

連

灰

晴

軸

咽

軸

軸

柚

輸
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相

然

然
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閉

山

岬

間

然

白
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向
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画

面

画

面
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内

内

内

内

内

白
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留
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川
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ま

留

節

録

縛

縁

部

部

面

包

留

郡

部

部

留

縁

組

橿

部

つ

鹿

底

口

口

口

車

庫

底

E

E
壇

底

底

底

口

口

周

珊

4
a

町

問

的

2

町

笥

3
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町

引

け

1

6

6

7

7

6

6

6

6

5

4

一

(

(

{

(

(

{

(
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2.6 

鹿11116

ゅ

5

2

8

吋

8

8
自

口組~底包 1/6

口健~底113/4

日銀~車包 113

口錫~底部3/4

口.111/10

日銀部 1/20

ロ館館 1/6

口縁部 1/8

ロ館館 1/16

口縁留 1/8

口組部 1110

口組飽 1/6

ロ縁部 1/5

口縁部 1ノ9

口組部 1/8

口組部 1/16

口鍋鶴 1/24

日銀部 1/8

にぷい慣

にぷい慣

に.)~い春婦/灰白

i!慣慣

洩胃橿

連黄信

洩費檀

灰白

灰白

灰白

灰白

通費檀

明淡聞

通費檀

灰白

明清貴

灰自

費檀

灰白

外面に煤付薗

外商に慣付珊

外直に憾付量

件面に嫌付

外面に傷付圃

外面に爆付量

ロ縁部 118 灰白

口組留 1/5 灰白

羽11116 灰白

羽餌 118 灰白

11のみ 灰白

つまみ笛骨 外面。自然柚 灰白

口組穆 ↑18 反自

体部~底値 1/4 灰白

底値 1/8 灰白

(11.8) lIf節 1110

(10.0) lIf飽 1/4

1E8S 113 
口縁組 1110

ロ縁甑 1/6

日銀信 1112

/l!:1I1/4 

(7.3) 鹿島 1/3

6.8 IlEI!I!のみ

(6.6) /I!:館 1/3

口線鶴 1/14

ロ_111/10

口.I!I!1110 

(6.6) 底部 113

(5.9) 底包 1ノ4

7.4 底部2ノ3

(7.6) 底留 1/3

(7.2) 底部のみ

6.8 lIf留のみ

(5.8) 摩郡のみ

(6.8) 底趨2/3

6.0 康錦町み

(6.8) 底部 1ノ3

6.4 底留のみ

6.4 底留のみ

(7.0) 庫侮 113

2.4 

3.2 

口館~体節 117

口自章一部免措

口.-底部 1/12

目録留 118

日銀部 1/8

ロ緑~底部 1/4

口舗~底値 1/3

ロ縁組 1/8

ロ揖留 1/4

口縁甑 1/7

日銀1111/8

檀肯l
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灰

白

灰

黄

白

貴

闘

自

由

宵

自

費

白

ぷ

自

由

自

白

白

白

自

費

灰

曹

灰

消

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

反

に

皮

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

輸

相

然

然

白

口

白

回

軸
m

・

函

然

碩

内

白

川

升

ヘラ配号

輔高台

内面自然柏 灰白

灰111坦曹掴

灰白

漫費慣

に.5'~い檀

lこぶし、買慣

洩慣橿

灰白

明端費

外面に蛾付薗

外面に錬骨量

灰白

灰白

晴淡置

外面に煤付着



表 10 溝出土 土器・閲磁器観察表 (2)

3. i符

出 遺構串 圃也 橿周 語種 量抽 令彊地主ロ持 (c・)摩3(喧)信書 (CII) 高官径 (c・) 残存車

582 501001 中 土踊置土器 内耳鍋

583 501∞1 中 土舗賀土穏 内耳鍋

584 501∞1 中 土樋置土器 内耳絹

585 501001 中 土舗置土盤 内耳鍋

586 501001 中 土舗置土舘 内耳踊

587 501∞1 中 土踊賀土揖 内耳鍋

588 501001 中 土樋置土器 内耳絹

589 501001 中 土師賀土器 内耳鍋

590 501001 中 土鍋置土盤 羽量

591 501001 中 土師置土器 羽量

592 501∞1 中 土舗貴士舘 羽董

593 501001 中 土師賀土器 羽董

594 501001 中 土鍋置土盤 羽量

595 SOI∞1 中 土鋪賓土智 郡蓋

596 SOlool 中 土舗質土鑓 羽壷

597 SOI∞1 中 土師賀土器 羽董

598 SOI∞1 中 土舗質土根 羽量

599 501001 中 土師置土鑓 羽蓋

600 S01001 中 土師賀土器 羽董

601 SOI日01 中 土師質土器 羽益

602 SOI∞1 上 須車器 坪董

603 SOlool 上 須恵器 師董

臨

時

開

時

間

関

時

開

腿

鵬

鵬

紬

鞠

欄

鞠

珊

糊

鞠

鞠

鞠

繭

紬

鞠

醐

鞠

純

綿

綿
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醐

制
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醐

醐

鞠
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臨
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須

須

須
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須

須

須

調
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問
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山
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山
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山
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上
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上

上
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上
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u
e
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仰

師

側

即

側

側

M
引

印

刷

何

M
M
M
m
m
m
回

限

切

仙

問

問

町

問

問

印

刷

臨

印

刷

問

問

町

問

問

印

刷

脱

臼

くの字形 (21.6) 

くの字彫 (20.9) 

くの字形 122.01 

〈の字協 119.9) 

くの字形 120.8) 

〈の宇野ク 114.9) 

向・形 119.2) 

内骨形 (29.0) 

(12.9) 

(12.0) 

113.31 

(13.41 

18.8) 

(10.1) 

坪竃 4.9 

耳董

岬置 (12.6) 

壷 顕留置3.4

坪身 114.2) 

坪身

円面硯 110.6) 

宣

建

硯

碗

碗 逼黄海面 E 

鶴 遁輯湖西

碗 温費湖西 田ー 1

磁 調費湖西 国 1

砲 温費湖西 Eー 1

磁 調揖湖西 国 1

砲 書曹洞西 田ー i

碗 溜揖湖直 田ー 1

硯 温曹洞西 田ー 1

鶴 温揖湖西 国一 1

磁 週襲湖西 国一 1

碗 事揖湖西 国 1

硯 遁艶湖西 国一 1

情 調蝿湖西 田一 1

碗 滋賀湖面 ill-2 

副 司蝿湖西 田

硯 ，.聾湖西 皿-2

慎 温揖湖西 国ー 2

砲 温糞湖西 ill-l 

礎 温揖潟西 皿-2

碗 知書 5型式

小砲 車通 1-2 

小視 温費湖西 1-2 

小皿 温揖湖西 国一 2

小皿 遭鍵湖西 田-2

小皿 ，.揖湖面 目ー 1

片口鉢 知書 8盤式

膏砲碗 檀~!l1系 A21軍
平磁 源戸質調 後期W古

644 501001 上 近世田器 小中 洞戸揖遍

645 SOlool 上 近世陶器 広東軍焼損戸轟適 量11

646 S01∞1 上 近世陶器 広東軍磁調戸轟適 量 10

647 S01001 上 近世磁器 染付碗 肥前

648 501∞1 上 施軸間畿 内禿血 初山

649 SO叩 01 上 近世陶器 量燭 頑戸髄温

650 SOlool 上 施軸周器 情鉢 古車戸呂

651 S01oo1 上 近世間越 半贋 漏戸糞漫

652 5Dl001 上 近世陶器 1冨鉢 濁戸

653 5口1001 上 瓦置土器 董形

654 501∞1 上 純輸鴎結 措鉢 濁戸聾漉

655 501001 上 土師置土鐸 凪

656 S01001 上 土師置土器 皿

657 501001 上 土筒賀土鑓 皿

658 501001 上 土師貿土器 m 

659 S01001 上 土師賀土器 皿

660 501∞1 上 土鍋置土器 皿

661 S01001 1ニ 土舗寅土B lIIl 

662 S01001 よ 土師置土器 内耳錫

663 SOlool 上 土踊買土器 内耳鍋

664 501001 上 土師貿土器 内耳鍋

665 S01001 上 土師貧土曇 内耳鍋

666 5Dl001 上 土師置土器 内耳鍋

置8-9

(10.81 

量 10-11 (5.0) 

量8

量11

後期W騎

非ロク口 110.0) 

事Fロクロ 110.0) 

非口7ロ (9.91 

事Eロク口

非口ク口

非ロクロ

ロクロ

〈の字形 (16.81 

〈町字形 117.0) 

内・彫

内・ffj

内膏m

(11.4) 

19.1) 

129.41 (13.0) 

(14.41 

126.81 

116.0) 

1

1
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9
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122.91 

124.61 

(25.0) 

3.9 

4.4 

14.6) 

2.3 

18.0) 

17.01 

16.01 

15.61 

14.81 

6.5 

(6.71 

輸事 色踊 •• 
外薗に惣f寸薗

鼻面に鎌付.

口組11114

口組包 1/8

ロ緑111/6

ロ.(11/8

口組部 1/8

ロ揖11113

ロ縁部 1ノ16

口保留 1112

日銀部 1/6

口銀笛 118

口組111ノ4

口組部 1/6

体郡 11日

頭舗~羽留 1/6

浪費

民由

連膏檀

灰白

演慣

灰白

灰白

洩慣檀

灰白

灰白
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灰白

灰白

灰白

灰白
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灰自

費灰
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件面に鎌fサー
タトiiiに偲f寸盤
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舛置に娘付省

外面に!l付着

外面に娘付.

内外面に煤付着

体包 1/8

羽館~鹿髄

停留-1E1I1/3

羽信 1/4

現のみ

環のみ
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包

郵

都

留

舗

部

部

都

留

g
g
留

萌

つ

口

頭

ロ

底

U
属

鹿

底

底

底

底

底

底

底

底

底

底

底

車

鹿

底

底

車

庫

底

体

底

底

底

置

)

8

3

1

1

司

令j

i

l

l

-

)

}

)

)

)

}

}

0

3

9

8

1

6

7

0

2

5

0

0

 

9

1

2

7

7

7

6

7

7

6

6

6

7

6

5

6

6

5

5

6

6

6

6

7

 

{

1

1

{

(

(

{

{

(

(

I

f

-

-

(

(

{

(
 

へラ配号

舛面に産

高台姐節~I圃

6.7 

15.2) 草笛 1/2

(4.0) 底部のみ

底想的み

底値のみ

底値 1ノ4

底節 1/4

(5.41 底郡日2

5.2 底留のみ

(3.81 底包 112

(5.5) 口縁~底!lI!1/5 灰白

灰白

灰白

内面白自然柏 漫費

灰白

灰白

灰白 高台鰭信主婦

育也 オリーブ灰/灰白 見込みに線刻

溺肯/可リーブ

灰白

車部のみ 灰白/淡貨 高台絹包って繍

灰白ロ11-体障 1/22

2.4 

8.2 

(6.1) 口緑~底部 1/4

口縁 1ノ2"嫡

ロ縁~底値 1/6

ロ11-体部 1/4

口11111/20 

ロ11-肩留 1/4

IlII-腹部 1/3

口組~底値 1ノ8

口縁値打6

口錫~底部 1/3

口組~底部 1/4

口組~底趨 1/5

口組~庫包 1/2

通費慣

灰白

週膏橿

灰白

反自

靖費

漫買値

灰白

lこぶい轡l'膏鳳

清貴 斜面に煤f寸泊

明消費

埠費 内外語に爆付置

圃赤偏

灰白/漫賞

理宵慣

に，~い褐ノ浪費

{こぶし、赤褐!l買自

貴灰 格子主i/f，影

にがい脅縄/漫..

底値 1/2

ロ縁組 1/12

ロ11111/12 

ロ陽極 1/8

口線信 1/24

口f軍部 1/16
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第3章 中世~近世

表 11 溝出土土器 ・陶磁器観察表 (3) 

fぬ 遭禍名 眉位 置頭 Ifll at地 骨損 ・織式 口径(岨)藍径(岨)銭高(咽}高台径(圃) 残存畢

667 S01001 上 土師貿土桂 内耳鍋

668 S01OO1 上 土樋貿土程 内耳鍋

669 S01OO1 上 土師置土器 羽董

670 S01∞1 上 土師置土器 羽釜

R
d
a
u
A
M
d

n
3
 

1

1

1

4

 

2

2

1

1
 

(

(

{

(

 

3

9

 

曹

n
冨

π

•• 
内

内

671 S01∞1 上 土舗置土総 羽並 (15.0) 

672 S01OO1 上 土舗圃土器 羽董

681 S01oo8 近世陶器 丸碗 漏戸鈍温 量 3-4 (8.8) 

682 S01∞B 近世間砲 丸鴫 酒戸蝿湯 量4

683 S01008 近世間器 尾昌軍磁調戸鍵週 量 7

684 S01008 近世也韓 峰付皿 肥前 (13.4) (4.15) 

685 S01∞B 近世盤器 揖付血 肥前 (13.4) 13.9) 

686 SD1∞8 近世風騒 簡務渇書道戸黄温 量 10

687 S01∞8 近世間穂 先鉢 澗戸 量日 -9 (11.7) 

688 S01∞8 1i置土語 火鉢 (16.0) (15.0) 

689 S01008 近世同曽 摺鉢 編戸 量 (28.2) 

690 S01008 施柏岡鰭 措鉢 意戸畠 (11.8) 

691 S01010 

692 S01013 

693 S01013 

694 S口1∞3

695 S01004 

696 S02OO3 

697 S02003 

698 S02OO3 

699 S02OO3 

700 S02003 

701 S02OO3 

702 S02OO3 

703 S02OO3 

704 502003 

705 S02003 

706 S02004 

707 S02OO4 

708 S02OO4 

709 S02OO4 

710 S02004 

711 S02004 

712 S02OO4 

713 S02004 

714 S02OO4 

715 S02004 

716 S02004 

717 S02OO4 

718 S02013 

719 S02013 

720 S02013 

721 S02013 

722 S02013 

723 S02011 

724 S02011 

725 S02011 

726 502011 

727 S02014 

728 502014 

729 S02014 

730 S02014 

731 S02014 

732 S02014 

733 S02014 

734 S02014 

735 S02014 

736 S02014 

737 S02014 

738 S02014 

739 S02014 

740 S02014 

744 S03014 

745 S03014 

746 S03013 

747 503013 

748 S03013 

749 503013 

750 S03013 

751 S03013 

752 S03臼J9

753 S03臼J9

754 S口3009

757 S03006 

759 S030ω 

760 S03008 

761 S04001 

762 S04OO1 

763 S04口01

764 S04001 

765 S04口01
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土師置土語 皿

土舗置土器 内耳鍋

土師貧土経 内耳鏡

土師置士宮E 皿

土師置土器 血

施鞠周縁 平磁

土師置土緯 皿

土舗貿士舘 皿

土師賀土鍵 皿

土師置土縫 血

土師置土器 血

土舗質士舘 内耳鍋

土師置土密 内耳鍋

土舗置土畿 内耳鍋

土師慣土桂 内耳鍋

土舗貿土鰭 血

非ロク口 (10.1) 

くの字形 位。6)

くの字形 (21.2) 

非ロクロ (8.3) 

事Fロクロ (11.2) 

濁戸美酒 穫期W新 (13.6) 

非ロクロ 110.5) 

非口ク口 (10.5) 

非ロク口 (10.2) 

非ロク口 (11.0) 

非ロク口 (9.8) 

内骨形 (26.5) 

内・形 (24.8) 

内骨形 位0.2)

内・形 (19.9) 

手Eロクロ 8.6 

}

)

}

司

町

0

2

0

1

0

4

1

羽

ゆ

4

1

3

3

3

i

}

2

1

 

9
但

但

但

信

仰

似

4

川

門

広

倍

伺

四回

H
H

口
口

口

口

口

口

1

7

9

口

形

1

1

1

口
口

問

的

町

田

町

田

軒

ト

霊

童

壷

ト

ト

U

U
)
即

時

ィ

「

ィ

町

田

田

皿

皿

非

繁

非

非

非

非

町

萱

歪

非

〈

非

非

温

調

温

調

温

函

呂

西

西

函

前

戸

戸

戸

戸

質

量

横

鍵

費

湖

戸

湖

湖

湖

肥

漕

頑

淘

漏

戸

戸

戸

戸

戸

韓

志

蝿

質

"

満

潮

語

調

漏

週

古

週

濁

遭

a

a

碗

E
司

皿

皿

皿

皿

皿

皿

附

岬

問

僻

制

胸

間

同

制

蹴

碗

皿

閣

制

捜

髄

碗

皿

m
描

釘

測

量

庖

同V

m
m
m
m
m
m
雌

臨

醐

開

問

鵬

酬

瞬

間

間

制

向

日

間

制

醐

閥

向

日

日

世

世

世

世

世

世

世

世

世

世

団

捕

坤

坤

靖

坤

近

近

近

近

近

近

近

近

近

近

山

靖

坤

施

山

山

山

靖

蝿

塙

土師貿土器 血

中世陶器 書

締柚間続 掴齢

近世間器 措鉢

近世間器 丸磁

近世同種 丸磁

近世間曽 灯明皿

近世砲担 香炉

土師器 聾

土鋪賀土鍵 皿

山車砲 磁

土踊賀土畠 内耳鍋

土師圃土舘 内耳鍋

土偏賀土鶴 皿

土師賀土盤 皿

土師貿土鮭 皿

山事碗 磁

施軸図書官 指鉢

土鍋置土器 内耳鎗

土舗賀土経 内耳舗

須車鵠 フラスコ.

近世間揖 青盛

須恵器 耳置

灰融調想 碗

山事磁 硯

山軍硯 樋

山高碗 碗

ロクロ

常滑 (24.3) 

古車戸呂

頑戸費温 壷 9 (34.5) 

濁戸黄湯 量 5-6

調戸艶混

濁戸揖温 量 11 (10.0) 

肥前 (9.8) 

非ロクロ (9.5) 

温質湖西 田.2

くの字形 (17.8) 

くの字形 (22.2) 

非ロクロ (10.4) 

非ロクロ (9.7) 

非口7口 (7.9) 

温韓湖西 田一2

漏戸鍵週後W新~大 ?

学l'f形 (28.9)

くの字形 (17.3) 

肥前 (14.4) 

一
E

一

皿

皿

函

西

酋

湖

湖

湖

蝿

健

聾

唖

温

週

6.4 

5.4 

(7.0) 

(6.1) 

6.15 

4.0 

2.6 

(10.6) 

(15.4) 

(12.0) 

7.3 

111.5) 

(4.4) 

3.8 

柚1. 色創

ロ.1111ノ12

口.留 1/6

口縁部 1川

口縁部 1ノ6

口縁~羽邸 1/4

羽鼠~周麗 1/4

日銀部 1/14 録柚

(4.4) .1:1111/2 灰軸

(5.0) 直也7/8 灰輪

(7.7) 1/3 

(7.9) 口組-.1111/4

(3.0) 体包~底部 1ノ2

.事

薗

薗
村

付

館

様
面

面

創

刊

外

貴

賓

自

白

白

自

演

涜

灰

灰

灰

灰

縄/にぷい費慣

i壇賞/灰白

貴褐/灰白

明録灰/灰白 玉弁花渦梱字路

灰白/灰白

明鰻灰/灰白

鳳栴/灰白

暗膏灰 葡花文

瞳褐/端宵

口線~体部 1/8 鋲鞠

日銀~体包 1/4

口縁部 1/28

体包~底趣 1/4 にぷい慣

1.9 

2.2 

自

由

哩

檀

自

由

灰

費

費

灰

灰

岨

檀

/

慣

偉

い

い

/

/

冒

自

由

貴

慣

費

宵

賀

費

自

費

自

白

貴

賓

ぷ

橿

貴

賓

ぷ

置

自

由

法

灰

民

漫

理

漫

鴻

浪

漫

灰

理

由

哩

灰

灰

連

演

に

淡

週

前

可

決

に

淡

灰

灰

輸灰

向。

A
吟

唱

11

q
u

/

/

/
 

B

O

O

B

1

6

4

6

4

0

1

1
 

ハ
河
川
ハ

パ

パ

園田

市

川

崎

川

崎

ハ

品

々

ハ

氾

必

刈

刈

部

留

1

1

1

1

1
体

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

惨

底

留

信

部

部

部

~
g
値

観

也

邸

部

部

部

g

g

甑

~

~

編

縁

縁

縁

組

銀

縁

a
a緯
緑

a
縁

銀

縁

形

形

・

4

・

2

2
岨

軍

部

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

完

完

口

U
ロ

竹

山

口

修

12.25) 

11.8) 

2.1 

2.2 1:ぽ完m 灰輪

車種 1/6

灰白 !I買自

にぷい宵禍

明赤褐/端費

灰白

.廃刊・Jに。ぃ..
i璃慣

体部-l!1II1/12

(5.15) (3.6) 1/3 

(4.1) 底部 1/3 鋲柚

(10.3) 底部 1/5 灰輪

12.3) 

ロ.1111/12 にぷい赤褐

口組部 1/12 赤禍

(6.8) .1!II1/4 灰白

日銀~体部 1/5 灰白

目録留 1/10 鴻費

体節~底節 1/4 に15(い纏

(6.4) 底却 1/2 内面自然軸 灰白

7.0 l!留のみ 灰白

6.6 IIE留のみ 灰白

口組~体留 1/6 灰白

ロ.-鹿島1/5 灰白

珊のみ 浪費

底部 通費笹

口.1111/12 灰券

底館~体節 1/8 1こぶい檀

ロ.1111/16 褐ノにぷい曹橿

(4.8) 車節 1/2 灰柏か 灰白

(3.7) 体部-*1111/4 由民柚と庇軸か オリープ宵1.灰情

口偏~底値 1/3 灰軸か 灰白/灰白

ロ縁~体節 1/3 膏盛 明録灰/灰白

底師 連費噴

ロ縁部 1ノ16 漫費檀

(5.8) 1:部2/3 灰白

ロ縁部 1/18 灰白

ロ縁留 1/12 にぷい費慣

口縁部 1ノ20 ;哩費栂

口鋸歯 1/日 夜白

口縁部 1/13 洩費檀

E鶴 1/2 灰宵

体部 1/4 灰樋

口縁起 1/8 檀

口組節 1/16 灰白

頭橿 自然柚 灰白

ロ.節 1/16 膏硲 明録灰

つまみ種分のみ 壇冒

(7.5) 直信 1/2 1こぶい費値

(6.8) 車種 1川 自然軸 灰費禍

(7.0) 底値213 灰白

(7.8) 底邸 1/2 内面自然柚 灰白

健付着

償付着

舛面にスス付着

持面に傑付着

外直面にIJfサ薗
叫面に煤付量

外面に偲付薗

舛面に保付泊

高台趨究燭

持面に健付瞳



表 12 溝出土土器・陶磁器観察表 (4) 

出遭綱名眉位 種

766 5口4001

767 504001 

768 504001 

769 504001 

770 504001 

771 504001 

772 504001 

773 504001 

774 504001 

775 504001 

776 504001 

777 504∞1 

778 504001 

779 504001 

780 504001 

781 504001 

782 504001 

783 504001 

784 504001 

785 504001 

786 504001 

787 504001 

788 504001 

789 504α)1 

790 504001 

791 504001 

792 504001 

793 504臼)1

794 504001 

795 504001 

796 504001 

797 504001 

798 504α)1 

799 504001 

800 SD4001 

801 504001 

802 504日)1

803 504001 

804 504001 

805 504001 

806 504001 

807 504001 

813 508002 

814 508四)2

815 508002 

816 508α)2 

817 508002 

818 508002 

822 506002 

823 50唱。02

自24 506002 

825 506∞2 

826 506002 

827 506臼)2

828 506002 

829 506α】2

830 506002 

831 506002 

832 506002 

833 506002 

834 5D6002 

835 506002 

836 506002 

837 506002 

838 506002 

839 506α)2 

840 506002 

841 506002 

842 506002 

843 506002 

844 506002 

845 506002 

846 506002 

847 506002 

848 506002 

849 506002 

850 506002 

851 506002 

852 506002 

853 506002 

854 506002 

855 506002 

856 506∞2 

857 506002 

858 506002 

碗

磁

器樋 と産地 分銅・栂式口径((11)底径[圃)器高 10・)li台笹{咽} 残存車

山軍III
山革調

1

1

2

 

-
一一

E
回

目

西

酉

西

酋

西

湖

浦

湖

濁

湖

揖

養

費

質

量

温

湿

温

温

温

山軍備 砲

山事碗 楠

山藁砲 碗

山茶碗 碗 週糞湖西

土踊置土H 内耳鍋

土師置土器 内耳鍋

土師置土器 内耳

土師貴土舘 内耳鍋

土師置土器 内耳鍋

士師置土醤 内耳臼

土踊置土器 内耳飼

土偏置土器 内耳鍋

土舗置土器 血

土舗置土器 皿

土師置土器 皿

中世陶器 聾 常珊

中世陶器 聾 常，骨

中世陶盤 片口 智舟

瓦置土盤 火鉢

施軸陶器 置鉢 ;$戸昌

施柚同組 燭跡 初山

施鞄陶器 揖齢 古志戸昌

範馳簡鱒 措静 濁戸費遍

施軸陶器 天白書碗 初山

施柚陶器 天目帯磁 初山

近世陶器 天目葺磁 調戸費温

近世闘騒 庵自軍備 洞戸費濁

近世間盤 属呂軍情 漕戸費溜

施軸園鶴 丸硯 志戸呂

近世間信 灰軸丸鴫 濁戸費漕

近世簡諮 鑓軍砲 調戸費濁

近世陶器 値華模 漏戸蝿温

近世陶倍 片口 調戸費週

近世闇路 片口 靖戸鍵漉

I11-2 

I11-2 

くの牢形 124.0) 

(22.2) 

(22.3) 

125.8) 

125.2) 

(24.5) 

(26.8) 

(28.2) 

くの字形

内奇形

内骨形

非ロク口 (10.4) 

.，ロク口 (9.3) 

(12.8) 

(37.6) 

非ロク口

大鷹 2-3

量3-4

量9-10

施軸鴎器 小鉢 志戸呂 (8.0) 

貿易商硲 捧付lIll C" 
近世磁曇 換付帯磁 肥前

近世也舘 染付事情 肥前

近世倍程 青磁姫 肥前

近世陶器 聾錦 繍戸揖酒量 10-11 4.5 

土師置土器 血 非ロクロ 17.4) 

施鞠寓魅 貫目軍備洞戸黄濁 後期 (12.4) 

施軸圃器 卸血 淘戸揖遍 f量制

施柚陶器 卸皿 瀬戸黄週 後期

土師置土器 羽量

土師置土器 内耳鍋

須車鍵 耳董

須恵器 時筆

須恵器 坪董

須車鑓 坪

須曹器 坪

須草書 坪

E覇軍極 坪

須車曇 If 
須車器 時

須車器 壷

須車鑓 畳

須恵器 量

土師器 聾

土師器 甑

土師曇 甑

灰柚陶盤 碇

灰軸陶録 瞳

灰柏岡器 碗

灰輸局鶴 碗

灰軸陶器 砲

灰柚陶器 砲

灰柏陶墨 硯

灰柏陶鶴 健

灰柚陶器 磁

灰柚周錯 碗

灰馳陶器 碗

灰柚陶器 硯

灰柚陽極 耳E

山事彼 自 温蝿湖西 1-2 

山幸E量 破 温黄湖西 国 1

山藁硯 圃 温艶湖西 E 

山軍砲 砲 濁黄湖面

山事鵠 傭 温質湖西

山軍鶴 碗 温艶湖面

山高磁 髄 買温 E 

山菜硯 慎 温養湖西 Ill- l 

山藁碗 碗 渥費湖西 田 1

田

内・形

内・形

学理形

内'形

量9

量9

置B

内・ftj (27.2) 

(10.0) 

(22.5) 

(14.6) 

(28.2) 

(10.7) 

(9.8) 

(8.5) 

113.4) 

(11.7) 

(20.6) 

(14.0) 

(8.9i 

(9.9) 

(14.2) 

(18.7) 

(12.9) 

(21.1) 

16.4) 

(14.6) 

(10.6) 

(11.5) 

(6.2) 

(3.4) 

2.6 

(8.0) 

(7.6) 

(7.2) 

(6.4) 

4.6 

灰白

内面自然柏 灰白

灰置

灰白

原賀

灰白

岩費

明首相

浅賀檀

慣

灰白

浅費衝

にぷい曹檀

理費檀

灰白

灰白

にぷい費慣

にぷい帯褐

にぷぃ慣縄

にぷい赤褐

灰

に，~ぃ禍

極暗赤禍

理費慣

褐灰/灰白

灰褐/にぷい費檀

灰赤ー皿褐/灰白

鳳褐/灰白

オリーブ縄/灰白

崎褐/灰白

楓/淡慣

(1.75) 

(7.5) 底値 1ノ4

(7.8) 底留 1/4

6.05 底都

(6.1) 底S
15.8) IlEBI! 1/3 
(7.1) 度鼠1ノ4

ロ縁邸 1/12

口揖留 1/10

口縁笛 1/12

口.BI!I/16

ロ館館 1/12

口組甑 1/8

口偲~悼剖 1/12

口組~体自~ 1/14 

口揖鶴 1/6

口緑~底包 1/6

口.1iII1I8
口縁留 1/12

体包-1IE飽 1/4

口館館1ノ12

体包 1/4

ロ鰻~体邸 1ノ5

口.1iII1/24

底値 1/3

1IE8I!1/日

5.8 

5.9 

(4.15) 

ロa-体部 1/5 候軸

4.2 底部7/8 銀融

4.2 体留~底値 扱柚

3.4 底部 灰輸

口組邸 1/10 灰柚

4.7 鹿箇 鋲軸

口線~体留 1/5 灰軸

4.0 底部 灰軸と候稲か

3.6 .8I!1/2 鹸穂

5.85 1/4 灰軸

5.8 1/3 灰柚

1.85 

1/4 銀柏か

車部 1/4

4.3 体包~底盤 1/4 蛇の目軸剥ぎ

(3.7) 体留~底値 1ノ2 蛇の目軸制ぎ

IIB1! 1/4 膏樋

1/4 灰軸

ロ.8I!1/自

ロa留 1/9 践軸

鹿留 1/4

底部 1/5

白銀81!1/2コ 灰白

ロ緑留 1/14 灰白

ロ縁~体鶴 1/5 灰

つまみ餌分のみ 灰責

ロ・笛 1/10 外 面 自 然軸 灰白

口得~体創 1/10 灰

口組~体包 1/6 灰

底部 1/4 灰白

(9.0) 口緑~底部 1/3 費灰

(8.9) 底部 1/日 夜白

口揚~体極 1/6

車部 1/2

(12.2) 底留 1ノ5

口線~捌包 1/3 自然袖

口1!1iII1/9

杷手のみ

把手のみ

(8.5) 底錫 1/3

底部 1/4

底甑 ]/4

(6.6) 底包 1/4

底部 1/4

(6.1) 底部 1/2

(6.4) 底値 1ノ2

16.0) 底部 1/4

(6.3) 底包 1/2

6.i 底留

相費 色調

反白ノ灰白

灰白圃/氏自

オリーブ褐/灰白

明曹渇/灰白

明慣褐/淡費

漫費/にぷい帝褐

明緑夜/灰白

灰白

崎撮灰/灰白

明緑灰 /灰白

灰白

泊費

赤鳳/にぷ日檀

慣

灰白

浪費

灰白

灰白

灰白

にぷい檀

浅曹僅

にぷい慣

灰置

理貴

賓灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰費

漫間

灰白

(7.2) 底部 1/3 灰白

(6.0) 車種 1/4 灰白

底部 にぷい膏檀

(7.9) 体観-1If趨 ↑/2 自然柚 灰白

(7.7) 体留-Jllilll/2 自然柚 灰白

(6.4.) 体部~底包 内面ー自然馳 灰白

(7.3) 底値 1/2 灰白

17.0) 底値 1/6 灰費

(6.2) 体節~底館 1/2 内面 ー自然柏 灰白

(7.2) IIflilll/4 灰白

(6.8) lIEflll/2 内面 ・自照柏 灰白

6.6 1IE8I! 灰白

3 構

-唾

タキ蘭に線付.

舛置に傑付着

件直に焼付魁

舛薗に鎌付繍

ーー

[大明年制J

舛面に煤付抽

高台姐包究畑

恵台fIIx禍

高台旬究繍
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表 13 溝出土土器 ・陶磁器観察表 (5)

地 週明名 膚位 糧事 盤種 雇地 骨甥 ー構式口径 l圃)車種 i哩)器高 (0・J.台径(0・) 残存率

859 S06002 

860 S06002 

861 S06002 

862 S06002 

863 S06002 

864 SO古002

865 S06口口2

日66 S06002 

867 S06002 

868 S06∞2 

869 S06002 

870 506002 

871 S06002 

872 S06002 

873 S06002 

874 S06002 

875 S06002 

876 S06OO2 

877 S06002 

878 S06002 

879 S06002 

880 S06∞2 

881 S06OO2 

882 S06002 

883 S06002 

884 S06002 

885 S06002 

886 S06日02

887 S06002 

888 S06ゆ02

889 S06002 

890 S06∞2 

891 S06口02

892 S06002 

893 S06口D2

894 S06002 

895 S06002 

896 S06OO2 

897 S06沿02

898 506002 

899 S06002 

900 S06002 

901 S06002 

902 S06∞2 

903 S06002 

904 S06002 

905 S06002 

906 S06∞2 

907 S06002 

908 S06∞2 

909 S06002 

910 S06002 

911 S06002 

912 S06002 

913 S06002 

914 S06002 

915 S06002 

916 S06002 

917 S06002 

918 S06002 

919 506002 

920 506002 

921 S06OO2 

9宮2 S06002 

923 S06OO2 

924 S06α)2 

925 S06002 

926 S06OO2 

927 S06002 

928 S06002 

929 S06Q02 

930 S06002 

931 S06002 

932 S06002 

933 S06∞2 

934 SD6002 
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7

4

8

7

1

0

2

5

い
5

0

9

5

3

3

2

3

2

7

掴

1

2

3

2

2

2

2

2

2

2

句

?
1
1

園
南

田

ー

イ

叶

イ

バ

↓

↓

す

す

寸

寸

寸

↓

↓

↓

↓

J
-

川

淵

晴

晴

鴻

滞

珊

ト

蜘

郁

郁

僻

僻

鵬

僻

同

町

田

阻

田

四

回

目

回

目

田

皿

旧

E

E
E

E

E

D

B

B

A

l
m
内

内

内

内

内

内

内

口

判

中

3

E
西

酋

百

西

酉

西

苗

西
直
西
一
回

百

西

函

函

西

直

系

長

長

系

濁

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

潮

瀬

腐

蔵

官

需

貸

費

量

胃

揖

償

提

艶

轟

轟

轟

鍵

揖

繁

繁

糞

蝿

鑓

翼

賛

-
m
-
m
-
m
車

戸

温

温

適

温

濁

温

遭

遇

温

濁

温

温

湿

温

適

温

温

週

飽

筒

・

・

瓢

鉢

鉢

髄

磁

硯

織

盤

珊

鍋

鍋

錨

鍋

鍋

鍋

鍋

硯

鵠

砲

腕

碗

稽

碗

鶴

田

曙

強

国

曙

磁

岨

岨

岨

岨

口

口

磁
町
四
幽
闘
磁

F
耳

耳

耳

耳

耳

耳

耳

差

量

皿

血

4

4

4

4

片

片

膏

膏

膏

膏

膏

釦

内

向

内

内

内

向

内

腕

璃

砲

碗

砲

碗

碗

碗

砲

檎

健

砲

砲

諸

積

磁

器

醤

随

値

磁

僅

磁

器

摘

却

現

坤

瑞

坤

坤

域

団

油

胡

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

軍

同

国

間

問

問

問

問

問

賀

貴

賓

貴

賓

置

置

置

置

賀

質

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

岨

柑

問

問

問

問

閥

醐

舗

箇

舗

踊

随

踊

師

陣

舗

舗

師

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土師置土器 皿

土師置土器 凪

土踊置土縛 皿

土師貨土器 皿

土舗置土醤 皿

非ロク口 (9.4) 

非ロク口 7.3 

非ロクロ (8.0) 

非ロクロ (8.2) 

非ロク口 (8.2) 

土師置土器 皿 非ロクロ (8.6) 

土偏置土緊 血 非ロク口 (9.2) 

土舗置土舘 皿 非ロクロ 9.2 

土師置土器 皿 非ロク口 9.2 

掩柏岡縫 摺鉢 古車戸呂 (25.4) 

施軸陶器 摺鉢 満戸鍵酒 大胃 2 (23.4) 

純輸陶器 措鉢 渦戸艶週後N衝~大2

施輪簡鶴 花甑 古車戸呂 (9.6) 

施軸閑語 花甑 古車戸昌

絡軸陶揺 丸皿 漏戸鍵温 大積 1-2

施柚陶器 丸皿 瀬戸舞週 大震 1-2

近世間信 夫自軍砲湖戸鍵週 量3-4 (12.9) 

近世間鑓 庵畠軍磁濁戸質調 量 5-6 (11.7) 

近世陶器 庫呂事破調戸賞適 量 5-6 (9.7) 

近世間器 障呂軍檀浦戸賞適 量 7

近世悶器 情軍E自 粛戸鍵温 萱B
近世間器 鐘酒害 調戸揖温 量8

近世銅器 小中 濁戸鑓適 宜 8-9 (10.0) 

近世陶盤 小中 洞戸黄濁 量 8-9 (9.8) 

近世陶器 小中 漏戸賞温 置 8-9

近世也器 血 肥前 (13.1) 

近世磁盤 情 肥前 (11.6) 

近世磁器 鴫 肥前

近世磁器 硯 肥前

近世磁器 碗 肥前

近世園器 掴結皿 漕戸費温 量6-7 (11.7) 

近世陶器 情宜阻 珊戸韓温

近世間lf 向付 濡戸質調

近世陶器 仏同且 温戸鍵渇

筒袖陶器 香炉 志戸昌

随柚陶器 華壷 意戸呂

近世間鍵 片口 調戸黄週

近世間鰐 析lJ・兜鈴 預戸費濁

近世陶器 摺鉢 源戸黄温

近世局経 f冒鉢 調戸第週

近世間盤 滑跡 調戸鍵迫

歪8

量 7-自

(11.4) 

(122) 

萱 7 (15.2) 

畳 7 (14.4) 

量 1-2 (25.8) 

量6 (28.8) 

霊4 (35.3) 

4.3 

4.1 

4.5 

(4.7) 

4.85 
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丹
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(

f

(

(

 

(6.5) 

(6.0) 

6.45 

7.6 

(11.0) 

(8.6) 

色" 備考

砲反措

置氏

自

.貝

原

白

/

/

灰

喧

宵

J

つ
P

ブ

樋

灰

ト

一

貴

自

白

自

費

自

由

曹

自

費

育

費

自

費

自

費

自

由

緩

和

リ

灰

灰

灰

反

灰

灰

灰

灰

灰

漫

灰

漉

灰

灰

灰

灰

灰

灰

明

・

功

軸

軸

鞠

鞄

軸

軸

然

然

然

然

然

然

肉
回

向
回

合

同

自

民

自
国

白

回

軸
咽

・

薗

画

然

面

面

画

面

磁

僅

僅

内

向

自

内

内

内

外

膏

膏

膏

ぺ〆』/
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リ川

底
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川
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々
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川

崎

「

市

川

川崎

川
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~

~
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1

~

1

1

1

1

1

1

1

2

1

片

s
g
g
g
g
留

錫

包

郵

g
g
舗

留

節

也

甑

留

部

館

館

包

底

悼

体

康

体

車

体

車

車

庫

車

庫

底

鹿

車

庫

E

E

E
底

体

1

5
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1
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4

3

3

Hh
4

4

4

0

2

4

2

4

-

5

2

5
 

σ
6

6

h

B
倍

件

仔

何

倍

府

民
刊

川

市

5
6

体節片 膏値

2.75 

ロIt笛 1/12 膏磁

体郡片 灰輸

口録邸 1ノ7

日銀部1ノ4

口録餌 11ア

口a部 1/12

口縁部 1ノ16

口縁郡 1ノ5

口縁部 1ノ16

珊のみ

胸笛

1/12 

日銀包 1/6

ロ繊-1:留1/5

1/2 

ロ揖~底部 1/4

口縁~底部 1/5

口録郎 1/3

ロ織~底部 1/5

口縁~底包 1/3

ぽぽ完ff~

ロ縁~体節 1/2

ロ縁部 1ノ9

口縁包1ノ8

底邸~体包1ノ6 骸柚

口組郵 1ノ8 齢柚か

基留のみ

(6.3) 底留 1/3 灰輸

(6.7) 底部 灰軸

口組~体邸 1/18銀輪

ロ縁~体包 1/8 灰軸

口組包 1/6 灰軸か

5.0 il留5ノB 灰軸

(4.2) 体障~底部 1/4

3.1 体部~底81!1/4 鋲軸

3.3 1/4 

口組~体部 1/8
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4. 1可;11

4. 河J11 

SR8001 (図 112~ 150、 図版8~ 16. 20 ~ 22・51・58・61・62・77・80~82 ・ 84 ~ 86) 

主に8区に位置する河川跡である。やや蛇行しながら、調査区内を南北に縦断している。経路はやや

異なるが、この位置には現在大門川が流れており、 SR8001はその前身の流路とみられる。地形的にも

周辺に比べて低くなっており、上流には河川の痕跡が明瞭に残されている。調査時には周囲は水田とし

て利用されていたが、昭和 14年までは「干杭池」と呼ばれる溜池となっており 、8区の東端には高さ

2m程の堤が残存していた。層位は、大きく I~Nの 4層に分けることができ、 E層の堆積後には両岸

に護岸施設が構築されている。

1 

g 
'β 

そミ

〉コ

。 (1:400) 10m 

図 112 SR8001実測図
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A A 

B B 

C 

。

E 

F F' 

G 
亡コ霞岸施般情策土

仁コ 寝岸液出土(粘土漫暗褐色土)

。 (1: 80) 4m 
L=45.0m 

図 113 SR8001土層断面図
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図 114 SR8001 lV層出土遺物

( 1) N層

最下層にあたるN層は、拳大程度の礁を多量に含む砂礁層である。細かくはさ らに数層に分けること

ができ、部分的に腐植土も含まれてはいるが、ほとんどは砂と礁によって構成されている。場所によっ

て多少異なるが、底面から平均 30cm程の厚さで堆積している。

遺物は少ないが、須恵器や土師器、灰紬陶器が出土している。 942~ 944は須恵器の杯蓋である。

942はローリ ングによるためか、表面全体が摩滅している。943は一部欠損するが、完形に近いもので

ある。町層出土遺物はほとんとεが小破片となっており、完形に近いものはこの l点のみである。 945は

須恵器の杯、 946は須恵器の査である。 947は土師器の鉢である。全体的に表面が摩滅しているが、赤

彩の痕跡が認められる。 948~ 950は土師器の杯である。 948と950は軟質で、内外面に赤彩が施され

ているが、 949は比較的硬質の焼きとなっており、赤彩は認められない。 951~ 953は土師器の皿である。

いずれも内外面に赤彩が認め られる。954と955は土師器の費である。 956は灰紬陶器の碗である。口

縁部を欠くが、残存する体部下半の内外面に灰紬は認められない。10世紀頃のものであろ う。

これらの遺物から、 N層は 10世紀頃までの堆積層であると推測される。
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(2) m層

E層は、砂を多く含む暗褐色土が堆積しており、数cm単位で、砂が層状に堆積する部分も認められる。

この時期、河川が比較的安定した穏やかな流れであったことが伺える。部分的にしか認められない場所

もあるが、平均 30cm程度の厚さで堆積している。 E層の堆積により、河川の一段深くなっている部分

については、中央付近が少し窪む程度で、ほほ埋没してしまっている。

遺物は、 N層でみられた須曹、器、土師器、灰紬陶器の他、山茶碗など中世の遺物が出土している。

957 ~ 959は須恵器であり、 957と958は蓋、 959は高杯である。 960は土師器の杯で、内外面には赤彩

が確認される。 961は土師器の鉢である。 962-965は灰軸陶器である。 966-983は山茶碗で、いず

れも渥美湖西産の製品である。 966-979は碗、 980は小碗、 981-983は小皿である。時期としては

I期から ill-2期まで確認されるが、 ill-2期のものは少数である。 984と985は片口鉢である。 986

は土師質土器皿である。杯形の形態のもので、厚手のっくりとなっており、口縁部には強いナデ調整が

施されている。

E層では、 13世紀後半までの遺物が確認できるが、全体の構成と しては、13世紀前半までの遺物が

大半を占め、 13世紀後半の遺物も一部含まれている程度に過ぎない。後述する護岸施設やE層出土遺

物などからみて、 E層は 13世紀の中頃(後半でも比較的早い段階) までに堆積したものとみてよいで

あろ う。

( 3 )護岸施設

E層の堆積後には、河川の両岸に護岸施設が築造されている。護岸施設は、基底部に打ち込まれた直

立杭を芯材とし、主に粘土をブロック状に混ぜた土を積み上げることで構築されている。また、部分的

ではあるが、杭列の聞に敷設された木の枝などの構造材や矢板の使用も確認されている。深く打ち込ま

れたものを中心に、芯材は比較的良好に残存するが、構築土については多くが後世の水流によって失わ

れている。法面の残存する部分は確認されておらず、その構造については明らかでない。氾濫によって

決壊している部分もみられるが、護岸施設の修築や改築の痕跡は発見されていない。

検出された芯材の杭列は、大きく A-Fに分けられる。

杭列 Aは、東岸の北端で検出された杭列である(図 116)。この部分は、 E層の時期の氾濫 (SR8002)

によって大きく削られており、施設の本体は完全に失われ、深く打ち込まれた木杭がかろうじて残存す

る程度であった。細かくみると、河岸に平行する杭列が3列程認識できる。芯材には、いずれも丸杭が

用いられている。直径4-7cmの比較的太い杭が多いが、太い杭だ、けが水流に-流されずに残存した可能

性もある。 33本検出されており、樹種としてはマツが26本、エノキ属が2本、 コナラ、キハダ、カヤノキ、

ナナカマド、コジイが各 1本と、マツが圧倒的に多い。

杭列B(図117)は、杭夢IJAの南側で検出されている。北側では岸から約 2mの位置に打たれており、徐々

に岸から離れるが、 17m程下流の場所で、屈曲し、再び岸に近づく。杭列 Bの芯材には、丸杭と角杭が

併用されている。木杭は合計102本発見されているが、角杭が44本と 4割近くを占めている。太さは様々

で、一辺7cm程の角材から、杭と言うよりは枝の先を尖らせたような、直径2cm程しかないものまでみ

られる。また、樹種に関しても、非常にバラエティ ーに富んでいる。樹種として最も多いのは、コジイ

で34本確認されている。次いで、、マツが25本、スダジイが 19本、モミ属が9本と続く。さらにこれ

ら以外にも、ユズ、リハが3本、スノキとエゴノキが2本、アセビ ・ツツジ ・エノキ・クマノミズキ・ウ

ツギ属 ・コナラ・ サカキ・アカガシ属・クリが各 l本と、合計 16種も確認されている。ただし、角材
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SR8001護岸施設構築材検出状況図(1 ) 

の樹種はコジイとス ダジイ、 モミ属の3種に限られており、おそらくは転用材であろうが、ある一定の

場所から調達された可能性が伺える。

杭列 c(図 117) は、杭列 Bの対岸に位置している。約 3m程の長さしか残らないが、杭列 Bと平

行するように南側が東に向かつて屈曲しており、護岸施設によって、河川の流路を意識的にやや東向き

に変えていた可能性が想定される。芯材はいずれも丸杭で、直径2cm程の細いものから、 6cm程度の太

いものまでみられる。樹種は、ズダジイ ・コジイ・シキミ・ウツギ・クスノ キといった、マツ以外のも

図 116

のが使用されている。

杭列 Bの中央付近と杭列 Cでは、杭列に沿わせて置かれた枝が検出されている。いずれも長さ 1m
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SR8001護岸施設構築材検出状況図 (2) 

程度の枝で、 杭列 Cでは数十本敷き詰められた状態で発見されている。これらの枝は、護岸施設の基

底部に人為的に配置された構造材とみてよい。 護岸施設の基底部や構築土内における有機物の有無につ

いては、この実測図以外に記録がなく不明とせざるを得ないが、この部分のみに特殊な工法が採用され

たとは考えにくく、枝のほか草や樹皮などの構造材がもっと広い範囲で敷設されていた可能性が高いと

図 117
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図120 SR8001護岸施設内出土矢板(杭列 0)

杭列 D (図 119)は西岸の南端に位置しており、矢板も検出されている。上部が後世の水流によって

失われており、最下段が残存するのみである。矢板は杭によって挟み込むよう な形で固定されている。

一見階段のようにも見えるが、矢板は護岸の構築土で埋め殺しされてお り、 護岸施設の内部構造である

とみて間違いない。 矢板を用いた構造が検出されたのは杭列 Dのみであり、全体からみるとやや特殊

な構造であるといえる。この場所は、護岸の築造以前には、河岸が崩落して大きく挟れた状態となって

おわ、より強固な構造とするために、このよ うな工法が用いられたものと推測される。矢板に用いられ

ている板材は、長さ 70cm-1 m、幅9-16 cmの大きさのもので、厚さは2cm程度のものから 6cm程の

厚いものまで様々である。ほぞ穴がみられるものもあり、多くは転用材が利用されているものと推測さ

れる。樹種については 1020と1021がヒノキ、 1022はスダジイ、 1023はコジイとなっており、いずれ

も建築材として利用される樹木である。

杭列 E (図 119)は杭列 Dの東側に位置しており 、非常に多くの芯材が検出されている。平行する 3

~- 4列程の杭の並びが認識できる。杭は合計 111本発見されており、角杭が4本認められるが、他は全

て丸杭である。太さは 2cm以下の細いものから、 8cm程もある太いものまで様々である。樹種も多様で

あるが、最も多いのがマツで 61本、次いでシキミが 17本となっており、この 2種で全体の約7割を占

めている。

マツを多用する傾向は杭列 A.Bなどにもみられるが、シキミが多く用いられているのは杭列 Eの

特徴と言えよう。他には、マンサクが4本、コジイ・カキノキ・クリが各3本、コナラ・サクラ ・ヤマ

ザクラ・クスノキ・スダジイが各2本、カマツカ・アカメガシワ。ユズ リハ・ ツツジ・ヤマモガシ ・ミ
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。 (1.50) 2m 

ズキ・イヌシデ・エゴノキ・サカキ・イボタノキが各 l本と、全部で 21種もの樹種が確認されている。

杭列 F (図 119)は、杭手IJEのさらに東側に位置する。周辺に護岸構築土は検出されていないが、杭

列 Eとほぼ平行しているなどの位置関係から、護岸施設の芯材であると判断される。杭がE層の上面

から少し出る程度にしか残存していなかったことからも、護岸構築土は流失してしまったものと推測さ

れる。杭は合計 22 本検出されており、すべて丸杭である。ほとんどが、直径4~5cm前後の太さのも

のである。樹種は同定を行った14本中、マツが 10本と大半を占めている。マツ以外の樹種としては、

クリが3本とナシ亜科が l本確認されている。

大溝SD2001の排水溝が注ぎ込む2区にも、護岸施設の芯材が検出されている(杭列 G・図 122)。部

分的な調査のため明確でないが、複数列存在していることが確認される。後世の水流によって、構築土

や芯材の多くは流失しているが、河岸から 5mJ-)、上の幅で、強固な護岸施設が構築されていたことがわか

る。芯材は合計25本検出されており、角杭は l本のみで基本的には丸杭が用いられており、丸太を半

裁した割材も一部確認できる。太さは様々であるが、多くが直径5~ 6cm程の杭で、構成されている。樹

種は細枝状の 1064がシキミ、同じく細枝状の 1061と割材の 1070~ 1072がの 4本がヒノキ、角杭の
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図 123 SR8001護岸施設内出土木杭(杭予IjG) 

1069がクリである他、丸材は全てマツが用いられている。

西岸の護岸施設内からは、螺古田鞍と呪符木簡とヤダケが発見されている。鞍は組み上げられた状態

で、 前輪を北に向けて置かれている。鞍の主軸方向は、ほほ真北を示している。前輪・後輪ともに爪先

は、ほぽ河岸に接している。各部材を固定していた革紐は、腐敗によって失われており、残存していな

い。 鞍はほぼ組み上げられた状態を保持しているが、後輪はやや後方へ倒れ込む状態になっている。居

木は、後方がやや下へ落ち込んでおり 、前輪に接して力の掛かる前方の居木先部分が折れてしまってい

る。呪符木簡とヤダケは、鞍の下から出土している。呪符木簡は、すべて先端を北、表を上にして、5

枚重ねた状態でヤダケの上に置かれていた。ヤダケは8本発見されており、左居木の下に揃えて置かれ

ている。形状は保っているが、遺存状態が悪く、全体が平らにつぶれた状態となっていた。長さは50

cm程で、両端部は欠損している。いずれも、河岸には接しておらず、 4cm程浮いた状態で、出土している。

下の土層は暗褐色土を多く含んでいることから、下に草などの有機物が敷かれており、それが土壌化し

たために浮いた状態になった可能性が高い。

これらは、上層からの掘り込みが検出されておらず、護岸施設の構築土で覆われている。護岸施設の

築造前に河岸に納置され、工事の際に構築土で被覆されたものとみて間違いない。もちろん、通常の工

事と同様に、無造作に土を盛って突き固めた場合、このような状態で鞍の原形が保たれることはないで

135 



第3:ll草 中世~近世

l ノーーーーーー
/ 

A 

(1 :8) 20叩

図 124 SR8001螺銅鞍出土状況図
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あろう。土層では明確に認識できていないが、例えば鞍の周囲を塚状に被覆するなど、他とはやや異なっ

た工法が採られたものと推測される。また、鞍の周囲には、護岸の構築土は良好に残存しているものの、

芯材は全く検出されていない。このことも、この周辺の工法が、やや異なっていたこと を示していよう。

螺銅鞍は、前輪と後輪、居木2枚が完存している。組み上がった状態(図 125)での大きさは、前輪

の復元高 30.6cm、後輪の高さ 29.4cm、乗間 (両輪の山形先端聞の長さ)は 33.6cmで、ある。

前輪 (1073)は、調査時に山形を欠いているが、他は完存している。海と磯の境に明瞭な段差を有

し、肩の比較的高い位置に 2段に引った手形が設けられている。爪先間 33.2cm、復元高 30.6cm (現存

高 26.5cm)、磯の洲浜形の部分の厚さは 4.0cmで、ある。左右の爪先付近には鞍穴が設けられており、馬

膚の居木を受けるための左右の切 り込みには、居木結束用の紐通し穴が2つ穿たれている。漆は、馬膚

を除くほぼ全面に施されているが、外周と内面の唐木が当たる部分は明らかに漆が摩滅しており、一部

木地が露出する部分もみられる。

後輪 (1074)は、爪先間 40.4cm .高さ 34.7cmの大きさで、 洲j兵形の部分の厚さは 4.0cmで、ある。海
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図 127 SR8001出土螺銅鞍(後輪)
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図 128 SR8001出土螺銅鞍(居木)
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SR8001出土呪符木簡

と磯の境に明瞭な段差を有しており、立体的で、重厚なっくりとなっている。居木を受けるための切り込

みの斜め上方には、 鞍穴が設けられている。切り込み面から内面に向かつては、 居木結束用の紐通し穴

が2つ穿たれている。前輪と同様に、馬膚を除く全面に漆が施されているが、 後輪では外周と居木が接

する部分の他、内面の洲浜形の周辺にも漆の摩耗が確認される。

居木 (1075・1076)は二枚居木で、左側が幅 10.3cm・長さ 38.5cm、右側が幅 10.2cm .長き38.0cmと、

比較的狭いっ くりとなっている。居木裏には、力革通穴から外側に切れ目が彫り込まれている。居木表

のやや後輪寄りの位置には、左右と もに穴が穿たれている。穴に土が詰まった状態で出土しており、埋

納時には既に穴が存在していたとみて間違いない。 この穴に実用的な意味は見出せないこ とから、埋納

祭杷に伴うものである可能性が高いと推測される。前後の側面には、鞍穴と居木結束用紐通し穴が2つ

ずつ、居木裏に向かつて斜めに穿たれており、居木結束用紐通し穴は居木先にも設けられている。前輪

や後輪の穴の位置に合わなかーったためか、いくつかの穴には掘り直しの痕跡が認められる。漆は基本的

に、 前輪と後輪が取り付く部分を除く、居木表と居木先の先端に施されている。居木裏にも確認される

が、ごく一部に薄く塗布されている程度である。居木表の漆は全体的に摩滅している部分が多いが、特

に力革通し穴の周辺は摩滅が著しく、木地が露出する部分もみられる。

螺銅文様はいずれも瓜文で、大小2種類が確認できる。大きな文様は、縦2.0~ 2.5 cm・横 2.4~ 3.2 

cmの大きさで、すべて両輪の外側に配されている。小きな文様は、縦1.0~ 1.2 cm .横1.4~ 1.6 cmと小

さく、斑点が描かれないなどやや簡略化された文様である。両輪の内側と居木先に配されている。螺細

自体は完全に消失しているが、文様の凹部の深さから、薄手の厚貝が装着されていた ものとみられる。

凹部には漆が確認でき、堺、鋼の装着法が漆地螺銅であったことがわかる。

呪符木簡は、上から 1077から 1081の順で5枚重ねられた状態で出土している。いずれも上部は圭

頭形で、下部で徐々に幅が狭くなる形態を呈している。 1079~ 1081は下部を欠損しているが、長さは

1077が 14.3cm、1078が 13.8cmで、上部の幅はいずれも約 2.5cmで、ある。ヒノキの薄板が用いられており 、

j享さは1.5~ 3 mmと薄い。文字の基本的な構成は、符銭+呪句 (1急々如律令J) となっている。さらに、

1077 ~ 1079の右下にはそれぞれ「春J1夏JI私」、1080の裏面には「冬jという 季節を示す文字が記
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されている。個別の呪符の内容は明らかでないが、藤原宮西方官街地区井戸 SE8431出土の呪符木簡に

描かれた「羅堰Jと推定されている符錬と、 1077に書かれている符銀が近似している点は興味深い。

螺鋼鞍と呪符木簡とヤダケは、護岸施設の構築時に埋納されており、護岸工事の際に行われた地鎮祭

肥等に伴う遺物とみて間違いない。

また、 護岸施設の構築土中からも、点数は少ないが遺物が出土している。 1082と1083は、須恵器の

杯である。 1084~ 1098は山茶碗で、 III-1期までのものが多いが、III-2期のものも一部確認できる。

1096と1097は底部外面に墨書が認められる。いずれも断片的にしか残らないため、文字の判読は困難

である。 1099は青磁の皿である。底部は無高台で紬が削り取られており、内面には櫛目文がみられる。

いわゆる同安窯系の青磁である。 1100~ 1102は、非ロクロ成形の土師質土器皿である。 1101は比較的

硬質の焼きとなっているが、 1100と1102は軟質で表面の摩滅も著しい。いずれも、口縁部には強いナ

デ調整が施されている。 1103と1104はロクロ成形の土師質土器皿である。 1105は伊勢型鍋で、口縁部

は折り返し部分にのみナデ調整が施されている。遺物はいずれも破片であり、埋納品として認識できる

ものはない。構築土中に混ざり込んだ遺物とみてよい。 遺物の構成と しては、前述のE層と大きく違い

は見受けられない。護岸施設が築造された時期は、 13世紀後半でも早い段階、 13世紀の中頃とみてよ

いであろう 。

(4) II層

E層は、主に砂礁を多く含む暗褐色土である。複数回にわたって、 多量の土砂が堆積しており、東岸

では決壊して河川が氾濫した痕跡 (SR8002)が認められる。砂喋層の聞には、流出した護岸構築土の

堆積が確認できる。 E層の段階で比較的安定していた河川の水量は、この時期大幅に増しており、護岸

施設の大部分はE層の水流によって失われている。

遺物は、 III.N層に比べて豊富に出土している。 1106~ 1109は須恵器である。 1106は盤、 1107は

壷の底部である。 1108と1109は杯の底部で、外面に墨書が確認される。 1108は断片のため釈読でき

ないが、 2文字以上の存在が認められる。 1109は「枚主jと読める。恐らくは人名であろう。 1110と

ョ・・・匡
1109 
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図 131 SR8001 II層出土遺物(1 ) 
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SR8001 rr層出土遺物 (5) 図135

1111は灰粕陶器で、 1110は碗、 1111は査の肩部である。

1112 -1183は山茶碗である。 1112-1173は碗、 1174-1183は小碗および小皿で、あり、東遠江産

とみられる1152を除き、すべて渥美湖西産の製品である。時期としては、 I-II期のものも少量みら

れるが、大半がE期のもので、中でも ill-2期のものが多く出土している。 1113には、内面と外面の

一部に炭化物の付着が認められる。 1126・1155・1162には、表面に煤が付着し、断面の色調が赤色や

黒色に変化するなど、被熱の痕跡が明瞭に確認できる。1167と1170には、薄い塗膜状の黒色物質が付

着している。成分分析は実施していないが、漆または鉄分が吸着したものと推測される。 1171-1173 

の底部外面には、 墨書が認められる。 1171は 「三」、1172は「得米」と判読できる。 1173は断片のた

め明確でないが、「分」であろうか。

1184 -1188は片口鉢である。 1184-1186は渥美湖西産、 1187と1188は知多産の製品とみられ

る。 1189と1190は、 渥美産の査である。 1191は青磁の碗である。外面には鏑蓮弁文が施されている。

1192は古瀬戸の片口で、後 I-II期のものである。 1193と1195は古志戸呂窯産の製品で、 1193は揺鉢、

1195は直縁大皿である。 1194は常滑産の翌で、 15世紀後半のものである

1196 -1214は土師質土器皿である。ロクロ成形と非ロクロ成形がみられるが、ロクロ成形のものは

1096と1106の2点のみである。 1196と1197は、口径8cm前後の小型のものである。口縁部には明瞭

なナデ調整が施されている。 1200-1209は、口径 12cm前後で、杯形の形態を呈するものである。厚

手のっくりで、口縁部には強いナデ調整が施されている。 1210-1214は、口径 12cm前後の中型のも

ので、浅い皿状の形態を呈するものである。薄手のっくりであり、比較的硬質の焼きのものがみられる。

杯形のもの程強くはないが、口縁部には明瞭なナデ調整が施されている。
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図 136 SR8001 II層出土遺物 (6)

1215は伊勢型鍋で、口縁の折り返し部にのみナデ調整が施されている。1216~ 1219は、くの字形内

耳鍋である。1216と1217には、体部にハケ目調整が施されている。1220は内轡形の羽釜である。内耳

鍋の破片は一定量存在するが、明確に内轡形内耳鍋や半球形内耳鍋と認識できるものは認められない。

E層では、瓦も出土している。大溝 SD2001などで出土している瓦と、 同じ特徴を有するものである。

1221 ~ 1230は丸瓦である。明確に有段式(玉縁式)と認識できるものはなく、いずれも無段式(行基式)

の丸瓦であると推測される。凸面はナデ調整で、凹面には布目と吊 り紐痕が認められる。 1221と1222

は狭端部の破片で、狭端から 7cm程の位置に釘穴が設けられている。狭端面には少量の離れ砂の付着

が認められる。紐の痕跡が同一であり、同じ布袋が用いて製作されていることが分かる。 1223. 1224・

1226 ~ 1228は側端部の破片である。いずれも、凹面の側端側には面取り調整が施されている。 1223と

1225には、 同ーの吊り紐痕が確認できる。布に隠れている長さを lとした時の、布から出た部分の吊

り紐の比率は 0.7となっている。 1225と1223の凸面には、縄目叩きの痕跡が残存する。

1231 ~ 1238は平瓦である。いずれも凹凸両面には、離れ砂の付着が認められる。 1231~ 1235は、

縦長斜格子の叩き目が残るものである。 1231と1232には、格子内に「大」の字が認められる。 1231と

1233は側端の残る破片で、凹面の側面側に幅広の面取り調整が施されている。 1237は、横長斜格子の

叩き目が残るものである。格子内には、 断片のため明確でないが、記号または文字の存在が認められる。

1237と1238は、縦長斜格子+横線の叩き目が残るものである。 1234・1236・1238には、断面に煤が付

着するなど、被熱の痕跡が明瞭に認められる。

1239 ~ 1249は木製品である。 1239は薄板状の木製品で、表面の腐食が著しく墨書は確認できないが、

笹塔婆である可能性が高いと推測される。欠損部は多いが上端は圭頭形で、下端は先端に向けて細く尖

る。ヒノキの柾目材が用いられている。 1240~ 1242は、曲物の側板である。いずれも、ヒノキが用い

られており、木釘穴が空けられている。 1242には綴じ皮用の穴も確認できる。 1243は曲物の底板である。
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ヒノキの柾目材で、直径約 13cmの小型のものである。 1244は草履芯である。ヒノキ材が用いられており 、

周縁は曲線状に仕上げられている。 1245は箸状木製品で、約 15cm残存するが、先端側は欠失している。

1246と1247は用途不明の薄板である。 1246にはサワラ、 1247には二葉松類が用いられている。 1248

は、いわゆる有頭棒状木製品である。一辺約 2.5cmのヒノキの角棒で、端部は丸く削られている。1249

は引物である。断片ではあるが、残存部の形状から、方形または長方形の大型の容器である と推測され

150 



~三三~ 1239 

(1:2) 5 cm 

4 河川

「ごア三 2-:一三工三三三 u
124ο 

「」」一 戸一
1241 

、、
、
1 
1 
1 

1 
3 
2 ， ， 

J ， ， ， 
/.-/ ， 

一 /

『一一--ー
eo=ヨ=>0: 1244 

匂??開明栃'//////////////，川町"///'1'''そ ::.>1243 

; 一一二J-
二τ1246

仁三 L， 冨 1248

@ 

1245 
， 
g 

、1、

¥ 

¥く三一一 「 J7
(1 :4) 10叩
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る。材にはアカマツが用いられている。

このように、 E層では、数量的には 13世紀代の遺物が多いが、確実にそれ以降の遺物も含まれており、

その下限の年代は 15世紀後半となっている。水流によって多少の遺物の撹枠は想定されるものの、 E

層については、 15世紀後半頃までの堆積とみてよいであろう 。
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( 5) I層

I層は、 SR8001の最終の堆積土である。暗褐色土と砂層の互層となっており、木片などの有機物も

豊富に含まれていた。 離を多く含んでいる E層に比べて、この時期水流が緩やかで、安定していた様子

が伺える。また、最上層では、シジミやカワニナなどの貝殻が遣存しており、少なくともこの段階には

河川は堰き止められて溜池になっていたものと推測される。

遺物は、土器や陶磁器などのほか、木製品も比較的豊富に出土している。 1250~ 1280は山茶碗である。

1261 が東濃産、 1268 が東遠江産であるほかは、すべて渥美湖西産の製品である。時期と しては、 n~

E期のものであるが、やはり E期のものが大半を占めている。 1265は被熱により全体が赤褐色に変色

しており、底部外面にはタール状の物質が付着している。 1279の底部外面には、「又」と記された墨書

が確認できる。 1281は山茶碗の小碗で、東遠江産の製品である。1282と1283は山茶碗の小皿である。
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図 142 SR8001 1層出土遺物 (3)

1282の底部外面には、墨書が認められる。文字がやや不鮮明であるが、恐らく「万Jであろう 。

1284は古瀬戸後E期の天目茶碗である。 1287~ 1289・1291・1292は、瀬戸美濃産の製品であ り、I

層でも最上層から出土している。 1287は天目茶碗で、 17世紀後半のものである。 1288は小中、 1289

は腰錆茶碗、 1291は片口、 1292は花瓶で、いずれも 18世紀後半から 19世紀にかけてのものである。

1292の底裏には墨書が認められる。右側に iOヨキ山」、左側に il5'Jと書かれている。 1285と1286

は京・信楽産の碗であり、 I層の検出面から出土している。1290は肥前産の白磁の皿で、見込みに蛇

の目紬剥ぎが施されている。 18世紀のもので、 I層の最上層から出土 している。 1293は古瀬戸後N

期の折縁深皿である。 1294は古志戸巴窯産の盤類である。 1295と1296は播鉢で、 1296は古瀬戸後町

期のものである。 1297は筒形の瓦質製品である。器壁は厚く、口縁部は受け口状の形態を呈している。

焼炉等の類であろうか。

1298 ~ 1301は貿易陶磁である。いずれも青磁の碗であり、 1298と1300の外面には蓮弁文が、 1299
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の見込みには花文が施されている。 1302~ 1308は内耳鍋である。くの字形内耳鍋(1302~ 1307)に加え、

E層でみられなかった内管形内耳鍋 (1308)も出土している。図化したものはいずれも口縁部の破片で

あるが、体部の破片も一定量出土している。1309は羽釜である。

1310 ~ 1343は土師質土器の皿である。軟質のもの (1310~ 1322)と、 比較的硬質のもの (1323~ 

1343) とに大別できる。1310~ 1312は、口径9cm先後の小型のものである。浅い皿状の形態で、大き

さの割にはやや厚手のっくりとなっており、口縁部にはナデ調整が施されている。 1313~ 1319は、口

径 12cm前後のものである。杯形の形態を呈しており、全体的に厚手のっくりとなっており、口縁部に

は強いナデ調整が施されている。 1320~ 1322はロクロ成形のものである。 1320と1321は小型のもの、

1322は中型のものである。1323~ 1327は、比較的硬質で口径 12cm前後の中型のものである。浅い皿

状の形態で、全体的に薄いっくりとなっている。軟質のものにみられるような、口縁部の強いナデ調整

は認められない。 1323~ 1325の内面には墨書が確認できる。いずれも断片であり、 1323と1324は全

く判読できないが、 1325は「 今うた / 口三尚 」と読める。 1328~ 1343は、比較的硬質で口径

9cm前後の小型のものである。形態や厚さ、内面の調整方法な どにいくつかのタイプがみられるが、口

縁部に明確なナデ調整が施されていない点は共通している。

1344 ~ 1349は丸瓦である。凸面はナデ調整が施され、凹面には布目や吊り紐痕が残されている。

1344は玉縁部の破片である。凹面は全体にナデ調整が施され、狭端と側端側には面取り調整が施され
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ている。 1345は広端部が残る破片である。広端面には、 少量の離れ砂の付着が認められる。 1346~ 

1349は、端部の残らない破片である。 1346と1347には同ーの吊り紐痕が残る。布に隠れている長さを

1とした時の、布から出た部分の吊り紐比率は、 0.8以下である。 1349の凹面には、少量の離れ砂が付

着している。

1350 ~ 1356は平瓦である。1350は凸面に縄目町きが残るものである。全体が著しく摩滅しているが、

叩き目の窪みには離れ砂の付着が認められる。1351~ 1353は、縦長斜格子の叩き目が残るものである。

1351と1353の格子内には「大」の字がみられる。 1352は広端部の破片で、広端から約5cmの場所には、

釘穴が空けられている。 1354は縦長斜格子+横線の叩き目が残るものである。斜線の交差部には、剣

菱形の文様が十字に配されている。凹凸面ともに離れ砂が付着している。 1355と1356は、横長斜格子

の叩き目が残るものである。凹凸面ともに離れ砂が付着する。 1352と1356の凹面には、叩き目の転写

が明瞭に認められる。

1357 ~ 1362は笹塔婆である。いずれも上部は圭頭形で、左右に2段の切り込みが入っている。1359
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のみコウヤマキであるが、 他はすべてヒノキが用いられている。 1357iはま、墨書がほとんと

釈読不能ではあるが、出土した他の笹塔婆やわずかに残存する墨跡から、「キリー ク(党字)南無阿弥

陀仏」と書かれていた可能性が高いと推測される。 1358は、「キリ ーク(究字)南無々量寄口」と読め

る。裏面には墨書は認められなかった。 1359は墨書が全く残存しなかったが、形態から笹塔婆と判断

した。 1360は墨書が比較的明瞭に残る。片面に「キリーク(党字)南無阿弥陀仏j、裏面には「パン(党

字)南無大日知来」と書かれている。 1361は上部の墨書は消失しているが、両面に「無阿弥」、と「陀仏」

の字が認められる。 1362は上部から下部までほぼ完存 しているが、墨書の残りは悪い。釈読はできな

いが、両面に墨痕の存在が確認される。

1363 ~ 1367は漆椀である。 1363と1364は腰が丸い形態のものであり、内外面とも黒漆地で、赤漆

によ る漆絵が施されている。 1363の木地にはハンノキ属が用いられている。 1365は外面を赤漆、内面

を黒漆に塗り分けている。木地にはト チノキが用いられている。 1366と1367は、内外面ともに赤漆が
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施されており、木地の厚さは異なるが、両者とも腰が明瞭に折れる形態のものである。 1366にはヤマ

ザクラ、 1367にはブナ属が用いられている。

1368と1369は曲物の側板であり、いずれもヒノキ材が用いられている。 1368には、底板固定用の木

釘が残存する。 1369には、ケピキ跡と木釘穴が認められる。 1370と1371は曲物の底板または蓋である。

とも にヒ ノキ材が用いられており、周縁部には綴じ皮が残存する。 1372と1373は桶の側板である。横

断面は弧状に湾曲しており、 1373には端部に長方形の穴が空けられている。 1372はヒ ノキ、 1373はス

ギ材が用いられている。 1374と1375は指物の部材である。 1374は段違い、 1375は台形の形状となっ

ている。いずれもヒノキ材で、側端と側面には木釘用のほぞ穴が空けられており、一部木釘も残存する。

1375の中央には、直径8mm程の穴が空けられており、 長さ約 2cmの断面長方形の木片が蔽め込まれて

いた。 1376は杓文字状の形態の木製品である。身に割り込みは認められず、柄は 5mm程度の厚さしか

ない。スギ材が用いられている。 1377は、シキミ材を用いた匙である。 1378~ 1381は箸である。いず

れも端部付近の断片で、全長が判明するものは出土していない。1378はスギ、他はヒノキが用いられ

ている。
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1382は陰卯下駄である。平面は楕円形で、歯は裏面に空けた溝に差し込まれている。横緒孔は後歯

の前に位置しており、裏面のやや後方には横方向に3条の溝が警Ijり込まれている。台と歯で材が異なっ

ており、台にはサワラ、歯にはシイ属が用いられている。 1383は櫛である。楕円形の形態のもので、

歯は細かい。腐食が著しく、歯のほとんどは欠失している。材にはヤマザクラが用いられている。 1384

~- 1386は、用途不明の薄板状の木製品であり、いずれもヒノキ材が用いられている。 1384の左右両側

端には、半円形の割り込みが認められる。周囲には、丁寧な面取りが施されている。 1385は四隅が斜

めに切り落とされており、 2~3mmの小さな木釘が 6 ヶ所に打ち込まれている。 1387 ~ 1390は、用途

は特定できないが、加工痕のある棒状木製品である。いずれも大きさからみて、指物の部材であると推

測される。 1387は断面長方形の角材で、上部には鉄釘が打ち込まれている。側面には断面三角形の溝

が彫られており、板状のものが差し込まれていたものと推測される。 1388も断片であるが、端部を継

ぎ手状に切り欠いており、釘孔も確認できる。 1389は、端部が円頭状に仕上げられており、 2ヶ所に

釘孔が認められる。釘孔の 1つには、 鉄釘が残存している。 1390には、中央にほぞ孔が設けられている。

1389はスギ材が、他はヒノキ材が用いられている。

1391 ~ 1393は大型の板状木製品である。 1392にはほぞ孔が穿たれており、 1393には鎚が打ち込ま

れている。いずれも長さ 80cm以上の大型の材で、厚さは 3cm以上もある。 1391はサワラ、 1392はコナ

ラ属、 1393はヒノ今である。

以上のよう に、 I層から出土した遺物は、年代としては19世紀代のものまで確認できる。ただし、

すべての遺物について層位の違いが峻別できるわけで、はないが、明確なものに限定すると、 17世紀後

半以降の遺物に関 しては、 I層でも最上層からの出土に限られている。前述のように、 I層の最上層l土、

カワニナやシジミなどの貝殻が多数遺存する土層である。同様の状況は、検出面よ り上層にあたる溜池

の堆積土でも確認されていることから、 I層の最上層に関しては溜池築造後の堆積土であると判断され

る。一説によると、「干杭池」が築かれた時期は、 1630年頃に築かれた「谷ノ奥池」と同じ頃であると

いう。もちろん、これはあくまで伝承ではあるが、 I層の最上層から出土している遺物から、溜池が

17世紀後半以前に築かれ‘ていることは明らかである。詳細な年代を特定する こと は困難であるが、 ほ

iま伝承の通り、 「ヂ杭池Jは17世紀中頃前後に築造された可能性が高いと推測される。
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図 150 SR8001 1層出土木製品 (5)
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第3牽中世~近世

SR8002・8003(図 151・152、図版 29)

SR8001の東側に位置する自然流路である。 SR8002とSR8003は、直接接続する状況が検出されなかっ

たために遺構番号を分けてはいるが、 SR8003の延長線上で SR8002が東へ大きく張り出しており 、二

又に分かれる単一の流れであるとみてよい。いずれも形状は不定形で、深さも安定しておらず、底部は

大きく波打つている。一部深い部分もみられるが、大部分は 20~ 30 cm程の深さとなっている。土層は

大きく上下2層に分けられる。上層は暗褐色土、下層は砂礁が堆積している。下層には、流出した護岸

構築土とみられる粘土ブロックも多量に含まれている。

規模の割に、出土遺物はごく少量である。 1394~ 1398は、 SR8002から出土した遺物である。 1394

は須恵器の杯身である。 1395は土師器の翌で、図化したもの以外にも破片が数点出土 している。 1396

は貿易陶磁で、青磁碗の体部の破片である。 1397は片口鉢である。 13世紀前半のもので、知多産とみ

られる。1398は古志戸目窯産の播鉢である。 1399~ 1404は、 SR8003から出土した遺物である。 1399

~ 1401は山茶碗である。いずれも渥美湖西産の製品である。1401の底部外面には、 「大Jと書かれた

墨書が認められる。1402~ 1404は土師質土器皿である。いずれも口径9cm程度の小型のものである。

摩滅が著しく調整に関しては不明瞭であるが、軟質の焼きで、比較的厚手のっくり となっている。

前述のよ うに、SR8002とSR8003は、 SR800lの土層断面からみてE層の段階での河川の氾濫の跡

とみて間違いない。また、 SR8003はi留め池の堤の下層で検出されており、明らかに溜池築造以前の遺

構と いえる。 SR8001 の E層の年代は 13 世紀後半~ 15世紀であり 、両遺構から出土した遺物の年代も、

これとほぼ同様の年代を示している。詳細な年代を特定する ことは困難であるが、 SR8002とSR8003は、

概ね 15世紀代の遺構とみてよいであろう。
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図 152 SR8002・8003出土遺物
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第3尊重 中世~近世

マヨζ;>-1410 

¥干正三ヌ408 ℃三二三者11
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図 154 SR7002出土遺物

SR7002 (図 153・154、図版28・50)
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SR7002は7区の東端に流れる自然流路である。北に向かつて徐々に浅くな り、北端では、底部の痕

跡がわずかに確認できる程度となうている。底部は凹凸が激しく一定しない。深さは大部分が 10~ 20 

cm程で、あるが、調査区南端より約 10mの地点から急激に深 くなり 、南端では深さ 80cm以上にもなる。

底面から 10cm程の高さまで、主に砂や小礁が堆積している。 また、その上層の埋土には、黄褐色土(地

山)ブロックが多量に含まれてお り、この遺構が比較的早い段階で人為的に埋められていることが認識

できる。

遺物は、すべて人為的に埋め戻された上層から出土してお り、下層からの出土は確認されていない。

古代と中世前期のものが大半であるが、 近世の遺物も出土している。 1405~ 1412は、j屋美湖西産のL!」

茶碗である。 1405~ 1409は碗であり、 E期と E期のものがみられる。 1410~ 1412は小碗と小皿である。

1413は渥美湖西産の片口鉢である。 1414は渥美窯産の聾の底部である。 1415~ 1417は土師質土器皿

である。 14日と 1416は杯形を呈する中型のもので、比較的厚手のっくりとなっており、口縁部には強

いナデ調整が施されている。1418と1419は貿易陶磁で、いずれも青磁の碗である。 1420は瀬戸美濃産

の天目茶碗で、17世紀中頃のものである。

出土遺物から、 SD7002は17世紀中頃に埋められたとみてよい。これは東側に溜池が築かれる時期

と一致してお り、おそらくは溜池の造成に伴って埋め立てられたのであろう。
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国 155 SR9002出土遺物

SR9002 (図 153・155、図版 28)

SR9002は、 3区の東端から 9・8区にかけて流れる自然流路である。大溝SD2001の東辺付近から

者東へ向かつて蛇行して流れ、 最終的には河川 SR8001に注ぎ込んでいる。全体的に浅く、底部がわず

かに残存する程度であ り、ほと んどの部分では深さは 5cmにも満たない。底面は一定せず、凹凸が激し

い。埋土には、砂や小磯を多く含む暗褐色土が堆積している。

遺物は、古代のものの他、中世から近世の遺物が出土している。 1421~- 1423は山茶碗である。いず

れも渥美湖西産の製品である。1423の底部外面には、「千二(手か ?)Jの墨書がみられる。 1424は山

茶碗の小皿である。 1425は、山茶碗の小杯とでも称すべき、特殊な器形のものである。中屋遺跡では、

この l点しか確認されていない。底部には糸切り痕が明瞭に残っている。胎土からみて、恐らくは渥美

湖西産の製品であろう 。1426と1427は土師質土器皿であり、 1426は軟質で表面の摩滅が著しく、 1427

は比較的硬質である。 1428は肥前窯産の磁器染付である。 19世紀初頭の筒形碗で、外面には四菱文が

描かれている。 1429は丸瓦である。軟質のもので、表面には被熱の痕跡が認められる。大溝 SD2001

などで出土している中世の瓦である。端部は遺存しないが、布目が粗いため有段式であると推測される。

1430は鉄釘である。 一辺4mmの角釘で、頭部を欠くが長さは 7.2cm残存している。これらの他に、図化

できない小片で、あるが、内耳鍋も出土している。

出土遺物からは、 SD9002が少なくとも 19世紀の初め頃までは機能していたことがわかる。これは、

河川 SR8001が堰き止められ溜池となって以降も流れていたこ とを示している。大溝 SD2001が埋没し、

逃げ場のなくなった周囲の雨水が、高まりとなっていた土塁の周囲に沿って、溜池へと流入していた痕

跡とみてよいであろう。
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第3章中世~近世

SR1001 (図 156・157、図版52)

l区の西端に位置する河川である。調査区北端から33mの長さで主に東岸部分が確認されてお り、

南へ向かつで流れる。西側には、現在の道路と 「荒巻川」と呼ばれる河川が位置しており、大部分が調

査区外となっている。

深さは検出面から平均 1m程で、 底部は一定せず凹凸が激しい。内部には、砂や砂を多く含む暗褐色

土が堆積している。 15世紀には調査区北端から約 50mの場所に、溝SD1001が取り付けられている。

全体の規模や経路については不明な点が多いが、道路と川を挟んだ5区では検出されていないことから、

幅に関しては6m以内で、あるとみてよい。

検出された範囲が狭いこと もあり、 出土遺物は多くない。 1431-1438は、下層から出土した山茶碗

である。周辺の溝などと同様に、いずれも渥美湖西産の製品で、大半がE期のものとなっている。1442

は常滑産の片口鉢である。15世紀のもので、 下層から出土している。 1439-1441は、中層から出土し

た山茶碗である。 中層からは、図化したものの他に16世紀の瀬戸美濃産の播鉢も出土している。1443

と1444は丸瓦である。いずれも広端部の破片であ り、広端面と凹面には離れ砂が付着する。 1443は下層、
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4. i可;11

1444は上層から出土している。

これらの遺物から、 SR1001は15世紀代にはこの位置を流れていたことがわかる。これは、 SRlO01

から水を引き込むために掘られたとみられる溝SDlO01の年代とも矛盾はない。また、 「荒巻川」の存

在から、その後現在に至るまで、 SR1001はほぼ同じ経路を流れていたものと推測される。

ただし、今回の調査では河川の中央部分については未調査であり、実際にはもっと深い可能性も想定

できる。そのため、検出された範囲における「下層」が、 SR1001の最下層の堆積とは言い切れない側

面があり、河川のはじまりの年代については明確にし得ない。

「荒巻川Jの上流は、現在「谷ノ奥池Jとなっている谷部にあたる。同じ谷部に源流があるとみられ

る河川跡は、約 150m西側の寺海土遺跡、で、も検出されている。寺海土遺跡については、今後整理作業を

行い報告書を刊行する予定であるが、調査時の所見等からみると、寺海土遺跡の河川の方が先行するよ

うである。この河川の変選については、 今後寺海土遺跡における検討を踏まえ、あわせて検討する必要

があろ う。
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分類・場立 口径(岨]車径(唖)釜高(圃)高台径(慣) 残存寧

(11.4) 3.1 口IJ-体部 1/4

15.2 3.2 口縁~夫弁2/3

(15.0) ロ"111/9 外面自然柚

(9.4) 体留~底値 1/6

6.9 底部のみ 内面自然柚

口揖~体部 1/20

底部のみ

口縁~底橿 1/14

ロ暢~体自s1/10 

口偏趨 1/18

目録~庫甑 1ノ10

日銀~底1111/3

口組部 1/26

口組節 1/12

体部 1/4

口組邸 1/10

貫井8111/5

体部 1/8

庫笛 1/4

口線~体母 1/4

口It-体部 1/4

底値目み 適け掛け

底部 1/2

底部のみ

ロ.8111/9

iI:!1I! 1/4 

口繊簡 1/20
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体部~底値↑/8 ? 
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口疎留 1114
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口組邸 1/8
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IIl1! 1/4 
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休部~底部 1/2
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口縁部 1/6
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口縁部 1/24

口a邸 1ノ18
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凹 1

E 

週聾滅菌

週貧湖西

週発湖西

温鍵湖西

署貨湖面

温鍵湖西

週鍵湖西

遁鍵湖西

週艶湖西

週貸湖西

書貸湖西

週黄湖西

遁聾湖芭

温鍵湖西

温藷湖西

連舞湖西

週蝿湖面

温鑓湖面

温鍵湖西

署健湖西

iI鍵湖西

浬費湖西

湿黄湖西

週費湖笛

週質湖西

湿糞湖西

湿健湖西

漕糞湖西

i圃糞湖西

週健湖西

温糞湖西

週鍵湖西

遭黄湖西

温健湖西

遭鍵湖面

間宮

産地

(19.8) 

(18.6) 

内面 自然柚

自然柚

内面 ー自然柚

外面・自然軸

(10.2) 

(6.4) 

2.2 

5.0 

(7.1) 

(15.0) 

(15.6) 

(14.4) 

(14.2) 

(14.3) 

(16.3) 

(16.7) 

(13.2) 

(14.9) 

(15.4) 

週鍵湖西

壇賞湖西

温黄湖面i.鍵湖西

理費湖西

温蝿湖西

温貧湖西

酒黄湖面

温費湖西i.鍵瑚西

2
3柑

壷

鉢

時

時

耳

皿

血

皿

聖

書

碗

暗

唱

桝

坪

鉢

碗

碗

焼

碗

備

横

倒

磁

臨

調

砲

鴫

碗

限

腕

院

碗

碗

泣

沈

判

明

皿

珂

坪

磁

碗

椀

鵠

碗

破

:

:

:

碗

品

開

血

血

皿

血

血

?

建

耳

時

慎

重

:

:

砲

砲

碗

碗

礎

圃

地 温繍 名 E位 橿.
942 SR8∞1 1¥{眉 須車器

943 SR8∞1 1¥{眉 須車種

944 SR8∞1 1¥{膚 須車鑓

945 SR8001 1¥{眉 須車器

946 SR8∞1 1¥{眉 須車器

947 SR8001 1¥{眉 土鍋縛

948 SR8001 I¥{" 土踊総

949 SR8∞1 1¥{眉 土偏麗

950 SR8∞1 I¥{" 土舗舘

951 SR8001 1¥{眉 土鍋思

952 SR8001 1¥{唐 土師器

953 SR8001 "置 土師録

954 SR8∞1 1¥{眉 土師器

955 SR8∞1 I¥{" 土舗穆

956 SR800 1 "唐 使柚陶器

957 S問∞1 m眉 須恵"

958 SR8001 田層 型車器

959 SR8001 困層 須車盤

960 SR8∞1 田唐 土師語

961 SR8001 困層 土舗器

962 SR8∞3 田膚 灰柚陶器

963 SR8∞1 田園 仮軸間鍵

964 SR8001 皿眉 灰輪関器

965 SR8001 田圃 灰柚陶魅

966 SR8∞1 田園 山車碗

967 SR8∞1 m.. 山軍碗

968 SR8白羽 田眉 山帯同

969 SR8001 m.. 山軍情

970 SR8∞1 田膚 山華碗

971 SR8∞1 田園 山葺碗

972 SR8∞1 皿唐 山軍備

973 SR8001 m唐 山華砲

974 SR8001 困層 山事情

975 SR8∞1 m眉 山軍碗

976 SR8∞1 田唐 山高碗

977 SR8∞1 m眉 山事情

978 SROOOl 皿唐 山軍圃

979 SR8001 m眉 山軍碗

980 SR8001 町厨 山高碗

981 SR8∞1 m膚 山軍碕

982 SR8001 田置 山高硯

983 S円8001 田眉 山葺磁

984 SR8001 困層 中世同総

985 SR8001 皿膚 中世間信

986 SR8001 m. 土舗置土器

1082 .膨施股禍第土 須車曇

1083 .1修施股情鑓土 型車器

1084 .1修施陸梅寮土 山軍硯

1085 .摩施股柵聾士 山華麗

1086 値燦範段構築土 山高碗

1087 .摩絹敏禍簿土 山華健

1088 .揮鈍盤情纂土 山藁襖

1089 臨海施段柵纂土 山華碗

1090 ・揮施舷情聾土 山藁鴨

川91 瞳膨拘盤情諸土 山車砲

1092 .1修施殴』圏第土 山事慎

1伺 3 血縁施館情掻士 山事境

1094 .1修鈍殴情事土 山軍磁

1095 園修掩殴 f再構土 山軍砲

1096 置摩施殴情事土 山帯硯

1097 層厳施殴綱接士 山葺鶴

1098 .岸諸殴』肩書E土 山藁槙

1099 贋摩施段偶輔土 質島問也

1100 .摩施Ii梱察土 土師置土器

1101 ..施殴燭聾土 土鍋慣土器

';102 .摩諸般 t肩書置土土師置土鑓

1103 箇障路盤情植土土師置土器

1104 ..施殴構第土土樋置土韓

1105 箇摩施位栂聾土 土踊置土器

'1106 SR8∞1 II眉 須車器

1107 SR8001 II層 須車器

1108 SR8001 II層 須車盤

1109 SR8001 II層 調車髭

1110 SR8∞1 II膚 灰楢鴎器

1111 SR8∞1 II膚 灰柚陶器

i"112 SR8001 11植 山華砲

1113 SR8001 II唐 山華磁

1114 SR8001 II眉 山藁磁

1115 SR8001 II層 山高慢

1116 SR8∞1 II膚 山軍砲

'1117 SR8001 llll 山華碗

1118 SR8001 II膚 山華碗

1119 SR8∞1 II庸 山事院

1120 SR8∞1 II層 山茶碗

1 121 SR8001 II膚 山事碗

表 14
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表 15 河川出土土器・陶磁器観察表 (2)

地 温柵名 層位 橿麺 容易 産地 分麹 ・櫨式 口密(岨】底笹(咽)醤高(閣)高台径<0・1 捜存車

1122 SR8001 n眉 山華砲

11 23 SR8001 n眉 山茶硯

1124 SR8001 n唐 山革磁

1125 SR8001 n唐 山軍璃

1126 S問∞1 n唐 山革調

1127 SR8001 II層 山革碗

1128 SR8001 n唐 山斎碗

1129 SR自001 II膚 山軍璃

1130 S内8001 n唐 山華南

刊 31 SR8001 n唐 山菜磁

1132 SR8001 n唐 山軍砲

1133 SR8∞1 n眉 山車礎

1134 SR8001 III..'! 山軍碗

1135 SR8001 n. 山軍備

1'，36 SR800< n層 山軍備

1137 SR8001 II層 山華燭

1138 SR8001 n唐 山軍硯

1139 SR8001 II眉 山軍砲

1140 SR8∞1 n層 山事硯

i 141 SR8001 n眉 山F軽視
1142 SR8001 n層 山高磁

1143 SR8001 n膚 山高硯

什 44 SR8001 n曙 山軍慎

1145 SR8001 n眉 山軍鶴

1146 SR8∞1 n眉 山事情

i 147 SR8001 n層 山高鴎

1148 SR8001 n"， 山葺健

1149 SR8001 n置 山軍碗

1150 SR8001 n膚 山車砲

1151 SR8001 n膚 山藁枝

1152 SR8∞1 n眉 山事碗

1153 SR8001 n. 山菜碕

1154 SR8∞1 n眉 山軍副

1155 SR8001 n眉 山軍磁

1156 SR8001 n. 山華院

1157 SR8001 n!l 山華碗

1158 SR8001 n!l 山葺砲

1159 SR8001 n眉 山車砲

1160 SR8001 n眉 山葺硯

1161 SR8∞1 n!l 山書院

1162 S問∞1 n眉 山藁砲

1163 SR8001 II眉 山事碗

1164 SR8001 n!l 山高碕

1165 SR8001 II層 山華碗

1166 SR8∞1 n眉 山華院

1167 SR8001 n眉 山軍砲

1168 SR8001 n唐 山事硯

1169 SR8001 n!l 山事砲

1170 SR8001 n!l 山軍情

1171 SR8001 n眉 山華硯

1172 SR8∞1 n眉 山軍備

1173 SR800 1 n眉 山事院

1174 SR8口01 n. 山高視

11 75 SR8001 n!l 山事磁

1176 SR8∞1 n!l 山莱慎

1177 SRB∞1 n圃 山革碗

1178 SR8∞1 n園 山事破

1179 SR8001 n膚 山事砲

1'180 SR8001 n!i 山軍碗

1181 SR8001 n!l 山華鴨

1182 SR8∞1 n眉 山軍髄

1183 SR8∞1 n. 山軍砲

1184 SR8001 n!l 中世陶器

1185 SR8001 n層 中世間鑓

1186 SR8001 II居 中世燭If

1187 SR8∞1 rr直 中世間器
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1188 SR8∞1 n!l 中世胞器 片口鉢 知多

1189 SR8001 rr!l 中世陶器 小型畳 温費 (13.0) 

1190 SR8001 JI車中世 陶器 壷 壇賞

1191 SR8001 ll!l 貿島問趨 膏俗砲 情車需果 日1甥 (13_9) 

1192 SR8∞1 [庫 施柏陶器 桶付片口 調戸輿温 後期 1-rr (18.6) 

1193 SR8∞1 買層 施軸陶器 活信 古志戸畠 (27.4) 

1194 SR8∞1 [庖 中世陶器 聾 常珊 10型式 (37，7) 

1195 SR8001 rr属 施穂陶器 直銀大皿 古車戸呂 (26-4) 

1196 SR8001 n!l 土師置土器 血 非ロクロ 8-4 

1197 SR8∞1 n唐 土舗置土器 皿 非ロクロ (9.2) 

1198 SR8∞1 n眉 土偏置土器 血

1199 SR8∞1 [膚 土師置土器 血

12∞SR8∞1 nc 土鍋置土器 皿

1201 SR自∞1 n膚土師置土器 血

1202 SR8∞1 n唐土鍋置土糧 皿

1203 S問∞1 n.土師置土鵠 血

1204 SR8∞1 n!l土舗置土器 血

1205 S問∞1 II眉土師置土銭 皿

1206 SR8∞1 II唐土踊置土密 皿
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務ロク口 (10，6) (4.4) 

非ロヲ口 (10，7) (3，0) 3.4 

非ロク口 112，0) (42) 2.7 

非ロク口 (12，9) (5，6、
非ロク口 (1L6) 

麹サf
 

甥

費ブJ
 +。/

 

自

白

自

白

白

自

由

自

由

自

自

民

自

由

自

由

自

自

由

自

白

自

白

自

白

自

由

自

白

白

白

自

白

自

由

自

由

自

白

白

自

由

自

白

自

由

自

白

自

白

自

白

白

自

由

自

白

白

白

白

自

由

自

白

白

灰

白

白

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

配

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

反

戻

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

反

灰

灰

灰

灰

灰

反

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

皮

灰

灰

灰

灰

灰

費

灰

灰

柚

軸

軸

軸

柚

柚

輸

相

柚

輸

相

輪

柚

柚

mm

然

然

岡

山

剛

山

黙

然

気

然

然

然

然

然

然

向

日

目

白

回

向

関

自

国

白

回

向

闘

白

岡

白

回

向

回

白

国

自

国

自

国

向

ロ

自

国

・

・

櫓

輪

薗

画

面

細

菌

画

面

画

面

面

画

面

画

面

悠

然

面

歯

肉

内

内

自

内

向

内

内

内

内

内

内

内

内

自

白

内

膏

内

4

3

2

3

4

8

6

1

4

4

4

8

3

 

/

/

/

/

/

/

ノ

/

/

/

/

/

η〆
』

'ι
噌t

イ
1

・・
'
e

・e
・-

噌'
・1

，
，
，
，
ヲ'

喝

マ

郡

都

留

g
g
g

部
昌
国
部
曲
面

市

g

g

g
庁川

部

パ

1

・h
3

2

3

4
川
川
み
々
川
み
阿
川
内
川
河
川

4

3
刈
み
内
川
み
川
川
川
川
底
冷
み
々
々
川
川
川
み

6

4

み

み

み

底

底

河

川

4

2

2

み

3

2

3

4

川
川
底
車
庫

2

4
惨

体

体

底

み

み

2

3
み

み

1

E
底
的
川
底

1

E

1

邸
園
田

1

1

1

1

1

の

1

1

の

1

2

2

V

釘

3

の

ー
の

1

1

~

2

町

1

1

3

1

の

V

V

の
の
の

~

~

2

3

1

V

の
U

V

-

1

-

~

~

~

v

v

~

~
~

~
の
の
打

釘
の
の
部

~

~

1

~
邸

~
曲面

縁

揖

部

部

留

留

g

g
価

値

留

留

郡

部

留

g
g
g
留

信

g
g
傷

部

部

部

g
g
部

都

留

錫

包

値

包

部

留

都

留

都

留

包

留

信

部

都

留

郡

島

健

都

留

揖

繊

緑

雌

随

郡

部

信

部

部

揖

創

部

留

g
a
邸

栂

口

口

車

庫

E

E

E

E

底

庫

車

車

庫

底

直

車

庫

底

車

庫

E
車

体

車

庫

底

車

産

車

産

底

車

庫

底

車

体

体

E

E

E

E

車

庫

E

E

E

底

体

体

口

底

底

口

口

口

口

底

底

底

底

鹿

底

口

問

廟

底

胴

口

胴

口

、F

a
u
A
-ー
の

o

n
u

3

3

4

7

0

7

0

0

0

6

1

0

5

0

8

1

7

3

0

0

5

0

5

t

O

9

2

1

8

6

5

9

6

2

1

0

5

6

2

8

3

ア

0

4

B

7

5

8

6

7

7

7

6

1

7

7

7

7

6

7

7

6

7

6

6

5

6

7

8

6

7

6

7

7

6

6

6

6

7

6

5

7

7

6

6

5

6

6

6

6

6

7

σ

け
叩

ロ
ロ

(

(

(

(

(

(

(

{

[

(

(

{

(

{

(

(

(

(

(

{

(

(

{

 

婚事

5，1 

1-6 

'1.7 

ロ緑~体8!1/14 

口縁部 1/13

ロ縁笛 1/20

口線鶴 1/24 銅

口錬~軍部3/4

口縁部 1/12

ロ.-車也1/2

底郵のみ

ロ.-車産s1/日

ロ錫甑1パ2

日銀~底包 1/6

ロ縁~底値 1/4

ロ・~軍部 1/4

口線~底鼠 1/4

口.8111/4

白

同

合

固

白

凶

白

凶

内

国

白

目

白

H

白
M

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰自

慢

灰褐/灰白

にぷい惜色/罪褐

灰白

灰白

理費喧

色圃

4， i可;11

.* 

蛾付着

内面に風色物付罰

内面に鳳色物付着

内面に鳳色物

墨書 「三j

•• r得米1
•• rコJ

•• r十j

鋪彊#文

171 



第3章中世~近世

表 16 河川出土土器・陶磁器観察表 (3)

地 温禍名 層住 種酒 曇酒 蔵地 骨1lI.1J式 口径(圃)車種{圃)倍高 (0・)高台径(咽) 残存率

1207 SR8∞3 

1208 SR8001 

1209 SR8001 

1210 SR8001 

1211 SR8001 

1212 SR8001 

1213 SR8001 

1214 SR8001 

1215 SR8001 

1216 SR8001 

1217 SR8001 

1218 SR8001 

1219 SR8001 

1220 SR8001 

1250 SR8001 

1251 SR8001 

1252 SR8001 

1253 SR8001 

1254 SR8001 

1255 SR8001 

1256 SR8001 

1257 SR8001 

1258 SR8001 

1259 SR8001 

1260 SR8001 

1261 SR8001 

1262 SR8001 

1263 SR8001 

1264 SR8001 

1265 SR8001 

1266 SR8001 

1267 SR8001 

1268 SR8001 

1269 SR8001 

1270 SR8001 

1271 SR8001 

1272 SR8001 

1273 SR8001 

1274 SR8001 

1275 SR8001 

1276 SR8001 

1277 SR8001 

1278 SR8001 

1279 SR8001 

1280 SR8001 

1281 SR8001 

1282 SR8001 

1283 SR8001 

1284 SR8001 

1285 SR8001 

12日6 SR8001 

1287 SR8臼)1

1288 SR8001 

1289 SR8001 

1280 SR8001 

12由1 SR8001 

1292 SR8001 

1293 SR8001 

1294 SR8001 

12宮5 SR8001 

1296 SR8001 

1297 SR8001 

1298 SR8001 

1299 SR8001 

13∞ SR8001 

1301 SR8001 

1302 SR8001 

1303 SR8001 

1304 SR8001 

1305 SR8001 

1306 SR8001 

1307 SR8001 

1308 SR8001 

1309 SR8001 

1310 SR8001 

1311 SR8001 

1312 SR8001 

1313 SR8001 

1314 SR8001 

1315 SR8001 

1316 SR8001 

1317 SR8001 

1318 SR8001 

1319 SR8001 

1320 SR8001 

172 

n.土師置土語 皿

E膚 土師置土器 皿

n~ 土踊置土鍵 皿n.土師置土器 血

E唐 土師置土濁 m n.土師賀土器 皿

E層 土師置土器 皿

E唐 土筒置土器 血n. 土舗置土器 用"鍋

E唐 土偏置土舘 内耳鍋n. 土師賀土舘 内耳鍋

E眉 土師置土器 内耳鍋

E眉 土樋置土縛 内耳鍋

E唐 土師置土器 羽釜!. 山葺砲 碗r. W革協 硯

I眉 山葺碗 備

I膚 山藁硯 磁

I眉 山高嶋 硯r. 山軍硯 碕

lFロクロ 110.9) 

草Eロクロ 111.6) 

非ロク口 110.5) 

事Eロクロ (10.3) 

，~ロクロ (13.0) 

非口クロ (13.0) 

非ロクロ (11.6) 

非ロクロ (12.4) 

温糞湖西i.艶湖西

置費湖西

知多

内・形 (19.0) 

くの字形 (20.4) 

くの字形 (18.8) 

〈の字形 (17.5) 

内骨形 (23.0) 

(14.6) 

rr (14.8) 

(16.0) 

(16.0) 

置費湖西 (13.6) 

温糞湖西 国一 1 (14.5) 

B
m
a
q
句

お

η
町

制

創

的

匂

副

叫

川

町

円

円

mm司
町

町

6

川

崎

町

山
叫
山
川
市
叫
刈
刷

同

川

同

川

川

川

σ
仰

の

ゆ

mw

問

問

問

四

日

剛

山

由

儲

旧

日

ゆ

川

川

山
M
M
川
山
山
山
山
川

1

1

式

4

9

9

9

古

古

形

形

形

形

形

形

S

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

コ

1

1

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

E

~

~

~

~

W

V

E輔
君

頭

頚

宇

宇

字

宇

字

字

H

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

に

ト

ト

沼

ト

ト

よ

t
t
t
tト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

E
棚

U

U

U

都

側

量

棚

田

町

田

町

3
3ゆ

ω
晴

制

抑

制

抑

制

抑

制

抑

制

知

的

西

函

函

西

高

西

西

函

酉

酉

西

酉

西

西

高

画

西

酋

函

西

酒

酉

西

高

温

海

轟

週

遭

遇

温

混

濁

呂

温

高

高

畢

系

湖

湖

湖

湖

湖

調

潮

瀬

湖

湖

多

湖

週

湖

湖

湖

滞

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

遭

湖

湖

蝿

惜

惜

揖

揖

艶

前

韓

聾

揖

戸

戸

黄

寓

寝

鷲

寓

質
量
R

・R

・R
-
R
車

艶

健

鍵

貸

知

黄

買

英

首

買

値

買

鍾

R
-
R
鍵

貸

艶

鍵

糞

貧

貨

車

損

鍵

戸

e

一
一
戸
戸

戸

鹿

戸

戸

戸

志

満

戸

-m-m・
用
車

温

温

適

温

遭

遇

遭

遇

適

温

温

週

連

漕

遭

遇

温

温

週

遭

遇

濁

週

週

濁

軍

軍

潮

漏

源

調

漏

溜

古

温

情

摘

.

.

 

碗

碕

回

血

事

椀

砲

砲

砲

鍋

蛾

鍋

鍋

銘

輔

副

柑

劃

碗

碗

磁

槙

碗

鴫

砲

砲

棋

倒

抽

曙

碗

碗

碗

碗

破

碗

硯

槻

碗

砲

観

圃

碗

碗

碗

皿

皿

華

碗

磁

高

中

備

砲

碗

短

深

酒

脳

陣

T
腕

磁

磁

闘

耳

耳

耳

耳

耳

耳

耳

量

皿

皿

血

皿

皿

皿

皿

肥

血

血

血

小

小

小

呂

田

小

由

花

縁

盤

溜

煙

筒

削

膏

膏

前

内

内

内

内

内

内

内

羽

天

天

折

鶴

器

曇

器

緯

器

鱒

器

器

器

器

器

稽

器

器

M
E

器

曇

器

市
環
境
岬
判
明
嶋
崎
明
域
判
明
岬
判
明
嶋
崎
嶋
崎
峨
峨
峨
指
忠
誠
一
一
誠
一
一
盟
諸
説
説
明
時
設
立
説
明
時
説
明
地
主
業
時

E
'
E
E
E
-
-
'
E
層

圏

E

E

E
層

麿

晒

眉

置

置

眉

E

・E

.

，E
膚

眉

眉

眉

層

圏

眉

層

愚

膚

'

層

廓

膚

層

圏

膚

層

圏

直

周

m
m層
圏

層

膚

眉

圃

膚

膚

膚

層

膚

膚

眉

層

圏

I

I

I

-

I

I

I

-

I

I

I

-

-

I

I

I

I

-

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

-

I

I

I

I

I

-

I

I

I

I

-

I

I

I

I

I

I

-

-

-

(24.6) 

(4.0) 

(4.0) 

3.8 

4.3 

(8.8) 

111.5) 

111.4) 

3.5 

(9.9) 

(4.6) 

(4.4) 

稲葉 色飼 -曹

2.9 ロ揖~底値 1/4 灰白

口縁部 1/12 灰白

口白血部 1/10 灰白

口纏部 ?晴 海費担

口鋸1111/10 灰白

日銀笛 1ノ8 灰白

口縁部 1/9 灰白

ロ縁起 1/5 !1i自

ロ.1111/16 

ロ.-肩節 1/6

ロ縁留 1/14

ロ.111/24

口.i!II1/1O

にぷい貴慣 外面に爆付置

にぷい費慣

lこぶし、青檀 外面に爆付置

灰白

にぷい慣慣 外面に様付量

にぷい慣橿

灰白

灰白

ロ縁~羽薗 1/40

4.6 

ロ縁部 1/20

(5.9) 口縁-~i!II 1 /1O自然軸

4.9 

ロ縁部 1ノ20 灰白

口縁部 1/6 灰白

ロ縁部 1/10 灰白

ロ縁部 1ノ20 内面 ・自然柚 灰白

5.7 ロ・~底部 1/2 灰白

ロ.i!II1/8 灰白

ロ.1111/6 灰白

口縁語 1/12 自然柚 灰白

口組極 1/14 灰白

口縁趣 1/4 灰白

(7.6) 底留 1/4

(6.8) 底部 1/3

(8.7) 車種 1/6

7.0 底部のみ

内面自然軸 反白

内面自然輸 灰白

灰白

明禍灰 被勲

J
 

E
 --

灰

白

白

膏

自

白

白

白

自

由

自

由

灰

白

白

灰

灰

明

灰

灰

灰

灰

灰

灰

皮

灰

費

灰

灰

柚

馳

柚

柚

軸

然

然

然

然

然

食

回

自

国

自

国

自

国

白

回

画

面

画

面

薗

内

内

内

向

円

部

み

み

々

々

々

み

川

底

々

み

河川

み

刈

み

の

の

1

1

1

の

1

~

ー

の

ー

の

ー

の

薗

部

g
g
留

邸

部

g
都

留

餌

部

郡

部

E
底

E
E
E
底

車

体

底

直

底

鹿

E

E

4

0

6

4

2

9

0

7

0

3

0

1

6

5
 

6

7

6

6

7

5

7

6

6

6

7

7

7

6
 

2.2 

7.0 底部のみ

(4.6) 底部 1/2

医師 1/3

日銀~底1111/16 自然袖

口組~修部 1ノ8

口線~体部 1/8

(4.0) 11:邸 1/4

4.3 底部のみ

ロ緑~悼留 1/3

3.6 底部のみ

天自軸ノ原白

灰白

灰白

貫目軸/灰白

明録灰/灰白 典型絵

風褐/灰白

灰白 高台纏部究摘

灰白/オリーブ賞

圃褐/灰白 畳書 roよ曹山占」

灰白

灰

灰白 軍曹 「万j

灰白

1!1I1/6 

(8.2) 底部 1/3

体節~底部

ロ縁~体餌 1/14

E趨 1/3

風館~底部 1/14

Jli!II-底1111/8 

オリーブ費/灰白

にぷい費樋

褐灰/灰白

にぷい禍/灰自

費灰

オリープ灰/灰白 彊多字文

明録灰/灰白

オリーブ灰/灰白車弁主

灰オリーブ/灰白

口保留 1/16

ロ細部 1/22 青盛

4.6 底留のみ 膏磁

体部一部 膏磁

体部一部 膏盛

口線鶴 1/24

ロ.111/12

灰白

灰白 部面に健付着

ロ.1111/12 1ニシい貴僧

白書量部 1/14

口縁部 1/20

口組陣 1/22

白
同

.

照

合

固

灰

淡

灰
外面に娘付薗

外面に娘付曽

日銀111/20 灰白

羽鶴 117 決膏 外面に娘付着

2.1 

ロ縁部 1/12 灰白

口組~底部 1/3 灰白

口縁起 1/12 灰白

日銀~底留 1/7 反自

口信~底部 1/20 にぷい檀

灰白

灰白

傑付鑓口組包 1ノ4

口a鼠 1/8

慣置

檀

い

白

自

費

ぷ

灰

灰

洩

にo
 

n
O
4斗

弓
l

/

/

/

!

 

1

1

1

2
 

留

包

部

v

a
a
a
包

口

口

口

直



表 17 河川出土土器・陶磁器観察表 (4) 

岨 ;.帰宅 圃位 種規 器橿 産地 骨 彊 祖 式 口径{咽)鹿径(圃)盤高 (c・)高台径{圃) 慢得車

1321 SR8∞1 II! 土師置土語 m 

1 322 SR8001 1膚 土師圃土審 血

1323 SR8001 1眉 土舗置土揖 皿

1324 SR8001 !Jl1 土師置土器 血

1325 SR8001 1置 土踊置土器 皿

1326 SR8001 1置 土鍋置土器 血

1327 SR8001 111 土師置土器 皿

1328 SR8∞1 1膚 土師置土審 皿

1329 SR8001 1眉 土師置土器 血

1330 SR8001 1 11 土踊置土樟 血

1331 SR8001 1置 土師置土器 皿

1332 SR8001 1膚 土踊置土器J rm 
1333 SR8001 

1334 SR8001 

1335 SR呂001

1336 SR8001 

1337 SR8001 

1338 SR8001 

1339 SR8001 
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中世~近世第3章

掘立柱建物

中世を中心とした時期の掘立柱建物跡は調査区のほぼ全域で発見されているが、いくつかの群を構成

している傾向がある。図 158に示したように、その建物群を I-V群としてまとめ、記述を進めたい。

5. 

E群

6 回

掘立柱建物群 (中世~近世)
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5.掘立柱建物

(l) 1群の掘立柱建物

l 区~2 区にかけての掘立柱建物群で、 SH1001 ・ SH1002 . SH1003 . SH1004 . SH2001 . SH2004が

該当する。出土遺物や建物の方向性から、 SH1001・1004・2002は12~ 13世紀代、 SH1002・1003・

2002 は 15 世紀後半~ 16世紀代の建物とみられる。SH1001・1004・2002は、大溝及び土塁による方形

区画の西側に配された建物群と考え られる。 SH1002・1003・2002は、クランク状に屈曲する SD1001

によって南側と西側、またこの時期まで浅く残存していたとみられる大溝によって東側が区画された屋

敷地であったと考えられる。

SH1001 (図 159・160)

l区北部の C4区に位置する。南北 l問、東西2聞の側柱建物で、建物規模は梁行 2.75m、桁行3.9

mで、ある。南北方向の軸がN-r-wの南北棟である。柱聞は桁行が1.95mの等間となっている。柱

痕跡は確認されておらず、柱穴掘方の平面形状はほぼ円形であった。 その規模は直径が0.25~ 0.35 m、

Pl P4 

『ミコ乙--，L

P2 P5 

P3 P6 

SH1001 

。 (1: 50) 2m 

図 160 SH1001実測図
し=52.8m
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第3i空中世~近世

深さが0.05-0.10 mで、ある。出土遺物は皆無であるが、南側及び東側に展開する SH1004、SH2002と

ほぼ同様の建物方向であることから、一連の建物群と考えられ、同時期の遺構と推定される。

SH1002 (図 159・161)

l区中央部のD4区に位置する。南北 l問、東西2聞の側柱建物で、 l辺4.6mの正方形の平面形を

持ち、北辺、南辺ともに柱聞は 2.3mの等聞で、ある。南北方向の軸はN-90
- Wである。北西隅の柱穴

は検出されず、また柱穴内の柱痕も確認されていない。柱穴の平面形はほぼ円形で、直径 0.25-0.44 m、

検出面からの深さは 0.05-0.18 mと、かなり浅い。北側中央の柱穴SP1l65とSD1006に切合いがある

が、新旧関係は不明である。

北東隅の柱穴SP1l46の埋土内底面付近から土師質土器の破片が l点出土している。小片で、はあるが、

16世紀代の非ロクロ成形の皿とみられることから、 遺構の帰属年代はその時期と推定される。

SPl146 

~、c
/
1
¥
 

P3 

SH1002 

。 (1: 50) 2m 

図 161 SH1002実測図 L二52.4m
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5 掘立柱建物

SH1003 (図 159・162・163、図版 45・69)

1区東端のD6区付近に位置し、 SHI004と南西隅が重なるが柱穴の切合いは不明である。梁行 l問、

桁行3聞の側柱建物で、建物規模は梁聞が4.8m 、桁行が6.2mで、ある。南北方向の軸がN-llo-Wと

なる東西棟である。桁行の柱聞は南北ともに、西から 2.0m 、2.1m、2.1mである。6つの柱穴で柱痕

Pl SP1026 

ミミ

.~ι斗~
SP1028 

P3 ~Pl 039 

J 

P4 SP1086 

SH1003 

。 (1: 50) 2m 
L=52.2m 

図 162 SH1003実測図
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第3章中世~近世

又一 「とえ45 に、41d て ?と¥ 7 
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Pl 

図163 SH1003出土遺物

跡が検出されており、柱の直径は 0.18~ 0.28 mで、ある。柱穴の平面形状は SP1039のみ楕円形で、他

は円形である。規模は直径が0.38~ 0.60 m、検出面からの深さは 0.28~ 0.38 mで、ある。

出土遺物は図 163に図示した。 1445から 1449は土師質土器の皿である。 1445から 1448は非ロク ロ

成形品で、 1449はSP1039の掘方埋土底面付近からの出土である。やや厚手で、浅いっくりである。表

面が摩滅しており、調整は確認できない。 1446はSP1086の掘方埋土からの出土である。内面はナデ調整、

外面には指頭痕が確認できる。 1447はSP1026の埋土底面付近からの出土で、口径が 15.5cmと大型品

であるが、摩滅が著しく調整は不明である。 1448はP4の検出面付近からの出土で、口縁部の強いナ

デ調整により 、体部との境が屈曲する特徴がある。 1449はP3から出土したロ クロ成形品で、ほぼ完

形である。口径7.5cmと小型であり、底部外面には糸切痕が顕著に残り、口縁部には煤が付着している。

灯明皿として使用されたものであろう。 1450はP4検出面付近から出土した、 くの字形内耳鍋の口縁

部である。口縁端部を小さく折り返して仕上げられる。 1451はP1埋土内から出土した古瀬戸後町期

並行となる古志戸呂の揺鉢口縁部の破片である。 1452はP3の柱痕跡埋土内から出土した白磁碗の口

縁部破片で、白磁碗V類に分類されよう。体部から口縁端部まで直線的なっくりで、内側には沈線が入

り、柚は薄い。 1452の白磁碗は 12世紀代の遺物であり、前代の遺構からの混入品と考えられる。その

他の遺物の年代観は 15 世紀中葉~ 16世紀後葉で押さえられることから、遺構もその時期に営まれたと

考えられる。

SH1004 (図 159・164、図版45)

l区東部のD5区に位置し、 SH1003と北東隅が重なる。梁行 l問、桁行3聞の側柱建物で、建物規

模は梁行が4.2m、桁行が7.2mで、ある。東西棟で、南北方向の軸はN-50-Wである。柱聞はややぱ

らつきがあり、桁行北側が西から1.8m、2.7m、2.7m、桁行南側が西から 2.1m、2.1m、2.0mで、ある。

柱痕跡が確認されたのは SP1117のみで、柱痕は円形で直径 0.25mで、ある。柱穴の平面形状は円形ある

いは楕円形で、直径 0.25~ 0.50 m、検出面からの深さ 0.15~ 0.30 mを測る。

遺物は SP1091の埋土から出土した土師質土器の皿 (1453)である。口径8目2cmに復元される小型の

非ロクロ成形品で、器壁は厚く、浅いっくりである。 12~ 13世紀代の製品とみられ、遺構の年代を表

すものであろう 。
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中世~近世

SH2001 (図 165・166、図版46)

2区北西隅のC7-8区に位置する。 SH2002の北西に近接する。梁行2問、桁行2聞の側柱建物で、

建物規模は梁行が2.9m 、桁行が5.6mで、ある。南北方向の軸がN-130
- Wとなる東西棟、である。柱聞

は梁間の東側が北からl.4m、l.5m、桁行は南北ともに西から 2.7m、2.9mで、ある。西側の妻柱は検

出されていないため、柱穴は 7つで、西側の柱筋に 0.4m程のず、れがある。柱痕跡は確認されていないが、

北西隅の SP2046では柱穴底面に直径0.20mほどの柱の痕跡とみられる凹みが認められる。柱穴の平面

形はほぼ円形で、直径0.25-0.42 m、検出面からの深さは西側が0.1m程度と浅いが、東側は 0.40-0.50 

mと比較的深くなっている。

遺物は 3ヵ所の柱穴の埋土内から出土している。 1454はSP2045から出土した常滑産の片口鉢で、常

滑5型式にあたる製品であろ う。同 じ埋土からは古瀬戸後期頃の壷か瓶子とみられる小破片も出土して

いる。 1455はSP2049から出土した伊勢鍋で、使用による二次焼成が顕著である。図示 した遺物は 13

世紀代のものであるが、古瀬戸後期製品の存在から、遺構は 14世紀後葉以降の遺構であることは確実

である。やや距離はあるが、SH1003と建物方向が近似するため、同時期となる 15世紀中葉-16世紀

後葉の遺構である可能性が高い。

第3宣告

SH2002 (図 165・167、図版 46)

2区北西隅のD4区に位置する。大溝西辺の西側にあたり、 SH2001の南東に近接する。梁行2問、

桁行3聞の側柱建物である。東西棟で、南北方向の軸はN-60-Wである。建物規模は梁行が3.8m、
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SP2146 

『そコι寸ー

SP2098 

SP2130 

SP2075 ~ 

SP2127 
SP2076 

SH2002 
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マー主「
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~456 (1:3) 10 cm 

図 167 SH2002実測図・出土遺物
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5.掘立柱建物

桁行が6.8m、柱聞は東側の梁行が北から1.8m、2.0m、西側が2.1m、1.7mで、ある。桁行は北側が

西から 2.1m、2.1m、2.6m、南側が西から 2.2m、2.2m、2.4mで‘ある。柱痕跡は検出されていない。

柱穴の平面形は円形または椅円形で、直径は 0.15~ 0.50 m、検出面からの深さは 0.15~ 0.35 mで、ある。

1456はSP2119の埋土内から出土した渥美湖西産の小碗で、口縁部が小さく外反する E期の製品 と

みられる。また SP2119の埋土から出土した査の破片は、大溝 I層から出土した 332(図 65)の渥美窯

産線刻文壷と接合した。この他、 SP2075. SP2076の検出面付近で土師質土器の破片が出土した。遺物

の年代からは、少なくとも 12世紀末葉以降に廃絶したものと考えられる。やや離れた西側に展開する

SHlO01、SH1004と建物方向が近似し、特に SH1004とは北側桁行の軸がほぼ一致するため、これら と

同時期となる可能性が高い。

(2) II群の掘立柱建物

大半が2区に展開し、やや離れた 4区に SH4001がある建物群である。 SH2004. SH2005 . SH2006・

SH2007 . SH2008 . SH2009 . SH4001が該当し、出土遺物から 15~ 16世紀代の建物で構成される。 13

世紀代の大溝とそれに伴う土塁も一部この時期まで残存したと考えられ、また残存土塁の内側にあたる

SD2003が 15~ 16世紀代の溝であるため、 E群建物のある空間はこれらによ って区画された屋敷地と

捉えられる。建物の南北軸は 2~3。西に傾き、 ほほ真北近くを向く SH2004 . SH2006 . SH2008、西

に5~ 80 傾く SH2005. SH2007 . SH4001に分けられ、新旧関係は不明ながらそれぞれ同時期の建物

群と捉えられる。なお、SH2009のみ西に 140 と大きく傾き、他の建物群の軸方向と異なっている。

12 。
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第3章中世~近世

SH2004 (図 168・169)

2区中央部のC11 ~ 12区に位置する。南北2問、東西 l聞の側柱建物で、建物規模は南北4.0m、

東西 3.75mで、ある。南北方向の軸はN-20-Wである。柱聞は西辺が北から 2.0mの等問、東辺が北

から2.1m、1.9mである。柱痕跡は検出されておらず、柱穴の平面形状は円形、あるいは楕円形で、

mz傷後-

SP 22653P2278 

SP2267 SP2282 

SH2004 

放後--修勿言語
。 (1:50) 2m 

L=50.6m ト「ー--; r一一一一→

ヒ=一一一 ごて二二一二 二エ二二 -ミ /'】、 f 一一一一一プ f
、 、~ // 

、¥ー『ー--l.'L一一一一一_/ 14SS 
S P 2265 

(1:3) 10町1

図 169 SH2004実測図・出土遺物
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5 掘立柱建物

北東の柱穴が直径0.19m、検出面からの深さ 0.07mと小さいが、その他は直径 0.30m ~ 0.38 m、深さ

は0.18m ~ 0.24 mである。

遺物は SP2265埋土内の比較的上層から 2点出土した。 1457は土師質土器の皿で、 113が残存する。

非ロクロ成形品で内外面に指頭痕が顕著に残り、内面には板ナデの痕跡も確認できる。 1458は古瀬戸

後町期新段階の卸皿である。二次焼成が顕著であり、破損後に被熱したものと考えられる。これら遺物

は 15 世紀中葉~ 16世紀後葉の範鴫で捉えられるため、遺構も同時期と考えられる。

SH2005 (図 168・170)

2区中央部のC12区に位置する。 SH2004とほぼ同規模である。南北2問、東西l聞の側柱建物で、

一辺が3.7mのほほ正方形の平面形状を呈する建物である。南北方向の軸はN-60-Wである。柱聞は

西辺が北から1.9m、1.8m、東辺が北から1.8m、1.9mで、ある。柱痕跡は検出されておらず、柱穴の

平面形状は円形、あるいは楕円形であった。規模はほぼ同様で、直径 0.30m ~ 0.45 m、検出面からの

SP2288 

SP2274 
3 

q?，，，，， 

ク
ザSP2441

SP2276 

SP2291 

SP2279 
SH2005 

放努級協勿傷後多多
。 (1: 50) 2m 

L=50.5m 

図 170 SH2005実測図
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図 171 SH2006実測図
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5.掘立柱建物

深さは 0.15m ~ 0.28 mである。出土遺物は皆無であるが、隣接する SH2007とほぼ同じ建物軸で並ぶ

ことから、一連の建物であったと推定される。

SH2006 (図 168・171、図版 46)

2区北東部の C12区に位置し、 SH2007と大きく重なる。梁間 2問、桁行3聞の側柱建物で、建物

規模は梁行 4.6m、桁行 7.4mで、ある。南北方向の軸がN-20
- Wの東西棟である。柱聞は梁行の西側

SP2321 

SP2326 

SP2412 
『てマ L_I_

SP2310 

SP2318 

SP2296 
SP2307 。
SH2007 

タ 2三
(1: 50) 2m 

図 172 SH2007実測図 L.=50.4m 
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第3意中世~近世

が北から 2.3m、2.3mの等間で、東側は妻柱が検出されていなし、。桁行の南側は西から 3.7m の等間で、

北側は西から 3.8m、3.6mで、ある。柱痕跡は SP2308で検出されており、その平面形は円形で直径は 0.24

mで‘あった。柱穴の平面形はほぼ円形で、直径0.23-0.52 m、検出面からの深さは 0.15-0.20 mで、ある。

遺物は南西隅の SP2290の埋土から2点出土した。 1459は土師質土器の口縁部破片で釜類と考えら

れるが、摩滅が顕著で詳細は不明である。 1460は二重網手文が描かれた磁器丸碗とみられ、 18世紀前

~中葉頃の肥前産の磁器と推定される。土師質土器の釜類 1459の年代観と周囲の建物との関連から、

SH2006は16世紀代の遺構と考えられる。 1460は近世の遺物であるが、混入品と理解したい。

SH2007 (図 168・172、図版46)

2区北東部のC13区に位置し、 SH2006と大きく重なる。梁行2問、桁行3問の側柱建物で、 建物

規模は梁間 4.0m、桁行6目Omで、ある。南北方向の軸がN-50-Wとなる東西棟である。柱聞は桁行の

北側が東から 2.1m、1.95m、1.95m、南側は南東隅から 2本目の柱穴が検出されていないが、柱間に

あるとすると東から1.8m、2.1m、2.1mとなる。梁行は西側が2.0mの等間となり、東側は妻柱が検出

されていない。柱痕跡は確認されておらず、柱穴の平面形は概ね円形で、直径は 0.26m -0.39 m、深

さは0.24m -0.43 mで、ある。

遺物は SP2321埋土から土師質土器の破片がl点出土している。極めて小片であり、図化することは

できなかったが、胎土などから中世後期の鍋釜類と推定される。ま たSH2007と建物の軸方向が近い周

囲の掘立柱建物SH2004・2006・2008が概ね 15-16世紀代の遺構と捉えられることから、SH2007も

若干の時期差はあるものの、近い時期に営まれた建物であったと考えられる。

SH2008 (図 168・173、図版 46)

2区北東部のB13 -14区に位置し、SH2006及びSH2007に近接する。梁行2問、桁行3聞の側柱建物、

建物規模は梁行5.6m、桁行が6.4mで、ある。南北方向の軸がN-30-Wとなる東西棟である。柱聞は

桁行の北側が西から 2.0m、2.25m、2.15m、南側は西から 2.1m、2.0m、2.3mである。梁行の東側

は北から 2.6m、3.0m、西側の妻柱は検出されていない。また東側の妻柱は 0.50mほど東に外れている。

3ヵ所の柱穴で柱痕跡が検出されており、 その直径は 0.16m -0.18 mで、ある。柱穴の平面形状は円形

で直径 0.34m -0.48 m、深さは 0.18m -0.36 mで、ある。

1461はSP2335埋土内からの出土した土師質土器の皿で、非ロクロ成形によるものである。口縁部が

やや外反し、外面には煤の付着が確認できる。 1462と1463はSP2339から出土した。 1462は埋土内下

層から出土した土師質土器の皿で、非ロクロ成形によるものである。 外面に指頭痕が残り、内面はナデ

による調整が施される。 1463は埋土内上層から出土した土師質土器の鍋で、頚部のみの破片であるが、

くの字形の内耳鍋と推定される。この他SP2345とSP2350から古志戸呂の播鉢、土師質土器鍋の小破

片が出土している。遺物は 15世紀中葉-16世紀後葉頃の年代観が与えられることから、遺構もその時

期に営まれたと推定される。

SH2009 (図 168・174)

2区北東部のC15区に位置し、SH2008に近接する。梁間 l問、桁行3聞の側柱建物で、建物規模は

梁間 2.4m、桁行 3.6mで、ある。東西棟で、南北方向の軸はN-140-Wである。柱聞は桁行の北側で西

から1.2m、1.3m、l.lm、南側では西からl.lm、1.4m、l.lmで、ある。柱穴の平面形は円形で、直

径は 0.23m -0.37 m、深さは 0.12m -0.29 mで、ある。南西隅の SP2364は柱穴下部が扶れており、柱

抜き取りの痕跡と考えられる。柱穴内の柱痕は確認されていない。
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5.掘立柱建物
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図 173 SH2008実測図
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図 174 SH2009実測図

1464はSP2360の埋土底面付近から出土した土師質土器の皿である。ロクロ成形品で、体部が直線的

に立ち上がる特徴を持つ。このほか SP2361とSP2365から土師質土器の破片が出土しているが、図化

することはできなか-った。 遺物の年代観から遺構は 15世紀後半-16世紀前葉のものである可能性が高

¥;、。

SH4001 (図 175)

4区中央のC-D16区に位置する。梁行 l問、桁行2聞の側柱建物で、建物規模は梁行 3.4m、桁行4.3

mで、あった。南北方向の軸がN-80-Wとなる東西棟である。柱聞は桁行が東西側ともに北側から2.2

m、2.1mで、あった。 SP4055を除いて柱痕が確認されており、平面形は円形で、直径0.12-0.16 mで、あっ

た。柱穴もほぼ円形で、直径0.28-0.32 m、検出面からの深さは 0.16-0.2 mとほぼ類似した規模であっ

た。 遺物が出土していないことから、 遺構の時期認定は難しいが、やや離れた西に所在する SH2008な
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5 掘立柱建物

SP4057 SP4054 

SP4058 SP4055 

SP4059 SH4001 SP4056 

。 (1: 50) 2m 

図 175 SH4001実測図
L=49.3m 

どと建物方向が近似することから、同時期のものと推定される。

(3) m群の掘立柱建物

6区に展開する建物群である。 SH6004. SH6005 . SH6006 . SH6007 . SH6008 . SH6010・SH6011・

SH6015が該当する。 15~ 16世紀代に機能した大規模な溝 SD1001の南側に位置し、またF14区付近

で、南に向かつて屈曲する SD1001に西側を区画された屋敷地であった可能性がある。

出土遺物から遺構の年代観はいずれも 15 世紀後半~ 17世紀代の範曙で捉えられ、また建物の南北軸

がほぼ5~ 100 西に振れる点でも共通することから、上記帰属年代の中での同一主体による建替えが

想定できる状況である。建物の配置や重複関係から、 SH6004・SH6007. SH6011 . SH6015の建物群と

SH6005・SH6006.SH6008. SH6010の建物群が抽出され、それぞれ同時期の建物であったと推定したい。
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SH6004 (図 176・177)
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6区南端の 111区に位置する。東西2問、南北 l聞が確認されたが、さらに調査区外となる南方向

へと広がっている可能性がある。建物規模は確認できるところで東西4.2m、南北 2.5mで、南北方向

の輔はN-60-Wである。柱聞は北側が2.lmの等間で、西側が2.5m、東側は 2.l5mで、ある。柱痕跡

は3つの柱穴で確認されてお り、柱痕跡の平面形は円形で、直径 0.18m ~ 0.24 mで、ある。柱穴も円形で、

直径 0.33m ~ 0.44 m、深さは 0.l3m ~ 0.26 m‘である。

SP6155の埋土内から土師質土器などが出土しているが、 いずれも小片で図示は不可能であった。 土

師質土器の破片は外面に煤が濃く付着してお り、くの字形内耳鍋の可能性が高いため、遺構は 15世紀

後半~ 16世紀代に営まれたと考えられる。

SH6005 (図 176・178、図版 47)

6区中央のG11 ~ 12区に位置し、 E群建物群のやや離れた北東側にある。梁行 l問、桁行3間の側

柱建物で、建物規模は梁行 3.2m、桁行 5.5mで、ある。南北方向の軸がN-20
- Wとなる東西棟である。

桁行北側の柱聞は西から1.8m、1.9m、1.8m、南側は西から1.8m、1.9m、1.8mとほぼ同様の数値を示す。

柱痕跡、は全ての柱穴で確認され、いずれも平面形は円形で、直径は 0.16~ 0.l8 mで、ある。柱穴も平面

形は円形で、直径0.26~ 0.40 m、検出面からの深さは O.l~ 0.2 mを測る。遺物は出土していないが、

南側のSH6006やSH6008などの建物群に近接し、建物方向もほぼ一致することから、これら建物群と

同時期の遺構と判断される。
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5 掘立柱建物

絡協修復後タ修復多

SP6155 SP6156 

。
~P6332 SP6153 

調査区外

SH6004 

。 (1: 50) 2m 
Lニ49.6m

図 177 SH6004実測図

SH6006 (図 176・179、図版 47・69)

6区中央のG12区にあり、 E群建物群の最も北側に位置する。梁行2問、桁行3聞の側柱建物で、

建物規模は梁行3.6m、桁行 5.6mで、ある。南北方向の軸がN-80-Wとなる南北棟である。柱聞は梁

行南側で西から1.5m、2.1mで、ある。梁行北側では妻柱が検出されなかった。 桁行西側と桁行東側は

北から 2.0m、1.8m、1.8mで‘ある。柱痕跡はすべての柱穴で確認された。柱痕跡、の平面形は円形で、

直径はな16m~ 0.22 mで、ある。柱穴の平面形も円形で、直径は 0.32m ~ 0.51 m、深さは南側の妻柱が0.43

mとやや深く、その他は 0.25m ~ 0.38 mで、 0.35m前後のものが最も多い。

1465はSP6259から 出土した土師質土器の皿である。柱痕跡の埋土から出土しており、隣接する

SP6260から出土した皿との接合が確認された。ロクロ成形品で、体部は直線的に立ち上がり、底部外

面には糸切り痕が明瞭に残る。 1465が 16世紀中葉~後葉の所産と推定されることから、遺構の帰属年

代もその時期と考えられる。

SH6007 (図 176・180、図版 47)

6区中央のH12区に位置し、 SH6008とは全体が重なる。梁行2問、桁行4聞の側柱建物で、建物

規模は梁行 4.8m、桁行 8.0mで、ある。南北方向の軸がN-70
- Wとなる東西棟である。柱聞は桁行北
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被級協勿後m
。 (1: 50) 2m 

L=50.0m 

図 178 SH6005実測図

側が西から2.2m、1.6m、2.4m、1.8m、桁行南側が西から1.9m、1.8m、2.0m、2.3mで、ある。梁

関西側が北から 2.5m、2.3m、梁関東側が北から 2.7m、2.1mで、ある。柱痕跡は 7ヵ所の柱穴で確認

された。柱痕跡の平面形は全て円形で、直径は 0.18m~ 0.26 mで、ある。柱穴は全てほぼ円形で、直径0.28

m~ 0.40 m、深さは 0.12m~ 0.53 mとぱらつきが大きい。

1466はSP6242の掘方埋土から出土した土師質土器の皿である。非ロクロ成形品で、体部から口縁部

にかけて強く内湾する。 1467はSP6262の埋土から出土した土師質土器の皿である。ロクロ成形品で底

部外面に糸切痕がみられる。これら出土遺物は 16世紀後半~ 17世紀前葉の所産と推定されることから、
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5 掘立柱建物

経後-修物存協

SP6194 SP6193 

SP6196 
SP6195 

SP6235 SP6237 

SP6239 

SP6259 
SP6248 SH6006 

級協務型JlBl)7J
L二49.8m ~ (1: 50) 2m 

てJE4 。(1:3) 5 cm 
匡孟=亘孟孟亘可

図 179 SH6006実測図・出土遺物
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SP6242 
「。寸

『そコム斗一

SP6247 

SP6256 

SP6267 -0ぷ320

E.修復勇三
(三二- I ~466 

図 180 SH6007実測図

196 

トー士一ーヴ 1467
S P 6262 

SF6015 

SP6276 

SP6285 

SH6007 

L=49.6m 

。 (1.50) 2m 

(1:3) 10cm 



建物。

柱穴σ

期とみられる。また、

におし=て共通す

は不明で

:5008 (臨 176・1B

)。

で、j食出された S日

え関係にあったと毛

5 掘立柱重量~; 

-r 

;; i r中央の託 12区にも!

土梁行3βm、桁行7;

lぜから1.9m、1.7m 

l(>C)('J7と全体が重なる。梁

方向の軸がN-8Q
-

の側柱建物で、建4去

にある。牲間は桁行~L

三() IIι 1.8 mである。梁間，"'， III f行南舗が西から1.8

，WJ L~ ..fLoム P 唱。一 山 rnV)守 l日j乙匂:;)、汗醐官官酬明凶嘩杵」‘

~J..._. _' 

/¥ ( 

は 0.41

音1$ に i~i: ， 

の平面形は円形で¥

iは0.17m ~ 0.46 m 

し ていたこと

.24 mである。柱穴

むのが多い。

之
ヒ

E 
L 

SPE 6319で土師器、土! 二しているが、小片 ¥ 

'1 i…子あった。土師質土

とは 1，1番え関係にある

旬。

i:i世紀にかけての遺

いた 1構の帰属年代も 16

与門~r'\.if r¥ f京3軍 4 欄 7"
.. r~半、凶版 40)

6 [ 

1MI]柱E

豆にあり、 SH6011. 

'4.6 m、桁行 7.3m 

柱間l が西から 2目9m、1.71

m、l 京測は北から 2.4m 

えた。柱痕跡の平面賞一一 一 :0.15 m ~ 0，20 mであ

ノー i守述のように S日6∞7

j蔚棄の範同事で捉えら

Zにある。建物は梁

つ車由カtN-60 vn 
jf東に偏る。桁行間↑

:つ

。

ウ

Omである。柱痕跡 、 在

1/，バノ'.¥ほほ円形で、直佳0.3

日 O.50m、探さは 0.1む … . ， だ が 、 I奪北の妻柱と北東関心! !¥ 0.45 mとなる 0

己主遺物は小片のみでい I 、 1 、ーないが、 SP6367 ・ 67，:~? i .した小破片に内耳ι
ることから、選構はいけ t紀代のものと考え) 。

SH 日、図版 48)

6 [ !に{{E"iillし、SH6010 建物は梁行2問、桁，

6.2 mで、ある。南北 Wとなる南北棟て iヒ
相IJがl 梁行南側が西から; 桁行商現1)は北から l 6 

m、j 1.6 m、1.5m、1.' 南北ともにやや外1R ま

全て( a とができた。柱:炭 r，: ... は0.16m~ 'JIS 、、

後の )。柱穴の平 J!';も J: 0.33 m'~ 0.57 m、 25 

mで、(

A ヴc. 1手によぺ 」ゴ『
ー奴1砧コ二日IfJ: 民 コ ニ 省 寄 り 触 " '< :..， 7こか、 い '9"1しも 六ごとはじ、 dI，Jご刃ミつ/こ。.'，

土器片は、IDI.あるし‘ 15 世紀後半~ 16 

• :;010とSH剖11は建4ノ '11

といられる。ただし、直

f向において共通してい

がないため、前後関 f '0 

/よられる。また、上;

!て替え関係にあった

197 



第3章 中tit-近世

SP6243 

SP6.21 

『そコ ιートー

SP6250 SP6277 

SP6255 SP6283 

SP6265 SP6299 

SP6268 

SP6319 

SH6008 

(1 :50) 2m 

L=49.6m 

図 181 SH6008実測図
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図 182 SH6010実測図
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5 掘立柱建物
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第3章中世~近世

SP6434 i @"I 

SP6394 

SP6393 

SP6382 

SP6379 

SP6373 
SP6448 

SP6366 

L@'… SH6011 
致協務-多~協級協

L=49.4m 9 (1: 50) 2m 

図 183 SH6011実測図
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5 掘立柱建物

SH6015 (図 176・184)

6 区中央の G~H 13区にあり、 E群建物群の北東部に位置する。南北2問、東西 l聞の側柱建物で

ある。平面形は正方形に近いが、南北 3.6m、東西3.8mと若干東西の軸が長く、南北方向の軸はN-

r-wである。柱聞は西辺と東辺が北からl.7m、l.9mとなっている。柱痕跡は全ての柱穴で確認す

ることができた。柱痕跡の平面形は円形で、直径は 0.18m ~ 0.27 mである。掘方の平面形もほぼ円形で、

直径は 0.33m ~ 0.47 m、深さは 0.28m ~ 0.49 mである。

1468はSP6497から出土した山茶碗口縁部の破片である。 1469はSP6480から出土した、 くの字形内

耳鍋の内耳部破片である。この内耳鍋を手がかりとすれば、遺構の営まれた時期は 15 世紀中葉~ 16世

紀代と考えられる。

作グ 1m
SP6483 

SP6502 

SP6480 

SP6497 

SP6474 

SH6015 

(1 :50) 2m 
L=49.6m 

キ三二「一万 、二二二'二二二斗
S P 6480 

ー一句69

(1 :3) 10 an 

図184 SH6015実測図・出土遺物
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第3意中世~近世

(4) N群の掘立柱建物

3区から 7区にかけーての東側に所在する建物群である。 SH3001がやや北に離れた場所にある以外は、

SH7002 . SH7003 . SH7006 . SH7008 . SH7009が集中している。 SH7002とSH7003は16世紀~近世ま

での年代観で捉えられ、 その他は 15 世紀後半~ 17世紀代の建物と推定される。東側を 15世紀後半~

16世紀代の SD1001に区画され、北側は残存する大溝が区画しているとみられるが、建物群北側や東

側に遺構があまり確認されないため、広い空閑地を持っていることが指摘できょう。建物の南北軸は

西に1~ 20 と、ほほ真北を向く SH7006. SH7008 . SH7009とやや傾きが大きい SH3001の建物群と、

西に 120 傾く SH7002. SH7003の建物群に分けられる。遺物相から後者は時期的に降る建物群と想定

される。なお、出土遺物の様相から古代の建物としたSH60l3'SH6014' SH7001' SH7004は規模、位置、

建物の方向から、この時期のN群建物群と関連する可能性もある。

SH3001 (図 186)

3 区西部の E~F 19区に位置し、 N群建物群のうち、やや北側に離れて所在する。周囲には小穴が

散在するが、本遺構以外に目立った遺構はみあたらない。梁間 l問、桁行3聞の側柱建物で、建物規模

は梁行4.0m、桁行 5.4mを測る。南北方向の軸がN-50-Wとなる東西棟である。桁行北側では西端

柱聞が2.lmで、あったが、SP3053とSP3059聞の柱穴が検出されず、この聞が3.3mの間隔となっている。

桁行南側の柱穴は西から 2.2m、1.9m、1.3mで、あった。柱痕跡はSP3058を除いた柱穴で確認されている。

柱痕跡の平面形は円形あるいは楕円形で、直径 0.l4m ~ 0.20 mで、ある。柱穴の規模は直径 0.22m~ 0.34 

m、深さは 0.06m ~ 0.l6 mで、平面形状は円形であった。

出土遺物は皆無で、あったため、遺構の時期を把握するのは困難である。ただし、やや離れた場所では

あるが、南側にある SH7006. SH7008 . SH7009と建物方向が類似することから、同時期の遺構と推定

される。

。
。
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@--i! 

。
。

口
。
。

00 
。

白 n 

。 。
。 。

。

。 (1 :200) 
。

図185 掘立柱建物配置図(lV群)
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5 掘立柱建物

SP3060 

SP3050 SP3059 

SP3058 

『 ξ コι斗ー

SP3057 
SP3053 

SP3055 

SP3049 
SH3001 

疹級協級協後初/
。 (1 50) 2m 

L=48.2m 

図 186 SH3001実測図

SH7002 (図 185・187、図版47)

7区東端のG20区に位置にあり、 N群建物群の北部に位置する。梁行2問、桁行3聞の側柱建物で、

規模は梁行 3.9m、桁行 6.2mである。南北棟で、南北方向の軸はN-120
- Wである。柱聞は梁行が南

北ともに等間l.85m間隔である。桁行は西側の柱穴が lヵ所検出されなかったが、 東側と同様と考え

ると、北から 2.2m、2.lm、l.5mと推測できる。柱痕跡は 8ヵ所の柱穴で確認した。柱痕跡の平面形

は円形で、直径は 0.14m ~ 0，23 mで、ある。柱穴の平面形もほぼ円形であり、直径は 0.27m ~ 0.38 m、

深さは妻柱と四隅の柱穴が深く 0.20m ~ 0.40 mで、その他は 0.05m~ 0.17 mで‘あった。なお、南西隅
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第3宣言 中世~近世

後後傷修修復れ
SP7640 SP7635 

SP7636 

SP7633 

SP7644 

SF7038 SH7002 

図 187 SH7002実測図

。 (1: 50) 2m 
L=48.2m 

の柱穴 SP7649はSF7039によって一部切られている。

遺物は SP7632・7636・7640から 5点出土しているが、いずれも小破片であり図示は不可能で、あった。

このうち SP7640柱痕跡からは近世志戸日製品の小片が出土しているが、器種は不明である。これを根

拠とすれば、 SH7002は近世の建物跡である可能性はあるが、後述のように SH7003との関連から 16世

紀代~近世という時間幅で建物の年代を捉えておき たい。
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SH7003 (図 185・188、図版48)

7区東端のG20 -21区にあ り、N群建物群の北部に位置する。梁行2問、桁行3聞の側柱建物で、

建物規模は梁行3.9m、桁行6.2mで、ある。南北方向の軸がN-120
- Wとなる南北棟である。柱聞は梁

行が1.85mの等間となる。桁行の柱聞は南西隅の柱穴がSF7036に破壊されているため検出できなかっ

たが、東側に対応する位置にある とすれば、北から 2.2m、2.1m、1.5mと推測できる。柱痕跡は8ヵ

所の柱穴で確認することができた。柱痕跡の平面形は円形で、直径は 0.14m - 0.23 mで、ある。柱穴の

平面形もほぼ円形であり、直径に 0.27- 0.38 m、深さは妻柱と四隅の柱穴が深く 0.20m -0.40 mで、

その他は0.05m-0.17 mで、あった。
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管協傷後~傷後級考E

t てマム十一

SP7624 

SP7661 

SF7041 

c= 
S P 7605 

図 189 SH7006実測図・出土遺物

SP7608 

。

f貫主L

--/、
¥ / 
~/ 

刀1470

L=48.0m 

。(1引 5cm 

SP7618 

SP7667 

SP7670 

SH7006 

(1: 50) 2m 

出土遺物は小片で図示することはできなかったが、 SP7589の掘方埋土より非ロ クロ成形の土師質

土器皿とみられる破片が出土 しており、 16 世紀~ 17世紀代の製品と考えられる。なお、前述した

SH7002とSH7003は平行して並ぶ位置関係にあり、建物の規模や構造、方向性の点で共通している こ
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5 掘立柱建物

とから一連の建物である可能性が高い。出土遺物に乏しいが、 SH7003とSH7002は 16世紀代~近世に

かけて営まれた建物と推定される。

SH7006 (図 185・189)

7 区南西端のH~ 120区にあり、 N群建物群の最も南に位置する。梁行2問、桁行3聞の総柱建物の

可能性があるが、西半の柱の一部が他遺構や撹乱によって失われているため、明確ではない。建物規模

は梁行4.6m、桁行 7.2mで、ある。南北方向の軸がN-20-Wとなる東西棟である。柱聞は西側の妻柱

がSF7041に切られて確認できないが、東側と同様とすれば梁行が2.3mの等間となり、桁行も 2.4m 

の等間である。 柱痕跡は 9ヵ所の柱穴で確認することができた。柱痕跡の平面形は円形で、直径は 0.15

m~ 0.22 mで、ある。掘方の平面形もほぼ円形であり、直径は 0.34m ~ 0.46 m、深さは 0.09m ~ 0.42 m 

とぱらつきがある。

1470はSP7605柱痕跡から出土した。非ロクロ成形の土師質土器の皿で、口縁端部の内外面には強い

横ナデが認められる。 15 世紀後葉~ 16世紀前葉の遺物と考えられることから、遺構の帰属年代もその

時期になるだろ う。後述のように SH7008とSH7009とは一連の建物と推定される。

SH7008 (図 185・190・191) 

7区西端のG20区にあり 、N群建物群の北よ りに位置する。梁行2問、桁行5間の側柱建物で、建

物規模は梁行 5.6m 、桁行 9.4mで、ある。南北方向の軸がN-20
- Wとなる東西棟である。柱聞は東側

の妻柱が検出されていないが、西側と同様であるとすると梁行が2.8mの等間となる。桁行の柱聞は南

北と もに西から 1.9m、1.8m、1.9m、1.9m、1.9mである。柱痕跡は 11ヵ所の柱穴で確認する こと

ができた。柱痕跡の平面形は円形で、直径は 0.18m ~ 0.29 mで、ある。掘方の平面形もほぼ円形であり 、

直径は 0.40m ~ 0.50 m、深さは 0.22m ~- 0.43 mで、ある。

1471はSP7637の牲痕跡より出土した須恵器で、壷類の口縁部であろう。 1472と1473はいずれも渥

美湖西産の山茶碗類である。 1472はSP7634掘方埋土から出土 した山茶碗、 1473はSP7637の柱痕跡

から出土した小皿である。 1474~ 1479は土師質土器の皿である。 1474と1475は非ロクロ成形品で、

1474はSP7634の柱痕跡埋土、 1475はSP7642の埋土から出土した。1476~ 1479はロ クロ成形品であ

る。 1476はSP7715柱痕跡から出土し、口径7.0cmを測る小型品である。 1477はSP7698の柱痕跡埋土、

1478はSP7634掘方埋土から出土しており、いずれも体部から口縁かけてやや外反しながら立ち上がる

形態である。 1479はSP7698掘方埋土から出土しており、底部外面に糸切り痕が明瞭に残る。この他内

耳鍋や土師器皿とみられる小破片も出土している。これらの遺物は 15 世紀後半~ 16世紀後葉の範鴫で

捉えられ、前述したように SH7006と関連する建物である可能性が高い。

SH7009 (図 185・192)

7区西端のH21区にあ り、N群建物群の南西部に位置する。南北 l問、東西2聞の側柱建物で、規

模は一辺 4.6mのほぼ正方形に近い平面形となり、南北軸はN-10
- Eである。北辺、南辺ともに柱

閉じ:2.3 mの等間となる。柱痕跡は6つの柱穴で確認することができた。柱痕跡の平面形は円形で、直

径は0.14m ~ 0.18 mで、ある。柱穴も円形で、直径0.23m ~ 0.38 m、深さは 0.08m~ 0.16 mで、ある。

出土遺物は全くないが、近接する SH7007. SH7008とはその位置関係から強い関連が認められ、ま

た建物軸の方向性に類似が認められることから、 3棟が同時期に建てられた一連の建物群で、ある可能性

が高いと考えられる。
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図 190 SH7008実測図 L=48.2m 
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国 192 SH7009実測図
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第3]在中世~近世

(5) V群の掘立柱建物

3 民~7 区にかけての西側に位置する建物群である。北部(図 193) の SH3002 . SH3003 . SH3004、

南部(図 197) のSH7011. SH7013 . SH7014 . SH7016が該当する。出土遺物から北部の SH3002・

SH3003 . SH3004 と南部の SH7016 は 15 世紀後半~ 16世紀にかけての建物であり、南部の SH7011・

SH7013 . SH7014は出土遺物から 12~ 13世紀代の建物であることが判明している。建物群のある敷地

は、西側では明瞭な区画溝などは確認されていないが、古代~近世まで流れていた河道となっており 、

北側は残存する大溝及び土塁に区切られていたと考えられる。建物の軸方向は西に l。傾く SH7011以

外は 14~ 20。と他群と比べて大きく傾くものが多く、西側を流れた旧河道 SR8001の影響を受けた建

物配置であったと も考えられる。

SH3002 (図 193・194)

3区南端のF23区に位置し、SH3004と南東隅が重なる。梁行 l問、桁行2聞の側柱建物で、建物規

模は梁行4.0m、桁行4.4mで、ある。南北方向の軸がN-20o-Wの東西棟である。柱聞は桁行北側、南

側ともに等間で 2.2mを測る。柱痕跡が確認された SP3146は、柱痕跡の直径が0.16m、柱穴の規模は

直径 0.39m、深さ 0.13mで、ある。四隅の柱穴は直径0.35m ~ 0.40 mと比較的大きく、その他の柱穴は

直径 0.25m ~ 0.30 mで、ある。平面形状は SP3168が隅丸方形となる以外はほぼ円形で、検出面からの

深さは 0.07m ~ 0.42 mで、ある。

1480はSP3149の埋土内から出土した非ロクロ成形の土師質土器皿である。底部内外面に煤が付着す

る。 1481はSP3163の埋土内から出土した土師器杯である。口縁部を体部中ほどで大きく屈曲させる平

安期のものであろう。口縁端部には油煙らしき痕跡がみられる。 1482はSP3166の埋土内から出土した

土錘で、長さ 3.1cm、幅2.2cm、重さ 3gの小型品である。この他SP3138とSP3146の埋土内から土師

。

れ〕
( 

。(0 (1:200) 5m 

図193 掘立柱建物配置図 (V群北部)
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SP3146 

SP3166 

ミヱオ--mud。
図 194 SH3002実測図・出土遺物

Q 
SP3138 

SP3149 

~- 1~-=-~81 

SH3002 

iご47.2m

⑤ 1482 
S P 3166 

5 掘立柱建物

SP3163 

SP3168 

(1: 50) 2m 

(1:3) IDon 

質土器の破片が3点出土したが、図示は不可能であった。出土遺物から、遺構の帰属年代は 16世紀中

葉~後葉と考えられる。

SH3003 (図 193・195)

3 区南部のE~F 24区に位置し、 SH3002. SH3004と近接する。梁行2問、桁行2聞の側柱建物で、

建物規模は梁行4.7m、桁行 6.2mで、あった。南北方向の軸がN-140
--Wとなる東西棟である。北東隅

と梁行東側の柱穴が検出きれなかったが、桁行南側で西から 3.1m、3.1m、梁行西側で北から 2.4m、2.3
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L=47.3m 

mの柱間規模が確認されているため、近似した場所に柱穴があったと考えられる。柱痕跡は検出された

すべての柱穴で確認されており、その平面形は円形で、直径0.l2m~ 0.2 mで、あることが判明している。

柱穴の直径は 0.24m ~ 0.36 m、検出面からの深さは SP3243が0.l2mと浅い以外は 0.2m~ 0.48 mと

比較的深くなっている。出土遺物は皆無であったが、隣接する SH3004と建物方向がほぼ一致する こと

SH3003実測図図 195

から、同時期の遺構と推定される。
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5 撫立柱建物

¥ ¥下 ー

日

SP3188 

〈診
SP3384 

撹乱

jl乱

SP3210 J-I 
I (/1 } 1 ¥ 

SH3004 

。 (1: 50) 2m 

図 196 SH3004実測図 L=47.2m 

SH3004 (図 193・196)

3区南端のF24区に位置し、 SH3002と北西隅が重なる。東西 l問、南北2聞の正方形に近い平面

を持つが、中央部に撹乱が入るため、総柱建物か側柱往物かは不明である。また東側も撹乱を受けてお

り、東方向にさらに広がっていた可能性もある。建物規模は確認できるところで東西に 3.9m、南北に

4.2 m、柱聞は南北方向で 2.1m、東西方向で1.95mとそれぞれ等間となっている。南北方向の軸はN

-140
- Wである。柱痕跡は4つの柱穴で確認できており、柱痕跡の平面形は円形で、 直径 0.19m~ 0.24 

mである。柱穴の平面形は円形で、直径 0.34m ~ 0.38 m、深さ 0.31m ~ 0.48 mで、あった。

出土遺物は SP3155埋土内から土師質土器の破片が l点出土したが、小破片につき図示はできなかっ

た。胎土やわずかにみえる体部外面の指頭痕などから、 15 世紀後葉~ 16世紀代のくの字形内耳鍋と考

えられる。この遺物から、 遺構の年代は 15 世紀後葉~ 16世紀代と推定される。
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第31在中世~近止

図197 掘立柱建物配置図 (V群南部)

SH7011 (図 197・198)

7区南部のH25 ~ I 25区に位置し、N群建物群の南側にあたる。梁行2問、桁行2聞の南北棟で、

南北方向の軸はN-10
- Wである。建物中心や東側、北側が大きく撹乱されており、建物構造の判断

はできず、また一部柱穴も確認できなかった箇所があった。建物規模は梁行が4.lm、桁行が4.6mで、

柱聞は梁行が西から 2.2m、l.9m、桁行は 2.3mの等間で、あった。柱痕跡は4ヵ所の柱穴で確認できた。

在痕跡の平面形は円形で、直径0.32m ~ 0.42 mで、ある。柱穴の平面形は円形で、直径0.l4m ~ 0.22 m、

深さ 0.40m ~ 0.50 mで、あった。

SP7220の埋土から山茶碗の小破片が出土 していることから、根拠には乏しいが、少なくとも遺構は

~2 世紀以降に築造されたと考えられる 。

SH7013 (図 197・199)

7 区中央付近の G~H 25区に位置する。東西2問、南北2間の正方形に近い平面を持ち、南北方向

の軸はN-llO-Wである。建物の東側に南北方向の大きな撹乱が入るため、建物構造の詳細は不明で

ある。建物規模は東西 3.9m、南北4.lmで、柱聞は南側が西から 2.0m、l.9m、西側が2.lm、2.0m、

北側と東側の柱聞は不明である。柱痕跡は4つの柱穴で確認できた。柱痕跡の平面形は円形で、直径0.14

m~ 0.20 mで、ある。柱穴の平面形は円形で、直径0.22m ~ 0.40 m、深さ 0.23m ~ 0.40 mで、あった。

遺物は 5つの柱穴から出土している。 1483は山茶碗の小皿である。 SP7133の埋土から出土した底

部の破片で、渥美湖西産E期の製品であろう。 1484と1485は土師質土器の皿である。 1484はSP7060

から出土し、 摩滅によ り調整は確認できない。 1485はSP7024の埋土から出土し、底部は丸く、口縁
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5 掘立柱建物

SP7213 /~ SP7220 

1 

SP7307 

SP7310 SP7312 
SH7011 

級協修級修---
。 (1 :50) 2m 

図 198 SH7011実測図 し=46.8m

部の強い横ナデにより 体部中央が屈曲する。 1486と1487は伊勢鍋で、それぞれSP7037柱痕跡埋土と

SP7060埋土から出土した口縁部の破片である。 1486は二次焼成が顕著であり、 1487は外面に煤が付着

することから、ともに使用痕が確認できる。 1488はSP7037の埋士から出土した青磁碗である。内面に

陰刻文がみられ、明緑灰色の紬が内外面に施されるが、小片で、あることから型式は不明である。この他

山茶碗、土師質土器などの小片が出土しているが、上記遺物と同様に 12 世紀後葉~13世紀代の様相を

示すことから、遺構はこの時期に営まれたものと考えられる。

SH7014 (図 197・200)

7区中央付近のG25 ~ 26区にあり、 V群建物群南側の西端に位置する。梁行2問、桁行3聞の掘立

柱建物で、建物規模は梁行3.5m、桁行5.9mで、ある。南北方面の軸がN-12"-Wの南北棟である。柱

聞は北側の梁行が1.9m、1.6m、南側では妻柱が確認されてし尋ない。桁行は東側が北から 2.1m、1.9m、
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第3主主 中世~近世
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図 199 SH7013実測図・出土遺物
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5 掘立柱建物
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図200 SH7014実測図
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第3宣言 中世~近世

1.9 m、西側では撹乱のため一部不明だが、南端のみ 2.0mと確認できる。柱痕跡は 6つの柱穴で確認

することができた。柱痕跡の平面形は円形で、直径は 0.09m ~ 0.l6 mで、ある。柱穴の平面形も円形で

あり、直径は 0.22m ~ 0.36 m、 深さは O.凶 m~ 0.40 mとぱらつきが大きい。なお南東部の柱穴であ

るSP7071はSF7019に、 SP7332はSF7020にそれぞれ切られている。

図化した遺物はいずれも土師質土器の皿で、 1489はSP3323の埋土、 1490はSP7071柱痕跡埋土から

それぞれ出土した。表面が摩滅しており、調整は不明である。この他、柱穴の掘方埋土から土師質土器

の皿や鍋類の小片が出土しているが、図示した遺物同様、いずれも 12~13世紀代の遺物とみられる。よっ

て、 建物の年代もその時期と推定される。

SH7016 (図 197・201)

7区中央のH26区にあり、 V群建物群南西端に位置する。その南東隅に位置する。南北 1問、東西

2間分か確認されるが、南側が撹乱で削られているため正確な規模は不明である。建物規模は確認でき

る範囲で南北1.8m、東西3.6mで、ある。南北方向の軸はN-160
- Wである。柱聞は北辺が西から1.7m、1.9

m、西辺の残存部分で 1.6mを測る。柱痕跡は4ヵ所の柱穴で確認することができた。柱痕跡の平面形

は円形で、直径0.l3m ~ 0.22 mで、ある。掘方の平面形も円形であり、直径は 0.23m ~ 0.45 m、深さは 0.l5

m~ 0.50 mとぱらつきがあるが、底面の標高は 46.lm前後で、ある。

遺物は小破片のため図示できないが、 SP7276の柱痕跡埋土から土師質土器の破片が l点出土してい

る。形状は明確でないが、内管形内耳鍋の体部破片とみられる。根拠には乏しいが、 この遺物を手がか

りとすれば、遺構は 16世紀代の建物と推定される。

SP7331 

SP7258 

SH7016' 

。 (1: 50) 2m 
L=46.6m 

図201 SH7016実測図
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表 18 掘立柱建物一監表(中世・近世)

通網名 1II:1l 綱遣 方向
規綱 高損

(m) (rr!) 

SHlool 1 x 2 倒柱 東西 hl-T-W 2.75 x 3.9 10.7 275 195ノ195

SHloo2 1 x 2 側住 正方形 N-9・-w 4.6 x 4.6 21.2 230 230/230 

{咽}
輸

SH10031x3 働柱 東西 N-ll・-w 4.8 x 6.2 29.8 480 

SH1004 1 x 3 個性 車l!!i .~ - 5・-w 4.20 X 7.20 30.2 420 

霊行桧間 桁行柱間

(0・)

200ノ210/210

180/270/270 210/210/200 

SH2001 2 x 2・4主 東西 1，1-13'-W 2.90 x 5.60 16.2 140/150 270/290 

SH2002 2 x 3 ・栓 車函 i~ - 6・-w 3.80 x 6.80 25.8 180/200 210パ70 210/210/260 220/220ノ240

SH2oo4 1 x 2 制柱 南北 r.I-2・W 4.00 x 3.75 15 375 

SH2oo5 1 x 2 t居住 正方形 1'~- 6・-w 3.70 x 3.70 13.7 370 

SH2006 2 x 2 鱒柱 曹 西 ~- 2・-w 4.60 x 7.40 34 230/230 

SH2007 2 x 3 .栓 車西 N-5・-w 4.00 x 6.00 24 200/200 

SH2008 2 x 3 創性 車酉 N-3・-w 5.60 x 6.40 35.8 260/300 

SH2009 1 x 3 側柱 車茜 N-14'-W  2.40 x 3.60 8.6 240 

SH3oo1 1 x 3 ・柱 買函 N-5・-w 4.00 x 5.40 21.6 400 

SH3∞2 1 x2 備投 軍西 N-20・W 4∞x4.40 17.6 4∞ 
SH3oo3 2 x 2 耐性 東西 N-l<f・-w 4.70 x 6.20 29.1 240/230 

SH3004 1 x 2 側栓 爾北 N-14'-W 3.90X4.20 16.4 390 

SH4001 1 x 2 僧位 買笛 N-8・-W 3.40 x 4.30 1 4.6 340 

SH6004 2X - - N-6・-w 4.20 x - 210/210 

SH6005 1 x 3 由射主 軍茜 N-2・W 3.20 x 5.50 17.6 320 

SH6006 2 x 3 側柱 南北 N-8・-W 3.60 x 5.60 20.2 150/210 

200/200 210/190 

190ノ180 180/190 

370/370 

210/195/195 180ノ210/210

200/225/215 21 0/200/230 

120/130/110 110/140/110 

210/ 220/190パ30

220/220 

310/310 

210/210 

220/210 

215/ 

1801190/180 

2α)/1801180 

5 掘立柱建物

位置嘗規損柱穴規慎

[圃) (岨)
. ~唐

18-28 38-60 

25 24-50 

24 22-52 

16-18 34-48 

14-20 22-34 

16 25-40 

12-20 24-36 

19-24 34-38 

12-16 28-32 

18-24 33-44 

16-18 26-40 

16-22 32-50 

SH6007 2 x 4 由H主 東西 N-7・W 4.80 x 8.00 38.4 250/230 220/160/240/180 190/180/200/230 18-26 28-40 

SH6008 2 x 4 創性 車西 N-8'-W 3.60 X 7.40 26.6 180/180 180/180/2αν180 18-24 40-52 

SH6010 2 x 4 ・柱 南北 N-6'-W  4.6X7.3 33.6 290/170 23011701170/160 15-20 34-50 

SH6011 2x4 船主 南北 N-1ゲーW 3.90 x 6.20 24.2 190ノ200 2∞/190 150/160ハ50ノ160 170/160/150/140 16 -24 33 -56 

SH6015 1 x 2 由肘主 東西 Nー7・-w 3.80X3.60 13.7 380 170/190 18-27 33-46 

SH7oo2 2 x 3 傭柱 南北 r'!-I2"-W 3.90 x 6.20 24.2 185/185 

SH7003 2 X 3 側柱 南北 N -12"-W 3.90 x 6.20 24.2 185ノ185

SH7006 2 x 3 a柱 東西 r'i-2・-w 4.60 X 7.20 33.1 230/230 

SH7008 2 x 5 偏柱 璽酉 N-2・W 5.60 x 9.40 52.6 280/280 

SH7009 1 x 2 側栓 正方形 N-l・-E 4.60 X 4.60 21.2 460 

SH7011 2 X 2 慢性 商北 N-l・W 4.10 X 4.60 18.9 220/190 

SH7013 2 x - N-'Il・-W 3.90 X - 200/190 

SH7014 2 X 3 側柱 南北 N-I2"-W 3.50 x 5.90 20.6 1901160 

SH7016 2 x ー - N-I6"-W 3.60X 170/190 

表 19 掘立柱建物出土遺物観察表

220/210/150 

220ノ210ノ150

240/240/240 

190/1日0/190/190/190

230/230 

230/230 

210/200/ 

210/190/190 

160/ 

出 週柵名 柱穴 橿理 器祖 遭地 骨覇。撤式口径 (0・)車径(圃)穂高 (c・1高台径(咽) 現存率

1445 SH1003 SP1039 土舗置土器 皿

1446 SH1003 SP1086土師置土器 血

1447 SHloo3 SP1026 土師置土器 皿

1448 SH1∞3 向 土師置土器 血

1449 SH1003 P3 土踊置土器 血

1450 SH1003 P4 土師貿土器 内耳鍋

1451 SH1003 Pl 施軸陶器 掴鉢 古志戸昌

1452 SH1003 P3 賀島問硲 白磁縞

1453 SHloo4 SP1091 土踊置土器 血

1454 SH2001 SP2045 中世陶器 片口跡 常溝
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1455 SH2001 SP2049土師置土器 情努鍋

1456 SH2002 SP2119 山軍砲 小皿 過貸湖西 E 

(25.2) 

(9.4) 

3.9 2.5 

1457 SH2∞4 SP2265 土師置土緯 皿 非ロクロ (10.0) (6.0) 2.1 

1458 SH2004 SP2265 施紬間程 卸皿 組戸黄週 後W斬 (14.4) (7.6) (3.15) 

1459 SH2006 SP2290土師置土器 羽董 (14.8) 

1460 SH2∞6 SP2290 近世信器 克. IE前

1461 SH2oo8 SP2335 土師置土器 血 ロクロ (9.6) 

1462 SH2008 SP2339土師賀土器 皿 非ロクロ (9.2) 

1463 SH2008 SP2339 土師置土器内耳鍋 くの字形

1464 SH2009 SP2380土舗置土器 皿 葬口クロ (12.4) 

1465 SH6006 SP6259 土師置土器 血 ロク口 (10.2) 5.4 2.65 

1466 SH6∞7 SP6242土舗置土盤 皿 非ロクロ (10.0) (8.9) 

146ア SH6007 SP6262 土鋪圃土器 即 非ロク口 (4.8) 

1468 SH6015 SP6497 山革磁 慎 濁鍵湖西 (15.0) 

1469 SH6015 SP6480 土師費土器内耳鍋 くの字形 (21.3) 

1470 SH7∞6 SP7605 土師置土務 皿 非ロク口 (11.6) 

1471 SH7008 SP7637 調車器 坪身 (14.0) 

1472 SH7008 SP7634 山帯磁 砲 理費湖西 (15.4) 

1473 SH7∞8 SP7637 山軍続 小皿 遁聾湖西 (9.4) 

1474 SH7∞8 SP7637 土舗置土器 皿 非ロクロ (10.6) (4.2) 

1475 SH7008 SP7642 土師置土総 m 非ロクロ (10.3) 

1476 SH7008 SP7715 土師置土器 皿 ロク口 (7.0) 

1477 SH7oo8 SP7698 土師置土器 皿 ロク口 (10.7) 

1478 SH7008 SP7634 土師置土器 皿 ロク口 (11.8) 

1479 SH7oo8 SP7698 土踊置土器 皿 ロク口 5.0 

1480 SH3002 SP3149 土鱒置土器 応 非ロク口 (12.45) (7.6) (2.1) 

1481 SH3oo2 SP3163 土師器 坪 (11.0) 

1483 SH7013 SP7133 山茶磁 小皿 週鍵湖西 n (3.5) 

1484 SH7013 SP7060 土鍋置土緑 風 非ロク口 (9.8) 

1485 SH7013 SP7024 土師置土鰭 血 非ロク口 (9.2) (5.2) (2.8) 

1486 SH7013 SP7037 土師置土器 伊傍鋤 (24.6) 

1487 SH7013 SP7060 土偏置土醤 伊甥鍋 (22.4) 

1488 SH7013 SP7037 貿畢陶磁 膏也碗 不明 不明

1489 SH7014 SP3323 土鍋置土器 皿 非ロク" (11.2) 

14田 SH7014 SP7071 土舗置士著書 皿 非ロクロ (13.0) 

口繊筒 1/12

口語包 1/5

口鰻1111/10

ロ.1111/10

2/3 

口線鶴 1/32

口.1111/48

口.包 1/16 畠盤

ロ銀笛 1/8

口組部 1/16

口揖部 1/20

口組留 1ノ10

1/3 

1/3 

ロ緑1111/10

悼包片

口組包 1/16

口縁部 1/8

頚部 1/20

ロ111111/12

1/3 

口組~底tlI!1/6 

底部 1ノ2

口組部 1/16

口縁留 1/20

口組部 1/8

ロIlfllll/20 自然鞄

口線留 1/24

ロ緑郎 1/18

口調J-底部 1/4

ロIIfIIIlノ8
ロ縁起1ノ3

口縁館 1ノ8

口健自s1/4 

底部

口線~底部 1/10

口縁~体邸 1/12

底値 1ノ2

ロIJfllll/5

口線~底部 1/10

ロ館館 1/20

ロ揖甑 1/1自

体郡片 青盛

口組侮 1/18

ロt空間1/20

14-23 28-38 

14-23 26-38 

15-22 34-46 

18-30 40-50 

14-18 24-38 

14-22 32-42 

14-20 22-40 

9-16 22-36 

13-22 23-45 

鞄事 色回 -司F

自

白

白

白

灰

灰

灰

医

檀 傑付量

灰白

慣/遺賢

明鰻灰 IFJ<.白

灰費

灰白

にふ:ぃ橿 二;担健成

にぶい費値

灰白

浅費11頁自 爆付昔、 ニ).):焼成

通費檀

灰白

祖

自

費

白

灰

瀧

灰

に~，い慣 SP6260と健合

灰白

通費植

灰白

灰白 外面に偲付着

灰白

鳳ノ灰白

灰白

灰白

灰自

民自

洩慣檀

に。、ぃ費橿

洩貴橿

に，5:ぃ樫

様付置

制攻

情
ニ

付鱒

量

に

付

面

慢

外

白
H

・
R

白

ロ

白

H

白

固

白
M

内
回

灰

埠

灰

灰

灰

灰

灰

明オりーブ庄/灰白

灰白

灰由

219 



第3章中世~近世

6. 小穴

明確な建物の柱穴として認識することはできなかったが、調査区内では多くの小穴が検出されている。

以下、出土遺物のあった小穴を中心に調査区ごとに記述する。

1区の小穴(図 159・202、図版 76)

SP1037はD6区に位置し、 SH1003の北に隣接する。埋上内から渥美湖西産山茶碗 (1491)が出土し

た。 高台下部には砂目痕が残る。底部外面には糸切り痕と墨書が見られるが、文字の判読は困難である。

lli-2期の製品であろ う。

SP1046はD6区に位置し、 SHlO04の北東に隣接する。埋土内から伊勢鍋の口縁部破片 (1493)が出

土した。口縁は水平方向に聞き、端部は約 1cmを折り返す。二次焼成が顕著である。 13世紀代のもの

であろ う。

SP1236は 16区に位置し、 SH1010の南に隣接する。埋土から染付の底部破片(1492)が出土した。

体部外面と高台内が施粕され、内面は無粕である。肥前産磁器の御神酒徳利であろ う。

SP1340はl区東端部となる G6区に位置し、 SDlO08の北に隣接する。埋土内検出面付近から播鉢

の口縁部破片 (1496)が出土した。口縁は折り返され、内面の突帯が巡る。古瀬戸後N期並行の古志戸

呂製品で、 15世紀中~後葉の製品である。

SP1345はl区東端部となる G6区に位置し、 SD1001の南に隣接する。 SDlOllと重複するが、切合

い関係は不明である。埋土内から内耳鍋の口縁部 (1495)が出土した。口縁端部を外側に折り返す、く

の字形内耳鍋である。 15 世紀中葉~ 16世紀代に位置づけられよう。

SP1378はC6区に位置し、 SH1003の柱穴P2に切られている。埋土内下層から伊勢鍋の口縁部破片

(1494)が出土した。形態は 1493とほぼ同様で、同じく 13世紀代のものと見られる。

2区の小穴(図 165・168・203、図版 69)

SP2036はD13区に位置し、SH2007の南に隣接する。埋土内から播鉢の体部破片 (1506)が出土した。

内面には櫛目が最大 10本の直線的な櫛目が刻まれ、やや軟質に焼成されている。古瀬戸後町期並行の

古志戸自製品である。

¥一ーと二ニク1491
て三 ト一一一一一一--~ク

亡アー一一 卜一一一一一一一--=6J

f-士一一「一一 | 

万1495
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S P 1037 

]玉11似

宍二三 l Z之
(1 :3) 10 cm 

図202 小穴出土遺物(1区)
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6 小穴

SP2131はD8区に位置し、 SH2002の南に隣接する。埋土内から山茶碗底部の破片(1502)が出土し

た。 底部内面はかなり摩滅し、煤が付着する。渥美湖西産E期の製品であろ う。

SP2190 はE8区に位置し、 SH2002の南西に隣接する。検出面で出土した 1501は渥美湖西産の山茶

碗で、 ill-1期の製品とみられる。

SP2436はClO区に位置する。埋土内から山茶碗の底部破片 (1503)が出土した。内面の摩滅が顕著

である。形状は 1502に近く、同じく渥美湖西産E期の製品であろう。

SP2129はD8区に位置し、 SH2002の東に隣接する。埋土内から青磁碗の体部破片(1500)が出土し

た。体部外面に鏑蓮弁文が施され、龍泉窯系B1類に分類される。

SP2275はB12区に位置し、SH2005の南東に隣接する。埋土内の検出面付近から土師質土器皿(1499)

が出土した。内面はナデにより 滑らかに仕上げられ、板ナデの痕跡も残っている。外面は未調整で指頭

痕が残る非ロクロ成形品である。 16世紀代のものと考えられる。

SP2292はC12区、 SH2006と重なる位置にある。埋土内からは内耳鍋(1504)が出土した。体部下

音防当ら口縁部にかけて残存しており、外面には全体的に煤が厚く付着しているが、内面には認められな

い。 体部外面には指頭痕が残る。内管形に分類される内耳鍋で、 16世紀頃に位置づけられる。
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図203 小穴実測図・出土遺物 (2区)
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6 小穴

れる製品で、口縁部断面は方形となり外面には煤が付着する。 16世紀代に比定される。

SP3273はG24区に位置し、SF3020の北に隣接する。柱痕跡埋土から土師質土器皿の底部破片(1518)

が出土した。ロクロ成形品で、底部外面には糸切り痕及びスノコ状圧痕が残る。 13世紀代の製品とみ

られる。

SP3318は3区東部のF25区に位置し、 SF3019に隣接する。埋土内から、志戸呂窯産の播鉢(1523)

が出土した。底部から口縁部にかけての残存しており、口縁内面はナデによる窪みが巡っている。全面

に薄く鉄粕が施され、内面の櫛目の単位は10本となる。古瀬戸後町期並行に位置づけられる古志戸自

製品で、 15世紀中葉~後葉に比定される。

SP3324はG26区に位置し、 SH7014の北に隣接する。埋土から山茶碗の体部から口縁部にかけての

破片(1509)が出土した。渥美湖西産のill-1期の製品であろう。
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第3i韓中世~近世

4区の小穴(図 205)

SP4013は4区北東隅のB17区に位置する。埋土内から土師質土器内耳鍋が複数出土 した。いずれも

くの字形内耳鍋に分類されるものである。1524は口縁端部を外側に折り返したうえ、上端部外側をナ

デによって凹ませる。体部外面下部には煤が付着し、体部外面に指頭痕が残るが、上部はナデとハケ調

整がみられ、下部にはへラケズリの痕が明瞭に残る。 1525と1526は口縁端部を折り返さず、上端部外

側をナデで凹ませる。いずれも煤は付着していない。 1524・ 1526は検出面付近から、 1525は比較的下

層から出土している。遺物の年代は 15世紀後半 16世紀前半にかけてのものであろう。

SP4025はC16区に位置する。埋土底面付近から土師質土器の皿 (1527)が出土した。非ロクロ成形

品で、口縁部の横ナデによって体部の中程で小さく段を持つ。 13世紀代の製品であろう 。

SP4175は4区南部のE16区に位置し、 古代の遺構SB4001. SF40l5の東側を切る位置にある。埋士

内の比較的上層から土師質土器の内耳鍋 (1528)が出土した。内曹、形内耳鍋で、 外面には厚く煤が付着

し、内面も黒く変色している。 16世紀代の製品であろう。

5区の小穴(図 205)

SP5018はH2区に位置し、 SH5004の西に隣接する。埋土から土師質土器の皿 (1529)が出土した。

厚手のロクロ成形品で、復元口径 15.2cm を測る比較的大型なものである。 15 世紀後半~ 16世紀前半

頃に比定されよう。

6区の小穴(図 176・206)

SP6240はH13区に位置し、 SH6006の南に近接する。掘方埋土内から土師質土器の皿(1530)が出

土した。 ロクロ成形によるもので、底部には糸切痕が明瞭に残る。口径は 7.9cmと小型品である。 15

世紀後半~ 16世紀前半のものであろう。

SP6245はH12区に位置し、SH6007の北側に隣接する。 SP6246に切られている。柱痕跡埋土内から
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図205 小穴出土遺物 (4・5区)
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6 小穴

土師質土器の皿 (1531)が出土した。非ロクロ成形によるもので、内面には板ナデ調整が施され、指頭

痕が残る外面は未調整である。 16 世紀後葉~ 17世紀代の製品であろ う。

SP6263はH12区に位置し、SH6007の柱穴SP6262に切られている。埋土内から土師質土器の皿(1534) 

が出土した。非ロク ロ成形によるもので、口縁部を外反させながら横ナデを施す。 15 世紀後半~ 16世

紀前半のものであろう。

SP6271はH13区に位置し、 SH6008の南側に隣接する。柱痕跡埋土下層から 1532.1533が出土した。

いずれも非ロクロ成形の土師質土器皿で、内面はナデ調整が施され、外面未調整である。 1533は薄手

でやや浅いっくりとなる。 16 世紀後葉~ 17世紀代Iのものであろ う。

SP6387はH13区に位置し、 SH6010の西に隣接する。 SP6386に切られている。掘方埋土から土師質

土器の内耳鍋 (1535)が出土した。口縁部上部外側を強いナデによって凹ませる特徴があり、内外面に

はわずかに煤が付着する。内管形か半球形に分類される小型品である。 16世紀代の製品であろう。

7区の小穴(図 185・197・207)

SP7038はH25区に位置し、 SH7013と重なる場所にある。掘方理土から青磁の体部破片 (1536)が

出土した。龍泉窯系B1 類の碗と見られ、外面に鏑連弁文が見られる。 13 世紀中葉~ 14世紀前葉に比

定される。

SP7048はG26区に位置し、 SH7014と重なる。掘方埋土より 片口鉢の口縁部 (1537)が出土した。

口縁端部は肥厚して丸く仕上げられ、薄く自然柏がかかる。 尾張産の製品で、常滑5型式に位置づけ

られるものであろう 。

SP7054はG26区に位置し、SH7014の東に隣接する。掘方埋土から山茶碗口縁部の破片 (1538)が

出土した。渥美湖西産E期の製品であろ う。

SP7062はG25区に位置し、SH7014と重複する。掘方埋土より 山茶碗の口縁部破片(1539)が出土した。

渥美湖西産E期の製品であろ う。

SP7063はG25区に位置し、 SH70l4の中央付近にある。柱痕跡埋士から土師質土器の皿(1540)が

出土した。薄く浅いっく り の非ロクロ成形品である。 16 世紀後葉~ 17世紀代のものであろ う。

SP7069はG26区に位置 し、 SH7014と重なる。埋土から小碗の底部破片 (1541) と土師質土器皿

の体部破片 (1542)が出土 した。1541は渥美湖西産 1-2期の製品で、 12世紀中葉のものであろう 。

1542は底部がやや厚い碗状を呈し、口縁部を横ナデすることで、体部中程が段を持つ。13世紀代のも

のであろう 。

SP7088はH25区に位置し、 SH7014南東隅の柱穴SP7332の南にある。埋土から片口鉢(1544)が

出土した。尾張産(知多)のもので、体部内面は使用による摩滅が顕著で、ある。口緑部は肥厚して丸く

仕上げられ、上面には沈線が巡る。常滑6a型式に位置づけられよう 。
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図206 小穴出土遺物 (6区)
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第3i;'i: 中世~近世

SP7089はH26区に位置し、 SH70l4南東に近接する。掘方埋土から土師質土器の伊勢鍋(1545)が

出土した。口縁外面には煤が厚く付着する。13世紀代の製品である。
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図207 小穴出土遺物 (7区)
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6 小穴

SP7091はH24区に位置し、 SH7016の北に近接する。 SP7090に切られている。掘方埋土から山茶碗

底部の破片(1543)が出土した。高台下部には籾殻痕が残る。 j屋美湖西産E期の製品と見られる。

SP7098はH26区に位置し、 SH70l6の東に近接する。掘方埋土から山茶碗の口縁部破片 (1546)が

出土した 。やや焼成が悪いよ うで、軟質である。渥美湖西産の製品である。

SP7173はG25区に位置し、SH7010の東に隣接する。埋土から山茶碗 (1547)が出土した。底部外

周を巡るような低い高台の下部には籾殻痕が残る。渥美湖西産ill-2期に位置づけられる 13世紀中葉

の製品である。

SP7176はH25l丘に位置し、 SH7015の北に隣接する。埋土内から土師質土器の伊勢鍋 (1549)が出

土した。口縁部の破片で、外面に煤の付着が認められるが、全体的に摩滅が顕著である。 13世紀代の

製品であろ う。

SP7197はH24区に位置し、 SP7196を切っている。掘方埋土から山茶碗 (1548)が出土した。 口縁

部は緩やかに外反する。渥美湖西産E期の製品とみられる。

SP7264は7区南端の 125区に位置する。掘方埋土から山茶碗の口縁部破片 1550が出土した。渥美

湖西産の製品である。

SP750lはG24区に位置する。柱痕跡埋土から渥美湖西産の小皿の口縁部破片 (1551)が出土した。

SP7544は 121区に位置し、 SH7009南東隅の柱穴 SP7541の南に隣接する。柱痕跡埋土から山茶碗

の底部破片 (1552)が出土した。 高台下部の欠損が多く、籾殻痕等は確認できない。渥美湖西産E期の

製品と見られ、12世紀後葉に位置づけられよう。

SP7570はH21区に位置し、 SH7009の柱穴SP7569に切られる。掘方埋土からは山茶碗の口縁部破

片 (1553)が出土した。口縁端部には薄くオリ ーブ黄色の自然紬がかかる。渥美湖西産E期頃の製品で

あろう。

SP7607は 120区に位置し、 SH7006東辺の柱穴SP7608の東に位置する。掘方埋土から山茶碗口縁

部の破片 (1554)が出土した。口縁端部には漆と見られる付着物がある。渥美湖西産の製品で、ある。

SP7643はG20区に位置し、 SH7002西に隣接する。埋土内から土師質土器の皿(1555)が出土した。

非ロ ク ロ成形品で、イ本部から口縁を屈曲させ、ほほ垂直に立ち上がらせる。 16 世紀後葉~ 17世紀代に

かけてのものであろう 。

SP7733はH24区に位置する。掘方埋土から土師質土器の口縁部破片 (1557)が、柱痕跡埋土から山

茶碗底部破片 (1556)がそれぞれ出土した。1557は伊勢鍋で、外面には煤が厚く付着する。 13世紀代

の製品であろう。 1556は湖西渥美産ill-2期の製品と見られるが、高台は欠損している。焼成がやや

不良で摩滅が激しい。

SP7735はH24区に位置し、 SH7010南西に近接する。柱痕跡埋土から小皿の口縁部破片 (1558)が

出土した。渥美湖西産の製品である。

8区の小穴(図 208)

SP8050は8区東端F33区に位置する。掘方埋土から土師質土器内耳鍋 (1559)が出土した。口縁端

部は外側に折り返し、上部外側をナデによって窪ませている。内外面には煤が全く付着していない。く

の字形に分類される 15 世紀後半~ 16世紀前半の製品であろう。

SP8074は8区東端のG34区に位置する。埋土内下層から土師質土器の皿 (1560)が出土した。 非ロ

クロ成形品で、摩滅しているが、口縁部にわずかに横ナデの痕跡が認められる。 13世紀代の製品であ

ろう。
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図208 小穴出土遺物 (8区)

表 20 小穴出土遺物観察表

tIl 遭禍名 種類 鐘檀

1491 SP1037 山葺硯 慎

1492 SPI236 近世趨器 神前徳利

1493 SP1046 土舗置土器 情事事踊

1494 SP1378 土筒賀土器 伊磐絹

1495 SPI345 土舗置土審 内耳鍋

1496 S円 340 施柏岡器 燭鉢

1497 SP2344 土鍋置土器 皿

1498 SP2344 土舗賀土器 皿

1499 SP2275 土舗置土器 皿

15∞SP2129 貿易陶磁 膏値観

1501 SP2190 山事副 健

1502 SP2131 山幸硯 砲

1503 SP2436 山葺砲 硯

1504 SP2292 土筋置土量 内耳鍋

1505 SP2333 土樋置土器 羽量

1506 SP2036 施柚周盤 情鉢

1507 SP3034 山軍砲 磁

1508 SP3218 山事暁 磁

15口9 SP3324 山高破 圃

15'10 SP3115 施輸局器 内禿血

1511 SP3115 土踊置土器 皿

¥512 SP3115 土師置土器 血

1513 SP3125 土舗置土盤 皿

1514 SP3137 土踊置土醤 血

1515 SP3157 土師置土器 皿

1516 SP3174 土師置土器 血

1517 SP3182 土師置土銭 皿

1518 SP3273 土師置土揖 皿

1519 SP3199 土師圃土器 皿

1520 SP3035 土師置土器 内耳絹

1521 SP3190 土師置土器 内耳鍋

1522 SP3123 土踊置土器 内耳鍋

1523 SP3318 掩軸陶器 11鉢
1524 SP4013 土師置土器 内耳鍋

1525 SP4013 土踊置土畿 内耳鍋

1526 SP4013 土舗置土s 内耳絹

1527 SP4025 土師置土器 皿

1528 SP4175 土師置土器 内耳鍋

152宮 SP5018 土師置土居 皿

1530 SP6240 土師置土韓 皿

1531 SP6245 土舗置土器 皿

1532 SP6271 土鍋置土舘 皿

1533 SP6271 土師置土器 m 
1534 SP6263 土師置土器 血

1535 SP6387 土偏置土器 羽益

1536 SP7038 買島周磁 膏磁磁

1 537 SP7048 '*'世陶器 片口跡

1538 SP7054 山藁磁 硯

1539 SP7062 山軍観 情

1540 SP7063 土師寅土器 血

1541 SP7069 山軍横 璃

1542 SP7069 土鍋置土穏 血

1543 SP7091 山車硯 砲

1544 SP7088 中世陶盤 片口鉢

1545 SP7OS9 土師置土器 伊努鍋

1546 SP7098 山軍慎 硯

1547 SP7173 山茶碗 碗

1548 SP7197 山事副 鴎

1549 SP7176 士舗置土器 情"鍋

1550 SP7264 山軍E量 破 温揖湖西

1551 SP7501 山葺碗 小血 週蝿湖西

1552 SP7544 山事砲 砲 温鍵湖西

1553 SP7570 山革槙 碗 逼聾湖西

1554 SP7607 山軍砲 砲 温健湖西

1555 SP7643 土師置土居 皿

1556 SP7733 山華碗 慎 温揖湖笛

(1 :3) 10 cm 
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7 井戸

7. 井戸

SE1001 (図 209~ 211、図版 30・54)

l区北東隅のB6区に位置する。平面形状は円形で、直径は上面で 2.lm、深さは検出面から 2.lm 

である。かなりの急傾斜で掘り込まれており 、井戸側などの下部施設はなく、素掘り井戸である可能性

が高い。埋土は暗褐色粘質土を主体と し、 29層に分層される。 最上層の 1層、 下層の 27-29層 には

1-3cm程度の礁が認められ、中層の 4・7・11. 12・18・19層などでは褐色土のブロックを含んで、

いる。比較的水平に堆積する下層から、褐色ブロッ クの混じる中層までは人為的に埋められ、レ ンズ状

堆積となる上層は自然埋没 していったと考えられる。

遺構内からは山茶碗類と土師質土器の皿が出土している。 1561・1562は山茶碗、 1563・1564は小皿

で、いずれも渥美湖西産の製品である。 1561は底部から体部が直線的なっくりである。1562の高台に

は籾殻痕が多く見られる。 1563と 1564は小皿である。 1563の方がやや口径が大きい。これら山茶碗類

は 1562が E期に遡る可能性があるが、おおむねill-1-2期の製品とみられる。 1565~ 1587は非ロ

クロ成形による土師質土器の皿である。すべて復元径であるが、 1565~ 1572は口径8-9cmの小型品、

A A 

SE1001 

A A 

図209 SE1001実測図

S E 1001 
1時褐色粘質土(1........3cm組度の礎吉む、5mm以上の諸色位・占色位多く古む)
2暗術色粘貧土(5mm程度の貨色絵・赤色粒y量青む}
3時褐色粘11土
(褐色土プロγク混じる.増大の醸僅かに吉む、5mm以上の貨色位赤色絵多く官む)

4 J.¥褐色粘質土(禍色土プロック混じる、5mm程度の賛色鞄赤色絵書く含む)
5時褐色粘慣土(細かな錆色粒事色純少量宮む)
6 J&禍色粘貧土 (3cm程度の康幸〈含む、5mm以上の賞色絵・赤色位世量古む)
7附褐色粘貧土(飴色土混じる、5mm慢!lfの黄色位・功色粒古む)
日時褐色粘質土(5mm盟度の黄色粧・#色住吉む)
9 時褐色粘質土(Smffi程度の黄色紋・赤色絵多く含む)
10・E褐色粘質土 (2........3mm以上の貨色粧・亦色粒宮む)
11防備色粘質土(縄色士プロッテ泌じる、5mm程度の貨色粒亦色担多く古む)
12附褐色粘質土(禍色土プロック混じる、5mm程度の賛色粒体色粒多く古む)
13時褐色粘質土 (2mm極度の型車・5mm以上の黄色絵・罪色健吉む)
)4晴褐色粘慣土(細かな黄色位宮む)
15暗褐色粘質土何mm以下の黄色紘宮む)
16時措色粘貧土(細かな貨色位・赤色粧僅かに宮む)
17附褐色粘質土 (5mm租度の貨色倣・赤色粧少量古む)
18暗褐色粘貧土(褐色土ブロック混じる、5mm以上の賛色紘多く吉む)
19晴褐色粘貧土(褐色土混じる、5mm以上の質色粧多く宮む)
20時褐色粘質:1:(細かな賞色粧古む)
21暗褐色粘質土(5mm以上の前色組事〈古む}
22附褐色枯質土(5mm以上の賞倒立書く古む)
23附褐色粘貧土 (2-3mm以上の黄色位吉む)
24附褐色粘質士(褐色土混じる、5mm以上の前色組事〈宮む)
25附褐色粘貧土(5mm以上の前色組事〈古む.褐色土混じる)
26暗褐色鮎貧土 (5mm以上の貨色位事く古む 5mm以上の磯少量古む)
27時褐色粘質土(砂粒混じる、2cm以上の離宮む)
28暗褐色粘質土(褐色土砂粒浪じる、3cm以上白梅多く古む)
29褐色粘質士 (附褐色土・砂粒混じる、3cm以上町鴨宮む)

。 (1:40) 2m 

L=52.1m 
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図210 SE1001出土遺物(1 ) 
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1573 -1587は口径 11-12 cmの中型品に分けられる。 1565-1572の小型品は摩滅しているものも多

いが、体部は内面ナデ調整、外面は指頭痕が残る粗い調整で、口縁部は横ナデ調整が行われる。体部か

ら口縁にかけて丸く仕上げられるものが大半であるが、 1572は口縁部の強い横ナデによって体部に段

がっくり出される。 1568は底部内面、 1566は底部外面に煤が付着している。 1573-1587の中型品も

小型品同様、体部は内面ナデ調整、外面は指頭痕が残る粗い調整で、口縁部は横ナデ調整が行われるっ

くりである。多くの製品は、口縁部の強い横ナデによって体部中程に段がっくり出されており、口縁部

はほぼそのままヲ|き出されている。 1580と1577は口縁部を横ナデで調整しているが、体部に段をつく

り出さず、丸く仕上げられている。 1582は内外面に煤が付着している。

1588 -1594は瓦である。 1588-1590は平瓦で、 1588は縦長斜格子+横線、 1589と1590は横長斜

格子+横線の叩き目が認められる。凸面には離れ砂の痕跡があり、 1588は凹面に布目が残る。 1591-

1594は丸瓦である。 1592・1593の凹面には吊り紐の痕跡が確認され、1594の凹面には離れ砂が付着する。

1591・1593は二次焼成を受けており 、変色が著しい。

山茶碗は埋土上層から出土しており、土師質土器皿は 1565・1566・1573-1577が埋土上層、 1567・

1568・1578-1582が埋土中層、 1569-1572・1583-1587が埋土下層というように、埋土上~下層全

てにわたって出土している。遺物の年代は 13世紀前~後葉におさまることから、井戸の廃絶年代はそ

れ以降の時期と考えられる。
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図211 SE1001出土遺物 (2)
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SE3001 (図 212、図版 30・83)

3区中央の大溝南側、 E23区に位置する。平面形状はほぼ円形で、直径はl.lm、検出面からの深さは1.9

mで、ほほ円筒形に掘り込まれている。埋土は 16層以上に黄土ブロックが多く含まれ、暗褐色粘質土

との互層となる。 17層以下はやや還元した灰褐色粘質土を主体とし、黄土ブロ ックをほとんど含まない。

よって、 17層以下は井戸使用中~廃絶までに自然に堆積し、 16層以上は最上層以外ほぽ水平に堆積す

る状況などもあり、人為的に埋められたと考えられる。井戸側などの下部施設はなく、土層堆積状況か

らもそう した知見は得られなかったため、素掘りであった可能性が高い。
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L=47.3m 
(1 :40) 1m 。

S E3001 
1暗褐色粘質土 (貧土鞍僅かに宮む)
2 時褐色粘質土 (砂を古む、前土粧多く古む)

3時褐色粘質土
4 貧伺色粘M士 (貧プロック憎かに含む)
5時偶色粘質土(慣プロァク書く古む)
6 jIt偶色粘質土{貧土ブロック非柑に多く含む)

7 灰褐色粘質土(貨土ブロック僅カ‘に含む)
8 灰偽色粘質土
9 附褐色粘質土{貧土ブロック 5mm程度の穣僅かに古む)

10陪禍色粘質土 (貧土粒僅かに古む)
11暗褐色粘貿土(黄土佐多〈古む)
12崎褐色粘質土(貧土プロァク僅かに宮むJ

13貰褐色粘貧土(砂多く宮む)
14晴褐色粘質土(貨土粒多く吉む)
15時掲色粘質士 (熊土粒ごく儲かに古む}

16暗縄色粘質土{黄土プロック含む)
17灰褐色粘質土 (砂事〈古む)
18灰褐色粘質土(膏灰色プロシタ書く古む)
19灰褐色粘質土 (時掲色土!iJI、に含む)

図212 SE3001実測図・出土遺物

遺物のほとんどは 16層からの出土である。 1595は土師質土器の皿で、 非ロクロ成形の内外面にナ

デ調整が施される。 1599~ 1601は土師質土器の内耳鍋である。1599はくの字形の口縁部の破片で、外

面に煤が付着している。 1600と1601は内轡形内耳鍋で、 1600は口縁端部が断面方形で、上面が強い

ナデによりわずかにくほむ。 1601は体部と口縁の境が明確でないが、半球形ほど湾曲していないため、

内轡形に範鴫のものであろ う。いずれも外面に煤が付着するが、内面は若干黒 く変色するのみである。

1596 ~ 1598はいずれも近世美濃産の碗である。 口縁部破片の 1597、底部破片 1598は直接接合を確認

でき ないが、同一個体の鉄紬丸碗である。底部外面から高台部分を除き、褐色の鉄粕が掛けられる。登

窯 3~4小期に位置づけられよう。 1596 は尾目茶碗の口縁部の破片である。登窯 5~6小期に位置づ

けられる。1602は寛永通宝で、検出面付近から出土した。裏面に「文Jの文字があり 、寛文年間に鋳
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7 井芦

造されたこと を示す。全体的に被熱の痕跡が残っていた。このほか山茶碗、土師質土器の破片が 11点

出土したが小片であり、図化することはできかった。

人為的な埋土と考えられる 16層から17世紀中葉~後葉に位置づけられる 1597・1598が出土してい

ることから、廃絶はその時期と考えられる。最上層で 17 世紀末~ 18世紀初頭の 1596が出土している

ことから、その頃までには完全に埋没していたのであろ う。
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図213 SE4001実測図・出土遺物(1 ) 
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1612 /つ/
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図214 SE4001出土遺物 (2) 

SE4001 (図 213~ 215、図版 30・82)

4区中央のE17区に位置し、大溝SD200lの底面において検出した。本遺構は大溝よりも新しいため、

本来は大溝埋土上層から掘り下げられていたようであるが、大溝と本遺構の埋土が極めて似通っていた

ために、大溝を下層まで掘り下げた段階での検出となってしま った。平面形状はやや不定型な円形で、

直径は1.45m、検出面からの深さは1.5mで‘ある。大溝の検出面からの深さは 3.0mほどになる。井戸

側などの下部施設は確認されていないため、素掘りの井戸であった可能性が高い。堆積状況がはっきり

しないため、明確ではないが、 1610の片口鉢が上~下層にわたって接合するため、この破片を含んだ

埋土で短期間に埋められた可能性が高い。

図示した出土遺物は結果的に検出面となった大溝底面以下の遺物の他、大溝内として取り上げた遺物

のうち出土地点を元に SE400l出土遺物として報告するものを含んでいる。前者を中~下層、後者を上

層出土遺物として報告すると、上層で 1603、中層で 1609、下層で 1604~ 1608が出土し、1610は上~

下層出土遺物が接合している。

1603は瀬戸美濃産の天目茶碗で、大窯第2段階に比定される製品である。 1604は初山窯産の査類の

底部で、内外面に鉄紬が施されるが、底部付近は無柚となる。初山窯の製品は他にも下層から壷類の小

片が出土している。1605は山茶碗底部で、渥美湖西産の製品で、ある。 1606・1609は土師質土器の皿で、

いずれも非ロクロ成形品である。内面ナデ調整、外面は指頭が残る粗い調整を施す。 1607・1608は土

師質土器の内耳鍋である。いずれも内管形で、外面には煤が厚く付着するが、内面は使用痕がほとんど

目立たない。1610は尾張(知多)産の片口鉢で、常滑5型式頃に位置づけられるものであろう。体部

外面下半にはケズリ調整が顕著で、底部内面付近は使用により 表面が滑らかになっている。複数の破片

が接合し、全体の 112程度に復元できた。
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1611 ~ 1613は丸瓦である。いずれも凸面は全面ナデ調整されており、凹面には布目が認められる。

1611は狭端部の破片である。被熱により変色し、表面の摩滅も著しいが、 凹面の狭端側は幅広に面取

りされている。1612は側端面の残る破片である。 凹面の側端側には、面取り調整が施されている。布

目には敏が目立ち、大きく絞っている様子が確認できる。 1613は端部の残らない破片で、全体の湾曲

がややいびつになっている。凹面には、吊り紐痕が認められる。

1614と1615は底面から 0.3mほど浮いた層位で出土した木製品である。 1614は角型の連歯下駄であ

るが、腐食が激しく、細かい調整や使用痕は明確でない。カヤ材を使用した一木造りで、長さ 21.2cm、

幅9.3cm、最大厚 4.0cmを測る。前査及び後壷は腐食が激しく、本来の形状・ 大きさは不明である。

16日は直径7.5cmの丸杭で、ある。先端を粗く尖らせ、体部にも削痕がみられる。

やや古い段階の遺物も含むが、初山窯製品や土師質土器の様相から、本遺構は 16世紀後葉には廃絶

したと考えられる。

SE5001 (図 216、図版 30・54)

5区北西部のF2区に位置する。平面形状は円形で、直径は上面で 1.65m、深さは検出面から約1.0

mで、ある。底面の西側に直径 0.5m、深さ 0.4mの小穴があるが、 i勇水を得るために掘削されたのかも

しれない。井戸側などの下部施設はなく、素掘り井戸の可能性が高い。暗褐色土と黄褐色土が互層となっ

てお り、17層に分層される。 1. 2層の上層と 16・17層の下層に 1cm程度の礁が混じっている。埋

土堆積状況から埋没過程を推定するのは困難であるが、土層状況を見ると、東側に埋土の盛り上がりが

観察され、その上に地山由来の黄褐色土と暗褐色土が互層となっており 、それは中層~上層にも認めら
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L=52.7m 

S E5001 
1 暗尚色土 (lcm極度の小瞭能じる、指令晶色ブロック1>11;混じる)
2 前掲色土 (2cm極度的小唄混じる時掲色土少量浪じる)
3 暗筒色土 (lcm程度の小磁黄禍色土プロシク世量混じる)
4 前倒色土 (附褐色土少量混じる}
5 暗褐色:ヒtlcm極度の小鴎混じる、政尚色土プロック少量混じる)

6 時褐色土
7 時給色土 (lcm程度の小碩少量混じる、民知色土ブロγク混じる)
日 前掲色土 (lcm!Mtの小限混じる‘時制色土少量混じる)
9 附褐色土
10貨袖色土 (構大の穣・附褐色土浪じる)

I1 時制色上
12此褐色土 (附情色土t少量混じる)
13貨尚色土 (5cm純度の随時尚色土能じる)

14 時絶色:t(貨尚色土世量出じる)
15 揖褐色土 (附紬色土少量ir~じる)
16時褐色土 (lcm程度の小康世位協じる)
17時褐色土(lcm極度の小破浪じる、 14より時い色銅)

図216 SE5001実測図・出土遺物
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れる。こうした堆積状況から、東側から人為的に投げ込まれた埋土の上に、壁面が崩落するというサイ

クルが数度にわたって続きながら埋ま った状況が想定でき る。周辺に同時期とみられる遺構はほとんど

なく、遺構の用途は不明である。

遺物は 1616-1619が埋土上層、 1620が埋土中層、 1621が下層から出土している。 1616-1620は

いずれも渥美湖西産の山茶碗である。 1616・1617は体部~口縁部破片である。 1618-1620は底部の破

片で、1618は高台下部に籾殻:度、 1619・1620は砂目痕が認められる。いずれも底部内面は使用痕が顕

著である。高台がかなり低く粗雑になることから、 ill-2期に位置づけられる。 1621は下層から出土

した須恵器の高坪である。混入品であろう 。これら出土遺物は 13世紀中頃に比定されることから、井

戸の廃絶年代もその時期と考えられる。
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図217 SE6001実測図 ・出土遺物

SE6001 (図217、図版 54)

7 井戸

又J フ

ぐ三 ; 三~.

S E 6001 

1 時伺色土 (5mm程度の小康少量混じる)

2時倒色土 (lより明るい色調、砂少量混じる)

3時褐色士 {炭化物混じる)

4 時禍色土(賞褐色土プロック混じる、5mm程度の小開混じる)

5 時褐色土 (lcm抱度の小畷世量;1.じる)

6時褐色土 (構大の康世じる)
7 時褐色土 (5cm担度の損害〈古む、前他色土プロック拠じる)

B 時褐色土(人聞大の副書〈能じる}

L=49.5m 

。

(1:3) 10cm 

(1 :40) 2m 

6区中央のH12 -13区に位置し、 SH6007・6008・6010・6011に隣接している。平面形状は不整形

な楕円形で、直径は上面で1.65m、検出面からの深さは 2.5mで、ある。下部に向かつてやや狭くなるが、

ほぼ円筒形に掘り込まれている。井戸側などに下部施設は確認されておらず、素掘りであった可能性が

高い。埋土は暗褐色土で、8層に分層される。 6-8層からは直径5cm-人頭大の離が多く 出土してい

るが、井戸側に使用されたという状況ではなかった。 堆積状況は各層が水平に厚く 堆積する様子が見受

けられるため、人為的に埋め戻されたと判断される。

1622は3層から出土した土師質土器の皿で、非ロクロ成形品である。内面はナデ調整、外面は指頭

の残る粗雑な調整が施され、比較的硬質に焼成される。 1623は須恵器の蓋付高杯である。混入品であ

ろう。 1624は志戸目窯産の播鉢である。体部から口縁部は湾曲し、口縁端部には縁帯が巡る。櫛目は

確認できないが、体部はかなり薄く仕上げられている。大窯第4段階末期~登窯期初頭並行の製品であ

ろう。

出土遺物は志戸呂窯産播鉢が 17世紀前葉の製品であり、これが埋土下層から出土している ことから、

その頃までに本遺構は廃絶されたのだろう 。周囲の SH6007・6008・6010・6011の帰属年代が 15世紀

後葉-16世紀代であることから、井戸の主な使用年代はその範鴫におさ まるものと考えられる。
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表21 井戸出土土器・陶磁器観察表

練武 口径 {圃]底甚{哩}揖高(咽1高台窪{圃) 授存車

1561 SE100l 

1562 SE100l 

1563 SE100l 

1564 SE100l 

1565 SE100l 

1566 SE100l 

1567 SE100l 

1568 SE100l 

1569 SE100l 

1570 SE1001 

1571 SE100l 

1572 SE100l 

1 健司監' 趣地

ょ 山軍総 磁 温艶湖西

土 山事碗 碗 ;1奨湖西田-1-2

上 山菜腕 小血 温蝿湖西 田

上 山事砲 小皿 温費湖西 皿-2

上 土師置土器 皿 非ロク口

上 土偏貿土器 血 非ロクロ

中 土師置土器 皿 非ロクロ

中 土師置土器 皿 非ロク口

下 土師置土盤 皿 非ロクロ

下 土師賀土鍾 凪 非ロク口

下 土師置土語 皿 非ロクロ

下 土師置土語 血 非ロクロ

a
'
a
 

揖

糞

蝿

珊

碗

砲

鍋

鍋

鍋

皿

血

阻

血

皿

血

血

血

血

血

血

皿

皿

皿

皿

血

軒

先

丸

暗

畑

帽

坤

却

現

場

坤

盟

域

措

埠

坤

埠

靖

坤

端

端

坤

鵬

隅

隅

坤

坤

坤

咽

聞

間

開

崎

醐

醐

間

開

闇

閥

隅

隅

隅

岡

崎

印

刷

雌

欄

欄

崎

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

上

上

一品
上

L

中

中

中

中

中

下

下

下

下

下

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3

3

3

 

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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S
 

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

5

6

7

8

9

n

u

-

-

u
u
u
u
u
u
u
羽

田

問

見

出

羽

田

回

目

回

目

白

日

目

印

船

1603 SE4001 

1604 SE4001 

1605 SE4001 

1606 SE4001 

1607 SE4001 

1608 SE4001 

1609 SE4001 

1610 SE4001 

1616 SE5001 

1617 SE5白山

(14.8) ロIt-体部 1/7

(7.4) 車部 1/3

(8.3) 

(7.8) 

(8.0) 

(8.3) 

(8.9) 

(8.8) 

(9.7) 

(9.2) 

(8.2) 

(8.9) 

白銀~体部 1ノ6

口組~体邸 1/5

口健~底蕗 1/5

口縁留 1/6

口組~体部 1/8

口a包 1/10

ロ鰻~底踊 1/2

口縁~体部 1/4

口緑~体郎 1/14

口.留 1110

日銀~体部 1/8

ロIt-底留 1/8

ロ縁~体郎 1/14

ロa-体協 1/4

日銀~体部 1/6

ロ揖留 1/5

ロa-体包 1/6 自祭柑

手Rロクロ (11.6) 

手Eロク口 (12.4) 

非ロク口 (11.7) 

手ドロク口 (12.1) 

非ロク口 (13.0) 

非口ク口 (10.6) 

非ロクロ (12.0) 

非ロク口 (11.8) 

非ロク口 (13.5) 

ロ1t1li!1/7

日銀~車郎 1/2

事Fロク口 体部 1/8

ヨドロク口 (11.7) 

非ロク口 [11.6) 

..ロク口 (12.0) 

非ロク口 (12.1) 

非ロク口 (13.6) 

，~ロク口 (9.1) 

量5-6 (10.9) 

董 3-4 (10.2) 

日銀~体邸 1/8

口揖~体部 1/6

口縁部 1116

日銀~体侮 1/4

DIt-体8111/自

白健也 1/10

口組8111/16 灰柚

口館館 1/12 鋲柚

壷 3-4 (5.9) 底部 1/16 銭柚

〈の字形 (19.7) 

内膏形 (21.8) 

内骨形 122.4) 

ロ繊留 1々。
ロ鋸部 1/9

口組部 1/16

体部 1/4

底部 1/6

(5.7) Id.包

ロ繊留 1/10

日銀部 1/10

ロ練郁 1/I7

口組留 1/16

(13.8) 1ノ2

口組部 1/10

土 施軸陶器 天目茶鶴湾戸蓑漉 大黛2

下 施軸聞軽 量頭 初山

下 山高碗 檎 理費湖西 田- 1

下 土師賀土器 皿

下 土鍋貿土器 内耳鍋

下 土師寅土器 内耳鍋

(8.2) 

R
d
n
b
n
V
 

1

1

2
 

1

2

2

 

口

3
J
'
J

7

・R
曾

m
u--

相

内

向

中 土師置土器 血 非ロクロ (12.0) 

土~下 中世間器 片口鉢 常滑 5型式 (29.2) 

上 山事碗 砲 i.質湖西 (15.4) 

よ 山革砲 砲 溜韓湖酋 (15.3) 

12.8 

口"8111/16
1618 SE5001 上 山革碗 碗 遁揖湖面 皿-2

1619 SE5∞1 上 山高碗 硯 週費湖西 田 2

1620 SE5∞1 中 山署磁 櫨 浬興湖西 田ー 2

1621 SES∞1 下 須車器 高坪

1622 SE6∞1 3唐土踊置土器 血 非ロク口 (10.1) 

1623 SE6臼)1 須恵棒 高耳 (11.7) 

1624 SE6∞1 下 施柏陶器 措鉢 意戸自 大 4-量初 (24.0) 
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輸事 色" ." 灰白

灰白

灰自

民自
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洩費檀
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タ4薗懐付着

様付紐

漫宵檀
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灰白
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漫費檀
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灰白

灰白

灰白
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灰白
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灰白

灰白

週費櫨

灰白

漫費橿

灰白

悼

悼

個

個
一

一

間

間

借

.

錨

と

と

付
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付
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2

娘

燦

燦

日

ι
面

画

面

引

引

外

持

M
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褐

極

白

ブ

自

由

貴

灰

庇

一

灰

灰

い

纏
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リ

ノ
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ぷ

費

自

褐

灰

白

自

白

自

由

オ
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褐

に

温

灰

掴

赤

灰

灰

灰

灰

灰

軸

抱
強

候

外語嫌付薗

外面爆付鑓

内 面 自 然 軸 灰 白

内面自然柏原由

灰白

(6.0) 底部 1/2 内面・自然鞄 灰白

("/.15) 底包 灰白

(7.2) Id.a 灰白

体協1ノ2 灰白

ロ縁部 1/8

坪部 1/4

日銀部 1/8

日置費檀

灰白 温かし三方向

灰赤/にぷぃ赤褐



8 土坑

8.土坑

SF1025 (図 218・219、図版 31・54)

l区東部のE3区に位置する。平面形はやや不整形な円形で、南北2.8m、東西3.0m、深さは検出

面から1.2mを測る。南側には浅い落ち込みがあり、これに切られている。周囲に同時期の遺構は見当

らず、遺構の性格は不明である。埋土は下層に褐色粘質土、上層に黒褐色粘質土が堆積しており、最下

層の6層には黄色土ブロックが多く含まれ、また中~上層には 1~ 10 cm程度の「擦が混入していた。

遺物のほとんどは l層からの出土で、1627のみ中層からの出土である。1625は土師質土器の皿である。

非ロクロ成形によるもので、底部外面付近に指頭痕、面には板ナデ痕が残る。 1626~ 1629は土師質土

器の内耳鍋である。 1626はくの字形内耳鍋で、口縁端部を強く引き出す特徴がある。1627~ 1629は内

管形内耳鍋である。いずれも端部断面は方形に成形される。 1627は口縁端部が被熱し、変色している。

1630・1631は施紬陶器で、古志戸自の盤類である 。体部破片であるが、上半に鉄紬が掛けられ、下半

は無紬となり、 ケズリ調整が明瞭に観察できる。1632は丸瓦の広端部破片である。このほか陶器、土

/ 
「

一 /
¥ 

'¥. A' 

SF1025 

A A' 

図218 SF1025実測図・出土遺物

白 i

S F 1025 

1 黒褐色粘質土 (2cm以上の石ー丸L、療多く合む)
2 ~肱18色粘質土 (3mm以 tの貨色位偽色純事〈宮む、 1cm以下町標宮む)
3・m喜色粘質土 (10cm以下の磁事〈含む)
4 時褐色粘貧土 (2cm以下の瞭少量含む)
5 時褐色粘質土 (5mm湿度の醗古む)
6 m色粘賓士 (3mm以下の何色佐賀色士ブロック多く台む)

L=52.6m 

。
(1 :40) 2m 
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SF1025実測図・出土遺物図219

師質土器が出土したが、小片であり図化するこ とはできなかった。古志戸呂製品なども含むが、 士師質

土器の皿及び内耳鍋の年代観から、遺構は 16世紀代に廃絶したものと考えられる。

SF6033 (図 220・221、図版31・54・64)

6区東端の 118区に位置する。平面形は不整形な円形で、南北 3.2m、東西 2.8m、検出面からの深

さは 1.9mを測る。概ね碗状だが、中程から段をもって狭くなっている。埋土は暗褐色土が主体で、 5 

レンズ状の堆積を示す 1~4層のうち 3 ・ 4 層

には拳大の礁が含まれる。

1633 ~ 1643は山茶碗類である。 1634・1642が l層、 1635・1636が3層、 1633・1637が4層、1638

~ 1641・1643は5層から出土しており、全て渥美湖西産の製品である。 1633は高台がかなり低くなる

層に分層される。堆積状況は最下層の5層が最も厚く、

III-1期に位置づけられよう 。1634~ 1636 口縁端部を外反させる。口径は 16.6cmに復元でき、が、

は口縁部破片で、いずれも厚手で端部に自然柚が付着する。 1636~ 1641は底部破片で、高台が高い

1637がE期となる以外はIII-2期の製品であろう。高台下部には 1637・1640が籾殻痕、 1638・1639・

1641は砂目痕が残る。 1642・1643は小皿である。 1642は内外面に自然柚が付着する。 1644は尾張(知
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SF6033 

A 

図220 SF6033実測図

A' 

S F6033 
1 崎褐色土 (5mm湿度の小粒世量古む)

2暗褐色土 (1より暗い色鯛)
3暗褐色土(増大の.少量吉む)
4暗褐色土(構大の鴎多く吉む、 3より暗い色鯛)

5暗褐色土

。
(1:40) 

L二48.2m

8 土坑

2m 

多)産の片口鉢である。体部下半は粗いケズリ調整が残り、低い高台がつけられる。常滑6a型式の

ものであろう。 1645. 1646は常滑産の製品である。 1645は片口鉢の底部で、内面に使用痕が明瞭に残

る。 1646は賓の口縁部破片で、外面には自然紬が厚く付着する。口縁端部上部に突帯が巡る常滑5型

式の製品であろう。 1647~ 1650は土師質土器の皿である。いずれも非ロクロ成形品で、摩滅が激しい。

1650は口縁端部のナデにより、体部との境に段がついている。 1651・1652は貿易問磁の青磁碗である。

1651は鏑連弁文碗でB1類、 1652は無文碗でA1類に比定されよう。これら遺物の様相から、本遺構

は13世紀中葉頃までには廃絶し、埋没したものと考えられる。

SF6035 (図 222)

6区中央のH13区に位置する。 SH6010・6011・6015に隣接する。平面形は隅丸長方形で、長軸 2.8

m 、短軸は 2.45mである。遺構上部は削平されており、検出面からの深さは 0.05mと非常に浅い。埋
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10 cm 

土は暗褐色土の単層である。遺物は多く出土しているが、小破片が大半で遺構の性格を推定させる状況

はない。

1653・1655は須恵器である。 1653は杯、蓋の口縁部、 1655は賓の口縁部破片である。 1654は土師器

の皿である。摩滅しているが、内外面に赤彩の痕跡がある。 1656は渥美湖西産山茶碗の口縁部である。

1658・1659は土師質土器の内耳鍋である。 1658は頚部、 1659は体部であるが、いずれもくの字形内耳

鍋と考えられる。 1657は土師質土器の皿である。非ロクロ成形品であるが、摩j威が激しく調整は明ら

かではない。 この他須恵器、土師器、土師質土器などが出土しているが、いずれも小片のため図化する

ことはできなかった。出土遺物の年代観が 15 世紀中葉~ 16世紀代であり、また SI-I6010・6011・6015

の年代観とも重なるため、同時期に営まれた遺構群と捉えることができる。
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A A' 

t貴君L

SF6035 

A A' 

。
L=49.5m 

(1 :40) 2m 

〆'戸 l ミー‘
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時
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丈一一寸 -'7J 1657 ピ----- 、
(1 :3) 10 cm 

図222 SF6035実測図・出土遺物
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A' 

SF7047 

A 

図223 SF7047実測図

SF7047 (図 223・224、図版 30・64)

7区東のH26区に位置する。 SH7016と重なっており 、その柱穴 SP7276とSP7331及びSD7001に

切られることから、これらよ りも古い段階の遺構である。平面形は不整形な隅丸長方形で、長軸1.65

m、短軸1.2m、検出面からの深さは 0.1mである。底面はやや凹凸があり、周縁部は皿状となる浅い

落ち込みで、埋土は暗褐色土の単層であった。

1660・1661は須恵器で、1660は箱坪の底部、1661は査の口縁部であろう。 1662~ 1664は土師器である。

1662は杯、 1663. 1664は長胴翌の口縁部破片である。1660~ 1681は古代の遺物で、混入品である。

1665 ~ 1671は山茶碗類である。 1665~ 1668は山茶碗である。 1666が尾張産である以外はいずれも

渥美湖西産の製品で、 1667・1668は高台底部に籾殻痕が残る。 ill-1期の製品であろう。 1669は薄手

であることから、小碗の口縁部であろう。1670・1671は小碗の底部である。1670は底部内面の全面に

自然柚が付着し、 1671は底部内面に重ね焼きの痕跡が残る。いずれも 1-2期の製品であろう。 1672・

1673は片口鉢で、いずれも尾張 (知多)産であろう。 1672は端部が肥厚する口縁部破片で、 1673は低

い高台のつく底部破片である。常滑 5~6a 型式の製品であろ う。 1674 ~ 1683は土師質土器である。

1674 ~ 1681は皿で、いずれも非ロクロ成形品である。軟質に焼成されるものが多く 、摩滅が顕著で、あ

るが、内面はナデ調整、外面は指頭による調整が施される。器壁はやや厚手で、体部から口縁にかけて

なだらかに立ち上げるが、 1674は口縁部を垂直近くまで屈曲させる。概ね 10~ 12cmに口径が復元さ

れるが、 1681は7cm程度とかなり小型品である。 1682・1683は伊勢鍋の口縁部破片である。外面に

は使用による煤が付着する。

1684 ~ 1687は瀬戸美濃系の施紬間器である。 1684は天目茶碗である。底部外面が露胎となる以外は

鉄紬が掛けられ、高台は輪高台がケズリ調整によってっくり出される。口縁部はほぼ直立し、薄く引き

出されて尖る。古瀬戸後 I期の製品である。1685・1686は灰紬平碗である。1685は内面に灰軸が掛かるが、
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第3意中世~近世

外面は露胎となるが、 1686は全面に施軸される。 1685が古瀬戸後 I期、 1686は古瀬戸後町期古段階に

位置づけられる。 1687は柄付片口の底部である。内面には灰紬が掛かり、底部付近の外面は露胎で糸

切り痕が明瞭に残る。古瀬戸後 I~rr期の製品である。この他、図化が不可能な須恵器・土師器・土師

質土器の小片が出土している。

これら出土遺物の下限は 15世紀後葉であり、切合い関係から本遺構よりも新しい SH 7016が 16世

紀代の建物である こ とから 、 15 世紀後葉~ 16世紀代に帰属する遺構と推定される。

SF8009 (図 225)

8区東端のE33区に位置する。 SD8002、SD8045と重なるが、新旧関係は不明である。平面形は不

定形で、長軸は 3.4m、短軸は 2.5m、検出面からの最深部は 0.15mで、ある。底面は凹凸があり、明瞭

な立ち上がりは認められない。 埋土は黄色土フゃロックを含む灰褐色粘質土が主体で、 2層に分層される。

浅い落ち込み状の遺構で、ある。

1688 ~ 1692は山茶碗で、すべて渥美湖西産の製品である。 1689~ 1692の高台底部には砂目が残り 、

体部内面は使用による摩滅が顕著である。 ill-2期段階の製品であろう。これら山茶碗は 13世紀中葉

の年代観を示すものの、小片のため図化できない破片の中に内耳鍋の破片があり、それが埋土中層付近

から出土していることから、遺構は 15 世紀~ 16世紀代に降る可能性がある。

三二て主ごJZ¥

￥止プ1689

、dピコ 1側

B' 

¥ F:71制

(1 :3) 10叩1

B B' 

一一-て一← .--- - 一一一-ヌ女だて吹巧 筒色粘質土(lωn位I瓜立ωの蹟.賞プロシクf似以‘ιに吉む)

勿勿揚協疹務雲務多 2附一叫叩叫…償犯U…よU川(悦…於

(ο1 :4判刷0ω) 2m 

図225 SF8009実測図・出土遺物

246 



A' 

SF8010 

A A' 

Lニ44.7m

l際
B 

C c' 

SF9005 

<1 
図226 SF8010、SF9005実測図・出土遺物

8 土坑

てて=ζ二~1側

。 (1:3)5町1

(1 :40) 1m 

B B' 

協Z友~
C c' 

S F9005 
1 II:-Is色粘口上(!品色土プロァク古む)

2 悩色粘質土 (1M白色上プロγク1l~じる)

(1 :40) 1m 
L=45.7m 

。 (1田 5cm

247 



第3意中世~近世

SF8010 (図 226)

8区東部のH33区に位置する。平面形は不整形で、東西の長軸は1.9m、南北の短軸は1.8mで、ある。

検出面からの最大深さは 0.6mで、ある。埋土は4層に分層されるが、いずれも黄色土の粒子を少量含み、

土層が灰褐色粘質土、 下層は黒褐色粘質土に大きく分かれる。

1693は3層から出土した山茶碗である。底部内面は使用による摩滅が顕著である。渥美湖西産のE

-2期の製品であろ う。

この他、小片のため図化できなかった遺物があるが、大半は土師質土器の皿であった。 出土遺物の大

半が小片であるため、遺構の時期認定は困難であるが、少なくとも 13世紀中葉には埋没していたと考

えられる。

SF9005 (図 226)

9 区中央のD~E 28区に位置する。平面形は不定形で、南北の長軸は 4.1m、東西の短軸は1.4mで、

ある。深さは 0.15mと浅く、底面はほぼ平坦で、、周縁に向かつて徐々に浅くなり 、立ち上がりは明確

でない。埋土は暗褐色と褐色の粘質土に分層される。遺構の性格は不明である。

1694は山茶碗の底部の破片である。底部内面は使用痕が顕著で、煤が薄く付着する。渥美湖西産の

III-l期の製品であろ う。

他に土師器の小片が見つかっているが、図化不能である。出土遺物が極めて少なく明確で、ないが、 13

世紀前葉頃の年代観が与えられよ う。

SF1004 (図 227、図版 31・64)

l区北西部のC3区に位置し、SD1002の東に隣接する。平面形はややいびつな円形であり、直径は

1.6 mで、ある。底面は平坦で、、南西側の掘 り込みに比べて北東側は緩やかとなる。検出面からの深さは 0.3

mで、 埋土は暗褐色土を主体に 4層に分層される。

図227に示したように、 1. 2層を中心とした埋土から比較的多くの遺物が出土 している。 1695~ 

1697は山茶碗で、いずれも渥美湖西産の製品である。1695は底部から口縁部にかけて全体の 112が残

存していた。高台は粗雑な歪んだ形状で、 底部には砂目痕が観察できる。体部から口縁にかけては厚手

で、口縁部には自然紬が付着する。 III-l期のものであろう。 1696・1697は口縁部の破片である。い

ずれも口縁端部に自然粕がみられる。1695と形状が類似するため、同時期の遺物とみられる。 1698は

片口鉢である。底部の全面と体下部の一部が残存する。高台は比較的高く、断面は方形となり、 下面に

何らかの植物の痕跡が残る。外面下半はケズリ調整、内面は粗いナデ調整が施されている。尾張(知多)

産の製品で、常滑6a型式に比定されよ う。

1699 ~ 1709は土師質土器の皿である。全て非ロクロ成形で全体の 1/2が残る 1699以外はいずれも

口縁部の破片であった。 1699~ 1705のような口径 10~ 12cmの製品が多く、他に 1707~ 1709のよ

うな口径 8~9cm の小型品や、 1706 のような口径 14cm 程度の大型品がある。体部から口縁にかけーで

はやや外反させながら、 外側に引き出す形状のものが多いが、 1708のように湾曲させるものもある。

基本的に体部内面をナデ調整、外面は粗い指オサエあるいはナデ調整、口縁部には横ナデを施すが、

1699・1702.1703のように、強い横ナデによって体部外面に段が生じているものもある。 1704・1705・

1709は摩滅が激しく、調整などは不明である。

他に山茶碗、土師質土器の小片が出土している。これら出土遺物は 13世紀前葉~後葉にかけてのも

のである。 よって、遺構の帰属年代もその時期に比定されよう。
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第3i在中世~近世

SF1012 (図227)

l区南端のH5区に位置する。平面形は楕円形で、長軸が0.9m、短軸が0.8mを視Ijり、検出面から

の深さは 0.1mと浅い。底面は平坦で、、周縁部はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は2層に分層され、 l層

は暗褐色粘質土、2層は褐色粘質土である。

遺物は l層から出土している。 1710は土師質土器の内耳鍋である。口縁部が欠損しているが、くの

字形内耳鍋の頚部破片である。外面はナデ、内面は指頭痕の調整がわずかにみられるが、摩j威が激しく

明瞭ではない。使用時の煤は見られない。

他に土師質土器片が l点出土しているが、小片で図化は不可能であった。出土遺物に乏しいが、内耳

鍋の年代観から 15世紀中葉-16世紀代の遺構と推定される。

SF1018 (図 227)

l区南西の G6区に位置し、 SDlO01の南に隣接する。平面形は不整形な楕円形で、長軸は 0.8m、

短軸は 0.6mを測る。底面は碗状とな り、 検出面からの深さは 0.1mで、ある。埋土は褐色土のブロック

などを含む暗褐色粘質土の単層である。

遺物は埋土から土師質土器の破片が出土した。小片につき図示はできなかったが、 胎土や焼成状況か

らくの字形内耳鍋と考えられるため、遺構は 15世紀中葉-16世紀代に帰属するとみられる。

SF2011 (図 228)

2区北部のC11区に位置し、SD2003とSD2004に挟まれた場所にあたる。平面形は楕円形で、長軸

1.3 m、短軸 0.9m、検出面からの深さは 0.2mで、ある。底面はほぼ平坦で、北側はテラス状となる。埋

土は暗褐色粘質土が主体となる 2層に分層され、 l層には礁を多く含んでいる。

1711は土師質土器の皿である。非ロクロ成形品で、器壁は薄く、 比較的硬質に焼成される。 1712は

播鉢の口縁部で、内外面に鉄紬が施される。登窯 11小期に位置づけられよう。

この他問器の小片が3点出土しているが、図化不可能であった。遺物の年代観から、本遺構は 19世

紀中葉に位置づけられる。

SF2013 (図 228、図版64)

2区北部のC12区に位置し、 SD2003の西側に近接する。平面形は隅丸長方形で、長軸は 1.0m、短

軸は 0.5m、検出面からの深さは 0.15mで、ある。底面は平坦となる。埋土は暗褐色粘質土が主体であり 、

1層には喋や黄色粒子を多く含む。

出土遺物は検出面付近より出土した、 1713の土師質土器の皿である。胎土は樫色で、薄手ではある

が硬質に焼成される。歪みが大きく、外面は指頭痕が残る指オサエによる調整で、内面はナデ調整であ

る。 16世紀後葉-17世紀前葉の製品と見られ、遺構の帰属年代もその頃と推定される。

SF2016 (図 228)

2区北東部のB13区に位置し、 SH2008と重なる位置にある。平面形はほぼ円形で直径はl.lm、深

さは検出面から 0.13mで、ある。底面は緩やかな皿状を呈する。

出土遺物は小破片であり図化不可能であるが、山茶碗・土師質土器皿・須恵、器が埋土内から出土した。

こうした遺物から、遺構の帰属年代は 12-13世紀代と推定される。
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SF2023 (図 228、図版64)

2区北東のC14区に位置し、 SH2008の柱穴 SP2350と切合い関係にあり、これよりも古い。残存部

の平面形はほぼ円形で、直径は 0.7mで、ある。深さは 0.05mと極めて浅い皿状を呈する。埋土は暗褐色

粘質土の単層である。

検出面付近から 1714の山茶碗の破片がまとまって出土しており、 112程度にまで復元できた。器壁

はやや厚く、口縁部の外反は弱い特徴があり、高台は粗雑で、下部には砂目が残る。渥美湖西産のE

l期の製品であろう 。

他にも山茶碗の小片が出土していることから、遺構は 13世紀前葉の年代観が与えられ、 SH2008と

の切合い関係にも矛盾はない。

SF3004 (図 229)

3区北西端のB19に位置し、 SD3005と一部切合い関係にあり、これよりも新しい。遺構の北側は

調査区外となるが、平面形は隅丸方形になると見られ、検出した東西の最大長は1.2mで、ある。検出面

からの深さは 0.15mで、あった。埋土は暗褐色粘質土の単層で、黄色土ブロックを含んでいる。

1715は用途不明の金属製品である。棒状鉄製品の周囲に木質が残存していることから、何らかの木

製品の一部を留めていた釘である可能性が高い。土器類は図化が不可能な程の小片で、あったが、土師質

土器の鍋あるいは皿とみられる破片が6点出土している。これらから、中世後期以降の遺構と考えられ

るが、隣接する SF3005と同様、 近世の遺構である可能性が高い。

SF3005 (図 229)

3区北西隅のB19区に位置する。北側は調査区外となり、南側は SD3003に切られる。平面形は検

出された部分から推測すると隅丸長方形、あるいは楕円形であったと考えられる。最大長は東西長1.9

mで、底面は平坦となる皿状を呈し、 検出面からの深さは 0.12mと浅い。埋土は暗褐色粘質土が主体で、

l層には炭化物や黄色粒子が含まれる。

出土遺物は 1716~ 1720 に示 した。 1716 は近世美濃窯産の灯明皿で、登窯第 8~ 10小期に位置づけ

られる製品である。底部内面には重ね焼きの痕跡が残る。1717は瀬戸美濃産施紬陶器の天目茶碗であ

る。口縁部のみの破片であるが、大窯段階の製品と考えられる。 1718は土師質土器皿の口縁部破片で

ある。非ロクロ成形品で、器壁は厚手となり、胎土は灰白色を呈する。外面には指頭の調整痕が残る。

1719.1720は土師質土器内耳鍋の口縁部破片である。 内轡形内耳鍋と見られ、外面には使用時の煤が付

着する。

この他、施柚陶器、土師質土器などの小片が出土している。出土遺物の下限は 18 世紀後葉~ 19世紀

中葉であることから、本遺構の年代もその時期に求められよ う。

SF3008 (図 229)

3区北東隅のB19区に位置する。平面形はほぼ円形で、 直径は 0.8mで、ある。底面は平坦で、検出

面からの深さはな1mの浅い皿状となる。埋土は暗褐色粘質土を主体として、炭化物や焼土粒、黄色土

ブロックを含んで、いる。

遺物は山茶碗や土師質土器が出土しているが、いずれも小破片であり、図化は不可能であった。土師

質土器には内耳鍋の体部破片とみられる遺物があることから、本遺構は少なくとも中世後期以降に位置

づけられよう。
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第3章中i!t-近世

SF3009 (図 229、図版 64)

3区北西端の C19区に位置する。西側は調査区外となってお り、南側は不明瞭でLあり、上端を検出

することができなかった。平面形はややいびつな隅丸方形であると推測できる。底面は平坦で皿状とな

り、検出面からの深さは 0.2m程度で、あった。埋土は暗褐色粘質土を主体として、 5層に分層され、 2

~ 3 層には黄色土がブロック状に入っている。

遺物は底面付近より出土している。 1721は土師質土器の皿である。ほぼ完形品で、胎土は灰白色を

呈する。内外面に指頭による調整が残り、内面は不鮮明ながらナデ調整がなされたとみられる。完形品

の 1721が 1点のみ出土していることから、何らかの埋納行為によるものと考えられる。

遺物は 16 世紀後半~ 17世紀前葉の製品とみられるため、遺構の帰属年代もその頃と考えられる。

SF3012 (図 229)

3区南部のF23区に位置する。平面形は不定形で、南北最大長は 0.9m、東西最大長は 0.6mで、検

出面からの深さは 0.2mで、やや凹凸はあるが底面はほぼ平坦である。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、

黄色土のブロックや粒子を含んでいる。

出土遺物は 1722・1723に図示した。 1722は山茶碗の小碗である。比較的薄手で口縁部はわずかに外

反する。 1723は土師質土器内耳鍋で、内轡形に分類される口縁部の破片である。外面には煤が付着する。

この他に土師質土器の小破片が出土している。出土遺物が少なく、遺構の年代比定は困難であるが、

内耳鍋の年代観から 16世紀中葉~後葉とみられる。

SF3014 (図 230)

3区南部のE23区に位置し、 SH3002の北側、 SH3004の西側に隣接する。平面影は隅丸長方形で 、

南北の長軸は1.2m、東西の短軸は 0.9mで、ある。底面は比較的平坦で、深さは O.lmで、ある。埋土は

暗褐色粘質土を主体として、黄色土粒子やブロックを含む。

底面付近から土師質土器、陶器の破片が出土しているが、 いずれも微細な破片であり 、図化は不可能

であった。このうち、陶器片は瀬戸美濃産の大窯段階の皿とみられる。

出土遺物がごくわずかであ り、遺構の年代比定は困難であるが、 16世紀代と捉えておきたい。

SF3017 (図 230)

3区南東部のG25区に位置し、 SF3020に隣接するする。平面形はほぼ円形で、直径は1.0mである。

底面がほぼ平坦な皿状を呈し、検出面からの深さは 0.2mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体とするが、

南西部には黄色土のブロックを多く含む層が入り込んでいる。

出土した 1724. 1725は士師質土器の皿で、いずれも非ロ クロ成形品である。 1725は小型品で、浅い

っくりの製品である。 1724は摩滅が激しく調整は不明瞭であるが、口縁部は横ナデ調整が施されてい

たとみられる。

他にも図化不可能な土師器及び土師質土器の小片が出土している。わずかな遺物による遺構の年代比

定は困難であるが、中世前期の遺構と考えられる。

SF3018 (図 230、図版 31) 

3区南部のF23区に位置し、 SH3002及びSF3012に近接する。東側の一部は撹乱により破壊されて

いるが、平面形はほぼ円形であったと見られ、直径は 0.8mで、ある。底面はほぼ平坦で皿状を呈し、検

出面からの深さは 0.l5mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、 下層には黄色土のブロックを多量
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第3i'¥'i: 中世~近世

に含み、上層にも黄色土の粒子を含んでいる。遺物は遺構底部付近から内耳鍋がま とまって出土した。

少なくとも 4個体の破片が出土してお り、土坑内に廃棄された可能性がある。

出土した内耳鍋のうち、図化が可能で、あったのは 1726~ 1729の4点である。すべてくの字形内耳鍋

に分類されるもので、他にも接合を確認することはできなかったが、多数の体部破片が出土している。

1726は体部下半にへラケズリを施し、体部上半はハケ及びナデ調整を施す。体部外面には煤が多量に

付着している。 1727と1728の内耳部分は同一個体である。 1727は体部下半にヘラケズリが認められる

ものの、体部上半から口縁部にかけてナデ調整のみで仕上げられる。体部外面の下半には被熱がみられ

るとともに、全体的に薄く煤が付着し、底部内面は薄黒い変色がみられる。 1726と比べて口縁端部が

若干長くなる特徴がある。 1729は口縁部破片であるが、頚部から口縁部の屈曲が他と比べてかなり強い。

こ れら遺物の特徴から、本遺構は 15 世紀中葉~ 16世紀中葉頃の年代観が与えられよう。

SF3019 (図231)

3区南東部のE25区に位置し、SH3003の東側に近接する。平面形は楕円形で、南北北長は 0.7m、

東西最大長は 0.55mで、ある。底面はほぼ平坦で、深さは 0.25mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、

下層には黄色土のブロックが多量に含まれる。底面に接して長さ 20cmの離が出土しているが、意図的

に入れられたものかどうかは判然としない。

1730・1731は土師質土器の皿である。 1730は非ロクロ成形品の口縁部の破片である。口径は 8.6cm

に復元される小型品である。 1731はロクロ成形品であるが、摩j威がかなり激しい。胎土は樺色を呈し、

体部から口縁部にかけて直線的に立ち上が り、薄手に仕上げられる。

この他、土師質土器の小破片が出土したが、図化は不可能であった。土師質土器皿の年代観から、本

遺構は 16 世紀後葉~ 17世紀前葉頃の年代観が与えられよう。

SF3020 (図 231)

3区南東部のG25区に位置し、 SF3017に隣接する。平面形はほぼ円形で、直径1.2mを測る。底面

が平坦な皿状を呈し、検出面からの深さは0.1mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、黄色土のブロ ッ

クや粒子が含まれる部分もある。

遺物は多くはないが、 1732を図示した。 1732は渥美湖西産の山茶碗で、口縁端部は外反せずに厚手

である。

この他、土師器あるいは土師質土器の破片が出土しているが、微細な破片であり器種の判別をする

ことができなかった。 出土遺物が僅少であり、遺構の年代を押さえるのは困難であるが、少なくとも

1732が示す 13世紀中~後葉以降に埋没した可能性が高い。

SF3024 (図231)

3区東部のF25区に位置し、 SH3004の東に位置する。平面形はほぼ円形で、直径は 0.6m、検出面

からの深さは 0.2mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、黄色土のブロックや粒子を含む。

遺物は土師質土器の破片が出土したのみで、ある。微細な破片のため器種等は明確でないが、内耳鍋の

体部破片と推定されることから、本遺構は少なくとも 15世紀中葉以降に埋没したと考えられる。

SF3028 (図 231)

3区東部のF25区に位置する。西側がトレンチにかかっているが、平面形は円形か楕円形であった

と推測できる。南北の最大径は 0.6mで、 皿状となる底面の検出面からの深さは 0.1mで、ある。埋土は
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第3章中世~近世

暗褐色粘質土を主体とし、上層には炭化物を少量含んでいる。

出土遺物は 1734の山茶碗である。渥美湖西産の口縁部破片とみられ、かなり 薄手である。この他土

師質土器とみられる小片が出土しているが、器種不明である。出土遺物に乏しいことから、遺構の年代

比定は困難であるが、少なくとも山茶碗が示す 12世紀中~後葉以降に埋没したと考えられる。

SF3029 (図 231)

3区東部の F25区に位置する。平面形は円形で、直径は 0.8mで、ある。底面は浅い皿状となり、検

出面からの深さは 0.05mで、ある。埋土は暗褐色粘質土が主体で、わずかに炭化物を含み、北側には黄

色土ブロックを多量に含む埋土が認められた。

出土遺物は図化が不可能な小片であり、器種を特定することはできないが、土師質土器内耳鍋とみら

れる破片が含まれる。このことから、本遺構は少なくとも 15世紀中葉以降に埋没したものと推定される。

SF3030 (図 231)

3区北部のE23区に位置する。西側で SD3001と重複し、これを切っており、東側は撹乱によって

失われている。残存している部分から平面形は円形と推測可能で、残存部の南北最大長は 0.6mで、検

出面からの深さは O.l5mを測る。埋土は暗褐色粘質土を主体するが、炭化物を若干量含んで、いる。底

面に焼土面が認められている。

1733は山茶碗の口縁部破片である。口径は 12.4cmに復元され、小型化が進んだill-3期に降る渥美

湖西窯の製品とみられる。

他に土師質土器の体部破片とみられる極めて小さな破片が出土したが、器種等の判別は不可能であっ

た。出土遺物が少ないため、遺構の年代は判然としないが、 少なくとも 14世紀初頭以降に埋没したも

のと考え られる。 3区北側には焼土面を持つ近世墓が存在することから、あるいはそれに関連する可能

性もある。

SF3033 (図 231、図版83)

3区北東の C25区に位置し、大溝に伴う残存土塁に近接する。平面形はほぼ円形で、直径 0.6m、

検出面からの深さは 0.3mてゃある。埋土は暗褐色粘質土の単層である。

土器類は出土しなかったが、 1735の寛永通宝が出土している。土坑上層から出土しており、いわゆ

る古寛永の特徴を有する。全体に被熱の痕跡が残る ことから、火葬墓に伴う遺物と考えられる。本遺構

周辺には近世墓が集中する ことから、 17世紀中葉以降の近世墓である可能性もある。

SF4004 (図 232)

4区東部の C17区に位置する。平面形は円形で、直径はl.3mを測る。底面が平坦な皿状を呈し、

検出面からの深さは 0.1mで、ある。埋土は暗褐色粘質土を主体として 2層に分層され、 1層には炭化物

や褐色ブロックを多く含んでいる。

小片であることから図示はできなかったが、 l層から山茶碗類の小皿の底部が出土してお り、渥美湖

西産のE期頃の製品とみられる。遺物が極めて少ないが、遺構の上限年代は 13世紀代以降であること

は間違いない。

SF4012 (図 232)

4区南西のF16区に位置する SF4013の南西に近接する。平面形はほぼ円形で、直径は 0.8mを測る。
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図232 4区の土坑実測図 ・出土遺物

底面は平坦で、検出面から深さ 0.7mまでほぼ円筒形に掘り込まれている。埋土は暗褐色粘質土を主体

として 5層に分層される。 2・4層は黄色土のブロックを多量に含み、また 3層には長さ 10~ 20 cmほ

とマの礁が多量に入っていたことから、人為的に埋められている可能性が高い。

遺物は3層に入っていた磯とともに、常滑産の費とみられる問器破片、 土師質土器の内耳鍋とみられ

る体部片が出土しているが、いずれも体部の小片で、あり、図示は不可能であった。これらは中世後期の

所産とみられるため、遺構の年代もその時期にあたると考えられる。

SF4013 (図232、図版 64)

4区南西のE16区に位置し、 SF4012の北西に近接する。平面形は隅丸長方形で、長軸は l.0m、短

軸は 0.6m、検出面からの深さは 0.15mである。埋土は暗褐色粘質土を主体として、 3層に分層され、

黄色土の粒子をわずかに含む。
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第3意 中世~近世

1736はl層から出土した土師質土器の皿である。口縁部の一部が欠損している以外はほぼ完形に復

元されることから、 埋納品である可能性が高い。非ロクロ成型品で、胎土は肌色に近い灰白色を呈し、

かなり 薄手に仕上げられている。 16 世紀後葉~ 17世紀前葉頃の製品とみられ、遺構の年代を反映する

ものといえる。

SF6007 (図 233)

6区中央北部のG12区に位置し、 SD6002によって北側を破壊されている。平面形は北側が不明で、

あるが、不定形であったとみられ、南北の最大残存長は 0.9m、東西長は 0.8mを測る。検出面からの
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第3宣言 中世~近世
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8 土坑

SF7006 (図 234)

7区東部のH26区に位置し、 SF7005の南に隣接する。平面形は円形で、直径1.0mを測る。底面は

平坦で、検出面からの深さが0.05mの極めて浅い皿状となる。南側に浅い落ち込みを伴っているが、

本遺構との新旧関係は明らかでない。

出土遺物は 1747の山茶碗類の小碗の底部である。底部内面は重ね焼き痕とともに、顕著な使用痕が

確認される。渥美湖西産の製品で、 1-2期に位置づけられよう。他に土師質土器の小片が出土してい

る。出土遺物から、本遺構には 12世紀後葉の年代観が与えられよう。

SF7007 (図 234)

7区南東のH25区に位置し、 SF7009の北に近接する。平面形はほぼ円形で、直径は1.0mを測る。

底面が平坦な皿状を呈し、検出面からの深さは 0.1mである。

遺物は体部小片であるため図示できなかったが、土師質土器と渥美産陶器の翌が出土している。出土

遺物に乏しいため、年代比定は困難で阿あるが、 12~ 13世紀頃の遺構と推定される。

SF7009 (図 234)

7区南東の 125区に位置し、 SF7007の南に近接する。平面形はほぼ円形で、直径は1.0mで、ある。

底面は平坦で、検出面からの深さ 0.1m の浅い皿状を呈する。

遺物は土師質土器の伊勢鍋 (1748)が出土 している。口縁端部を図示し、口径を 23.7cmと復元したが、

摩滅も激しいため、詳細な形状、調整は不明である。 13世紀代に位置づけられるとみられる。他に出

土遺物もないことから、根拠は乏しいものの、本遺構の帰属年代は 13世紀代と推定される。

SF7010・SF7011 (図 234)

7区の南東の 125区に位置し、 SF7009の西側に近接する。 SF7010とSF7011は重複してお り、

SF70l0の方が新しい。SF70l0はややいびつな隅丸方形で、一辺が1.2mで、ある。検出面からの深さは0.15

mで、底面は平坦である。埋土は暗褐色粘質土で、黄色土のブロックを含む。 SF7011はSF7010に切

られているため平面形は不明瞭だが、短軸が1.2mの楕円形と推測できる。検出面からの深さは 0.1m 

である。

SF70l0からは中世陶器の聾の口縁部 (1750)が出土した。渥美窯の製品とみられ、口径45.5cmに復

元される大型品である。 SF7011からは山茶碗の口縁部 (1749)が出土した。渥美湖西窯の製品で、コ

径 13.4cm に復元される小型化が進んだ段階の rn - 2~3 期に位置づけられよう 。

この他土師質土器の微細な破片が出土 している。これら遺物から、 SF7011は 13世紀中~後葉、

SF70l0は 12世紀代を上限として、それよりも古くなる年代観が与えられよう。

SF7014 (図 235)

7区南東の 125区に位置する。平面形は円形で、直径は 0.7mを測る。検出面からの深さは 0.15mで、

底面がほぼ平坦な皿状となる。埋土は暗褐色土で、黄褐色ブロック及び小礁を含む。

遺物は山茶碗の口縁部破片 (1751)が出土したのみである。渥美湖西産のE期頃の製品と推定される。

出土遺物に乏しいため、遺構年代の比定は困難であるが、 13世紀代と推定される。

SF7015 (図 235)

7区南東の 126区に位置し、 SF7014の南東に近接する。平面形は円形で、 直径は 0.9mを測る。検
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第 3~ 中世~近世

出面からの深さは 0.2mで、底面がほぼ平坦な皿状となり、形態的には SF7014と類似する。

1752は土師質土器の皿である。摩滅が顕著で、細かい調整は不明であるが、口縁部の強い横ナデに

より、体部と口縁部の境に段がっくり出されている。胎土は灰白色である。

この他土師器、須恵器、土師質土器の小破片が出土している。本遺構も出土遺物に乏しいため、遺構

年代の比定は難しいが、 13世紀代と推定される。

SF7019 (図 235、図版 64)

7区東部のG26区に位置し、SH7014の柱穴SP7071と重複し、これよりも新しい。中央部が撹乱によっ

て一部破壊されている。平面形は隅丸長方形で、長軸は Um、短軸は 0.7mを測る。底面はほぼ平坦

となり、検出面からの深さは 0.3mで、ある。埋土は黄褐色土のブロックが混じる暗褐色粘質土である。

1753 -1755は土師質土器の皿で、いずれも非ロクロ成形品である。 1754は口径 12.5cmに復元され、

内面はナデ調整、外面は指頭痕の残るオサエ調整を施す。胎土は灰白色で、表面がかなり摩滅している。

1450は薄手に作られてお り、口縁部が直線的に開く形状である。 1755は器壁が厚手で、浅いっくりとなっ

ている。口縁部に横ナデ調整が施される。

この他、土師器、土師質土器の小破片が出土している。 1753・1755は 13世紀代の製品とみられるが、

1754は 16世紀代に降る製品とみられるため、本遺構の年代もその時期に求められよ う。

SF7021 (図 235)

7区東部の G25区に位置し、 SH7013・7015に近接する。平面形はやや不整形な隅丸長方形で、南

北の長軸は 3.0m、東西の短軸は1.3mで、ある。底面は緩やかな起伏があり、検出面からの深さ 0.2m 

である。

1756は土師質土器の皿である。非ロクロ成形品の口縁部破片であるが、摩滅が顕著で、調整や形状

は不明瞭である。この他土師器、須恵器、土師質土器の小破片が出土している。

出土遺物に乏しいことから、遺構の年代を把握するのは困難であるが、 1756の土師質土器皿が 13世

紀代のものと考えられるため、その時期の遺構と推定される。隣接する SH7013-7015が同時期の遺

構と考えられることから、関連した遺構である可能性が高い。

SF7025 (図235)

7区南東部の I28区に位置する。平面形は円形で直径1.0mを測る。検出面からの深さは O.lmで、

底面がほぼ平坦な皿状となる。埋土は炭化物及び黄褐色土ブロックを少量含む。

1757は山茶碗での口縁部破片である。小片のため不明確であるが、口径は 13.5cmに復元される。渥

美湖西産のill-2-3期の製品であろ う。

他に出土遺物がないため、遺構の時期を押さえるのは難しいが、少なくとも 13世紀中~後葉に上限

があるとみてよいだろ う。

SF7026 (図 236、図版64)

7区東部のG24区に位置し、 SF7027・7028に近接する。平面形はほぼ円形で、直径は1.0mで、ある。

検出面からの深さは 0.2mで、底面はほぼ平坦となる。埋土上層には黄褐色土のブロックを多く含む。

出土遺物は 1758-1761に図示した。1758-1760は土師質土器の皿である。いずれも非ロクロ成形
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第3君主 中世~近世

品で、口径 8~9cm前後に復元される小型品である。内面ナデ調整、外面は指頭によるオサエ調整を基

本としており、胎土は灰白色で、薄手のっくりである。 1761は美濃産の陶器で、灰紬筒形香炉である。

登窯7小期に位置づけられる製品である。これら出土遺物の様相から、遺構は 18世紀中葉の年代観が

与えられよう。

SF7029 (図 236)

7区西部のG21区に位置する。平面形は円形で、直径はl.0mを測る。検出面からの深さは 0.1mと

極めて浅く 、底面は概ね平坦な皿状となる。

1762. 1763はいずれも渥美湖西産の山茶碗で、 1762は口縁部破片、 1763は底部破片で高台が欠損し

ている。双方、 E期頃の製品と推定される。

この他、小片のため図示不可能な遺物が数点出土しているが、その中に古志戸呂製品とみられる蓋類

の破片や同じ時期の製品とみられる天目茶碗の小片がある。出土遺物が乏しいため、遺構の時期を把握

するのは困難であるが、少なくとも 15世紀中~後葉以降に埋没したと考えられる。

SF7031 . SF7032 (図 236、図版 64)

7区西部のH21区も位置し、 SF7033の北側に隣接する。SF7031とSF7032は重複し、 SF7032の方

が新しい。 SF7031の平面形は円形で、直径はl.lmを測る。 検出面からの深さは 0.15mで、底面はほ

ぽ平坦な皿状となる。埋土は暗褐色土を主体とし、下層には炭化物が少量混じる。 SF7032はSF7031

とほぼ同様の規模形状であり、直径l.lm、検出面からの深さは 0.1mで、ある。埋土は暗褐色土の単層

であるが、黄褐色土のブロックを少量含む点で、 SF7031と若干の相違がある。

1765・1766はSF7031から出土した土師質土器の皿である。いずれも非ロクロ成形品で、胎土は灰

白色を呈する。 1765は口径 12.9cmに復元される中型品で、口縁部の強い横ナデにより 、体部との境に

明瞭な段がっくり出される。1766は口径 10.5cmに復元される小型品で、口縁部は横ナデされるものの、

体部から口縁部は緩やかに湾曲する。 1764はSF7032から出土した土師質土器の皿で、やはり非ロク ロ

成形品である。胎土は密で、浅黄櫨色を呈する。口縁部は横ナデが観察されるが、やや厚いっく りとなっ

ている。

この他SF7031からは土師器、須恵器、土師質土器の小片、 SF7032からは土師貿土器の小片が出土

している。 SF7031出土遺物は 13世紀代、 SF7032出土遺物は 16世紀代に位置づけられる製品とみられ

ることから、遺構もその時期のものと推定される。

SF7033 (図 236)

7区西部のH21区に位置し、 SF7031・7032の南に隣接する。平面形は円形で、直径は1.0mで、ある。

検出面からの深さは 0.1mで、底面が平坦な皿状を呈する。埋土は暗褐色土で、炭化物を少量含んでいる。

埋土上層から 1767の龍泉窯系の青磁蓮弁文折縁皿が出土している。薄い胎土に厚く緑灰色の紬がか

かり、体部外面に蓮弁文が施文されている。 13 世紀後葉~ 14世紀前半に位置づけられる製品である こ

とから、本遺構の時期もその頃と考えられる。

SF7035・SF7036(図 237)

7区西部の G20区に位置 してい る。 SF7035とSF7036は重複し、 SF7036の方が新 しい。 また

SH7003とも重複しており、 SF7036がSH7003南西隅の柱穴を破壊している。 SF7035の平面形は円形

で直径l.lm、検出面からの深さは 0.15mで、ある。埋土は暗褐色土で、黄褐色土のブロックを少量含
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第3.中世~近世

む。 SF7036の平面形は不整形な円形で、直径は 0.7mで、ある。底面は椀状を呈し、検出面からの深さ

は0.3mで、ある。埋土には黄褐色土のブロックを多く含むとともに、炭化物も認められる。前述のよう

にSH7003南西隅の柱穴を破壊しているが、位置的にはほぼ重なる位置にあるため、 SF7036は柱の抜

き取り穴である可能性もある。

遺物は SF7036の埋土から出土した土師質土器の皿とみられる破片があるが、図示は不可能な程の小

片である。これ以外に出土遺物がないこ とから、遺構の時期を把握するのは困難であるが、 16世紀代

~近世にかけての遺構である SH7003の柱穴を SF7036が破壊していることから、これよりも新しい時

期の遺構である ことは間違いない。 SF7035はそれよりも古い段階の遺構であるが、埋土や遺構の形状

などから、中世の遺構と推定される。

SF7039 (図 237)

7 区西部の G ~H 20区に位置する。 SH7002と重複し、南西隅の柱穴 SP7649を切っていることから、

本遺構の方が新しいと理解される。平面形はやや不整形な隅九長方形で、東西の長軸は 2.2m、南北の

短軸は 1.6mで、ある。検出面からの深さは 0.2mで、 底面はほぼ平坦となっている。埋土は暗褐色粘質

土を主体と し、上層には黄褐色土のブロック及び小礁を含んでいる。

1768 ~ 1770は山茶碗類で、いずれも渥美湖西窯の製品である。 1768・1769は山茶碗の口縁部破片、

1770は小皿の口縁部破片である。 E期頃に位置づけられよう。 1771・1772は土師質土器の皿で、いず

れも非ロク ロ成形品である。 1772は小型品で口縁部に横ナデが認められる。

この他、山茶碗 ・土師質土器の破片が出土しているが、図示した遺物を含めて 13世紀代頃のものが

大半とみられる。しかし、前述のように本遺構は 16世紀代~近世の遺構である SH7002よりも新しい

遺構であることが明らかであり、近世の遺構と判断される。

SF7040 (図237)

7区西部のH20区に位置する。 SF7039の南に隣接し、 SH7008の柱穴 SP7724を切ることから、こ

れよりも新しいと考え られる。平面形はほぼ円形で、直径はl.lmで、ある。検出面からの深さは 0.2m 

を測り、底面は平坦となる。

1773は山茶碗で、 j屋美湖西産の口縁部の破片である。 E期頃に位置づけられよう。この他、土師器・

山茶碗の小破片が出土している。出土遺物は 13世紀代の様相を示すが、 16世紀代の建物跡と推定され

るSH7008の柱穴 SP7724を切っていることから、本遺構の時期は 16世紀代以降と判断される。

SF7042 (図237)

7区西部の G21区に位置する。隣接する SF7043と並ぶような位置関係にあり、規模や形状も類似

するため、関連性が高いように思われる。トレンチによって西側が破壊されているが、平面形は隅丸

長方形と推測できる。残存している東西の長軸は1.3m、南北の短軸は1.0mで、ある。検出面からの深

さは 0.05mと極めて浅く、底面は平らであるが、東側は上端が明らかでなくなるほど浅くなっている。

埋土の暗褐色土には炭化物が少量混じっている。

1774は土師質土器の皿である。全体的に摩滅が激しく調整などは不明瞭だが、口縁部にわずかな横

ナデが認められる。底部内面には煤が付着する。他に土師質土器とみられる小片が出土している。造物

の年代観から、本遺構は 13世紀代の遺構と推定される。

268 



'r弘前
~\I Il l-j ~ 

A 主-47.9m 

修
S F7036 
1暗褐色土{炭化物混じる、 貧褐色土プロック多く梶じる)

S F7035 
2 ，膏褐色土(質調E色土プロックj?量混じる)

A 

SF7040 

A 

S F7040 
1暗褐色土(筒禍色土プロック多く混じる)

A 

~ 48.1 m 

8 土坑

.....--r-一一~、¥ SF7039 

11 A' 

A' 
--48.1m 

物而勿〆グZ多
S F7039 
1暗褐色土 (Smm租度の小樽古む、前褐色土プロック少量捜じる)
2附褐色土(1より暗い色嗣)

A 

S F7042 
1附褐色土(炭化物少量捉じる)

。
(1 :40) 

A' 

SF7042 
A 

2m 

\ヤ ----1二~ ~-I一 一読 2マm

ミ 斤-:a

1774 

図237 7区の土坑実測図・出土遺物 (4) 
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SF8002 (図238、図版64)

8区東部の F-G34区に位置する。 SF8003. SF8006の南に隣接する。平面形は円形で、直径は1.7

mを測り、検出面からの深さは 0.05mと極めて浅い皿状となる。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、一

部に黄色土のブロックを含む黒褐色粘質土が入り込んでいる。

1775は口縁部破片であるが、 山茶碗類の小碗で、あろう。渥美湖西産の I-2期の製品とみられる。

1776・1777は土師質土器の皿で、いずれも非ロ クロ成形品である。 1776は口径 10.4cmに復元される小

型品である。1777は胎土が灰白色を呈し、表面はかなり摩滅しているが、外面は指頭痕が残る粗い調

整、内面はナデ調整が施される。口縁部の強い横ナデによって、体部外面に段がっくり出される。 1778

は土師質土器の伊勢鍋の口縁部破片である。外面には煤が厚く付着している。

この他、土師器・土師質土器の小片が出土している。出土遺物は 12世紀代に遡る遺物も含むが、 ほ

ほ13世紀代に位置づけられることから、遺構の年代もその時期にあたると推定される。

1N 
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8. :lこ坑

SF8003・SF8006(図 238)

8区東部のF34区に位置し、 SF8002の南に隣接する。 SF8003とSF8006は重複し、 SF8006の方が

新しい。 SF8003は一部がSF8006に切られるため、形状は明確でないが、平面形は長軸が 1.2m、短軸

が0.7m程度の楕円形になると推定される。検出面からの深さは 0.15mで、ある。 SF8006の平面形はや

やいびつな隅丸方形で、一辺がUmの規模で、ある。底面は緩やかな碗状となり、検出面からの深さは 0.1

mで、ある。

1779は渥美湖西産の山茶碗の底部破片である。高台がかなり低く、底部内面は使用による摩滅が顕

著である。 lli-2期の製品であろう。他に出土遺物はなく、遺構の年代を把握するのは難しいが、 13

世紀中葉頃に位置づけられると考えられる。SF8003はSF8006に若干先行する時期になると推定される。

隣接する SF8002も同時期の遺構とみられることから、関連する遺構である可能性が高い。

SF9002 (図 239)

9区中央のD28区に位置し、 SF9001.SF9005に隣接する。平面形は隅丸長方形で、 東西の長軸は1.3

m、南北の短軸は Umで、ある。底面は平坦で司、壁面をほぼ垂直に掘り込んでいる形状で、検出面から

の深さは 0.3mを測る。埋土は暗褐色粘質土を主体とするが、上~下層にわたって黄色土のブロックや

粒子が多量に含まれることから、人為的に埋められている可能性が高い。土坑中央部の底面からやや浮

いた部分で 1780の内耳鍋が出土している。破損した状態ではあったが、底部の一部を除き、ほぼ完形

近くに復元されることから、まとめて遺構内に残されたものと考えられる。

1780は土師質土器の内耳鍋で、くの字形に分類されるものである。口縁部内面には 2ヵ所の内耳が

取り付けられている。口縁端部の内外面は横方向のナデ調整が行われ、体部外面上半はハケ調整、体部

外面下半から底部にかけてはへラケズリ調整、底部外面の中央部周辺はナデ調整が施される。体部内面

1780 

A A' 

SF9002凹|
A ムー5.8m

(1 :3) 10011 

S F 9002 
1 暗褐色粘質土 (賞色土ブロック含む) 7 暗褐色粘貧土(賞色位僅かに含む)
2 附褐色粘慣土 {貧色土プロック少量吉む) 8 暗偶色粘貿土(情色土混じる)
3 暗褐色粘質土 (褐色土プロγク混じる)
4 暗褐色粘質土 (褐色土プロック混じる)
5 暗褐色粘質土(貧色絵古む;"~V~' 0 (1 :40) ~m 
B 暗褐色粘賀土(褐色土混じる)

国239 SF9002実測図・出土遺物
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第3章 中世~近世

は全体的にナデ調整が施されるが、一部ヘラ状工具による調整も観察される。体部外面には煤が多く付

着し、内面底部周辺には煮炊きした内容物が焦げ付いた痕跡が観察される。

この他に常滑産とみられる費の体部破片が出土している。遺物の年代観から、本遺構は 15世紀中葉

~ 16世紀中葉頃に位置づけられる可能性が高い。

SF0031 (図240)

10区東部の 134区に位置する。平面形は円形で直径は1.0mを測る。検出面からの深さは 0.1mで、

底面はほぼ平坦な浅い皿状を呈する。

1781は埋土上層から出土した片口鉢の底部である。高台が高くっくり出され、底部内面は使用によ

る摩滅が顕著である。尾張(知多)産の製品とみられ、常滑5型式頃に位置づけられるものであろ う。

この他、山茶碗・土師質土器皿の小片が出土している。1781を手かがりとすれば、本遺構は 13世紀

中葉を中心とした時期の範曙で捉えられるものであろう。

SF0032 . SF0033 . SF0035 (図240)

10区東部の 134区に位置する。 SF0032・SF0033・SF0035が重複して検出され、新旧関係は

SF0035が最も新しく、次いでSF0032. SF0033が最も古い。

SF0035の平面形は楕円形で、長軸が 0.7m、短軸が0.6mで、ある。検出面からの深さは 0.3mで、底

面は碗状となる。 SF0032の平面形は不定形な形状で、長軸は1.2m、短軸は 0.7mを測る、検出面から

の深さは 0.05mと極めて浅く、底面はほぼ平坦となる。SF0033は平面形がやや不整形な隅丸長方形で、

長軸は 2.4m、短軸は1.8mを測る。検出面からの深さl.lmである。埋土は 4層に分層され、 1層が

黄色土粒子及び褐色土のブロックを含む暗褐色土、 2~4層は黒褐色土が堆積していた。

1782 ~ 1784はSF0033から出土した山茶碗類で、いずれも渥美湖西産の製品である。 1782は山茶碗

の口縁部の破片、 1783は山茶碗底部の破片である。いずれも E期頃に位置づけられるものであろう 。

1784は小皿である。小型、扇平化が著しい1lI-2期頃に位置づけられよ う。

この他、 SF0033からは須恵器、土師器、土師質土器などが出土しているが、 SF0032の出土遺物は皆

無であり、 SF0035からは土師質土器の小片が l点出土したのみである。

SF0033は出土遺物から、 13世紀中葉頃の遺構と判断される。 SF0032、SF0035は新旧関係から

SF0033が埋没した後の遺構であるが、出土遺物が乏しいため、時期は不明確である。

SF0036 . SF0042 (図 240)

10区東部南端の J33区に位置する。 SF0036. SF0042は重複して検出され、 SF0036の方が新しい。

SF0036の平面形は不定形で、長軸は 0.6m、短軸は 0.5mを測る。検出面からの深さは 0.2mで、ある。

底面は緩やかな碗状となる。埋土は黒褐色土を主体とし、 2層に分層される。 l層には小磯や木片、 3

層には 10~ 15cm程度の礁を多く含む。 SF0042の平面形は不定形で、長軸は1.0m、短軸は 0.5mで、

ある。底面は不規則な凹凸があり、検出面からの深さは 0.15mで、ある。埋土は黒褐色土を主体と して、

2層に分層される。

遺物は SF0036の検出面から土師質土器の破片が l点出土している。図示は不可能であったが、 13

世紀代頃の土師質土器の皿と推定される ことから、SF0036は少なくとも 13世紀以降に位置づけられ、

SF0042はそれに先行するものと考えられる。
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第3章中世~近世

表 22 土坑出土土器・陶磁器観察表 (1 ) 

1625 SF1025 土偏置土鍵 血

1626 SF1025 土師置土器 内耳樋

非ロクロ (10.0) 

〈の字形 (15.8) 

出 週鋼名 橿婿 唇彊 遭地 骨耳目機式 口径("，)底径(咽)審高{圃}高官径(置) 残存車

1627 SF1025 土師置土器 内耳鍋 内轡形 (22.8) 

1628 SF1025 土師置土舘内耳偏 向司彫 (20.6) 

1629 SF1025 土鴎置土器内耳鍋 内毎月~ (21.1) 

1630 SF1025 箱柏留経 盤蝿 古車戸昌

1631 SF1025 絡柚同位 値悶 古車戸呂

1633 SF6033 山菜磁 磁 温費湖西 田-1 (16.6) 

1634 SF6033 山軍視 樋 温聾湖西 (18.6) 

1635 SF6033 山事情 硯 温費湖西 (15.8) 

1636 SF6033 山革健 慎 ，1聾湖西 (14.3) 

1637 SF6033 山事磁 碗 週蝿湖函 E 

1638 SF6033 山革協 副 温蝿湖西 田一 1

1639 SF6033 山軍司自 砲 遁揖湖酋 回一2

1640 SF6033 山華磁

1641 SF6033 山軍磁

1642 SF6033 山軍磁

1643 SF6033 山幸砲

1644 SF6033 中世陶器

1645 SF6033 中世陶器

1646 SF6033 中世間鶴

1647 SF6033 土舗置土醤

砲 温揖湖西 田 2

碗 逼揖湖西 田一 1

小皿 iI聾湖西 皿-2

小血 温費湖西 田 2

片口鉢 直強 6a型式

1置齢 常珊

曹 常滑 5型式

血 非ロク口

1648 SF6033 土舗置土器 皿 非ロク口 (9.1) 

1649 SF6033 土偏置土醤 皿 非ロクロ (8.4) 

1650 SF6033 土箇置土器 血 非ロク口 (12.75) 

1651 SF6033 貿島国硲 膏盤強 ..寓果 81類 (14.4) 

1652 SF6033 貿島陶面白 膏磁砲 .娘婿呆 Al掴 (15.2) 

1653 SF6035 調車器 坪董

1654 SF6035 調車器 聾 (28.7) 

1655 SF6035 土偏tI

1656 SF6035 山華砲

1657 SF6035 土師置土盤

1658 SF6035 土舗置土器

1659 SF6035 土師置土S

1660 SF7047 調車器

1661 SF7047 調車種

1662 SF7047 土師器

1663 SF7047 土舗樫

1664 SF7047 土鍋器

1665 SF7047 山菜椀

1666 SF7047 山華砲

1667 SF7047 山葺磁

1668 SF7047 山帯構

1669 SF7047 山華砲

1670 SF7047 山華砲

1671 SF7047 山車砲

1672 SF7047 中世間器

1673 SF7047 中世陶器

皿

碗 哩揖湖薗 (15.1) 

皿 ~Fロクロ (10.3) 

内耳鍋 くの字形

内耳飽 くの字形

汗身

直 (9.6)

坪

廻

軍

砲
漕鍵湖西 ill-l 

里捜硯

砲
一一

E
田

西

酋

商

酋

酉

湖

湖

湖

湖

湖

鍵

費

揖

蝿

費

温

週

温

調

書

車

砲

砲

確

固
旬
、
、
、

片口跡

片口鉢

1-2 

1-2 

尾根 5-6a型式 (26.4) 

尾彊 5-6a型式

1674 SF7047 土踊置土鋒 血

1675 SF7047 土師置土緯 皿

1676 SF7047 土鍋置土器 皿

1677 SF7047 土師置土器 皿

1678 SF7047 土師置土箆 血

1679 SF7047 土師置土舘 皿

=純正ロクロ (13.1) 

非ロク口 (13.0) 

非ロク口 (12.5) 

非ロクロ (12.6) 

事Eロク口 (10.2) 

非ロク口 (10.2) 

1680 SF7047 土踊置土鍵 血 非ロクロ (10.2) 

1681 SF7047 土師置土器 皿 非ロク口 (7.4) 

1682 SF7047 土防費土鰭 静鰐鍋 (27.0) 

1683 SF7047 土師置土器 伊勢鋤 (25.0) 

1684 SF7047 施輸陶器 貫目軍鶴漏戸揖濁 世翻 1 (12.1) 

1685 SF7047 範柚間tI 平副 漕戸揖週 後期 1 (14.7) 

1686 SF7047 範馳同種 平副 遁戸賀週 後期W古 (14.4) 

1687 SF7047 純輸同種 柄付片口 逼戸鍵週 後期I-n 
1688 SF8∞9 山革碗 槙 溜揖湖西 (14.7) 

1689 SF8009 山車鶴 碗 置費湖西 田一 2

1690 SF8009 山葺砲 檀 嘩揖湖西 田-2

1691 SF8∞9 山茶槙 硯 温鍵湖西 田-2

1692 SF8009 山車碗 圃 週費湖西 田ー 2

1693 SF8010 山藁砲 砲 溜健湖西 田-2

1694 SF盟加5 山軍磁 鵠

1695 SF1004 山菜破 硯

1696 SF1004 山高碗 摘

1697 SF1004 山茶碗 硯

1698 SF1004 中世陶揖 片口鉢

1699 SF1004 土崎貴土器 血

1700 SFl∞4 土樋置土髭 皿

1701 S円∞4 土師貴士舘 血

1702 SF1004 土師圃土器 皿

1703 SF1004 土舗買土器 血

1704 SF1004 土師置土器 皿

1705 SF1004 土師貧土器 血

1706 SF1004 土師置土器 皿

1707 SFl∞4 土舗賀土鍵 凪

1708 SF1004 土師圃土器 皿

1709 S円∞4 土鍋置土語 皿

1710 SF1012 土偏置土揖 内耳鍋

週聾湖西 ill-l 

iI貧湖西 田-1

適量湖西

温貧湖西 田 1

常珊 68型式

..ロクロ

非ロクロ (10.7) 

非ロク口 (10.5) 

ヨ巨ロクロ (10.0) 

非ロクロ (12.2) 

非ロクロ (10.1) 

非ロク口 (11.2) 

非ロク口 (14.4) 

非ロク口 (8.7) 

非ロクロ (9.1) 

非ロクロ (7.8) 

くの字H
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(8.1) 

(31.8) 

(8.7) 

(10.6) 

(20.4) 

(20.7) 

(15.1) 

(15.6) 

(8.5) 

15.45 

(15.2) 

(15.2) 

12.5 

(4.8) 

(15.2) 

(10.1) 

(11.6) 

(9.9) 

9.1 

(4.6) 

口組部 1/4

口緑1!i11/16

日銀飽 1116

口縁郎 1/12

口組l1li1/20 

体鶴一節 織柏

体部-1!iI I!i柚

(7.8) 1/3 内面 ー自然相

ロ11l1li1ノ12 自然柚

目録留 1/18

ロ11留 1/16 自然軸 灰白

(7.0) 底部 1/4 内面 ー自然柚 灰白

(7.4) 底割 1/4

(5.7) 底部 1/3

(5.8) 1:l1li 1/2 

(7.1) 底111/2

灰白

灰白

灰白

内面白熊軸 灰白

ロ11-体部 116 自然軸

車自11/6

(14.8) 休部-1:l1li1/6

底部 1/6

口自車部 1/8

口縁部 1/6

輸葡 色掴 •• 

ロ11l1li118 理費樋

口健部 1/10 週貴笹

口t軍部 1/6 灰白

口縁部 1/16 青磁 明オリープIJ頁白 鍋蓮弁宜

ロ穂留 1ノ6 膏磁 オリーブ費/灰白 構文

体包 1/20 持面 ・自然柏 灰白

灰白

反由

連慣慣/灰白

灰白

灰白

黒褐/涜慣

灰褐

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

lこぶし、褐

灰オリーブ/暗緑灰

灰白

日銀笛 1/26 灰白

体部~鹿部 1/10 に今、ぃ責檀

口組部 1パ6 灰置

口縁部 1/12 灰白

ollll 1/24 洩胃檀

周包 1/16 浅賀檀

底値 1/12 灰白

口11111/5 灰白

白銀~体部 1/12 明貴婦

口縁郁 1/12 にぷい檀

ロ.111110 にぷい檀

口縁留 1/8 灰白

口縁部 1118 灰白

(7.6) 11:111/3 オリーブ費

(6.0) 11:l1li 1/2 内面自然軸 灰白

口組111/14 内面白烈輸 灰白

4，2 a箇 内面白黙軸灰白

底包 自然軸 灰白

口線鶴 1/16 内面ー自然柏 灰白

(13.0) 1!.留 11自 灰白

6.4 

口繊111/4

口.111/16

口組l1li1112

口縁部 1116

ロ.l1li1/6

口縁部 1/12

口縁部 1/16

口鐸邸 1/14

ロ銀笛 1/6

日銀館 1/32

4.2 2/3 候軸

日銀盤 1116

口組飼 1/20

底趨 1/2

目録l1li1/16 

5.3 

(7.0) 底値 3/4

(6.2) a留 1ノ3

(6.3) 鹿留 1ノ2

(6.8) 底部 1ノ2

(6.3) 底部 1ノ4

(6.4) 体部~雁留 1/3

6.2 1/2 自然柚

ロ11l1li1ノ6 自然袖

口縁部 1/20

11.1 体留~庫館

1/2 

口組留 1/6

口調E包 1/8

ロ幌盤 1112

口緑包 11日

ロ11111/12

ロ縁餌 1/20

口組鶴 11自

口組部 1/5

ロ綾部 1/8

日銀信 1/8

体障 1ノ36

3.1 

内外面赤軍3

頭留 (21.1)

外面様付着

高台錨箇欠繍

密

情

鞠

付

樋

蛾

薗

に

面

付

留

外

偲

底

自

費

灰

ブ

/

ゐ

白

血

リ

灰

白

白

オ

/

禍

灰

灰

/

檀

縄

い

/

/

慣

慣

僅

僅

自

由

貴

由

自

費

白

貴

賓

白

ぷ

自

白

圃

自

由

自

由

自

由

自

白

白

自

費

白

慣

自

費

費

自

費

暢

自

白

自

白

灰

灰

週

灰

灰

涜

灰

浅

灰

灰

に

灰

灰

漫

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

岩

灰

漫

洩

灰

漫

現

灰

灰

灰

灰 顕留置 (20.4)



表23 土坑出土土器・陶磁器観察表 (2) 

Itl 唖禍事 種鏑 器視 産地 骨覇犠式口径(閣)底径(咽}醤高(岨)高台径(0・) 硬存串

1711 SF2Q11 土師置土語 血

1712 SF2011 近世図鑑 措齢 濡戸

1713 SF2013 土踊質土緑 皿

1714 SF2023 山革論 破 温蝿湖西

1716 SF3∞5 近世陶器 灯明皿 蝿溜

1717 SF3∞5 施柚同書 天園高礎 頬戸質量

1718 SF3005 土鍋置土緯 血

1719 SF3005 土偏置土畠 内耳鍋

1720 SF3∞5 土師置土器 内耳鍋

1721 SF3∞9 士師置土器 皿

1722 SF3012 山葺磁 小砲

1723 SF3012 土師置土島 内耳鍋

1724 SF3017 土師置土器 皿

1725 SF3017 土舗置土甥 皿

1726 SF3018 土踊置土器 内耳鍋

1727 SF3018 土師置土器 内耳鍋

1728 SF3018 土師置土器 内耳鍋

1729 SF3018 土師置土器 内耳鍋

務ロクロ ':10.2) 

霊 11 (32，0) 

非ロク口 9.5 

皿 1 (15.9) 

壷 8- 10 (10，4) 

大11 (11.8) 

非ロク口 (9，9) 

内骨形 (16，5) 

内聾形 (21.9) 

l~ロヲ ロ 9，3 

5.5 

(4.9) 

7.1 

(8，6) 

内.形 (18，9)

非ロク口 (11.3) (7.9) 

非ロクロ (8.8) 

くの字形 (20.5) 

くの字形 (20.3) 

〈的字形 (21.8) 

〈町字形 (23.4) 

)
 

内
，ζι
 

qjd 
》(

 
2
 

《

可司勾

5

6

4

9

α&町

1
A
4
崎

2

5

巾唱刈口

3

日

ク

-

相

ロ

皿函

酋

菌

剤

湖

湖

鍵

貸

費

週

遭

遇

血

血

破

硯

璃

器

器

土

土

硯

随

碗

寅

賀

高

葺

事

菌

防

山

山

山

土

土

Q
u
n
ヨ
ハ
u
v
n
u
R
u

m
m
m
m
m
 

F

F

F

F

F

 

S

S

S

S

S

 

0

1

2

3

4

 

q
u
内

d
q
d
q
Jv

q
u

守

'

ヲ

'
7
'

『

r
マ，

1

1

1

1

1
 1736 SF4013 土師置土穏 皿

1737 SF6∞7 土鍋置土韓 国

1738 SF6010 ・塩土器

1739 SF6010 割塩土鍵

1740 SF6010 土筒置土器 血

1741 SF6028 土師置土鍵 皿

1742 SF6028 土師置土器 皿

1743 SF6028 土箇置土器 血

1744 SF7005 土師置土器 血

1745 SF7∞5 土師置土器 皿

1746 SF7∞5 土師置土器 血

手手口クロ 10.1 6.0 1.8 

非ロク口 (10.6) 

(9.8) 

(10.1) 

非ロク口 (11.0) 

手Eロク口 10.8 6.7 2.6 

l~ロク口 11.8 5.55 2.5 

事匡ロクロ 11.1 

非ロヲロ (9.2) 

非ロク口 (7.6) 

l~ロクロ (11.3) 

6.85 

1747 SF7∞6 山革硯 小硯 jl費湖西 1-2 

1748 SF7009 土師置土鍵 伊鴫鋪 (23.7) 

1749 SF7011 山華碗 鴫 置費湖西 国 2-3 (13.4) 

1750 SF7010 中世間器 聾 週費湖面 (45.5) 

1751 SF7014 山軍硯 碗 湿輿濁酒 田 (15.2) 

1752 SF7015 土偏置土鍵 皿 非ロク口 (11.6) 

1756 SF7021 土舗置土器 皿 非ロク口 (10.2) 

1757 SF7025 山茶碗 碗 週蝿湖西 田ー2-3 (13.5) 

1758 SF7026 土鏑置土器 皿 非ロク口 (9.4) 

1759 SF7026 土師置土器 皿 非ロク口 (8.9) 

1760 SF7026 土師置土審 血 非ロヲロ (10.0) 

1761 SF7026 近世陽極 晴形香炉 提酒 量ア (10.8) 

1762 SF7029 山軍強 碗 湖揖湖西 国 (14.6) 

1763 SF7029 山車検 視 週艶湖西 田

1764 SF7032 土鍋慣土器 血 非ロクロ (10.9) 

1765 SF7031 土師慣土器 血 非ロクロ (12.9) 

1766 SF7031 土鏑貧土器 血 非口7ロ (10.5) 

寸 767 SF7033 賀畢同値 折録阻 砲車鷲系 (14.1) 

1768 SF7039 山菜砲 碗 遭揖湖西 日4.6)

1769 SF7039 山事擁 砲 週費湖西 (12.6) 

1770 SF7039 山事砲 小皿 壇賞湖西 盟 (8.2) 

1771 SF7039 土師質土器 血 非ロク口 (11.7) 

1772 SF7039 土舗置土器 皿 非ロク口 (9.7) 

守773 SF7040 山茶摘 砲 温輯湖西 国 (14.6) 

1774 SF7042 土師貿土鶴 皿 非ロク口 (8.9) 

1775 SF8002 山茶硯 小嶋 週揖湖西 Iー 1 (9.2) 

1776 SF8002 土副賞土録 皿 非口?口 (10.4) 

1777 SF8002 土師慣土器 血 非ロク口 (12.8) 

1778 SF8∞2 土師賀土摂 情開踊 (19.8) 

1779 SF8006 山茶硯 硯 理費湖西 町一2

i780 S F叡泊2 土筒賀士畿 内耳鍋 くの字形 20.8 

1781 SF∞31 中世間総 片口跡 常，骨 5型式

1782 SF∞33 山菜砲 磁 調聾湖西 rr (17.2) 

1783 SFOO33 山茶磁 硯 遭艶湖西

1784 SFOO33 山茶髄 小皿 週揖湖西 m-2  

1753 SF7019 土師置土器 皿

1754 SF7019 土節置土緯 血

1755 SF7019 土師置土器 皿

非ロクロ (10.9) 

非ロク口 (12.5) 

非ロク口 (10.2) 

(6.5) 

6.15 

(5.4) 

(4.6) 

拍車 色掴

口緑留 1/6

口健111/16

2軍曹樋

iこぶし、情/灰置

温2.15 314 

5.5 5.35 112 自然軸

1/8 鉄輪

灰白

2.05 褐/温灰

ロ.81!1ノ16 候輸 にぷい貴簡/x拘置
灰白

通費檀

灰白

2.1 

口組包 1/8

口揖留 1ノ20

口縁部 1/20

口組郵-81!士嫡

ロ穂留 1/10

ロ118I!1/24 

日揖81!1/8 

ロ繍包 1ノ12

ロ楊~体81!113 

口組~体81!1/4 

ロ緑81!1/8 

ロ11111/8

口語部 1/16

ロ縁-1I81!1/4 

口.81!1ノ12

ロ揖舘 1ノ8

灰白

明得灰

にぷし、檀

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰色

漫置醤

反自

民自

民自

灰白

灰白

にぷい慣

にぷい檀

灰白

灰白

灰白

"白

口線111116 自黙柏

ロ録画E114究燭

ロ縁包 1パ5

ロ1181!1/16 

口11111/24 

ロ録包1ノ8

I~II完形

完形

2.75 口線81!1/4~摘 灰白

ロ1t8l!1/12 通費纏

口揖邸 1/8 灰白

口縁部 1/12 氏自

3.4 底部のみ 内面 ・自然柏 駅白

口組包1ノ40 岩盤

口鋸鼠 1/20 灰白

口縛筒 1/24 貫灰

口線包 1/16 灰白

口縁甑1ノB 灰白

口樟留 1/16 理費岨

113 灰白

ロ縁起1ノ12 灰白

ロ穂留1ノ10 灰白

ロ・留 日24 灰白

1/6 灰白

ロ1181!1/10 灰白

ロ館館 1/10 灰白

(3.0) 

1.75 

口錫l1li118 脱 帽

日銀甑 1130

体邸~置都 1ノ8

ロ1181!1I12

明膏褐/灰白

灰白

灰白

通費慢

(3.1) 

向口灰

褐

/

岨

檀

檀

い

自

由

灰

白

白

白

貴

賓

自

圃

自

白

白

ぷ

自

白

自

由

自

由

灰

灰

鰻

灰

灰

灰

漫

漫

灰

洩

灰

灰

灰

に

灰

反

灰

灰

灰

灰

輸

柚

柏

柏

M
m
m

然

然

然

肉

ロ

自

国

自

国

自

国

磁

面

直

面

画

膏

内

内

内

外

3

4
 

/

/

 

1

0

0

0

2

4

4

0

0

・l
m
o

no

鶴

川

川

ぽ

什

唱

唱

ぽ

川

唱

川

ぽ

部

什

部

川

体

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

底

1

4

底

油

I
み

氾

~

部

留

包

郵

臨

包

部

館

副

B

m

~

B

1

~

1

都

町

1

a
縁

偉

絹

a
a
-
-
線

級

縁

組

a
a
包

a
g
縁

包

郵

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

座

口

座

口

庫

車

司

自

町

7

7

6

 

(12.5) 

8 土坑

.唾

タト面嫌付圏

外語僧付薗

スス付鎗

件直怨付着

外面偲付置

外面機付泊

高台I!I!~綱

彊弁文折縁皿

内面スス付着

外面煉付.

内外面傷付鎗
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第3章中世~近世

9.埋葬遺構

( 1 )埋葬方法と年代

中屋遺跡の土坑のう ち、 人骨が遺存していることから埋葬遺構(墓)であると判断される場合があ

る。人骨の遺存していない場合においても、副葬品の六道銭や土師質土器皿、火打金 (火打鎌ともいう)、

キセルなどが副葬品と して納められた状況が認められれば、やはり埋葬遺構と判断できる。以下の遺構

については、上記の根拠に基づき、中世後期から近世中期 (15世紀中葉から 18世紀前半から中頃)の

埋葬遺構と判断した。

遺構の年代については、六道銭の銭種構成や陶磁器・土師質土器皿の編年などを根拠としたが、もと

もとこの時期の墓には副葬品は少ないこと もあり 、比較的多くに共通してみられる次のような六道銭の

銭種構成の変化に重きをおいた。

l 渡来銭で構成

2 渡来銭と模鋳銭で構成

3 渡来銭もしくはその模鋳銭と古寛永通宝(以下、古寛永に略)で構成

4 渡来銭もしくはその模鋳銭と古寛永、文銭(背に文を入れる)で構成

5 渡来銭もし くはその模鋳銭、古寛永、文銭と新寛永通宝(以下、新寛永に略)で構成

6 古寛永のみで構成

7 古寛永と文銭で構成

8 古寛永、文銭と新寛永で構成

9 文銭と新寛永で構成

10 新寛永のみで構成

11 新寛永と鉄製寛永通宝(以下、鉄銭に略)で構成

銭種構成の変化によ る年代の基準は、古寛永の鋳造は寛永 13(1636)年から明暦 2 (1656)年まで

であり、古寛永出現以前と以後の基準となり える。つまり、上記l類と 2類は、寛永 13年以前である。

文銭の鋳造は寛文8 (1668)年から、鉄銭一文銭の鋳造は元文4 (1739)年である。これらのことによっ

て、使用年代の幅を考意し、遺構の年代決定の指針となる。

埋葬方法については、 火葬と土葬の違いが大きい。火葬には、掘削した穴に燃料となる木材を組んで

遺体を茶見にふし、骨となった遺体にそのまま土をかけて埋める茶見墓と称すべき墓がある。茶毘にふ

された骨は木炭や焼けて脆くなり、落下した焼土とともに土坑から検出される。土坑の周囲の壁は火熱

を受けていることもある。火熱を受けた部分が当時の表面や底面である。棺のまま茶毘に付した場合に

は、納棺の際打ち付けたと考えられる釘や鎚が出土することもある。このよう な例が、本遺跡にも認め

られた。別の火葬墓には、茶毘を別の火葬施設(火葬場)で行い、収骨 し土坑に納める埋め墓がある。

この場合、木炭や焼土は認められないし、 土坑の周囲の壁は火熱を受けていない。

本遺跡の土葬の場合、土坑の大きさから考え、屈葬と考えられる。おおむね遺体は北枕西向きの原則

に則っていたと考えられる。

墓標があったか、無かったかという点では、 SX2009の離が自然、石による墓標と考えられる。同じ頃

一石五輪塔など庶民の供養塔婆が普及していたが、これは移動しやすく、改葬の際、移動している可能

性がある。本遺跡の埋葬遺構が石塔を伴ったかどうかの判断は、保留しておき たい。
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9 埋葬遺構

SX1006 (図 241・243、図版 67)

SX1005の西側約l.6mに隣接する、木棺墓または直葬墓である。長径 82cm・短径60cmの楕円形で、

上面が大きく削平され、深さは 7cm程しか残存しない。 SX1005と同様に、南北方向を長軸とする。底

面および埋土中から、 焼土や炭化物は確認されていない。人骨も、墓坑の東側で小片が発見されたのみ

である。
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いる。中世後期のものとみてよい。 1809は土蹄器の聾で、古代のものである。いずれも小破片のため、

富j葬品とは考えられず、埋土に議入した遺物とみてよい。

SX1∞8では、墓坑の中央に六道銭、北側の隅にこt師難こと器血が配櫨されており、この副葬品の配置

はSX1∞7と共通する要葉として捉えられる。また、六道銭の銭種構成も、披来銭もしくは模鋳銭のみ

で構成されている。以上の点から、埋葬年代は、 15世紀後半から 17世紀前半にかけての、 SX1∞?と

ヱ較的近接した時期と考えてよいであろう。
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9.埋葬遺構
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SX2004 (図246~ 248、図版 24・25・66・67)
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愈削
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1 暗褐色土

50cm 

2区の西側に位置する、桶棺墓である。墓坑は平面が直径 85cmの円形で、深さは 28cm残存する。底

面や側面に被熱した痕跡は認められず、埋土中に炭化物や焼土も確認されていない。人骨は確認されて

いないが、墓坑西側の底面から 15cm程浮いた状態で、歯が出土している。歯の出土位置から、頭位は北

または西であったとみてよいであろう 。

副葬品としては、墓坑の中央から銭貨と火打金、これらと歯のほぼ中間の位置からキセjレが出土して

いる。銭貨 (1820~ 1825)は、底面より 8cm程度浮いた状態で出土している。藁紐などは確認されて

いないものの、 6枚重なった状態で出土していることから、縄銭の可能性が高い。 6枚とも全て古寛永

である。火打金 (1819)は、銭貨に捜して出土している。いわゆる鎌形火打金で、両側端を上方に折り

上げてつくられている。キセル (1818)は、雁首と吸口が出土してお り、断片的に羅字も発見されてい

る。火皿の下端には補強体が設けられ、肩の段も明瞭である。
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9 埋葬遺術

この他に、埋土中から土師質土器皿(1816・1817)や、内耳鍋の破片が数点出土している。いずれも

破片資料であり、墓坑を埋めた際の混入遺物であろう 。

キセルが 17世紀後半の特徴を呈しており、銭貨が古寛永のみで構成されていることから、埋葬年代

は17世紀後半に位置付けられる。

SX2005 (図 248~ 250、図版24・25・66・67)

SX2004から、北東へ約 20m離れた場所に位置する、桶棺墓である。墓坑は直径 80cmの円形で、深

さは約 60cm残存する。人骨は、ごく小さな骨片が l点北端で確認されているのみである。底部や側面

に被熱の痕跡は認められず、埋土中に焼土や炭化物も確認されていない。
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副葬品としては、キセルと火打金、布製品、銭貨が出土している。銭貨 1点 (1832) を除き、墓坑

の北隅に副葬されている。副葬品が北隅に集中することから、被葬者の頭位は北とみてよいであろう。

1826はキセルの吸口で、肩の段はやや不明瞭になっている。 1827は火打金であり、表面には布と銅製

の鋲が鋳着している。 1828と1829は、布製品に付随する銅製の金具である。 1828の表側には、「満るや」

の文字が確認できる。 1829には、円環状の金具が取り付けられており、布を挟んで鋲で鋼板に固定さ

れている。紐等を通して吊り提げるための金具であろう。金具の構成から、出土した布製品については、

火打入れや煙草入れなどの袋物である可能性が高いと推測される。

銭貨 (1830~ 1834) は、破片のものを含め 5枚出土 しているが、古寛永・文銭 ・新寛永・鉄銭と

多様な構成となっている。 1830は文銭である。背に紐状の繊維が付着しており 、半分程度重なる状態

で 1831と鋳着する。 1831は寛永鉄銭であ り、 表には有機質が付着している。直径が2.lcmと、他の銭

貨に比べて極端に小さい。 1832は新寛永で、あり、他の副葬品とは少し離れた墓坑の東端で出土してい

る。出土した高さも他の副葬品と異な り、 底部に近い位置である。 1833は古寛永で、 1834と鋳着した

状態で出土している。表には、布が付着している。 1834は鉄銭で、全体の4分の l程度の破片である。

1832を除き、墓坑の北側で出土している銭貨には、いずれも布の付着が確認できることから、袋物に

入れて埋納されたものとみてよいであろう。

キセルが 18世紀代に主流となる特徴を有しており、銭貨に鉄銭がみられることから、埋葬年代は 18

世紀の中頃を中心とした時期と推測される。
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9 埋葬遺構

SX2006 (図 248・251、図版 23・67)

SX2004から北東へ約 4mの場所に隣接する茶毘墓である。底部の一部のみ、幅約 70cm .長さ 1m

の規模で検出されている。周辺が大幅に削平されているため、正確な規模や形状については不明である。

底面は、被熱により赤化している。底面付近では、多量の炭化物とともに人骨も発見されている。副葬

品は、貨銭が4点 (1835~ 1838)出土している。南東側からまとまって出土しているが、それぞれ鋳

着した状況はみられず、繊維等の付着も確認されない。 1835・1836・1838は、いずれも新寛永である。

1837は文銭で、全体が裏側に反る形に大きく 変形する。茶毘に付す以前に副葬され、遺体とともに茶

毘に付された際、火熱によって変形したものとみられる。

埋葬年代は、文銭と新寛永という銭種構成から、 18世紀代を中心とする時期と推測される。
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SX2007 (図 248・252、図版24・66)

SX2005から東へ約 8mに位置する木棺墓である。南北に長軸をもっ、長さ 90cm'幅 60cmの隅丸長

方形の墓坑である。上面が大幅に削平を受けているため、深さは 5cm程度しか残存しない。底面や側面

に被熱した痕跡はなく、炭化物も確認されていない。墓坑の北側では歯が出土しており、南側では比較

的形状を保った状態で人骨が検出されている。人骨は長骨で、墓坑の長軸に直交する形で出土している。
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9. J..l塁手F遺構

歯との位置関係からみて、下肢骨の一部である と推定される。人骨と歯の出土状況から、被葬者は、頭

位を北とする伏臥屈葬で土葬されていた可能性が高い。

他の遺物と しては、・釘 (1839~ 1842)が4点出土している。 1839~ 1841は環頭釘である。いずれ

も幅の狭い板状の素材を、二つに折り合わせてつくられている。環状部の下端から脚部には、木質が残

存する。 1842は、太さ約 2mm.残存部の長さ約 2cm程度の小型の釘で、頭部は欠損している。いずれも、

墓坑の端で出土していることから、棺に用いられた釘であると推測される。

SX2007については、周辺に中世末から近世の埋葬遺構が集中することから、これらと同様の時期で

ある可能性が高いと推測される。 しかし、出土遺物が釘のみで、年代を明確に示す副葬品等が出土して

いないため、詳細な時期の特定は困難である。

SX2008 (図 248・253、図版 24・67)

SX2007の北5mに位置する桶棺墓または直葬墓である。調査時には正方形に近い平面形態と認識さ

れているが、南側については立ち上がりの傾斜が明らかに異なっており、誤って別の遺構を一体のもの

と捉えてしまった可能性が高い。本来は、底部から比較的急に立ち上がる、直径 90cm程度の円形の墓

坑であったと推測される。底面や側面に被熱の痕跡はなく、炭化物も発見されていない。

副葬品としては、銭貨が7点(1843~ 1849)出土している。遺存状態が悪く、断片になっているも

のが多い。 1843と1844は重なった状態で鋳着 していたものの、他については単体で出土している。い

ずれの銭貨にも、繊維等の付着は確認されていない。 1843と1846は永楽通宝、 1844は開元通宝、 1845

は照寧元宝、 1847は宣徳通宝、 1848と1849は洪武通宝である。 1849には、側面に歯車状の刻みが認

められる。 1843と1844は裳面で鋳着しているが、孔は通っていない。1843~ 1846の4枚は墓坑の南側、

1847 ~ 1849の3枚は北側から出土しており、遺体を挟んで相対する位置に埋納されているようにみえ

る。本遺跡では、六道銭は lヶ所にまとめられている例がほとんどであり、やや特殊な印象を受ける。

年代としては、貨銭が渡来銭もしくは模鋳銭のみで構成されており、さらに永楽銭が優位の銭種構成

であることから、 15世紀から 16世紀前半と推測される。

SX2009 (図 248・254・255、図版 24・68)

SX2008の東側約 2mの場所に隣接する、桶棺墓または直葬墓である。平面は直径約 60cmの円形で、

深さは約 60cm残存する。床面や側面に被熱の痕跡は確認されておらず、埋土中に炭化物も検出されて

いない。また、人骨や歯についても発見されなかった。埋土の上層には、長さ約 30cmの離が検出され

ている。中央にやや大型の角磯とその脇に円礁が2つ、埋土の上層に埋め込まれる形で立てられている。

どの程度削平を受けているか不明ではあるが、現存では墓坑上面から 10~ 15 cm程度露頭しており、墓

標であった可能性が高い。

副葬品としては、底面から 25~ 30 cm程の高さから、銭貨が合計 13枚出土している。 1851~ 1855は、

墓坑中央やや南東よりの位置から出土している。 1851は照寧元宝、 1852は嘉祐通宝、1853は嘉祐元宝、

1854は元豊通宝、 1855は紹聖元宝である。 5枚が重なった状態で鋳着して発見されてお り、孔も通っ

ていることから、縄銭であった可能性が高い。 1856~ 1863は、墓坑の東寄りの位置から、重なった状

態で誘着して出としている。孔に藁紐が残存することから、絹銭の状態で副葬されていたことが分かる。

1856・1858・1860・1861の4枚は元豊通宝、 1857と1863は照寧元宝、 1859は古寛永、 1862は至和元

宝である。

また、銭貨の他に、埋土中からは土師質土器皿 (1850)が l点出土している。出土状況について記録

が残されていないため不明確な部分も多いものの、全体の3分の l程度の破片しか出土していないこと
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から、埋土に混入した遺物の可能性が高い。

SX2009は、同様の平面形態の SX2004・2005・2008と比べると、その規模は明らかに小型である。また、

深さも底面から墓標の下端までは 40cm程しかない。体躯を折り曲げれば成人の埋葬も不可能ではない
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1お2 1鍵3

図255 SX2009出土遺物 (2) 

が、被葬者が子供である可能性も想定しておく必要があろ う。

銭種構成としては、渡来銭または模鋳銭に加えて、 l枚だけではあるが古寛永が含まれている。 この

ことから、埋葬年代は 17世紀中頃を中心とした時期と推測される。
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SX2011 (図 248・256、図版 68)

SX2009の北西約8mに位置する木棺墓または直葬墓である。南北に長軸をもっ、 長さ 90cm .幅 55

cmのややいびつな隅丸長方形で、深さは現存で 10cm程度で‘ある。底面や側面に被熱した痕跡はなく 、

炭化物も検出されていない。人骨は墓坑西端で破片が数点検出されているが、遺存状態が悪く、小破片

もしくは粉末となった状態であった。

副葬品としては、墓坑の中央やや北東寄りの位置から、銭貨 (1864~ 1869)が出土している。 1864

は開元通宝、 1865と1866は永楽通宝、 1867は景徳元宝、 1868は皇宋通宝、 1869は乾元重宝である。

藁紐等は確認されていないが、 6枚重なった状態で鋳着しており、縄銭であった可能性が高い。

埋葬年代としては、貨銭が渡来銭のみで構成されていることから、 15世紀後半から 17世紀前半にか

けての時期でもその前半代であると推測される。

『ミコム斗ー
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SX2011 
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図256 SX2011実測図・出土遺物
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図257 埋葬遺構配置図 (3区)

SX3001 (図 257・258、図版 23・25・65・66・68)

3区の北東部に位置する茶毘墓である。 SD3009の上面で検出されており、東側はトレンチによって

失われている。南北を長軸とする径1.1~ 1.3 m程度の楕円形と推測され、深さは約 30cm残存した。 墓

坑の底面と側面には、 被熱による赤化が認められる。墓坑内からは、焼土ブロックと炭化物の他に、人

骨も多量に出土している。人骨は墓坑全体に散らばっており、ほとんどが細片の状態であった。

副葬品は、土師質土器血3枚 (1870~ 1872) と、銭貨 1枚 (1876)が出土している。土師質土器皿は、

口縁を上に向けた状態で、墓坑の北側に副葬されている。 1870は単独で、 1871と1872は2枚重ねて

置かれている。 1876は古寛永で、墓坑の南側から出土しており、表面には菰や鐘の一部とみられる組

い繊維状の有機物の付着が認められる。遺物としては、他に棺に用いられたと思われる鉄釘 (1873~ 

1875) も3点出土している。いずれもやや小型の方頭釘で、板状に延ばした後下方に巻き込んで頭部を

造り出 している。

下層に存在する SD3009の埋没年代は、 17世紀前半に位置付けら れており、切り合い関係から

SX3001がこれを遡ることはない。 l枚だけではあるが古寛永が出土していることから、埋葬年代は、

17世紀中頃から後半にかけての時期と推測される。

SX3002 (図 257・259、図版23・26・65・66・68)

SX300lより約 7.5m西に位置する茶毘墓である。長径8.7m.短径6.3mの、南北方向に長軸をもっ

楕円形で、深さは 80cm程残存している。底面は被熱により広範囲にわたって赤化しており、炭化物も

出土している。人骨は、墓坑のやや西側寄りの部分で集中 して発見されている。

副葬品は、土師器皿と銭貨、火打金が出土している。土師質土器皿 (1877~ 1881)は、墓坑の北側

から 5枚まとまって出土している。いずれも立った状態で出土しており、単純に置いたとは考えにくい。

布に包んだり、箱に入れて埋納された可能性がある。被熱の痕跡、が認められないことから、茶毘に付

した後に供献されたものとみてよ い。 銭貨(1883~ 1888)は、いずれも古寛永であり、墓坑の南側か

ら、 多少散らばった状態で発見されている。一部に被熱の痕跡が認められる。 1882は短冊形の火打金で、

銭貨と近接した位置で出土している。

埋葬年代としては、古寛永のみで構成される銭種構成から、 17世紀中頃から後半にかけての時期と

推測される。
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SX3006 (図 257・260、図版 68)

SX3002から約 3m東に隣接する、桶棺墓または直葬墓である。現地では SD3014の掘り下げ後に検

出されているが、実際は SD3014より後出する遺構である。南東部が失われているが、平面形態は、直

径 65cm前後の円形であったもの と推測される。 SX2009と同様の小型の埋葬遺構である。上面は大幅

に削平されており、深さは5cm程しか残存しない。底面や側面に被熱の痕跡は認められず、炭化物や人

骨も発見されていない。

副葬品としては、 墓坑の南側で銭貨が6枚発見されている。銭貨はすべて古寛永であり、 1889~ 

1891と1892~ 1894が、 3枚ずつ重なった状態で鋳着している。 1889と1894の表面には、全体に葉状

の繊維の付着が認められる。墓坑や棺の底に敷かれていた娃等が付着しているものとみられる。

埋葬年代は、古寛永のみの銭種構成である ことから、 17世紀中頃から後半にかけての時期であると

推測される。

/) 
〆¥ 

A r-I 

十寸J

/ / 

小 〆¥二二二 J /

d人
SX3006 

A 

図260 SX3006実測図・出土遺物
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SX3006の北東側 50cmに隣接する、埋葬遺構である。 SX3006と同様に、 SD3014の掘り下げ後に検

出されてはいるが、実際は SD3014より後出する遺構である。東側の大半が失われているが、墓坑の形

状は直径 80cm前後の円形または隅丸方形と推測される。深さは現存で 15cm程度で、ある。底面や側面に

被熱の痕跡は認められておらず、埋土中に炭化物や人骨も確認されなかった。

副葬品は、他の埋葬遺構に比べて豊富に出土している。 1895~ 1898は土師質土器皿である。1897は、

墓坑の西側に立てかける ようにして、他の 3枚は口縁を上に向け、底部より 10cm程浮いた状態で、墓坑

中央から出土している。墓坑のやや北側では、火打金 (1901)とキセル (1902)、銭貨 (1903~ 1908) 

が副葬されており、その上には脚を打ち欠いた美濃産の盤 (1899)が被せられていた。銭貨は、すべて
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図262 SX3007出土遺物

古寛永であり、 6枚重なった状態で鋳着していた。また、墓坑の東側からは、 青磁の碗 (1900)が出土

している。口縁部が欠損し、底部から高台部のみとなっている。出土位置や層位からみて、本遺構に伴

うものであることは間違いないが、副葬品ではなく、埋土に混入した遺物の可能性もある。

副葬された美濃産の盤が 17世紀後半のものであり、貨銭も古寛永のみの銭種構成である ことから、

埋葬年代は 17世紀後半とみてよいだろ う。

SX3008 (図 257・263、図版 23・68)

SX3007から北東へ3.7mの場所に、隣接して築かれている茶毘墓である。調査時には西側を大きく

掘削しているが、残されている北壁の土層の記録や遺物の分布から、本来は東西 90cm程度の規模で、あっ

たとみられる。深さは現存で約 20cmあり、 北側は調査範囲外のため未調査である。平面形態は、おそ

らく南北方向に長い楕円形であろう。底面は被熱により広範囲にわたって赤化しており、人骨や炭化物

も出土している。

副葬品としては、墓坑の南東側から、銭貨 (1915・1916)が2枚出土している。 1915は7cm程浮い

た高さから、 1916 は底音~7)'ら出土している。 1915は文銭、 1916は古寛永であり、いずれも繊維等の付

着は認められなかった。 墓坑の南西側からは、 棺に用いられたとみられる鉄釘 (1909)が l点出土して

いる。方頭釘であり、頭部の形状は SX3001出土のものと類似する。この他に、 埋土内から土師質土器
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図263 SX3008実測図・出土漬物

皿 (1910~ 1913)や山茶碗 (1914)なども出土しているが、いずれも小破片の状態であり、副葬品で

はなく埋土に混入した遺物とみてよい。

埋葬年代は、古寛永と文銭という銭種構成から、 17世紀後半を中心とする時期であると推測される。
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図264 SX3009実測図・出土遺物

SX3009 (図 257・264、図版23・66)

SX3007の南 L5mに隣接する茶毘墓である。北側が トレンチにより失われているが、幅 60cm .長さ

90 cm程度の隅丸長方形の墓坑で、あると推測される。長軸の方向は、基本的に南北を意識しているとみ

られるが、東に大きく傾いている。底面と側面は被熱によって赤化しており、炭化物が多量に出土して

いるが、人骨は遺存していなかった。

~IJ葬品は、土師質土器皿が l 点のみである。土師質土器皿 (1917) は、 底面より 10 cm程高い位置から、

u縁を上に向けた状態で出土している。内外面の大部分が被熱によって変色しており、煤も広範囲に付

着する。遺体とともに、茶見に付されたものとみてよい。

遺物が土師質土器皿 1点のみであるため、年代の特定は困難ではあるが、周辺の埋葬遺構の年代から

17世紀代である可能性が高いと推測される。

SX3003 (図 257・265、図版23・26・68)

SX3009から西へ約 50m離れた場所に位置する、茶毘墓である。南北に長軸をもっ長径 Um'短径

45 cmの楕円形で、深さは 25cm程残存する。底面は被熱により赤化しており、埋土には焼土ブロ ックと

炭化物が多量に含まれていた。人骨については、 検出されなかった。

副葬品は、土師質土器皿と銭貨が出土している。土師質土器皿(1918・1919)は、割れてはいるが、

墓坑中央から口を伏せた形で出土している。被熱の痕跡が認められないため、遺体が茶毘に付された後
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図265 SX3003実測図・出土遺物

に供献されたものとみられる。銭貨 (1920~ 1922) はすべて古寛永で、墓坑の北端から出土している。

いずれも劣化が著しく、被熱の痕跡が確認できることから、遺体とともに茶毘に付したものと考えられ

る。 1920と1921は、 2枚重なった状態で鋳着している。これ以外には、細片になった銭貨も 2点出土

している。

埋葬年代は、銭種不明の小破片を除き、すべて古寛永で、構成されていることから、17世紀中頃から

後半にかけての時期と推測される。
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SX3004 (図 257・266、図版26・66・68)

SX3003の4m南東に位置する埋葬遺構である。底部の一部がかろうじて残存する程度であるため、

墓坑の形状や規模については特定できないが、平面形は円形または楕円形と推測される。底面や側面に

被熱の痕跡は認められておらず、埋土中にも焼土や炭化物は検出されていない。

副葬品と しては、土師質土器皿(1923) と銭貨 (1924-1929)が出土している。土師質土器皿は日

縁を上にして埋納されている。銭貨はすべて古寛永であり、 6枚重なった状態で鋳着していた。藁紐等

は出土していないが、孔が通った状態で横にして置かれており、縄銭であった可能性が高い。

埋葬年代は、古寛永のみの銭種構成から、 17世紀中頃から後半にかけての時期であると推測される。

SX3005 (図 257・267、図版23・26・66)

3区の南東部に単独で検出されている茶毘墓である。南北方向に長軸をもっ、長さ1.3m .幅 90cm 

の隅丸長方形で、深さは 10cm程残存する。底面は被熱により 広範囲にわたって赤化している。底面付

近では、 多量の炭化物とともに、人骨も出土している。

副葬品は、墓坑の北側で土師質土器皿 (1930・1931)が2枚出土している。いずれも口縁部を下にし

て埋納されていた。この他に、棺に用いたとみられる鉄釘(1932・1933)が2点出土しており 、1933

には木質も残存していた。 いずれも方頭釘で、比較的大型のものである。

年代については不明瞭ではあるが、中屋遺跡における他の茶見墓と同様に、 17世紀中頃から 18世紀

にかけての時期である可能性が高い。
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9 埋葬遺構

表 24 埋葬遺構出土土器・陶磁器観察表
出 遭樋名
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第3章中世~近世

10.包含層・撹乱出土遺物

ここでは、包含層及び撹乱から出土した多量の出土遺物のうち、特徴的なものを図示する。

山茶碗(図 268、図版 32・69)

1934 ~ 1952は山茶碗類である。1951が東遠江産である以外は全て渥美湖西産である。

1934は 1-1期の山茶碗で、 高台も高く体部から口縁部にかけての湾曲が顕著である。また口縁部

には灰紬が漬け掛けされている。 1935~ 1937・1939は 1-2期の山茶碗である。 1935・1937は口縁

1934 ミヲ一一fv お

守コゴ(¥」孟(38 ト ;9 

ミ---+--2~十三、4Lと二え;3

て三と ど 46 

¥:-=f-Z三土ぷにゴ 9 

¥=二寸51
F
D
 

O
W》

冶主二(1953 てニヒプ《54 ミ」ラ~55

〕二ζ二フ1蜘 ¥ーとプ1957

図268 包含層・撹乱出土遺物(1 ) 

(1:3) 10cm 
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10包含層撹乱出土遺物

部に三方の灰粕漬掛けが観察され、体部から口縁部にかけて直線的に聞く特徴がある。 1938・1940~ 

1947・1949・1950はill-1期の山茶碗である。器壁が厚くなると同時に高台の省力化が顕著となり、

かなり低いものとなる。1940のように口縁端部が肥厚するものもある。 1945は内面に煤が付着しており 、

灯明具への使用を窺わせる。 1948はill-2期の山茶碗で、 ill-1期の製品に比べ、口径は小さくなり、

高台も低くなる。

1951は東遠江産ill-1期の山茶碗である。青灰色に焼成され、高台は断面三角形となる特徴的なも

のである。当遺跡では東遠江産の製品はほとんど出土しておらず、その流通園から遠く外れていること

が窺われる。

1953は 1-2期に位置づけ られる小碗で、ある。 1954~ 1957は小皿で、 1954・1955は器高が4cm前

後と高く、 E期の製品とみられる。 1956・1957は底部のみであるため明確でないが、底部から体部の

様子からかな り肩平になることが想定されるため、 ill-2期頃の製品と思われる。

1952は墨書土器である。 E期の山茶碗で、 「又Jと読める。

片口鉢・ 聾・壷(図269、図版 31) 

1958・1959は常滑産の片口鉢である。1958は墾系の片口鉢で、口径 15.8cmに復元される小型の製品

である。底部には窯屑が付着 した ままになっている。常滑 5~6a型式に位置づけられよ う。 1959 は

山茶碗系の片口鉢で、常滑5型式頃のものとみられる。

1960は渥美窯産の聾の口縁部破片で、自然紬が内外面に観察される I期の製品であろう。 1961・

1962は常滑産の費の口縁部破片である。口縁部が折り返される 1961は常滑 10型式に位置づけられる。

口縁上部外側に突帯を持つ 1962は、 かなり軟質に焼成される 17世紀頃の製品であろう。

1963は渥美窯産の査で、肩部に線刻文が施される。文様の詳細は明確でないが、井桁状の線刻がみ

られる。 1964は常滑産の壷で、口縁が外に折り返される常滑 10型式に位置づけられる遺物である。

土師質土器皿(図 269~ 271、図版 32・69・70)

1965 ~ 1985・1991~ 1997は土師質土器の皿である。

1965 . 1966はロクロ成形品で 1965は器高が低く 16世紀中~後葉に位置づけられよう。 1966は胎土

が樺色を呈し、器高が高く器壁が厚手である。 17世紀代の製品と考えられる。

1967 ~ 1985は、 非ロクロ成形の土師質土器皿である。 1967~ 1969は厚手で、底部外面は指頭が残

るオサエ調整、口縁部は横ナデ調整が施される 13世紀代の製品であろう。

1970 ~ 1985は薄手のっくりで、胎土は灰白色で轍密となるもので、口縁端部外側にナデによる面を

作り出す特徴を持つ。 16世紀中~後葉の製品であろう。 1973~ 1985はやはり灰白色で撤密な胎土を持

ち、 外面は指頭の残るオサエ調整、内面はナデ調整またはへラ状工具による調整が施されるものである。

1973 ~ 1978のように体部から口縁にかけて外傾させるもの、 1979~ 1982のように浅いもの、 1983~ 

1985 の よう に口縁を上方に立ち上げるものがある。 16 世紀後葉~ 17世紀代にかけての製品であろう。

1991 ~ 1997は、1973~ 1985の皿と類似するが、胎土は撞色に近く、器壁が薄くなるもので、 17~ 

18世紀代の製品とみられる。 1995~ 1997のように口径8cm以下となるような小型品もある。

土師質土器釜 ・鍋 (図 270・271、図版 32)

1986 ~ 1990・1998~ 2007は土師質土器の鍋で、2001は釜である。 1986・1987は伊勢鍋である。と

もに使用による被熱が顕著であり、体部~口縁部外面には煤が多く付着し、内面にも内容物の痕跡とみ

られる変色が観察される。 13世紀代のものであろ う。
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10 包含層 ー撹乱出土遺物

1988 ~ 1990は内管形内耳鍋の体部及び口縁部破片である。 1989は口縁部が若干短いもので、古手に

位置づけられる可能性があるが、概ね 16世紀代の範曙で捉えられるものであろう。 1999は内管形内耳

鍋の底部で、脚が取り付けられる。おそらく三方に取り付けられていたのだろう。 2000は半球形内耳

鍋の口縁部破片、2001は羽釜の体部に取り付けられた羽部の破片である。 2002~ 2007はくの字形内耳

鍋である。体部外面には使用によって煤が多く付着し、わずかにハケ調整が観察される。 2002~ 2004 

には内耳が残存しているが、目立った使用痕はない。 15 世紀中葉~ 16世紀代にかけての製品であろう。

貿易陶磁(図 272、図版 33)

2008 ~ 2021は貿易陶磁である。

2008 ~ 2017は青磁碗である。 2008は底部内面に草花文とみられる文様をへラ彫りする A2類の青磁

碗であろう。 2009~ 2017は体部外面に鏑蓮弁文が施される B1類に分類される青磁碗である。 2018は

底部のみで判然と しないが、青磁折縁皿であろう。 2019は青磁盤で、口縁部が欠けているが、小型品

とみられる。体部外面に蓮弁文が施されるもので、SD6002出土の 881(図108)とは直接接合はしないが、

同一個体とみられる。

2020・2021は白磁碗である。 2020は口縁端部に紬が掛からない立類に分類されるものである。 2021

は底部の破片で判然としないが、 V類の碗の可能性が高い。
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図272 包含層・擾乱出土遺物 (5)
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第3i転中世~近世

瀬戸美濃系施柚陶器(図 273、図版 32・70)

2022 ~ 2037は瀬戸美濃系施紬問器である。 2024・2028・2033が初山窯、 2031. 2034が志戸邑窯の

製品である以外は瀬戸美濃窯の製品で、ある。

2022 ~ 2025は天目茶碗で、 2022は古瀬戸後 I期、 2025は大窯第 l段階、 2023は大窯第 2段階、

2024は大窯第3段階並行の初山窯の製品である。 2025は底部から体部にかけての内面に茶先による と

みられる細かい傷が無数に観察される。

2026 ~ 2029は皿類である。 2026は古瀬戸後 I期の灰紬縁軸小皿、 2027は大窯第2段階の鉄紬稜皿、

2028は初山窯産の鉄紬内禿皿、 2029は古瀬戸後 I期の灰紬豆皿である。 2028は底部内外面に重ね焼き

の痕跡が付着している。 2030は古瀬戸後E期の灰紬折縁深皿の口縁部破片で、二次焼成が顕著である。

2031 ~ 2034は措鉢で、 2031・2034は古瀬戸後N期並行の古志戸呂製品、 2032は大窯第2段階の製品、

2033は初山窯製品である。古志戸目製品は軟質に焼成されており、摩j威が著しい。

2035 ~ 2037は査瓶類である。いずれも底部破片で、 2035は古瀬戸前E期の鉄粕口広有耳査、 2036

は古瀬戸前m~町期の灰紬瓶子、 2037 は古志戸自製品の鉄柚瓶子である。

ビイー1.022

可壬必;5 にヨ三ヨ02 ミ己ごス027
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図273 包含層・揖乱出土遺物 (6) 
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10 包含層-撹乱出土遺物

近世陶磁器(図 274~ 276、図版33・70)

2038 ~ 2077は近世陶磁器である。大半は瀬戸美濃製品で、あるが、肥前産の磁器も少数ながら見受け

られる。 2038~ 2048 は碗類である。 2038 は登窯 5~6小期の美濃窯の尾目茶碗である。 2039 ~ 2041 

は腰錆茶碗で、 2039 は登窯 5~6小期、 2040 は登窯 6 小期、 2041 は登窯 8小期に位置づけられる、い

ずれも瀬声窯の製品である。 2042 は登窯 8小期の糸目茶碗、 2043 ・ 2044 は登窯 6~7小期の御室茶碗

である。 2046~ 2047 は小中で、 2046 と 2047 は小碗である。いずれも登窯8~9小期の瀬戸窯の製品

であろ う。

2048 は肥前産の磁器碗の底部破片で、 18 世紀中頃のものであろう。 2049 は 17 世紀後葉~ 18世紀前

葉頃の肥前産小坪で、あろう。

2050 ~ 2056は皿類である。 2050・2051は登窯4小期の灰紬丸皿、 2052は登窯4小期の志野皿である。

2053 は登窯 8~9小期の梅文皿、 2055 は登窯 8~9小期の染付皿、 2056 は登窯 11 小期の染付磁器皿
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図274 包含層・撹乱出土遺物(ア)
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第3章中世~近世

である。 2054 は肥前産の染付皿で、 17 世紀後葉~ 18世紀前葉の製品であろ う。

2057 ~ 2062は片口である。 2057は小型品で、登窯 7小期の製品であろう。 2058は登窯 8小期頃の

製品の底部破片であるが、底部外面に判読不明の墨書が認められる。 2059、2061の口縁部破片は登窯

6~7小期のものであろう。 2060 と 2062 は同一個体で、登窯 8小期の美濃窯の製品で、ある。

2063 は登窯 8~9小期の灰柚有耳査の底部破片、 2064 は登窯 8 小期の黄瀬戸鉢、 2065 は登窯 11 小

期の灰柑練鉢である。 2066 は登窯 7~8小期に位置づけられる鉄紬小査であるが、底部外面に「きん

口介」と判読できそうな墨書がある。
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10 包含層 ・骨量乱出土遺物
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図276 包含層・撹乱出土遺物 (9) 

2067 ~ 2069は香炉で、 2067は登窯 6小期、 2068は登窯7小期、 2069は登窯8小期に位置づけられ

よう。 2070・2071は灯明皿で、 2070は登窯7小期、 2071は登窯 9~ 10小期の製品であろう。同じく

灯明具である 2072 の乗燭は登窯 1O ~ 1l小期のものであろう。 2073 ・ 2074 の播鉢は、 2073 が登窯 8小

期、 2074が登窯9小期に位置づけられる製品である。

2075 は肥前産の御神酒徳利で、鶴首瓶とも呼ばれる 18 世紀後葉~ 19世紀前葉頃のものであろう。

2076 は瀬戸窯の登窯 8~9小期頃に位置づけられる小瓶である。 2077 は磁器戸車で、肥前産とみられる。

瓦(図 277・278)

2078 ~ 2094は瓦である。 2078~ 2086は丸瓦である。いずれも凸面はナデ調整が施され、凹面に

は布目と吊り紐痕が確認される。 2078は狭端部の破片で、凹面の狭端には面取り調整が施されてい

る。布に隠れている長さを lとした時の、布から出た部分の吊り紐の比率は 0.8となっている。 2078と

2079には釘穴が認められる。2084は布目が他の丸瓦に比べて粗く、有段式である可能性が高い。2080

と2086は広端部の破片であ り、広端面には離れ砂の付着が認められる。 2081~ 2083は側端部の破片

である。いずれも凹面の側端には、幅の広い面取り調整が施されている。 2082には被熱の痕跡が顕著

に認められる。
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図278 包含層・揖乱出土瓦 (2) 

2087 ~ 2094は平瓦である。2090は全体的に薄手のっ くりであ り、凸面には細かい縄叩きが施される。

凹凸面ともに離れ砂の使用は認められず、凹面には糸切り痕が明瞭に残る。 2088は表面の摩滅が著し

く、やや不明瞭ではあるが、 2090と同様に縄田町きが施されているものとみられる。 2087と2089は、

縦長斜格子の叩き目を残すもので、 2087には「大」の字が認められる。ともに凸面には、離れ砂の付

着が認められる。 2087の凹面には布目が残り、離れ砂は付着していない。 2089は広端部の破片であり、

広端面にも離れ砂の付着が認められる。 2091・2092は凸面に縦長斜格子+横線の町き目を残すもので、

凹凸面には離れ砂が付着する。 2093と2094は凸面に明瞭な叩き目がみられず、凹凸面には離れ砂が付

着する。いずれも広端部破片で、2094には釘穴がみられる。
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第3宣言 中世~近世

土製品(図 279、図版 33)

2095 ~ 2099は土製品である。 2095は招き猫、 2096は地蔵菩薩像とみられ、型押しの土製品である。

2097と2098は内面に布目が観察される中空となる製品で、不明瞭ながら 2098は顔の一部で鼻と口を

表現したものであろう。 2099は動物等の脚部であろうか。これらは遺構外から出土しているが、近世

墓に副葬されたものの一部である可能性が高い。

石製品(図 279、図版32)

2100 ~ 2102は石製品である。 2100は茶臼下部の端部破片である。 2101と2102は砥石で、大型の

2101は砂岩製でやや粗く、持ち砥石とみられる 2102は凝灰岩製で日がやや細かい。

金属製品(図 280~ 281、図版83)

2103 ~ 2142は銭貨である。遺構外から出土しているが、重なる状態で出土したものについては、本

来墓に副葬された六道銭と考えられる。

色 2096 
(1:2) 5cm 

2095 

~-~ 劇。三百/ 2099
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図279 包含層・擾乱出土土製品・右製品
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10 包含層 ・撹乱出土遺物

図280 包含層・揖乱出土銭貿(1 ) 
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第3章中世~近世

2103 ~ 2108は近世墓が集中する 3区の残存土塁付近で6枚重なって出土したものである。 2107が背

文の入る新寛永である以外は古寛永である。 2109~ 2114も3区残存土塁付近で集中して出土している。

2110・2113.2114は古寛永、 2109・2111・2112は背文の入る新寛永である。木片が伴出している ことから、

棺や容器などの木製品を伴っていたのであろう。

2115 ~ 2120は確認調査時に 5区H1区西端付近で6枚重なって出土している。2115・2118・2119は

鼎寧元宝、 2116は至道元宝、 2117は天橋通宝、 2120は文字が判読できず、不明である。いずれも被熱

の痕跡が確認されることから、中世に帰属する火葬墓に伴う遺物と判断される。

2121 ~ 2126は6区 114区で6枚重なって出土している。 2121は元祐通宝、 2122・2126は永楽通宝、

2123は元符通宝、 2124は天聖元宝、 2125は元豊通宝である。 E群の掘立柱建物群付近であり、年代的

にもほぼ合致することから、屋敷墓に伴う副葬品であった可能性が高い。

2127 ~ 2131は出土地点不明ながら 5枚重なって出土してお り、 2132が新寛永である以外は古寛永で

2132 

。令d

。守 u

。。明哲?
@@向。。 (1:2) 5 cm 

2139 2140 2141 

図 281 包含層・擾乱出土銭貨 (2)、鉄製品

320 



10.包含居・撹乱出土遺物

構成される近世墓に伴うものであろう 。

2132 ~ 2136は3区撹乱でまとま って出土している。 2132は背に「一銭」と鋳出される洪武通宝、

2133は皇宋通宝、 2134は照寧元宝、 2135は天聖元宝、 2136は不明である。出土状況は不明ながら中世

墓に伴ったものとみられる。

2137 ~ 2142は単独で、包含層あるいは撹乱より出土した銭貨で、 2137. 2141・2142は新寛永、 2138・

3139は古寛永である。 3140は照寧元宝で、被熱の痕跡が認められる。

2143は鉄製品であるが、用途は不明である。基部に木質が残るため、何らかの木製品の金具と考え

られる。

表27 包含層揖乱出土土器 ・陶磁器観察表(1 ) 

出 過禍名

1934 賓鐸

1935 揖乱

1936 痩探

1937 包古膚

1938 包古眉

1939 密保

1940 規乱

1941 揖邑

1942 燭乱

1943 包宮庸

1944 lIa 
1945 lIa 
1946 包歯磨

1947 包古膚

1948 喪棟

1949 費探

1950 包吉置

1951 慢乱(大溝上1

1952 lIa 
1953 担乱

1954 包宮周

1955 包宮E

1956 費様

1957 擾乱

1958 包宮.

1959 包吉圃

1960 包古E

1961 燭乱

1962 大溝内痩乱

1963 慢乱

1964 密保

1965 費保

1966 包宮眉

1967 包吉E

1968 包宮眉

1969 包宮眉

1970 規乱

1971 包吉圃

1972 包含眉

1973 鑓乱

ヅリッド 書類

土墨付近 山華磁

山華碗

曇種 直地 骨頚 tl式口径 (c・}車径(咽)容高(岨)高台径(圃)

茜

西

西

酉

湖

親

鴻

湖

聾

唖

費

量

温

温

漕

温

碗

砲

碗

砲

鵠

砲

土星付近

127-NW 

山葺砲

山葺磁

GI8.NW 山葺磁

土墨付近 山華砲

1-1 

1-2 

1-2  

1-2  

(15.5) 

(16.2) 

(15.95) 

(16.7) 

F34.SW 

F34.SW 

F34.SW 

G3.SE 

F34.SW 

1

2

1

1

1

1

1

1

 

一
一
一
一

一一

一一

E

I
園

田

皿

皿

回

目

西

西

高

直

面

酉

酉

直

渇

濁

湖

湖

湖

湖

湖

湖

蝿

発

費

鍵

揖

艶

聾

聾

温

温

温

濁

温

遁

温

温

砲

由

理

破

磁

砲

硯

椀

山軍碗

山葺砲

山事碗

山革檎

山葺碗

山高砲

山事情

山事磁

山華院

山軍焼

山車砲

山葺襖

山軍碗

山ln車
山軍横

E

W

E

近

E

N

S

S
付

2

5

3

E

1

 

3

2
封

Z

1

D

G

E

土

F

(15.8) 

(16.0) 

16.5 

(18.4) 

1

1

2

1

 

-一

一
一

E

E
田

固

西

酉

酋

西

潮

瀬

湖

湖

艶

艶

艶

鍵

温

温

週

温

碗

碗

硯

(16.0) 

14.6 

E
 

酉

酉

西

西

西

湖

温

湖

湖

湖

湖

蝿

車

艶

黄

蝿

鍵

温

適

温

温

温

随

磁

硯

川

畑F34.SW 

127.NW 

127.NW 山高砲 小皿

土墨付近 山事模 小皿

山高磁 小皿

F33.NE 中世間鱒 片ロ鉢

H25-SW 中世間標 片口鉢

中世陶器 里

中世陶器 圏

中世陶器 聾

中世問題 壷

土墨付近中世陶器 壷

土舗置土能 血

土師置土器 皿

D6.NE 土師置土器 皿

F33.SE 土舗置土審 即

日3.NW 土偏置土舞 皿

土師置土器 皿

HI8-NW 土舗置土器 血

FI2.NW 土師置土器 皿

土師置土盤 血

1974 殖I.a.董 土舗置土器皿

1975 包吉眉 土墨付近土師置土混 血

1976 密保 土墨付近 土師置土鑓 阻

1977 包吉眉 土墨付近土師賀土器 皿

1978 褒探 土墨付近土師闘士総 皿

1979 費土 土師置土器 皿

土踊置土語 皿1980 慢乱

1981 包宮層

1982 鑓乱

1963 包含漕

1984 包歯磨

1985 担乱

1986 喪土

1987 混乱

燭乱

1989 担乱

19田 包宮膚

1991 包吉眉

1992 包宮崎

1993 褒探

1994 包宮膚

1995 包宮眉

1996 包吉層

1997 包宮膚

1988 

CI9.SW 土師置土器 皿

土師置土器 皿

E7.NE 土師置土器 皿

E7.NE 土師置土器 皿

土師置土盤 皿

C6.SE 土師置土器情舞踊

F34.SW 土晦置土器伊勢鍋

土師置土畿内耳鍋

土師置土器内耳鍋

E33.SW 土師貨土器内耳踊

土舗賀土器 血

土墨付近 土踊置土器 皿

土星付近 土蟻慣土盤 皿

土師置土魅 皿

E30.NW 土師貿土器 皿

D32.SW 土師圃土器 皿

D32.SW 土樋貧土鑓 血

1998 包宮層 E33.SW 土踊置土緑 内耳鍋

1999 包宮居 G12・NE 土舗置土器 内耳鍋

ill-l 

E 

ムー2

E 

E 

8.5 

8.2 

4.3 

3.7 

4.7 

(4.2) 

(9.2) 

温鼻湖西 国一2

濁健湖西 国一2

常滑

常漕

酒'"
常漕

常滑i.揖

常滑

5-6a型式 (15.8) 

5型式 (26.4) 

I期 (45.0) 

(37.2) 

(90.4) 

10型式

10型式 (20.4) 

(10.25) 5.2 

5.1 

(6.7) 

(5.4) 

口クロ

口7口

非口クロ (11.9) 

(10.5) 

非ロクロ (11.0) 

非ロクロ (11.7) 

非ロクロ

非ロクロ

12.3 

13.0 

非ロク口 (10.9) 

9.0 

8.2 

(7.0) 

非ロクロ (11.8) (6.25) (2.95) 

)
 

巧

汚

白

7

3

師

1

2
白
山

3

5

4

お

5
叫

7
邸

9

3

Z

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

Z

2

位

1

1

1

(
 

)
 

日

柵

打

開

口

問

初

日

開

問

M

U

M

M

U
引

開

問

(
 

お

1

0
弱

η
B
町

4

0

町

口

口

汚

旬

匂

旬

釘

5
日

η
司

4

8
応

η

川

叩

叩

山

山

間

叩

ω

9

9
伯

9
川

口

お

お

幻

U
A

叩
山
川
市
阿
川

7

7

u

n

巴

白

(

;

{

(

(

(

1

{

(

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

i

，J''
口

口

口

口

口

口

口

『

再

ク

ク

ク

フ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

フ

ク

・

・

馴

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

駅

僻

抑

制

制

抑

制

判

制

抑

制

制

抑

制

内

内

向

抑

制

抑

制

抑

制

前

向

内

残存事

(6.4) 

(5.3) 

(7.0) 口組-JJ;II1/5 自然軸

(6.8) 

5.55 

(5.35) 

7.1 底部 1/5

6.9 3/4 

(8.0) 

灰白

灰白

灰白

内面・自然相 灰白

灰白

内面自然柚 灰白

口線~体盤 1/4 自然柚

目録~底郵 1/3

(5.25) 

5.35 

8.1 車種5/6

(6.0) 口組~底包 1/4

5.8 1/4 

7.5 体鶴~底甑3/4 内面自然馳 灰白

(6.4) .l[1III1/2 

5.4 

(4.日)

7.5 1/4 

(8.2) 日銀~底盤 1/4

(8.0) E留 1/3

口線~宮本留 1/6 灰白

外面自然柏 灰白

内薗自然柚 灰白

4.4 6.8 4/5 

(5.6) 111:85 1/2 

(8.2) 車留 1/2

5.3 lIE留のみ

6.6 底部 1/2

4.9 底部

4/5 

4/5 

.l1li 
底部

ロ栂-JlI:留 1/4 灰柏

ロ縁留 1/8 内面 白黙軸

内画。自然輔

自然柏

2.35 

2.6 自烈柏

(6.5) 

ロ縁部 1/10 灰軸

口縁郡 1/8

2.45 

4.0 

(3.4) 

(2.4) 

ロ細部 1/8

体節片

口緑郎 1/4

1/6 

4/5 

口組~底部 1/10

口組~底部 1川

口緑郎 1/6

日銀都 1/2~柵

1/2 

口緑~底部 1/4

灰軸

6

汚
日

2

2

2

 

J

(

 1/3 

2/3 

口線-II~摘

1:ぽ完形

口揚一郎~綱

口.鼠 1/2
由 E
;:rt;1l;t 

1/3 

2/3 

4/5 

2/3 

完形

I~I:完形

ロ栂~体節7/8

ロ.-顕111川

口偏~体部 1/4

白銀盤 1/4

ロ録郎 1/3

完形

ロ.-部うて姻

1/3 

ロ揖~庫邸 1/2

完形

ほI:~形

完形

ロ縁部 1/5

E邸 1/8

輸事 色踊 .考

灰白

氏賞

灰白

にぷい間信

灰白

F33.SEと接合

内外面に煤付薗

灰白

灰宵

灰費繍

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

民慣

によ;ぃ赤縄ノ褐灰

灰白

暗オリ ブ/灰白

にぷい褐

慣/洩胃檀

灰オリーブ/灰白井桁技館刻

•• r豆J

にぷい赤褐 /反胃

液費

浅賀a
i理費趨

灰白

洩慣檀

灰白

灰白

灰白

淡膏

灰自

民自

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

洩費檀

檀 併商に嫌付置

灰白

通費慣

浪費

週貴檀 内外置に嫌付薗

にぷい貴檀 外薗に健村曽

灰白 桝直に爆付圃

にぷい慣 内外面に娘付量

洩慣栂 持面に鰭付着

灰白 内外面に健付借

灰白

通費慢

灰白

にぷい費檀

灰白

洩宵噂

漫宵檀 外置に傑村薗

灰白 外面に煤付薗
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第3章中世~近世

表26 包含層撹乱出土土器・陶磁器観察表 (2) 
N臥 遺欄名 膚位 揖週 直地 骨:11繊式口径{咽)底径(咽)棒高("，)高台笹(咽)

半球形 (23.3) 

穂薫

2∞0 理安保 土星付近土師置土器 内耳絹

2001 雛乱 土偏寅土語 羽董

2002 1宜乱 土鍋置土器内耳鍋

2003 包宮11 D29.SW土師置土鑓 内耳鍋

2004 t置乱 土師置土舗内耳鍋

2∞ 5 撹乱 土舗置土鵠内耳鍋

2006 撹乱 土踊置土器内耳鍋

2007 撹乱 土師置土舘内耳絹

2∞呂 士清内慣乱 首畢陶憧 膏也碗 飽串鷹呆 A2調

2∞ 9 包吉眉 121-NW 宵島町硲 膏強硯 ・車購嘉 日1頭

2010 包古眉 H26.NW 貿島銅盤 膏櫨硯 樋車掃墨 田1類

2011 包吉11 G16.NW 貿易陶磁 膏磁碗 ・.a系 日1謂

2012 現探 土墨付近賀島陶磁 膏硲砲 ・.寵呆 日11:1
2013 包宮眉 H21.NW 宵畠陶磁 膏磁砲 簡県嵐長 田1:11

2014 包宮11 G21.SE 前島図艦 膏恒嶋 ..a系 61麺

2015 tI乱 貿畢陶僅膏硲硯・.寵果 日1類

2016 慣乱 貿島町II! 膏硲碗晦県寓系 日1鋼

2017 包含膚 H21・NW 貿易陶磁 膏組破 ..康悪 日1額

2016 'Il宮眉 G34.SE 貿畠陶磁 膏磁血 ..寓嘉

2019 tI乱 貿島問也育也鍾

2020 包宮眉 H20.SE 貿島岡也 自信硯

2021 包古眉 H26.NW 貿島問舗 白硲砲 V類か

2022 包宮置 施柏陶器 天目事硯週明戸揖漕 後期I

2023 捜乱 施柚悶盤天目華嶋遡戸健通 大潟2

2024 密保 土墨付近純輸陶器 貫目軍備 初山

2025 包古眉 錨柚間接天目軍磁調E戸賞温 大寓1

2026 包吉膚 H26.NE 施柚陶器 鰻柚小田濁戸貫通 後期1

2027 贋保 土墨付近施軸陶器 種皿 週戸黄濁 大寵2

202自 慢乱 範馳陶器内禿皿 初山

2029 包宮眉 施槍祖国崎 豆皿 車戸質調 後期I

2030 也宮JI H25-SE 純輸陶器 折錫翠皿漕戸賞週 後間n (21.8) 

2031 褒様 土墨付近施柚周器 情跡 古志戸呂後期W並行 β0.9) 

2032 也宮暦 G21.SW 施輸陶鍾 掴鉢 頑戸黄温 大宮2

2033 慣乱 純輸間健 福鉢 初山

2034 費探 土且付近施柚陶器 膚跡 古志戸呂後期W並行

2035櫨脇トレノチ 施輪銅鶴 口広有毒量調戸黄週 前期国

2036 賓待 土墨付近筒袖鴎鰭 恒子I鋼淘戸黄週前期皿-w
2037 費得 土且付近梅軸陶器 恒子 古車戸呂後期W並行

2038 要探 土畢付近近世間器 庫呂軍砲 費適 量 5-6 (12.0) 

2039 大潟内慣乱 近世間器贋鯖軍礎 潜戸 壷 5-6 (10.1) 

2040 費需 土里付近近世間鑓 腰鱒軍硯 洞戸 聖 6

2041 褒採 土墨付近近世間器 置鋪華礎 濁戸 量8

2042 褒標 土且付近近世陶器 糸目華強 調戸 壷8

2043 慢乱 近世陶器御軍事磁 調戸 壷 6-7

2044 喪掃 土星付近近世陶器 鋪軍事情 調戸 量 6-7

2045 密保 土墨付近近世間器 小中 淘戸 壷 8-9

2046 損保 土墨付近近世間総 小中小碗 淘戸 量 8-9

2047 大溝向慣乱 近世陶器小中小磁 調戸 量 8-9

2048 襲掃 土墨付近近世也穂 砲 I!I1i 

2049 喪探 土墨付近近世磁器 小坪 肥前

2050 密保 土墨付近近世間錘 丸皿 轟適 量 4

2051 寝土 近世国鶴志野皿 澗戸 壷 4

2052 襲掃 土E付近近世陶器 克皿 韓適 量 4

2053 喪探 土墨付近近世間盤 構文皿 濁戸 量自 -9

2054 褒保 土墨付近近世也器 量付血 肥前

2055 喪探 土墨付近近世陶器 染付皿 珊戸 軍 8-9

2056 褒採 土墨付近近世間器揖付磁盤血 鍵湯 量 11

2057 包吉膚 E33-NE 近世陶器 片口 漏戸 量 7

2058 撹乱 近世間盤 片日 韓温 量8

2059 大溝内機乱 近世間髭 片口 質調 壷 6-7 (16.7) 

2060 要保 土星付近近世間器 片口 碑酒 量 6-7  (19.0) 

2061 tI乱 近世陶器 片口 費量 置 8 (17.7) 

2062 大濁内慣乱 近世間穏 片口 構酒 量8

2063 大，陣内債乱 近世間緯 有耳聾 糞漉 量 8-9

2064 ，安保 土星付近近世間器 冒頭戸鉢 健温 量B

2065 喪保 土墨付近近世陶器 線鉢 濁戸 量 11

2066 包宮厄 E29-SE 近世陶器 小壷 賛温 董 7-8

2067 喪練 士墨付近近世銅器 筒形香炉 提湿 壷6

2068 撹乱 近世岡島筒形香炉費温 壷7

2069 密保 土墨付近近世間器筒形香炉 拠適 量8

2070 要保 土墨付近近世陶器 灯明皿 貸温 畳 7

2071 要保 土墨付近近世間鍾 灯明皿 質調 査 9-10 (10.3) 

2072 費保 土且付近近世陶器 聾燭 漏戸 壷 10-11 (5.15) 2.4 

2073 犬璃内股乱 近世陶器 摺鉢 調戸 量 8 (32.3) (13.5) (12.1) 

2074 大溝内世乱 近世園器 f冨鉢 洞戸 量 9 (32.8) 

2075 紳士 近世磁器神酒徳寺<1 I!前

2076 撹乱 近世陶器 小限 漏戸 量 8-9

2077 tI乱 硲鑑鹿品 戸事 肥前

2143 芭宮唐 土墨付近量軍制品 不明

2095 撹証 土厳晶 招曾祖

2096 大酒向慌乱 土慎品 地蔵書橿

2097 包含眉 F32.NW 土匝晶 人形

2098 'Il吉膚 土創品 人形

2099 包宮届 F32-SW 土田品 動相

21∞ tla 石目晶 葺臼

2101 慣乱 E34-NW 石胆品 砥石

2102 I!!乱 石 慣 品 砥 石
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口組邸 1/16 灰ね

6.8 底面 酷柚

底部 1/5 灰軸

底部 1ノ4

口組~体部1/6

(2.0) 

口縁~体節 1/11灰柏

1ノ4 鋲軸

1/4 灰袖
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畏 8.3 幅 3.05 厚さ 2.05
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灰白

灰白 斜面に傷付薗

灰白 舛置に煤付着

灰白 持置に傑付.

灰白 斜面に嫌付値

灰白 外面に償付'
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1.<オリーブ/氏自錨遭#立
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灰白
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灰白
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